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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第31話　情報収集機器






　スラム街の路地裏から抜け出し成り上がろうとハンターを目指した少年は、クズスハラ街遺跡で不可思議な美女と出会った。そして彼女の依頼を引き受けて、ある遺跡の攻略を目指すことになった。

　それを可能とする力を得る為ために、装備を調え、訓練を続け、実戦を繰り返し、死線を幾度も潜くぐり抜ぬけ、生き延びた。

　その結果、ただの薄汚れた服で拳銃片手にスラム街の路地裏から飛び出した子供が、今では強化服を身に纏まとい、対モンスター用の大型銃を身に着けて、荒野仕様のバイクに乗っている。既に一端のハンターだ。

　それでも目標の遺跡を攻略できる実力には程遠い。ハンターとして初めて受けた依頼をいつか必ず達成し、路地裏で夢見た生活を摑つかめるほどに成り上がる為に、更なる力が必要だった。

　その力を求めて少年は今日もハンター稼業を続ける。触れられず、自分にしか見えない奇妙な美女と一緒に。

　少年の名はアキラ。美女の名はアルファ。二人のハンター稼業はまだまだ続いていく。





◆






　アキラが荒野をバイクで駆けている。バイクにはハンターオフィスから貸し出された車載型の情報収集機器が積まれており、周囲の索敵を自動で行っている。更に移動ルートや索敵範囲、遭遇したモンスターの数や種類、撃破数などを記録していた。

　この記録が現在受けている依頼の報酬算出基準となる。アキラは特定のどこかを目指して荒野を進んでいるのではなく、個人でも受注可能な巡回依頼の最中だった。

　報酬は情報収集機器の記録から巡回の評価額を算出した後に、機器のレンタル代や破損時の修理代を引いた額が支払われる。

　先日引き受けた巡回用トラックに乗って行う都市主導のものとは異なり、個人で実施する巡回依頼は自由度が高い。時間も巡回ルートも自分で決められる。

　だがその代わりに全て自己責任だ。都市の職員によって各自の力量に応じた難易度の巡回地域に振り分けられるという、最低限の安全策すら得られない。チームを組んで巡回しても良いが、組んだ相手の安全性も自分で担保しなければならない。

　また、都市側が用意したトラックに乗っての巡回ではないので、都市の職員が同行している依頼の最中に騒ぎを起こすのは流石さすがに不味まずいという、心理的な制約すら無い。

　強力なモンスターが多数徘はい徊かいしている危険地帯を巡回すれば報酬も上がり、安全な場所で暇潰しだけをしていれば機器のレンタル代で赤字になる。その危険と報酬の釣り合いの調整も自分でしなければならない。その調整を誤れば、場合によってはモンスターの群れと一人で戦う羽目になる。

　しかし、一人で勝てば討伐報酬の総取りが可能だ。見切りをつけて逃げ出す判断も他者の意志に左右されず、欲深く成果を稼ごうとして状況を悪化させる者や偶然居合わせた足あし手で纏まといに足を引っ張られる恐れも無い。

　個人での巡回依頼は、集団でのものに比べて利点も欠点も多い。だがアルファの支援を得ているアキラには利点の方が多かった。

　それでも荒野を徒歩で巡回など出来ない。しかし今は前回の依頼の報酬として手に入れたバイクがあるので、利点を十分に活いかすことが出来た。

　アキラはアルファと念話で雑談しながら巡回を続けていた。普通に話すと、借りた情報収集機器にアキラの独り言が延々と記録されてしまうからだ。

『モンスターの群れと出で会くわしたら大変だって思ってたけど、群れどころか単体との遭遇もまばらだな。ちょっと拍子抜けだ』

　アキラはこれまでの経験の所為せいで、自分が荒野をそれなりに移動すれば大量のモンスターと遭遇して当然という感覚を無意識に持ってしまっており、少し意外そうな顔を浮かべていた。

　アルファが笑って補足を入れる。

『先日の騒ぎで山ほど倒した後だからね。どちらかといえば、それだけ倒してもまだ残っているのよ』

『確かにそう言われればそうだな』

『でもまたすぐに増えて、いつも通りの遭遇率に戻るのでしょうね。だから、狩りすぎた所為で獲物がいなくなるなんて心配は要らないわよ？』

　そう言ってどこか楽しげな笑顔を向けてきたアルファに、アキラは苦笑気味に軽く笑って返した。

『実力さえあれば獲物には困らない訳だ。そりゃ良かった。じゃあ、今は束つかの間まの平和ってところか』

　そこまでは苦笑で済ませたアキラが少し怪け訝げんな顔を浮かべる。

『……そう考えると、モンスター、多すぎだな。そんなに大量にどこから湧いて出てくるんだ？　ハンターが定期的に間引いても、獲物に困らないほどすぐに増えるってことだろう？』

『未発見の、或あるいは防衛装置が強力すぎて攻略不可の遺跡の生産装置で、無尽蔵に製造され続けているとかでしょうね。生産場所が近場にあるのか、遠くから流れてきているのかは分からないけれどね』

『うーん。まあ、機械系はそうかもしれないけどさ』

『生物系もよ』

　少々予想外の答えに、アキラは不思議そうな顔を浮かべた。

『工場で生物系モンスターを製造するのか？　繁殖とかじゃなくて？』

『そうよ。まあ、製造と繁殖の区分けは難しいところもあるけれど、大量生産という意味合いでは製造でしょうね』

　アルファは自分の知識を自慢するように少し得意げに微ほほ笑えむと、もう少し詳しく話し始めた。

　人を襲う敵性体として、今ではモンスターと一括くくりにされている存在も、別にその全てが初めから人を害する目的で設計された訳ではない。そして生物兵器目的で造られたものであっても、対象を無差別に攻撃するようでは役に立たないので、当然ながら当時は使用用途に合わせて製造工程から正しく管理されていた。

　家畜、ペット、護衛、生物兵器。それぞれの目的に適した高品質を維持する為に、ランダム要素の高い自然交配を除去し、細胞分裂レベルで管理して生物を製造する。そのようなことは普通に行われていた。

　自己増殖機能を備えた機械に材料を与えて増殖させ、製造ではなく繁殖させることも可能だ。まるで生物のように増えるが、意図的なものでない限り複製過程で偶発的な変異が生じることは無いので、適切に管理されている間は大量生産品のように同じ規格となる。

　そして生物にしろ、機械にしろ、その区分が曖昧なものにしろ、それらの製造工場が残っている限り製造物は供給され続ける。加えて稼働中の工場を破壊したとしても、既に放たれた個体まで活動を停止する訳ではない。

　野生化した生物も、自己学習を続けた修復機能から自己複製機能を得た機械も、荒野で増え続け、過酷な環境の中で淘とう汰たと適応が進み、より強力な存在となっていく。

　その問題への根本的な対処は困難だ。しかし一定の対処をしなければ人類の生活圏は維持できない。

　そこで統とう企き連れんはハンターに荒野のモンスターを駆除させたり、製造元である当時の工場、つまり旧世界の遺跡を捜索させたり攻略させたりと、次善の対処を実施していた。アキラが受けている巡回依頼も、その大規模な対処作業の一部だ。

　それらの説明を聞いたアキラは、旧世界に対して呆あきれとも感心とも思える感想を抱いていた。

『道理でモンスターが減らない訳だ。旧世界の技術は物もの凄すごいって何度も聞かされたけど、そのモンスターも旧世界製。いろいろ無茶苦茶な訳だな』

　アルファが少し意味深に笑ってアキラの意気を上げようとする。

『でもまあ、アキラはその無茶苦茶な存在を何度も倒しているでしょう？　誰かのおかげでね？』

　アキラも軽く笑って返す。

『分かってるよ。感謝してます』

『それなら早速その感謝に身を以もって応えてもらいましょうか。今のアキラの実力を改めて見せてもらうという意味も含めて、私のサポート抜きで、完全に自力であれを倒してもらうわ』

　アルファが笑って荒野を指差した。その先には一匹のモンスターがいた。かなりの遠距離にいるが、アキラを確実に認識しており一直線に向かってきている。

『了解だ』

　アキラは標的の姿を見てバイクを停とめた。そしてバイクから降りると強化服の出力を上げてＣＷＨ対物突撃銃を摑んだ。

　モンスターは大型の肉食獣のような姿をしていた。発達した筋肉を分厚い毛皮で覆い、強きょう靱じんな四肢で地を蹴って、その巨体に似付かわしくない速度で荒野を疾走している。過酷な荒野に適応した生物系モンスターだ。

　荒野をうろつける生物という時点でその生命力は極めて高い。毛皮も並の金属より硬く、スラム街に出回っている拳銃の弾など山ほど浴びても怯ひるみもしない。ＡＡＨ突撃銃でもしっかり念入りに着弾させないと倒すのは難しい。

　だが今のアキラにはＣＷＨ対物突撃銃がある。威力は十分に高く、一発で倒すことも可能だ。

　もっともそれも当たりさえすればの話だ。アルファのサポートさえあればバイクを停める必要すら無く、走行中に正確無比な精密射撃で仕留められる。だがそれはアキラの自力ではない。

　アキラもそれぐらいは分かっている。だからこそ、バイクから降りてしっかりと銃を構えた。

　生身では持ち上げるのも困難な重量の大型銃を強化服の身体能力で支える。そしてその銃口を大型の獣に向けようとする。

　だが強化服の操作も未熟な上にこの銃の扱いにもまだ慣れていない所為で、照準器で相手の姿を捉えるのも難しい状態だった。

　それでも出来る限り狙いを定めて引き金を引いた。装填されていた汎用徹甲弾が轟ごう音おんと共に撃ち出され、大気を貫きながら一直線に飛んでいく。

　だがその銃弾はアキラの腕では目標の横を駆け抜けるのが精一杯で相手に掠かすりすらしなかった。モンスターは怯みさえしていない。

　アキラは駄目だったかとわずかに気落ちしながらも、一度大きく呼吸して意気を戻すと、表情を引き締めて標的にもう一度照準を合わせる。両手で銃をしっかりと握り、地面に付けた両脚で身体を支え、発砲の反動を可能な限り抑えて、真剣に狙って引き金を引いた。

　弾丸は再び目標の横を駆け抜けた。先程よりは標的に近い位置を通っていったが、的に掠りすらしていないことに違いは無かった。

　アキラはその結果に落胆しながらも、落ち込むだけ無駄だと自身を叱しっ咤たして、再び息と意気を整えた。照準を合わせ直し、対象の姿を照準器内に捉える。

　するとそこに弾道予測の青線が表示された。アルファのサポートだ。

　アルファのサポート無しで倒すのではなかったのか。そう思いながらアキラはアルファをチラッと見た。

　そして軽く笑って返してきたアルファの様子から、完全にサポート無しで倒すのはまだ難しいと判断されたと考えて、わずかに苦笑いを浮かべると意識をモンスターに戻した。

　弾道予測のサポートは加わったが、強化服の操作はまだ自力のままだ。冷静になることを心掛けて青線を大型の獣の額に合わせる。

　標的の頭部は勢い良く走っている所為で上下左右に激しく揺れている。そこを狙い、細かな揺れを繰り返す青色の線を強化服で銃をしっかり支えて落ち着かせ、集中して機会を待つ。

　そして敵の頭と青線が重なった瞬間、引き金を引いた。

　撃ち出された徹甲弾が弾道予測とほぼ同じ軌道を描いて宙を駆け、今度は目標に到達した。大型獣の強靱な毛皮が弾丸に削り取られて散らばっていく。しかし対象に出血などは無い。毛皮に掠っただけだった。

『外れ。惜しいわね』

　アキラが軽く溜ため息いきを吐く。

『弾道予測有りでも駄目か。完全に自力で当てられるようになる日は遠そうだな』

『訓練と安全の為に遠めの距離から狙っている所為もあるわ。くよくよしていないで頑張りなさい。的が近付いてくるわよ』

『了解。次だ』

　勢い良く近付いてくるモンスターは弾丸が掠っても怯むどころか、激怒して更に力強く地面を蹴って加速した。その凶悪な形相には敵意と食欲が満ちていた。

　アキラはその姿を照準器越しに見ながら銃撃を続ける。やっていることは以前に映像だけの存在である標的を狙って繰り返した射撃訓練と同じだ。しかし今回の目標は実体を持っている。接近される前に倒し切らなければ、本物のアキラの死体が荒野に横たわることになる。

　今すぐにバイクに乗って逃げ出せ。或いはアルファに更なるサポートを求めろ。湧き出す恐怖がアキラにそう訴え続ける。その声は弾丸を標的から外すたびに強く大きく激しくなっていく。

　だがアキラはその訴えを覚悟で握り潰すと、集中し、冷静さを保ったまま、真剣な表情で銃撃を続ける。そして遂ついに大型獣の胴体に真面まともに着弾させた。

　強固な機械系モンスターの装甲にすら穴を開ける徹甲弾が、獣の金属並みに強靱な毛皮を貫通する。更に巨体を支える筋肉を千切り飛ばしながら直進し、骨と内臓を砕き穿うがちながら突き進み、体全体を一直線に貫いて体外に出ていった。

　それほどの重傷を負わせても、生物系モンスターの異常なまでの生命力の前には致命傷には届かない。だが動きを大幅に鈍らせることは出来た。そして動きの鈍った相手など、今のアキラにはただの的だった。

　そのまま冷静に銃撃を続ける。頭部にしっかりと照準を合わせて撃ち出した銃弾が、敵の頭蓋骨を破壊し内部に重大な損傷を与えて対象を即死させた。

　標的に大分近付かれてしまったが、それでもアキラは何とかモンスターを倒し切った。照準器越しの光景から目標の撃破を確信して気を緩めると、銃を下ろして大きく息を吐く。

　アルファが笑ってアキラの健闘を称たたえる。

『お見事。悪くなかったわよ？』

『……。そうか』

　アキラは少し難しい顔を浮かべていた。

　アルファは自分を純粋に誉ほめている。それは分かっているのだが、結局アルファのサポート無しでは倒せなかったことに違いは無いのだ。それも理解している分だけ素直に喜べなかった。

　そしてその感情をごまかすように、別視点の評価を付け加える。

『まあ、これなら弾薬費で赤字にはならないだろう。だよな？』

『多分ね』

『良し』

　今の自分なら、赤字でないなら上出来だ。アキラはそういうことにして、気合いを入れるように頷うなずきながら軽く笑った。




　荒野の巡回を再開したアキラが、雑談の中でふと思ったことを尋ねる。

『アルファ。この巡回依頼だけど、俺のハンターランクをある程度上げるまで続けるんだよな。前の緊急依頼で17まで上がったけど、具体的にはどこまで上げるんだ？』

『一応、20を目安にしているわ』

『20か。そこまで上げる理由は？』

『荒野仕様の車を借りる時にハンターランクが20台だと、10台の時より貸出条件が大幅に緩むのよ。その都合ね』

　モンスターのうろつく荒野に対応した車両は当然ながら普通の車と比べて高性能であり、売値もその分だけ高額だ。

　レンタル業者も商売だ。駆け出しハンター達に高価な車両を貸し出した挙げ句、未帰還の連続となっては利益など出ない。保険を掛けて対応するのにも限度がある。

　その為、大抵の業者はハンターランクに応じてレンタル料を変えている。当然ながら高ランクであるほど料金は安くなり、ランク10程度では買った方がましなほどまで高くなる。

　そしてハンターランク20はそこそこ高性能な荒野仕様車両を貸し出しても、保険付きなら全体として黒字になると判断されるランクだった。

　アキラはその説明を聞いて、上げるハンターランクの目安については納得した。

『でもさ、取とり敢あえずバイクがあるんだし、わざわざ車を借りなくても良いんじゃないか？　レンタル料って結構高いんだろう？　別の遺跡にはこのバイクで向かっても良いと思うけどな』

『駄目よ。このバイクだと積み込む弾薬の量にも限度があるわ。買うにしろ借りるにしろ車は必要よ。そして荒野仕様の車は高いから当面はレンタルになるわ。遺跡から遺物を運ぶのにも、バイクより車両の方が適しているしね』

『まあ、そうだけどさ、今の内にバイクでちょっと寄ってみるぐらいはしても良いんじゃないか？　遺物だって、回復薬とかならこのバイクでも大丈夫だろう？』

『駄目。車を含めて装備をしっかり調えてからよ。出来れば情報収集機器も手に入れておきたいわ。他の遺跡に遺物を探しに行くのはその後ね』

『うーん。でもなぁ……、それ、結構後の話だろう？』

　クズスハラ街遺跡以外で遺物収集をすることへの興味と、尽きかけている回復薬への不安が、アキラを珍しく食い下がらせていた。

　すると、アルファが意味深に微笑んだ。それだけでアキラの食い下がろうとする意気が下がる。そして更に意気を下げる言葉が続く。

『前にも似たようなことを言ったかもしれないけど、私の索敵能力はクズスハラ街遺跡にいる時が最も効果的に発揮されるの。言い換えれば、他の遺跡では索敵の精度が劇的に下がるわ』

　その結果を想像したアキラの顔が嫌そうに歪ゆがんでいく。

『情報収集機器はその索敵精度の低下を補う重要な装備よ。それでも、現在の装備で他の遺跡に行きたい？　アキラがそれでも行きたいって言うのなら仕方無いわ。今から行っても……』

『よし。やめよう』

　アキラはあっさり引き下がった。今の自分の実力でアルファの索敵無しに遺跡に入るなど自殺と変わらないと理解しているからだ。敵に気付けずに四方八方から奇襲を受けるなど御免だった。

『車の他に、情報収集機器も買わないといけないのか。金が飛んでくな。ＣＷＨ対物突撃銃も結構高かったし、１２００万オーラムも稼いだはずなのにどんどん減っていく』

『ハンター稼業とはそういうものよ。稼ぐ以上にお金が掛かるのなら、その場所でハンター稼業に精を出すのは早すぎる。そういう目安だと思って割り切りなさい』

『……。そうだな』

　自身の実力を過信した結果、身の程を超える難度の遺跡で命を落とすハンターは幾らでもいる。それはアキラも同じだ。アルファに出会わなければアキラもあの場で死んでいた。

　あの日の数奇な縁が今も自分を生かしている。アキラはそれを改めて自覚して苦笑を零こぼした。
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　アキラは休養日を挟みながら巡回依頼を引き受けて荒野を走り回る日々を続けていた。今日はその休養日であり、弾薬補充を兼ねてシズカの店に来ていた。

　ちょうどエレナ達も来店しておりシズカと雑談していた。アキラも弾薬の注文を済ませて雑談に加わると、話題が強化服の話になった。

　そこでアキラは今までエレナが強化服を使用していなかったことを知った。意外そうな表情でエレナを見ながら素朴な感想を口に出す。

「エレナさんの服は防護服だったんですか。前に見た情報収集機器はかなり重そうに見えましたけど、見掛けによらずっていうか、意外に力持ちなんですね」

　各機器の重量を支える為に頑丈そうなベルトをしっかり装着していたエレナの姿を見て、アキラは当然エレナも強化服を着ていると思っていた。強化服無しでは自分なら重みで潰れるだろうと思っていた分だけ、かなり意外だった。

　その様子を見てサラが楽しげに笑う。

「そうなのよ。エレナはそれで自分はか弱いとか言うのよね。アキラ。無理があると思わない？」

「え、あ、いや……」

　アキラは下手に肯定も出来ず戸惑いを見せていた。その横でエレナが不服だと言わんばかりに続ける。

「Ａ４ＷＭ自動擲てき弾だん銃を片手で振り回す人間に言われたくないわ。あれ、弾薬込みでどれだけ重量があると思ってるの？」

「私はナノマシン補助系身体強化拡張者なんだから当然よ。ナノマシンが抜ければ私は十分か弱いわ」

「その時はサラの自慢の胸も、貧乳に戻るけどね」

　エレナとサラが凄すごみの利いた笑顔で微笑み合う。アキラはそれを自分に向けられた訳でもないのに少し怯んでいた。

　そのエレナ達の様子を楽しげに見ていたシズカだったが、アキラの反応に気付いて苦笑しながら仲裁に入る。

「二人とも、アキラが気け圧おされてるわよ？　先輩ハンターの威圧感をそんなところで見せ付けても、面倒な先輩だと思われるだけよ。それぐらいでやめておきなさい」

　エレナ達はほぼ冗談で浮かべていた笑顔をシズカの取り成しで抑えると、何となく視線をアキラに向けた。

　それで戸惑ったアキラが仲裁のような御機嫌取りのような言葉を拙い語彙から捻ひねり出だす。

「あー、その、か弱いかどうかは分かりませんが、エレナさんはすらっとしていて美人だと思いますよ？」

　エレナはアキラの言葉が場を宥なだめる為のものだと交渉役の経験からすぐに察した。だが同時に出任せのお世辞ではなく本心でもあることも感じ取ると、結構嬉うれしく思って上機嫌になった。

　すると今度はサラが微笑みながらアキラをじっと見詰める。

「アキラ。私は？」

　その微笑みには明確な強制力があった。アキラが少し慌てながら答える。

「サラさんもとても美人だと思います」

　それでサラもかなり機嫌を良くする。そのエレナ達の様子を楽しげに見ていたシズカも、半分冗談で話の流れに乗る。

「アキラ。私は？」

「シズカさんもとても美人だと思います」

　アキラもシズカが半分冗談で聞いていると分かっていたが、妙な気恥ずかしさを覚えてしまい、答えた時にはわずかに照れを滲にじませていた。

　更にアルファが微笑みながら続ける。

『アキラ。私は？』

『美人だよ。満足か？』

　アルファがアキラのおざなりな態度に不満を表情に示して抗議する。

『だから何で私にはそう辛辣なのよ』

『間違いなく俺をからかってるだけだからだ。無意識にアルファの方を見たりしないように気を付けてるんだから、余計な邪魔は入れないでくれ』

　アキラは虚空と会話をする不審者とならないように日々注意しているが、シズカの前では特に気を付けていた。それを邪魔された所為もあって、アルファへの態度は少々冷たいものになっていた。

　そのシズカはアキラの言葉を予想外に嬉しく感じた自分に少し驚いていた。その所為でアキラの視線の動きがわずかに変だったことにも気付かずに、自身の内心を隠しながら軽くからかうように意味深に笑う。

「アキラ。取り敢えず美人だと言っておけば大丈夫だと思っていない？」

「いや、俺に気の利いたことを言えって言われても無理ですよ。それに、取り敢えずだとしても、噓うそは言っていません」

「そ、そう」

　場に何となく気恥ずかしい雰囲気が漂う。シズカ達は互いのわずかに赤い顔を見て、自分もそうなのだろうと自覚して、互いにそれを指摘されないように黙っていた。

　アキラもその雰囲気に当てられて、わずかに照れを感じていた。場の空気をごまかすように話題を振る。

「そういえば、サラさんは強化服は着ないんですか？」

「私？　私は身体強化拡張者だから、中途半端な性能の強化服だと逆に身体能力が下がるのよ。それにナノマシンと強化服の相性も考える必要もあってね」

「あー、大変なんですね」

「その問題を全部解決する製品もあるにはあるけど、高すぎてちょっと手が出せないわ。だから資金に余裕が出るまでは、ナノマシンの消費効率を上げる機能が付いた防護服の方が都合が良いいの」

「いろいろあるんですね。それで、エレナさんはどんな強化服を買ったんですか？」

　アキラは微妙に気恥ずかしい空気を流してしまおうと、とにかく軽い話題を続けようとしただけだった。だがエレナがわずかな焦りを顔に出す。

「えっ？　ま、まあ、結構高性能なやつよ。アキラと同じようにシズカに選んでもらったの」

「そうなんですか。やっぱりそういう高性能な強化服だと、俺のやつとは見た目もいろいろ違うんでしょうね。どんな感じなんですか？」

「あー、何というか……」

　エレナは視線をさまよわせて言葉を濁していた。

　アキラが不思議そうな様子を見せる。妙なことを聞いたつもりは全く無かったからだ。

　すると、シズカが少し不敵に微笑む。

「口では説明しにくいようだから、直じかに見せてもらえば良いわ。来週ぐらいに届くからそれまで待っていなさい」

「ちょ、ちょっと!?」

「そうですか？　分かりました」

　アキラは慌てるエレナを少し変に思ったが、シズカの勧めなので取り敢えず普通にそう答えていた。

　一方エレナは勝手に約束を取り付けられてしまったものの、アキラに見せるのは嫌だとは何となく言い出せず、かなり狼狽うろたえていた。

　慌てる理由を知っているシズカは悪戯いたずらっぽく微笑んでいる。同じくサラも悪いとは思いながらも笑いを堪えていた。

　アキラだけが訳が分からず少し不思議そうにしていた。ただ、この話題を続けるのもどうかと思い、別の話に切り替える。

「そういえば、エレナさんの情報収集機器もシズカさんのお勧めの品だったりするんですか？」

　エレナが話題を切り替えようと素早く答える。

「違うわ。どこで買ったかは忘れたけど別の店で買った物よ。シズカは情報収集機器を取り扱ってくれないのよね」

　シズカが店主として口を挟む。

「うちはハンター向けの銃火器の店なの。よく知らない商品を取り扱うとトラブルの元になるから嫌なのよ。取り寄せぐらいはしているんだから、それで我慢しなさい」

「シズカの店はハンター向けの万よろず屋やでしょう？　情報収集機器と連携する銃器も多いんだから、それぐらいは取り扱っても良いと思うんだけどね。アキラもそう思わない？」

　エレナとシズカの、同意を求める者と求めない者の視線がアキラに向けられる。アキラは少し焦った様子で選択から逃げた。

「その、俺はその内に情報収集機器を買おうと思っていまして、シズカさんのお勧めの製品があれば参考になるかと思っただけです」

　シズカが首を横に振る。

「ごめんなさい。情報収集機器は流石に専門外だわ。お勧めと言うのなら、エレナに勧めてもらうのが私のお勧めよ？」

「私？　そう言われてもね。索敵や遺跡内の構造把握に遺物収集作業の補助。そういう用途からの選択の他にも、ハンター稼業の活動方針でも違ってくるし……」

　アキラに下手な物を勧めたくないという思いと、情報収集機器になまじ詳しいだけに生まれる選択肢の多さがエレナを悩ませていた。

　そしてわずかに唸うなって考えている内に、家で埃ほこりを被かぶったままの物があることを思い出す。

「そうだ。私が前に試しに買った物をアキラに売りましょうか？　私には合わなかった総合系の製品だけど、初心者にはむしろその方が良いと思うわ。どうする？」

「エレナさんには合わなかったって、癖がある製品だったりするんですか？」

「癖は無いというか、個性が無いというか、簡単に説明すると……」

　使えない物を押し付ける訳ではない。その弁解も兼ねてエレナが詳しく説明する。

　ハンター向けに販売されている情報収集機器を大きく分類すると、単一系と総合系の製品に分けられる。

　単一系は特定の機能に絞った機器で、動体探査、反響収集、映像識別などの個別の機能に特化している。

　総合系はそれら複数の機能を纏めた上で、収集した情報を基にして索敵結果の表示や立体マップの自動作成などの各種処理まで行う総合機器だ。

　両方に長所と短所がある。単一系ならば壊れてもその機器だけ買い換えれば済む。また特定機能の機器だけを付け足して必要な部分の性能を増強したり、他社製品と組み合わせて使用したりするなど、いろいろと高い自由度を持つ。

　その反面、収集した各データを有益な情報に加工するのは結構な手間だ。収集情報のデータ形式には一定の共通規格があるとはいえ、製品ごとの差異はかなり大きい。それを分析して価値ある情報に成型するには高度な技術が必要だ。

　総合系ならばそれらの手間が省けるが、代わりに自由度は低くなる。自社製品を統合した製品が基本で、一部の機能が壊れただけでも丸ごと買い換えるか修理に出さなければならない。収集データを基に索敵結果を出力するプログラムの互換性も少ない。

　エレナは単一系の情報収集機器を組み合わせて独自の情報処理を行うのを好んでいた。だが最近は総合系の製品の方が多く、人気の高いシリーズも増えてきたので、一度試しに購入してみることにした。

　しかし実際に使ってみるとエレナの感覚では中途半端な物にしか思えず、結局そのまま埃を被らせていた。

「そういう訳で、チームを組むなら情報収集専門の人間がいても良いけど、一人で活動するなら総合系の製品を使った方が良いと思うの。個人で行動するハンター向けの、かなり小型なやつだから邪魔にはならないと思うわ」

　アルファがアキラに購入を勧める。

『良い話だと思うわ。問題はその予算がアキラにあるかどうかだけれど』

「えっと、出来れば買いたいですけど、幾らぐらいになりますか？」

「そうね。アキラにとっては中古品だし、売っても安値で買かい叩たたかれるだけだから取っておいただけの物だし、２００万オーラムでどう？」

　エレナの提示額は相場から考えればかなり安いものだ。しかし同時にアキラの預金口座の大半が消える額であり、アキラを再び風呂無し生活へ転落させる第一歩になりかねない金額だった。

　それでもアキラは湧いた躊ちゅう躇ちょを、アルファとエレナとシズカの勧めという理由で踏み潰した。

「分かりました。支払は振込で構いませんか？」

「ええ」

　アキラが情報端末を操作して代金をエレナに振り込む。エレナもその場でそれを確認した。

「入金を確認したわ。交渉成立ね。それじゃあすぐに渡すから、今から私達の家まで一緒に取りに行きましょうか。シズカ。またね」

　エレナ達がシズカに軽く笑って店から出ていく。アキラも静かに頭を下げて後に続いた。





◆






　エレナ達はアキラを連れて自宅に戻ってきた。

　アキラには取り敢えずリビングルームで待ってもらい、その間にアキラに渡す情報収集機器を探そうとしたエレナが、いつものように防護服を脱ごうとしているサラを見て苦言を呈する。

「サラ。服はそのまま着ていなさい」

「家に戻ってきたんだから良いじゃない」

「駄目よ。アキラがいるでしょう？」

「大丈夫よ。流石にちゃんと上に何か羽織るから。普段のエレナみたいに、ほぼ全裸にはならないって」

　そう言って軽く流そうとしたサラに、エレナが顔を少ししかめながら口調を強める。

「駄目。アキラが帰るまではそのまま着ておいて」

「はいはい。分かったわ」

　サラはやれやれといった様子でそう答えると、着替えを中断してアキラの下へ向かった。

　エレナは軽く溜め息を吐くと、どこかで埃を被っているであろう情報収集機器を探し始めた。

　サラは三人分の飲み物を用意してリビングルームに入ると、アキラの分を渡した。

「はい。情報収集機器はエレナが今探してるわ。もうちょっと待っててね」

「あ、ありがとうございます」

　飲み物を受け取ったアキラは若干挙動不審な様子を見せていた。その原因はサラだ。エレナに言われた通り防護服を着たままなのだが、前ファスナーを完全に開いており胸を大きく露出させていた。

　サラはそのままアキラの正面に座った。その所為で目の遣やり場ばに困ったアキラが視線をさまよわせている。サラはそれを分かった上で楽しげに笑った。

「気を抜いた格好なのは、私達の家ってことで見逃してちょうだい。アキラも強化服を上ぐらい脱いだら？」

「いえ、俺はこのままで」

「そう？　まあ、無理強いはしないわ」

　その後もアキラは視線の向け先に困っていた。サラと雑談しながらエレナを待っていたが、正面を向けばその胸の谷間がどうしても目に入る。しかし話しながらあからさまに視線を逸そらし続けるのも失礼かと思う。

　仕方無く意識しないように前を向くが、視界に入っている以上、どうしても反応が出てしまう。サラの魅惑の胸を完全に無視するのはアキラには無理だった。

　サラはその少し子供っぽいようにも見えるアキラの様子を見て楽しそうに微笑んでいた。そしてどこか意味深に笑う。

「気になるならじっくり見ても良いのよ？　前も言ったけど、アキラは私達の命の恩人だし、それぐらいサービスするわ」

「……わざとやってるのなら、閉じておいてください」

「遠慮しなくて良いのに」

　アキラがわずかに視線を強める。

「……そういうこと言ってると、痛い目を見ますよ？」

「あら、優しくしてくれないの？」

　サラはどこか誘うようにそう答えた。

　優しく扱うのなら手を出しても構わないとでも言うような言葉に、アキラがわずかに顔を硬くする。しかしからかわれているとも思ったので、照れながらも臍へそを曲げて視線を逸らした。

「ごめんなさい。からかいすぎたわ。これは仕舞っておくわね」

　サラは楽しげに笑って前ファスナーをしっかりと閉じた。

　アキラがわずかに不機嫌そうな顔をしながらも視線を前に戻す。

　するとサラがそのまま微笑みながらも、からかうような態度を消した。

「少し真面目な話をするとね、アキラもやっぱり上ぐらいは脱いだ方が良いと思うわ」

　機嫌を戻し切れていないアキラが、やや訝いぶかしむように聞き返す。

「どうしてですか？」

「意識をしっかり切り替えて、普通の感覚を保つ為よ。着ている服で気分も変わるからね。強化服や防護服は戦闘用の服。荒野で油断をせずに気を引き締める分には良いけれど、家の中でも着続けて普段着扱いにするのは良くないわ。荒野の精神状態をずっと引ひき摺ずることになるからね」

　話しながら表情をわずかに険しくしたサラの様子に、アキラも真面目な話だと認識して姿勢を正す。

「常在戦場の考えを否定するつもりは無いけれど、限度はあるわ。四六時中戦場の意識だと気を休める暇も無くて、気が付かない間に精神がどんどん疲労していくの。そしていつか限界が来て、倒れるわ」

　アキラは何となく路地裏での生活を思い出していた。その頃のアキラは、ある意味でその通りの精神状態だった。寝ている間に殺される危険は当たり前のように存在しており、眠るのも命賭け。目覚める保証の無い日々を送っていた。

「戦場の意識に慣れてしまう人もいるけど、それも余り良いこととは思えないわ。安全な日常と危険な戦場の区別が曖昧になって、戦場を戦場と思えなくなってしまうか、戦場が日常そのものとなってしまって、日常を失うかのどっちかだと思うから」

　危険なハンター稼業に身を投じたアキラは、路地裏よりも更に過酷な荒野で過ごす日々を送るようになった。

　しかし同時に、宿で寝泊まりしている時のような安全な時間も手に入れた。ハンターとなったことで、ようやく区別を手に入れたのだ。

「だから、安全な場所にいる時には、ここは安全だから気を緩めて大丈夫なんだって自分にしっかり認識させる為にも、戦闘用の服は脱いだ方が良いのよ。前を軽く開けるだけでも、しっかり着ている時とはかなり違うものよ」

　エレナ達が家で敢あえて開放的な格好をしているのも、ある意味でその辺りの切り替えの為だった。付け加えれば、その切り替えによる慣れで開放的な格好の楽さを覚えてしまったからでもあった。

「アキラは宿に泊まっているんでしょうけど、もし、安宿だから気を緩められないって言うのなら、宿代を上げてでも安心できる宿に泊まった方が良いわ。その辺を切り詰めるとしっかりと休めなくなってしまうからね。下手をすると弾薬費を切り詰める以上に悪影響が出てしまうわ」

　そこまで真面目な雰囲気を強く出して話していたサラが、そこで軽く笑って空気を和らげる。

「まあ、予算の都合もあるだろうし、もっと高い宿に泊まれとは言えないけど、ここは私達の家で、私達がだらしない格好を出来るぐらいには安全な場所よ。だからアキラも十分気を緩めてちょうだい」

「……。分かりました」

　アキラは軽く笑って頷くと、強化服を上だけ脱いだ。サラも満足そうに笑った。そして別の意味で楽しげに意味深に話を続ける。

「自慢する訳じゃないけど、私達の家はセキュリティーに結構お金を掛けてるのよ。さっきも言った通り、ここは気を抜いても大丈夫な安全な場所だって私達自身に示す為にね。どれぐらい安全かって言うと、エレナが家の中を全裸でうろつけるぐらいには安全よ」

「そ、そうなんですか」

「アキラがここで眠っていた頃も、風呂上がりにエレナはろくに体も拭かずにうろちょろしてたわ。このリビングにもね。私も注意はしてるんだけど、聞いてくれないのよね」

「は、はあ……」

　答えにくい話題を振られたアキラが取り敢えず相あい槌づちを返していると、エレナがアキラに渡す情報収集機器を持ってやってきた。

　エレナが裸でうろついていたという話題の最中にその当人がやってきたことで、アキラがわずかに挙動不審になる。するとその様子に気付いたエレナが不思議そうな表情を浮かべた。

「サラ。何を話してたの？」

「私達の家の安全性とかについて話してたわ。安全な場所では戦闘服を脱いで気を緩めた方が良いとか、そういうこともね」

「アキラ。そうなの？」

「は、はい。そうです」

　エレナはアキラの反応が少し気になった。だが噓には聞こえなかったことと、確かにアキラが強化服を上だけ脱いでいることから、恐らくサラがここでも服を脱ごうとしたのだろうと考えて深くは気にしなかった。

「そう。サラの言う通り、適度に気を緩めるのは大切よ。ここは安全だからアキラも気を緩めてちょうだい」

「は、はい」

　アキラはやや硬い口調でそれだけ答えた。エレナを見ていろいろ想像してしまいそうなのは何とか抑えていた。

　エレナが埃の被った箱をアキラの前に置く。

「これがアキラに売った情報収集機器よ。一応完品のはずだけど、足りない物があったら中古品だと思って諦めてちょうだい。センバエレクトロニクス製の総合情報収集機器で、製品名は確かミッドナイトアイ、だったかな？　私に合わなかっただけで、性能自体は結構高かったはずよ」

「ありがとうございます。初期設定とか必要ですか？」

「私が試しに使った時の設定が残っているからそのままでも使えるわ。使いにくかったら初期化すれば大丈夫よ。宿に戻ったら部屋の中の形状データでも取って使い勝手を確認しなさい。アキラは情報収集機器を使うのは初めてなんでしょう？　危険な荒野でいきなり使うよりはその方が良いわ」

「分かりました」

「あとは……、まあ、それぐらいか。ごめんなさい。私もその製品を使い込んでいる訳じゃないから、あんまり詳しい助言は出来ないのよ」

「いえ。情報収集機器を売ってもらっただけでも凄く助かります。いろいろありがとうございました。では、これで失礼します」

　そう言ってアキラが丁寧に頭を下げると、エレナが少し不思議そうにする。

「もう帰るの？　もう少しゆっくりしていっても良いのに」

「いえ、帰って情報収集機器の使い勝手とかを確かめようと思いますので」

　エレナは無理に引き留めるのも悪いと思い、サラと一緒にアキラを玄関まで見送った。アキラはエレナに変な態度を取ってしまう前に、もう一度丁寧に頭を下げて帰っていった。

　エレナがサラをわずかに訝しむ。

「サラ。アキラに何を話したの？」

「ん？　特に何も。強いて言えば、前を開けてリビングに入ったんだけど、アキラの視線が強かったからちゃんと閉じたわ」

「ああ、そういうこと。全く、幾ら相手がアキラだからって、そういうところはちゃんとするようにいつも言って……」

　サラの返事に納得したエレナは、苦言を呈する代わりにそれ以上の追求はしなかった。
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　宿に戻ったアキラが総合情報収集機器の箱を開ける。中には本体である長方形の機械と様々な付属品が入っていた。それらを手に取って興味深そうに見ているとアルファから指示が出る。

『アキラ。早速それを情報端末と繫つないでちょうだい』

「また何かするのか？」

『当然よ。私のサポートを存分に受けられるように、ソフトウェア側は思いっきり書き換えるわ』

「そうか。まあ便利になるなら良いけどさ」

　アキラが情報収集機器を情報端末と繫ぐと、アルファはすぐに端末を介して機器の掌握を始めた。

『明日までには終わるから、明日はこれを遺跡で試しましょう』

「ちゃんとした荒野仕様の車両を借りられるようになるまで、遺跡には行かないんじゃなかったか？」

『遠くの遺跡まで遺物収集目的で行くことはないってだけよ。情報収集機器の訓練として、比較的安全そうな遺跡に行くぐらいはするわ。だから銃の整備はしっかりしておいてね』

「分かった」

　アキラが銃の整備を始める。２挺ちょうのＡＡＨ突撃銃とＣＷＨ対物突撃銃、この３挺の銃が今のアキラの生命線だ。

　ＣＷＨ対物突撃銃の扱いにはまだ慣れていないので、その分だけしっかり確実に整備するように注意しながら作業を進める。気を抜くとエレナ達の家で話したことを思い出しそうだったので、意識的に銃の整備に集中していた。

　アルファは情報収集機器の掌握作業を進めながら、そのアキラの姿をじっと観察していた。








第32話　ヒガラカ住宅街遺跡






　ヒガラカ住宅街遺跡はクガマヤマ都市から荒野を車で少々西に進んだ辺りにある。荒野に慣れたハンターでも徒歩で行くのは難しいが、荒野仕様の車両なら十分に日帰り出来る距離だ。

　かつては様々な遺物が眠っていたこの遺跡も、ハンター達による長年の探索により高価な物を粗方持ち出された結果、今ではただの寂れた廃はい墟きょとなっていた。

　一応安価な遺物ならまだ残っている。だが車などの移動手段を持っているハンターなら他所の遺跡で稼いだ方が実入りが良いので、ここにわざわざ遺物収集に来る者はごく稀まれになっていた。

　アキラはその遺跡を目指して荒野をバイクで進んでいた。エレナから購入した情報収集機器を試す為だ。

　ヒガラカ住宅街遺跡は適度に建物が密集しており、モンスターの脅威度も低く、使い慣れていない情報収集機器を試すのにちょうど良い。アルファにそう説明されたアキラは、遺物収集ではないにしろ初めてクズスハラ街遺跡以外の遺跡に行くこともあって、まだ見ぬ遺跡に強い興味を持っていた。

『アルファ。情報収集機器の訓練で遺跡に行くからって、別に見付けた遺物を持ち帰っちゃいけないって訳じゃないよな？』

『構わないわ。好きにしなさい。大した物は残っていないから遺物収集目的でここに来る意味が無いというだけで、遺物を探す訓練にはなるからね』

『よし』

　寂れているとはいっても、それはヒガラカ住宅街遺跡まで行けるハンター達にとっての話だ。クズスハラ街遺跡の外周部よりは高値の遺物が見付かるだろう。アキラはそう思って遺物収集の方にも期待を持っていた。

　遺跡の遠景が見え始め、更に少し近付いた辺りで、アルファが掌握済みの情報収集機器を早速活用する。

『アキラ。向こうにエレナ達がいるわ』

　アキラの視界が拡張され、その一部が拡大表示される。肉眼では拡大しても限度があるが、情報収集機器経由で捉えた映像を拡張表示することで対象の姿をはっきりと映し出していた。

　そこには確かにエレナ達がいた。車両の側で誰かを待つように立っている。

『本当だ。何でこんなところに？』

　取り敢えず挨拶ぐらいはしておこうと、アキラはそのままエレナ達の下へ向かった。




　エレナも自前の情報収集機器による索敵でアキラにすぐに気付いた。軽く手を振って迎え入れる。

「アキラ。奇遇ね。こんな場所にどうしたの？　あ、一応言っておくけど、ここにはもう大した遺物は残ってないから、ここで遺物収集をするのはお勧めしないわよ？」

　アキラが軽く首を横に振り、身に着けている情報収集機器を指差す。

「いえ、俺はここで情報収集機器の訓練をしようと思ったんです」

「ああ、そういうこと。確かにここはモンスターも弱いし、入り組んだ建物も結構残ってるから、情報収集機器を荒野で初めて試すにはちょうど良いかもしれないわね」

「エレナさん達はどうしてここに？　ここはエレナさん達が稼ぎに来るような場所じゃないですよね？」

「私達も訓練目的よ。まあ、正確には私達の訓練じゃなくて、他の人の訓練の手伝いだけど。そういう依頼を受けたのよ」

　ハンターに斡あっ旋せんされる依頼にはそういう内容のものもあるのかと、アキラは少し意外そうな様子を見せていた。

　そこでアキラとエレナ達の情報収集機器が新たに接近してくる反応を捉えた。アキラはアルファに教えられて、エレナは自分で気付いて、全員がその方向を確認する。

　アキラの視界が拡張されて、反応の方向が拡大表示される。そこにはこちらに向かってくる一台の車の姿があった。

　そしてアキラの表情がわずかに怪訝なものになる。その車両の乗員に見覚えがあったのだ。
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　ドランカムのマークが付いた荒野仕様車両が、クガマヤマ都市からヒガラカ住宅街遺跡を目指して荒野を進んでいた。乗員はカツヤ、ユミナ、アイリの三人だ。

　カツヤ達は大規模襲撃で稼いだ成果により、ある程度なら引率役無しで動けるようになった。自身の判断で依頼を受けたり遺物収集に出たりすることは出来ないが、理由があれば自分達だけで荒野に出るぐらいのことは出来るようになっていた。

　そして今日の結果次第では一人前のハンターとして扱うことも考えるとドランカムから言われており、カツヤは気合いを入れていた。

　名目上は、エレナ達の訓練を受けて十分な実力があると判断されたら引率役を外す、ということになっている。

　しかし実際には、今回の試験はドランカムからエレナ達への勧誘交渉を兼ねており、どちらかといえばそちらが主体だった。

　エレナ達が誘いを受けてドランカムに加入する場合はカツヤ達の新たな引率役となる予定だ。当然ながらカツヤ達はもうしばらく半人前の扱いを受けることになる。

　もっともカツヤ達にはそこまで説明されていない。その実力なら引率役など不要。そう言わせるだけの実力を見せ付けてこいと発破を掛けられていた。

　カツヤは張り切っていた。それは訓練とはいえエレナ達と一緒のハンター稼業という理由もあったが、それだけではなかった。

「もう少しで到着だ。ユミナ。アイリ。頑張ろう」

　カツヤは訓練に意気揚々と挑もうとしている。ユミナはその様子を好ましく思いながらも、エレナ達と一緒という理由で意欲を燃やす想おもい人の姿を見て、胸に少しモヤモヤとしたものを覚えた。

　そのモヤモヤと、最近時折陰のある様子を見せるカツヤを心配する気持ちに加えて、仲間が無駄に張り切って空回りしないように釘くぎを刺す意味を込めて軽く水を差す。

「私達も勿もち論ろん頑張るけど、カツヤも勝手に突っ走ったりしてエレナさん達に失礼な姿を見せないようにしてよ？　あの巡回依頼の時みたいに騒いで、私にカツヤを殴らせるような真ま似ねはさせないでね」

「大丈夫だって。心配性だな」

「心配させるようなことをするからでしょう。頼んだわよ？」

「分かってるって。大丈夫だよ。俺はエレナさん達にあんな態度は取らないし、エレナさん達だって俺達にあいつらみたいな態度は取らない。だから俺がまたあんな真似をすることはない。そうだろ？」

「……まあ、そうだけど」

　ユミナが意気を弱めた。カツヤがそこに付け込むように続ける。

「アイリもそう思うだろ？」

　思う、という端的な答えをカツヤは期待した。その期待は半分だけ叶かなった。

「思う」

「だよな」

「カツヤがサラさんの胸を見るのに忙しくて、私達をおろそかにしなければ問題は無いはず」

「……大丈夫だ」

　カツヤは今までの余裕と自信に溢あふれる返事とは異なり、どこかごまかすような口調で答えた。視線も明後日あさっての方を向いていた。

　そのカツヤの態度に、ユミナが意気を取り戻す。

「ちょっと!?　そこははっきり断言してもらわないと困るんだけど!?　私達はドランカムの若手ハンターの代表でもあるって言われてるでしょう!?　その私達が女性ハンターを変な目で見た所為で評価を下げられたってことになったらどうなると思ってるの!?」

「大丈夫だ！　はい！　この話はお終しまい！　エレナさん達との合流地点に到着するぞ！　依頼達成の為に、各自装備とかの確認をすること！　リーダー命令だ！」

「全く……」

　ユミナもアイリもカツヤが勢いでごまかそうとしていることは分かっていた。それでも指示の内容は妥当なものなので大人しく指示に従い、ユミナは軽く溜め息を吐きながら、アイリはいつも通りの様子で装備の確認を始めた。

　車内で多少騒ぎを見せながらも、カツヤ達は今回の依頼に真面目に臨んでいた。

　エレナ達との合流場所に着いたカツヤは、車から降りるとすぐに挨拶をしようとした。だがそこで余りの驚きに動きを止める。

　そこにはアキラがいた。死んだと思っていた者が生きていたこと。その者がエレナ達と一緒にいたこと。そして自分達の依頼の場所にいたこと。その全てに、カツヤは驚きを隠せなかった。
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　アキラはカツヤ達を見て少々訝しんだものの、エレナ達の依頼の相手だろうと思って深くは気にしなかった。邪魔をしては悪いと考えて立ち去ることにする。

　エレナ達にもう行くことを伝えると、軽く頭を下げてから遺跡の中へバイクを走らせる。その直前、驚きの表情を浮かべているカツヤと目が合ったが、気にせずに出発した。

　そのまま遺跡の中を進んでいき、エレナ達の邪魔にならないぐらいには十分離れただろうと思った辺りでバイクを停める。そして周囲を改めて見渡した。

『……何か、クズスハラ街遺跡とは違うな』

　アキラは遺跡を眺めながら拍子抜けや落胆に近い表情を浮かべていた。

　倒壊しかけた廃屋が立ち並ぶ遺跡の姿から感じる雰囲気は、アキラには身近なスラム街のものに近い。別の遺跡の風景に期待していた、高度な文明の面影や印象は大して得られなかった。

　アルファが軽く説明する。

『ヒガラカ住宅街遺跡はクズスハラ街遺跡とは違う時代の建造物だから、同じ廃墟でも現代寄りの雰囲気なのでしょうね』

　それを聞いてアキラが不思議そうな顔をすると、アルファが微笑みながら補足を加えた。

　現代の文明の発展は、旧世界の技術の解析で成り立っている。そして旧世界とは過去の全ての文明の総称であり、単一の文明を指すものではない。その過去の文明も当時旧世界と呼ばれていた更に過去の文明の技術を解析していたことが分かっている。

　その前の文明も、その更に前の文明も、同じように旧世界の遺物、英知と栄華の欠片かけらを搔かき集あつめて文明を再構築していた。そしてその力に酔い、溺れ、扱い切れずに吞のみ込こまれて滅んでいった。

　滅び砕けた文明は、過去の欠片として世界に散らばった。それは次の者達が新たな文明を再構築する礎となった。

　旧世界の歴史は、その滅びと再構築の繰り返しの歴史だ。現在の文明は今のところは健在だが、その繰り返しの一部とならない保証など無い。

　アキラの住むクガマヤマ都市も１００年後にはクガマヤマ都市遺跡と呼ばれているかもしれない。アルファにそう言われたアキラは、壮大な歴史の一部に触れたような気がして少し感慨深い気持ちになっていた。

　それはそれとして、自分は今日を生きなければならない。過去に思いを馳はせることを否定するつもりは無いが、今は明日の為の今日を積み重ねる方が重要だ。アキラはそう気持ちを切り替えて情報収集機器の訓練を始める。

　情報収集機器の付属品である細めの眼鏡にも似たバイザー型の表示装置を着用する。表示部分は透明な素材で造られていて視界を遮ることはない。邪魔なら額の位置に上げることも出来る。元の所有者がエレナだったこともあり比較的小型で、アキラでも問題無く装着できた。

　すぐに情報収集機器が周囲の様々な情報をアキラの視界に重ねて表示する。それを見てアキラは少し驚きながらたじろいでいた。

『えっと、それで俺はどうすれば良いんだ？』

『私はこの情報収集機器の性能確認をしているから、アキラはその間に遺跡の中を好きに探索して、情報収集機器の使用に慣れておいて』

『そう言われても、使い方なんて全然分からないんだけど……』

『普段は私が操作すれば良いけれど、それでもアキラが使い方を全く知らないのも不自然でしょう？　マニュアルぐらいは表示しておくから、読み書きの勉強の成果を発揮して、自分で読んで頑張ってみなさい』

　アキラの視界に情報収集機器の取扱説明書が表示される。これは装置の機能ではなくアルファのサポートだ。

　アキラもマニュアルぐらい自分一人で読めるようになりたいと思っているので、指示通り自力で読むことにした。そして説明書の内容にも、情報収集機器の操作にも、表示装置に浮かぶ情報の意味にも、四苦八苦しながら遺跡を探索し始めた。




　アキラは自力で頑張りながら遺跡探索を続けていた。バイクも自分で運転する。索敵も情報収集機器を使用して自分でやっていた。

　だが弱いモンスターと遭遇した時に、敵の存在をアルファに自分より先に教えられた。ＡＡＨ突撃銃で倒して先に進む。

　モンスターを自力で察知できなかったのは情報収集機器の性能の所為か。それとも索敵設定の所為か。或いはその反応の表示に気付けなかった自分の所為か。現在の自分の実力に悩みながら遺跡内をうろついていく。

　廃屋の中に入って遺物を探してみたりもする。長年放置されていた食器などの小物が見付かった。

　一応これらも旧世界製の品であり、旧世界の遺物ではある。だが現代でも代用品は幾らでも存在するので大した値は付かない。

　ここに放置されていたのは、費用と命を注つぎ込こんで遺跡に挑むハンター達から、わざわざ持ち帰る物ではないと判断されたからだ。アキラも少し迷ったが、結局元の場所に戻した。

　ろくな遺物が無い廃屋だったが、造り自体は結構しっかりしていた。旧世界製の建造物であり、長年の経年劣化に耐えてきただけあって頑丈なのだ。

　アキラがその外観や内装を見て何となく思う。

『こういう場所にこっそり住んでるやつとかいないのかな？』

『いるとしたら、スラム街にすら隠れ住めない訳有りの人物で、水と食料とモンスターと盗賊を何とか出来る人になるわね』

『普通のやつならスラム街の方がましってことか』

『そういうことよ』

　アキラは更に探索を続けていた。そして半壊した家屋を見ると、怪訝そうに顔をしかめた。

『……何だ、これ？』

　単純に半壊しただけの廃屋なら幾らでもあるが、その家屋は砕けた壁の状態などを見る限り最近破壊されたようだった。しかも周囲には巨大な何かが通り過ぎた跡まで付いていた。加えて壁の一部にはまるで食い千切られたような痕跡まであった。

『アルファ。この遺跡って弱いモンスターしかいないんじゃなかったのか？』

『前情報ではそのはずよ。エレナ達もそう言っていたでしょう？』

『確かにそうだな。考えすぎか』

『でも所詮は前情報よ。あの大襲撃の影響で、この辺りの生態系まで変わったのかもしれないわね。討伐から逃れたモンスターがここまで逃げてきて、遺跡のどこかに潜んでいることも考えられるわ。気を緩めないようにしなさい』

　アキラは嫌な予感を覚えた。それは悪いことだけはよく当たる勘で、アルファに出会う前のアキラを生き延びさせ、アキラに自分は運が悪いと思わせた要因でもあった。





◆






　ヒガラカ住宅街遺跡へ訓練を受けに来たカツヤ達がエレナ達の前に整列している。ユミナとアイリはしっかり集中しているが、カツヤは先程アキラを見た所為でやや集中に欠けていた。

　エレナがそのカツヤ達に少し真面目な表情で訓練の内容を説明する。

「あなた達にはこれからこの遺跡を自由に探索してもらうわ。これは遺跡探索の訓練で、私達は教官役だけど、あなた達に細かい指示は不要だと思っているから、今更いちいち口を出す気は無いわ。自分達の判断で行動して」

　サラは普段通りの笑顔で続ける。

「ここのモンスターはそんなに強くないはずだけど、そのはず、であって、所詮は事前情報。絶対ではないってことを忘れないでね。私達は少し離れて見ているから、何かあったらすぐに助けを求めてちょうだい」

「でも基本的に私達はいないものとして判断、行動すること。三人だけでここに来た。その前提で動きなさい」

「だからって、意地を張って私達に助けを求めるのを遅らせる、なんてのはやめてね。それは訓練以前の問題だから」

「探索終了後に評価を出すわ。帰還するタイミングの判断も本来は評価の内だけど、今回は最長でも４時間よ。勿論、その前に撤退しても構わないわ。的確な撤退の判断も評価の内容よ」

　エレナとサラが一度目を合わせて説明の過不足を確認する。そしてお互いに問題無いと軽く頷くと、エレナがカツヤ達を見渡した。

「何か質問は？　質問が無ければ始めましょう」

　まずはユミナが口を開く。

「自由に探索と言われても、具体的に何をするべきでしょうか？」

　サラが答える。

「それを考えるのも訓練の内なんだけど、まあ普通に遺物収集に来たと思って行動して」

「でも、確かこのヒガラカ住宅街遺跡にはもう価値のある遺物は残っていませんよね？」

「そこは訓練だと思って割り切ってちょうだい。高価な遺物も強力なモンスターもたっぷり。そんな遺跡を訓練場所にする訳にはいかないのよ。ユミナ達を生還させるのも私達の仕事の内だからね」

　エレナが補足する。

「ここに大した物は残っていないってことは、私達もよく分かっているわ。だから安値の遺物しか見付けられなかったとしても、それで評価を下げるつもりは全く無いわ。そこは安心して」

　そうは言っても安値の遺物では評価に差し障るのではないか。その考えがユミナの表情に出た。それを察してエレナが付け加える。

「探索場所に見切りを付けて次の場所に移動する間隔とか、周囲を警戒する様子とか、いろいろな点から複合的に評価するから、普通に遺物収集をしてちょうだい。勿論、見過ごされていた高価な遺物を発見したりすれば、その分は評価を上げるつもりよ」

「分かりました」

　ユミナが頷いて質問を切り上げると、次はアイリが口を開く。

「今回の探索で最低限達成するべき目標などはありますか？　目標によって行動基準が異なります」

　再びエレナが答える。

「無いわ。強いて言えば、最小の労力で最大の成果を出すことよ。危険に見合った利益を稼ぎ出すこと。自分達の実力に適した最善の選択を出来る限り取り続けること。ハンター稼業で大切なのは、その取捨選択だと思っているわ」

　自分でそう言っておいて、エレナは内心で苦笑した。自分もその選択を誤った所為で、クズスハラ街遺跡で死にかけたからだ。

「本来はさっきユミナが尋ねた通り、このヒガラカ住宅街遺跡で遺物収集をするかどうかの選択から始めるべきなんだけど、今回は訓練だから何らかの理由でこの遺跡に来た前提での選択になるわ」

　サラがエレナの内心に気付いてわずかに苦笑していた。エレナが棚に上げて説明を続ける。

「だから、次善の選択として速やかな撤退を目標にするのも、それはそれで有りよ。その場合は撤退理由とその後の行動指針を私達に説明してくれれば良いわ。その内容で評価を決めるから」

「分かりました。撤退はせず、効率的な探索を目的とします」

　アイリもそれで質問を終えた。

　まだ質問をしていないカツヤに視線が集まる。聞きたいことはあるが、聞きにくい。カツヤはその内心を顔に出していた。

　それを察したエレナが笑ってカツヤに質問を促す。

「些さ細さいな疑問で、聞くまでもないと思ったことでも、疑問があるなら聞きなさい。ちゃんと聞いておけば良かった。そんな後悔をするぐらいならね。まだ訓練の前だから、変な質問をしたってことで評価を下げたりはしないわ」

「は、はい」

　促されたカツヤが、それならばと尋ねる。

「さっきここにいたやつとエレナさん達はどういう関係なんですか？」

　カツヤ以外には少々予想外だった質問に、場にわずかな沈黙が流れた。

　エレナとサラが顔を見合わせる。アイリはいつもの無表情だったが、わずかに眉を寄せていた。

　そしてユミナは、軽く溜め息を吐いてからカツヤに向けて微笑むと、右拳を大きく後ろに引いた。

　カツヤは類い稀な才を以てユミナの動きに気付くと、素早く一歩後方に下がって拳の射程から逃れた。そのまま慌てて言い訳する。

「待て！　違う！　誤解だ！　変な意味じゃない！」

　ユミナが拳を構えながらじりじりと間合いを詰めていく。

「エレナさん達がドランカムの依頼で私達に訓練を付けてくれるっていうのに、そんな場で、女性に、男性との関係を聞くことを、どう解釈すれば変な意味じゃなくなるのよ」

「だから違うんだって！　ほら、さっきのあいつはあの時のやつだよ！　あの大襲撃の時、一人だけ緊急依頼を受けたやつがいただろう？　そいつなんだって！」

「知らないわね」

　実際にユミナはアキラのことなどよく覚えていなかった。あの時はカツヤを止めることに意識を注ぎ込んでおり、何とか止めた後に他人を気にする余裕など無かったからだ。

「エレナさん。すみません。すぐに黙らせますので、これは評価とは無関係にしてもらえると助かります」

　ユミナはこれ以上カツヤの評価を下げさせない為に、その口を物理的に塞ごうとしている。アイリも流石に今回はカツヤの擁護はしなかった。

　チーム内の騒ぎを止めるべきリーダーが騒ぎの元を作り、メンバーがそれを力尽くで抑えようとしている。カツヤ達はある意味で、巡回依頼の時と似たような光景を繰り返してしまっていた。

　ただエレナ達はその光景を見てもカツヤ達への評価を大して下げなかった。気心の知れたチーム内でのことであり、ちゃんと信頼を築けているのであれば多少のじゃれ合いは余裕を保つのにも効果的だと考えているからだ。

　危険な荒野を長時間行動する間、軽い冗談や軽口すら言えない過度の緊張や磨すり減へった精神状態では、その余裕の無さが死に繫がる。それならばこの程度のことは許容範囲だと思っていた。

　似たような考えはシカラベ達のようなドランカムの熟練ハンター達も持っている。彼らも行動中に仲間と軽口を言い合ったりしている。

　ただし同じことを若手ハンター達がすると、シカラベ達は彼らへの不満から、本来許容範囲の緩みを過剰な緩みと判断してしまう傾向があった。

　そこから、実力不足なのだから気を引き締めるぐらいはしろ、と考えてしまい、ドランカムの若手ハンターへの優遇処置と合わせて、若手への軽視と不満を増やす要因となっていた。

　カツヤがユミナを宥めるように両手を前に出しながら、助けを求めるように視線をアイリに向ける。

「ユミナ！　落ち着けって！　アイリも何か言ってくれ！」

「自業自得」

「煽あおるなよ!?」

　エレナはカツヤ達が自力で騒ぎを収めるのを待って、それまでに掛かった時間を評価に入れても良かったのだが、少し気になる部分があったので仲介に入ることにした。

「ユミナ。取り敢えず落ち着きなさい」

「……分かりました」

　ユミナが拳を下ろし、カツヤが安あん堵どする。

「それで、カツヤ。変な意味じゃないなら何を聞きたかったの？　ちゃんと説明しなさい」

「えっとですね……」

　カツヤはアキラのことを私情を省いて説明した。それでも普通に考えれば死んでいると思っていた者が生きていた驚きや、その者がエレナ達と一緒にいたので気になったことぐらいは話した。

　話を聞き終えたエレナが端的に告げる。

「話は分かったわ。この訓練と無関係な質問だったことに違いは無いわね」

「ま、まあ、そうですけど……」

「では、質問は無いようだから、訓練を始めましょう。行きなさい」

　カツヤがわずかに躊躇ためらう。尋ねにくいことを聞いた以上、少しぐらいはアキラとエレナ達の関係を知りたかったからだ。

　だがすぐにユミナ達の無言の圧力に屈して、焦るように答える。

「わ、分かりました！　探索を開始します！　ユミナ！　アイリ！　行くぞ！」

　カツヤが足早に遺跡に向かっていく。アイリはすぐに、ユミナはエレナ達に謝るように一礼してから後に続いた。

　苦笑を浮かべるサラの隣で、エレナはアキラのことを考えていた。

「アキラも防衛戦に参加していたのは知っていたけど、さっきのカツヤの話を聞く限り、アキラも相当な状況を潜り抜けてきたようね」

　アキラのバイクの価格、シズカの店で購入した装備類の代金、そして自分から買った情報収集機器の支払額から、防衛戦でのアキラの報酬額を推察する。

　そこにカツヤから聞いた情報を加えて、それだけの報酬を得られる戦況を推測する。それは確かに死んでいる方が自然と思えるほどに過酷なものとなった。

　それほどの戦場からアキラは生還したのだ。カツヤが驚くのも無理は無い。エレナはそう思ってアキラの実力に感心しながらも、少し複雑な思いを抱いていた。

　サラも似たような思いを抱いて、それを軽く口に出す。

「うかうかしていると、私達、その内にアキラに追い抜かれるかもね。先輩ハンターとしての立場が無くなっちゃうかも」

　エレナが苦笑を零してから、軽く笑って余裕を見せる。

「まあ、私達は一度アキラに命を救ってもらってる訳だし、変に拘こだわってもしょうがないんじゃない？」

「それもそうか。取り敢えず、アキラにもうしばらくは先輩面が出来るように、私達もしっかり仕事をしますか」

　アキラに助けられたとはいえ、自分達も今までハンター稼業の経験を積んできたのだ。まだまだ頼れる先輩ハンターとしての立場は残っているだろう。エレナ達はそう考えながら、笑い合ってカツヤの後を追った。








第33話　旧領域接続者






　遺跡探索を続けていたアキラはそこらの廃屋とは一線を画する邸宅を発見した。その館は他の建物と同様に経年劣化で傷んでいたが、それでもその大きさとデザインから、裕福な者の住居を匂わせる雰囲気を漂わせていた。

　アキラはバイクを館の近くに停めて内部を探索することにした。これだけ立派な建物なら高価な遺物が残っているかもしれないと思ったのだ。

　だがその期待はあっさりと裏切られた。邸宅にはその大きさ相応に数多くの部屋が存在していたが、基本的にほぼ全て空だったのだ。大勢のハンターが似たようなことを考えて、中に残っていた遺物を争うように持ち帰った結果だ。

　そこらの廃屋で見付けたのならば見逃される安値の遺物であっても、これほどの豪邸の中にあったのなら高価な物に違いないと思われて一切合切持ち出されていた。残っているのは積もった塵ちりや埃ぐらいだった。

　アキラは少し意地になって館中を見て回った。だがどの部屋も空で、たまに壊れた家具の破片などが転がっているだけだった。その所為で室内の確認も段々と適当になっていった。

　そして空き部屋を確認し続ける徒労に辟へき易えきし始めて、次の部屋をチラッと見ただけで通り過ぎようとすると、そこをアルファに呼び止められる。

『アキラ。待って。その部屋に入って』

　アキラは言われた通りに部屋に入ると、その中をしっかりと見渡した。アルファがわざわざ指示を出したのだから何かがあるのだろう。そう考えて様々な場所を注視する。

　しかし何度見渡しても、今までと同じ空き部屋にしか見えなかった。怪訝そうに顔を歪める。

「この部屋がどうかしたのか？　何にも無いぞ？」

　するとアルファが部屋の床を指差した。

『隠し扉のようなものがあるわ。恐らく地下室よ。隠し部屋だと思うわ』

　床はタイル張りで、溝に埃が詰まっている。そしてアルファに指示された場所を凝視すると、その溝に沿って緑色の枠が現れた。アルファによる視界拡張だ。

　アキラがそこに近付き、屈かがんでその部分をよく見ると、詰まっている埃の少ない溝があった。溝に指を掛けて床のタイルを開くと、取っ手が隠されていた。

「これか。どうやって見付けたんだ？」

『情報収集機器で採取したデータを、私の高度な演算力で解析したのよ。凄いでしょう？』

　さあ誉めろ。アルファはそう言わんばかりの態度で微笑んだ。

　それに対し、アキラも素直に称賛する。

「凄い」

　すると、アルファは意外そうな顔を浮かべた。

『あら、随分素直ね』

「えっ？　いや、だって凄いじゃないか」

『その素直さを他の時にも出してくれると助かるのだけどね』

「他の時って何だよ」

『そうね。例えば……』

　そう言って少し妖艶に微笑んだアルファを見て、アキラがアルファを先に止める。

「着替えるな！　服を脱ぐな！」

　アルファはからかうように笑ったが、言われた通り服を脱がなかった。アキラは軽く溜め息を吐いてから床の取っ手に手を掛けた。

　アキラは全く気付いていないが、この遣やり取とりはアルファによる確認作業だった。

　称賛を要求する自分を、アキラはいつものように流すだろう。アルファはそう予測し、異なる結果を確認した。

　予測と結果の差異は、アキラの観察が不十分であり、その人格をいまだ摑み切れていないことを意味する。

　更なる観察と、行動予測の修正が必要だ。アルファはそう結論付けて、それを一切顔に出さずに微笑んでいた。




　アキラは床の隠し扉を開けて地下室に下りた。地下室は光源が一切無いので真っ暗だ。出入口から漏れ入る光も、上の部屋がそもそも薄暗い所為で頼りない。

　隠し部屋ならばまだ高価な遺物が残っているのではないか。そう期待しながら携帯照明を点つける。

　しかし人工の光に照らされ、久しぶりに闇から解放されて現れたのは、四方をコンクリートの壁に囲まれた空っぽの部屋だった。床、壁、天井以外に見えるものは埃ぐらいで、その埃すら少なかった。

　アキラが何とも言えない表情をアルファに向けると、アルファは取り繕うように微笑み返した。

『残念だけれど、既に見付けた人がいて全部持ち出したようね。……私の所為ではないわ』

　アキラには別にアルファを責める気など無かった。だが珍しく妙に言い訳じみたことを言ったアルファの態度を少し面白く思い、ふと頭に浮かんだことを冗談半分で口に出す。

「いや、実は更に隠し部屋があるんじゃないか？」

『私が調べた限りでは無いけれど、もう少し調べてみる？　もし存在していて、私に見付けられないのであれば、情報収集機器の感度の所為になるわ。壁や床にぎりぎりまで近付いてみて』

　希望を残す返答が戻ってきたので、アキラは一応調べてみることにした。

　壁に鼻先が擦りそうなほど近付いて隙間のようなものが無いか見る。床に寝そべって埃が積もっていない場所を探す。しかし隠し扉の隙間など、それらしい物は見付からなかった。

「……無いな。アルファ。そっちは何か見付かったか？」

『残念ながら何も』

「……。帰るか」

　アキラはここから出ようと照明を消して梯はし子ごを登ろうとする。だがそこで止まり、手を伸ばして地下室の入り口を閉めた。

　光源が無くなった室内が真っ暗に戻る。アキラはそのまま周囲を軽く見渡したが、何も見えなかった。

「駄目か。隙間があれば、そこから光が漏れたりしないかと思ったけどな。……考えてみればここは地下だ。意味無いか」

　アキラは今度こそ諦めて地上部分に戻ろうとした。しかしその前にアルファが笑って予想外のことを告げる。

『いいえ、見付かったわ』

　アキラには真っ暗な地下室でもアルファの姿がはっきり見えていた。元々アルファの姿はアキラの拡張視界に映し出された映像情報であり、光源など関係無いからだ。そしてそこに色彩を抜いた地下室の光景が加わった。

『視界を拡張して、情報収集機器で取得した情報を基に作成した映像情報を追加したわ。色は無いけれど、十分でしょう？』

　白黒の濃淡で表示される地下室に色彩豊かなアルファの姿が見える。アキラには白黒映像の一部分だけがカラーになったような少し妙な光景が見えていた。

「……よく見えるようにはなったけど、何を見付けたんだ？」

　アルファが床を指差す。そこには立つ位置を示すように、人の足の裏を円で囲った形のマークが記されていた。

『透明な蓄光塗料で書かれているわ。分かりやすく強調表示しているけれど、実際には真っ暗な状態で、かつ情報収集機器の感度の限界で、辛かろうじて読み取れる程度の発光しかしていないわ』

「……ここに立てってことか？　地下室に何でこんなものが描かれているんだ？」

『さあ、そこまではね』

「まあ、折角見付けたんだ。立ってみるか」

　アキラは自分の足の裏を床の印に合わせるようにして立った。

　次の瞬間、アキラの視界にメイド服を着た女性が突然現れた。女性はアルファと同じように、白黒の地下室の中で鮮やかに色付いていた。

　アキラは少し驚いたが、これもアルファの仕業だろうと考えて視線をアルファに向けた。

　しかしアルファはアキラにそれらしい態度を返さなかった。

『何も起こらないわね』

「……アルファ。何の真似だ？」

　アキラが顔を少し険しくしても、アルファはアキラのその態度の理由に全く見当が付かないとでも言うように、逆に不思議そうな顔を返すだけだった。

『何の真似って、何が？』

「何って、俺の前にいるやつ……」

　アキラがそう言った瞬間、アルファはアキラを力尽くで円の外に出した。アキラの強化服を強引に操作し体への負担などほぼ無視して円の中から全力で離脱させた。

　アキラはその強化服の動きに付いていけず、まるで見えない何かに跳ね飛ばされたように動かされ、その所為で体に強い負荷を受けていた。全身に痛みを感じて、アルファへ不満を顔と視線で示しながら思わず声を出す。

「急に何だよ!?」

　だがアルファはアキラの質問に答えるどころか、そんなことなどどうでも良いというような真剣な表情と凄い剣幕で詰め寄ってきた。

『頭痛は!?　吐き気は!?　意識はしっかりしている!?　この声は聞こえている!?　私の姿はしっかり見えている!?』

　アキラはそのただ事ではないアルファの様子にたじろぎながらも、アルファを落ち着かせようと何とか答えていく。

「だ、大丈夫だ。頭痛も吐き気も無いし、意識もしっかりしてる。ちょっと体が痛むだけだ」

『そう。良かったわ』

　アルファはあからさまに安堵した様子を見せた。だがそれでもまだ少し真面目な表情を浮かべていた。

　アキラはそのアルファの態度から、よく分からないが先程非常に危険な状態になり、そこから一応脱したが、まだ完全に安全という訳ではないことは理解した。

『アキラ。さっき見えたと言っていた誰かは、今も見えている？』

　アキラが視線を人影の方に移す。既に先程の女性は完全に消えていた。

「……いや、見えなくなった。で、一体何だったんだ？　何でそんなに慌てていたんだ？」

『今から説明するわ。今、アキラは死にかけたかもしれなかったの』

「し、死にかけたって、どういうことだ？」

『アキラの脳には無線のような通信機能がある。前にそう説明したわね？　それは旧領域接続者と呼ばれる人の能力なの。アキラはついさっきその弊害で死ぬ危険があったのよ』

　死ぬところだったと訳も分からずに突然聞かされて、アキラは酷く驚いていた。それを落ち着かせようと、アルファはゆっくりと説明し始めた。

　旧領域とは現存する旧世界の施設を繫いでいると考えられているネットワークであり、旧領域接続者とは本来接続に特別な接続機器が必要な旧領域に生身で接続可能な者達のことだ。

　東部にはそのような通信網と特異な者達が存在している。アルファはそれらのことをアキラに説明した。

『それで、アキラもその旧領域接続者なのよ。自覚は無いと思うけれどね。アキラが私を認識できるのも、私のサポートを受けられるのも、アキラが旧領域接続者だからなのよ』

　自身が旧領域接続者と呼ばれる存在だと知ったアキラだったが、そのこと自体にはさほど驚かなかった。自分がアルファをどうやって認識しているかの説明で、既に似たようなことを聞かされていたからだ。怪訝な顔で尋ねる。

「それで、それと俺が死にかけたことがどう関係するんだ？　あの女性が旧領域接続者にしか見えないやつだったとしても、それで死ぬってことはないだろう。その程度で死ぬのなら、アルファを何度も見てる俺はとっくに死んでるはずだ」

『旧領域接続者にも個人差があるのよ。旧領域から取得可能な情報の種類や量には、その辺りが大きく影響するわ。そしてアキラは運良く私との相性がとても良かったの』

　相性の悪い者がアルファを見たらどうなるのか。アルファはここでその言及は避けた。

『アキラが見たという女性は、恐らく旧領域上の映像情報よ。旧世界ではそういった実体を持たない存在の立体映像や拡張情報を介して、様々なサポートを実施していたの』

　旧世界の幽霊と呼ばれる存在の正体は、大抵そのどちらかだ。廃墟となった遺跡の中に当時の情報で表示されるので、道案内をしても瓦が礫れきの山の中に入っていったり、モンスターの巣と化した場所に案内したりと、今ではそれを認識できる者を惑わす存在となっていた。

『必ずしも実体が必要ではないけれど、誰かが側にいるように受け答えが出来た方がより良い成果を上げられる作業でよく使われていたわ。例えば、道案内とか、受付とか、商品の説明とか、ちょっとした秘書とかね』

　それらの説明を聞いて、アキラも下手に惑わされると危険なのは理解した。だが先程自分を突き飛ばすように動かしたことと関連があるとは思えず、首を傾かしげたままだった。

「……それ、別に見たら終わりって訳でもないんだろう？　何であんな必死に俺を退どかしたんだ？」

『私はアキラが見たという人を認識できなかったけれど、どんな人が見えていたの？』

「メイド服を着た女性だ。危険な感じはしなかったけど」

『本来危険なものではないからね。問題は彼女が旧世界の存在で、当時の人間用の装置であり、今の人間の事情を一切考慮しない確率が高いことなの』

　アルファが表情を少し険しいものに変える。

『彼女を認識できたことで、向こうはアキラには送信情報を問題無く処理できる能力があると誤認する恐れがあるわ。つまり、見えた、時点で結構危ないのよ』

　アキラがアルファの顔を見てわずかにたじろぐ。戦場で自分に危険を知らせる表情だったからだ。

「……それで、誤認されると、どうなるんだ？」

『仮定の話になるけれど、アキラが見た女性がこの館の管理人格で、アキラにこう尋ねたとするわね。この館の情報が必要ですか？　アキラは何て答える？』

「はい、とか、お願いします、とかかな？」

『そう答えると、アキラは死にかねないわ』

「そんなことで死ぬの!?」

　余りに唐突で予想外な死に、アキラは驚いて思わず声を上げた。

　アルファが念を押すように説明を続ける。

『言ったでしょう？　今の人間の事情を一切考慮しない確率が高いって。この館に関する情報が途方も無い情報量でアキラに送信される恐れがあるわ』

　単に館の情報といっても、旧世界の基準で送られた場合、異常な情報量になる危険がある。館のマップ、構造情報に限っても、下手をすると分子レベルでの物理演算を可能にするほど詳細に、大量に、一度に送信されるかもしれない。そう教えられる。

『許容量を超える情報をアキラの脳がノイズとして無視すれば良いけれど、下手に全部受け入れようとしたら、処理し切れずに高確率で脳死ね。実際それで死ぬ旧領域接続者は多いようよ』

　アキラは絶句していた。そしてしばらくして我に返ると、深呼吸をして何とか気持ちを落ち着かせた。その間アルファは黙って待っていた。

『落ち着いた？』

「な、何とか。……アルファ。さっきの質問には、何て答えれば良いんだ？」

『そうね。いいえ、と答えるべきね。或いは、視覚的に処理可能な形式で、間接的な映像情報としてほしい、とか言ってみるのも良いかもしれないわ』

　仮に無限の解像度を持つ画像があったとしても、それを映したものをチラッと見ただけでは得られる情報などわずかだ。取得する情報量を視覚で処理できる量に制限できる。

『他には、手持ちの情報端末に送信してくれと頼んで、その受信形式を説明してみるとか、いろいろ考えられるわ』

　実際に送信された場合、情報端末が過負荷で壊れるかもしれないが、本人に影響は無い。これも手ではある。

「そう答えておけば大丈夫なのか？」

『いいえ。そもそもこの方法は、こちらの了承を取ろうとする礼儀正しい相手なら、比較的安全ってだけよ。サービスと称して一方的に送ってくる相手には無意味だわ』

　現代でも勝手に表示される広告など幾らでもある。それを旧世界基準の情報量で行われた場合、見えた時点で手遅れということも考えられる。

　アキラはアルファが自分をあれほど急いで動かした訳をようやく理解して、表情を更に険しくした。

「……その場合、打つ手無しか？　何とかならないのか？」

　自身が旧領域接続者だと教えられ、加えて即死する危険性も教えられ、その対抗策は存在しない。それは幾ら何でも勘弁してほしい。その思いがアキラの顔に出ていた。

　するとアルファが唐突に普段と異なる口調で話し始める。その表情はどこか事務的で、アキラには見覚えのあるものだった。

『対象者の生命維持に対する致命的な損害を回避する為に、ネットワーク経由での入力情報に対し、呼称アルファによる中継処理を許可しますか？　詳細な処理内容については、第一に……』

　アキラが以前の出来事を思い出し、説明を遮って答える。

「許可する」

『許可受諾を確認しました。……まあ、これでフィルターは入ったし、ある程度は大丈夫よ』

　アルファの雰囲気が元に戻った。アキラは内心少し安心した。

「今のはあれだろ？　前にもあったあの面倒な許可のやつだよな？　前もってやっておけなかったのは、あれか、許可を得る為の許可が無いってやつか」

『そういうことよ。いろいろやって良い許可を前にアキラから貰もらっているけれど、そのいろいろに含まれていないものも多いのよ』

「そういうの、まだたくさんあったりするのか？」

『ええ。山ほど残っているわ。具体的な内容は話さないし話せないわ。理由は分かっているわよね？』

　そう言って意味深に微笑むアルファに、アキラも笑って返す。

「分かってるよ。聞くと１００年ぐらい掛かる上に、許可を得る為の許可が無いんだろ？」

『話が早くて助かるわ』

　アルファは満足げに笑った。アキラは苦笑を返しつつ、取り敢えずこれで即死する危険性は劇的に下がったのだろうと思って安堵した。

　一応の安全を得たアキラは気を取り直すと、照明を点けてからもう一度先程の位置に立つ。すると色彩を取り戻した室内に、再びメイド服の女性が現れた。

　容姿端麗な美女が殺風景な地下室には似付かわしくない格好でアキラの前に立ち、ありありとした現実感を以て静かで愛想の良い微笑みを浮かべている。

　身に纏っている黒と白のみで構成されたメイド服には、実用性など完全に切り捨ててファッション性のみを重視した装飾が施されていた。

　高そうな布地が潤沢に使われており、きめ細やかな肌の露出を顔と首のみに留とどめている。黒い靴がスカートの先からわずかに見えており、両手には白の手袋を着けている。黒髪を纏めるリボンは非常に長く、重力を無視して宙に舞っていた。

　そこに確かにいるように見えるのだが、実際には存在しない。そのアルファに似た存在を、アキラは興味深く見ていた。

「アルファには見えないんだっけ？」

『大丈夫よ。さっきの許可で私にも見えるようになったわ。ただし向こうが私を認識できる訳ではないから気を付けてね』

「分かった。すると向こうには俺が独り言を言っているように見えてるのか」

『見えていればね。単なる映像データなら、人型の看板と同じよ』

「そういえばさっきから動いていないな。えっと、聞こえてる？」

　女性がアキラの呼びかけに応じて恭しく一礼する。

『初めまして。新規ユーザの登録処理を御希望で御座いますか？』

　アキラには女性の説明の意味が分からない。だが先程のアルファとの会話を思い出して、まずは断ることにする。

「いいえ。ちょっと聞きたいことが……」

『畏かしこまりました。当社の御利用を心からお待ちしております』

　女性は再びアキラに一礼した後、その場から姿を消してしまった。

「……何だったんだ？」

『実体は無い。呼びかけることで反応する。提案を拒否すると消えてしまう。一回その場から離れて、今度は前向きに検討するので説明してほしいとか言ってみたらどう？』

「やってみるか」

　アキラは一度その場を離れてから、また同じ場所に立つ。すると先程の女性が再び現れた。

「少し聞きたいことがあるんだけど」

　女性が再び動き出して恭しくアキラに一礼する。

『初めまして。新規ユーザの登録処理を御希望で御座いますか？』

『それを検討する為にいろいろ話を聞きたいのだけれど、構わないかしら？』

　今度は先にアルファが尋ねてみた。だが女性は全く反応を示さなかった。

『駄目ね。アキラ。情報端末を出して』

　アキラが情報端末を取り出すと、そこからアルファの声が発せられる。

「いろいろ検討したいから、この端末にそちらの情報を送ってほしいのだけれど、可能かしら？」

　アキラにしか聞こえない念話ではなく、アルファのしっかりとした音声が地下室に響いた。しかし女性は何の反応も示さなかった。

『これでも駄目みたいね。今度はアキラが言ってみて』

「この情報端末にそっちの情報を送ってほしいんだけど、出来るか？」

　女性がようやく反応を示す。

『畏まりました。御利用を御検討頂き、誠にありがとう御座います』

　アキラが手元の情報端末を見る。しかし何か変化が起きているようには見えなかった。

『データ受信の反応は無いわ。残念だけれど、この情報端末で受け取れる形式ではないみたいね。どうする？　もう諦めて帰る？』

「諦めなかった場合、どういう手があるんだ？」

『アキラを経由して情報を受け取る手があるわ。彼女の姿が見えている以上、アキラには情報の受け取りが可能よ。ただし、さっきも説明した通り一定の危険はあるわ。私が可能な限り安全にするけれど、絶対は無いわ。どうする？』

　アキラは少し悩み、決断した。

「……やる。ここまでやってよく分からないで帰るのは気になるし、ハンター稼業に危険は付き物だろう」

『分かったわ。情報は少しずつ送るよう厳命してね。何か異常を感じたらすぐにその場から離れて。恐らくアキラがその場所に立っていないと、情報は送られないはずよ』

　アキラが覚悟を決めて口に出す。

「……その情報端末ではなく、俺に情報を出来るだけ少しずつ送ってくれ」

　女性が再び一礼する。

『畏まりました。送信致します』

　アキラは何かあればすぐにその場を離れられるよう身構えた。しかしその決意と覚悟とは裏腹に、特に異状は感じられなかった。頭痛も吐き気も覚えない。意識もはっきりしている。視界がぼやけるようなこともない。

　相性とやらの問題で追加の情報とやらは受け取れなかったのだろうかと、アキラは軽く首を傾げていた。するとアルファにあっさり告げられる。

『アキラ。終わったわ。もう大丈夫よ』

「終わった？　何も感じなかったぞ？」

『途中からアキラを介さずに直接私が情報を受け取るようにしたの。アキラを経由した通信を最小限に抑える為に、簡単に説明すると、先に連絡先だけ交換して、あとは私が連絡を取って直接いろいろ聞き出せるようにしたのよ』

「そうか。結局彼女は何だったんだ？　姿も消えているし」

『話すと長くなるから、今日はもう帰りましょう。直接お金になる訳ではないけれど、結構収穫は多かったわ。今日は情報収集機器を試すだけだったのに、予想外の成果があったわね』

「そうなのか？　まあいいや。後で説明してくれ」

　よくは分からないが危険を冒しただけの価値はあったようだと、アキラは満足して地下室から出ていった。








第34話　暴食ワニ






　エレナ達による訓練としてヒガラカ住宅街遺跡に入ったカツヤ達は順調に遺物収集を進めていた。

　一人を見張りに残して廃屋に入り、内部を捜索して遺物を収集する。その間にモンスターと遭遇した時は、一度中断して全員で撃破する。

　見張り役と収集役を定期的に交代して一定の集中を保つ。その廃屋を探し終えると、三人で索敵範囲を分断しながら遺跡内を進み、次の場所の探索に移る。

　そうやって緊張と弛し緩かんのバランスを維持しながら、遺跡の中を移動し続けていた。

　カツヤ達の動きは遺物収集のお手本のようであり、その様子を少し離れた場所で見ていたエレナ達からも十分に及第点を付けられるものだった。

　しかしカツヤは現状に不満を覚えていた。アイリを見張りにしてユミナと一緒に家屋の中をしっかりと調べながら、見付けた遺物を手に取って溜め息を吐く。

「分かってたけどさ、安そうな遺物ばっかりだな」

　カツヤは真面目に遺物収集をしていたが、見付かるのは安値の物ばかりだった。

　ユミナが笑ってカツヤを宥める。

「それは仕方無いんじゃない？　エレナさん達も、もうここには大した物は残ってないって言ってたでしょう？」

「そうだけどさ」

「ほら、安値の遺物だからって放置しないでちゃんとリュックに仕舞って。安値の物でも評価は下げないって言われたけど、手ぶらで戻ったら流石に評価は下がるわ」

「分かってるよ」

　カツヤが旧世界製の何らかの雑貨らしい物を遺物運搬用のリュックサックに仕舞う。中には既に、ここがヒガラカ住宅街遺跡であることを考えればまずまず、といった質と量の遺物が詰まっていた。要は、価値のありそうな物は全く無かった。

「……普通に探せば普通の遺物しか見付からないか。前にクズスハラ街遺跡の外周部を探索した時にみたいに、拡張情報対応の情報収集機器でも借りられれば良かったんだけどな」

「私達だとハンターランクが足りないから貸出許可は下りないわ。引率役経由で申請すれば……、いえ、ヒガラカ住宅街遺跡を探索する程度の理由だと、そもそも無理ね」

「……ああ、そうだな」

　一定の自由行動を許されているとはいえ、カツヤ達はまだシカラベの下に配属されている。つまり貸出を頼む先はシカラベで、頼むのはチームリーダーであるカツヤとなる。非常に頼みにくい上に、ほぼ確実に却下される。

　ユミナもカツヤがそう思っていることは分かっていたので、返事の内容を途中で少し変えていた。そして話題を間違えたと思い、別の話を振る。

「そういえば、あの時カツヤは拡張情報で変なものを見たって言ってたらしいわね。何を見たの？」

「えっ？　あー、いや、まあ、今思えば大したものじゃなかった。ありがちなやつだよ。多分、受信データが変だった所為で、変に見えてただけだと思う。うん」

「そう」

　ユミナもカツヤが何かをごまかそうとしていることには気付いたが、単に前の話題を流したい為に振っただけだったので、特に追及はしなかった。

　一方カツヤはその時の事を思い出して、内心で首を傾げていた。同時に、ユミナにその出来事について詳しく話さずに済んで良かったと安堵していた。

　半透明の姿であっても、非常に綺き麗れいな裸の少女を見た、などとはカツヤも流石に言いにくかったのだ。
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　クガマヤマ都市近郊の遺跡のどこか、子供でも行ける場所に、高値の遺物が大量に眠る未調査の部分が残っている。その噂うわさがまだ信しん憑ぴょう性を残していた頃、ドランカムもその情報を基に部隊を出していた。

　もっともドランカムもこの程度の噂で熟練ハンターの部隊を編成するような真似はしない。しかも調査場所としたクズスハラ街遺跡の外周部は広く、それなりにしっかりと調べるのであれば相応の人手がいる。

　そこで若手ハンターを基本とした調査部隊を編制し、若手の訓練を兼ねて派遣することになった。大きな円を描くように熟練ハンター達を配置して一定の安全を確保し、その内側を大勢の若手達に調査させるのだ。

　噂の遺物を発見できれば儲もうけもの。見付からなくても遺跡探索の訓練になる。カツヤ達はその程度の考えで送り込まれていた。

　カツヤには普段は若手には貸し出されない拡張情報対応の情報収集機器が渡されていた。ただしこれはカツヤが特別扱いを受けていた訳ではない。若手の未熟な調査能力の足しとして、他の若手ハンター達にも同様に貸し出されていた。

　その時のカツヤは普段のチーム行動ではなく一人で遺跡の中を進んでいた。調査場所の難易度が低いことと、広い遺跡内を効率良く調査する為だ。

　好き勝手に動いて良い訳ではないが、引率役付きのチーム行動に比べれば格段に自由度が高い状況での遺跡探索に、カツヤは普段より気合いを入れていた。

　ドランカムは噂の遺物について、遺跡内で新たな拡張現実機能が何らかの理由で起動し、誰かがそれを基に未調査部分に辿たどり着ついた可能性があると判断しており、若手達にその発見を指示していた。

　カツヤもその指示を受けて、情報収集機器と連動したゴーグル型の表示装置を着用して遺跡の中を見て回っていく。旧世界の幽霊などと呼ばれるものを見付けた場合は、速やかに上に連絡する手て筈はずになっていた。

　カツヤは旧世界の幽霊など見たことがなく、面白いものが見られるかもしれないと思って張り切っていた。

　しかしカツヤの意気込みに反して調査は全く進展しなかった。噂の遺物など初めから存在しないのだからある意味で当然の結果だ。

　何の成果も無いまま時間だけが過ぎていく。カツヤの不満も少しずつ蓄積していく。その不満がやる気を減衰させてカツヤに溜め息を吐かせた。薄暗いビル陰の中、徒労の繰り返しで溜たまった疲労と不満に少々屈して大きく項垂うなだれる。

　その時、光る何かがカツヤの視界を横切った。思わず顔を上げてその光を目で追う。それは暗がりでなければ気付くのも難しいほどに弱々しいものだったが、カツヤには確かに見えていた。

　光はカツヤの視界を横切ったもの以外にも暗がりの中を無数に飛んでいた。しかしどれも弱々しく、時折消えて不規則に点滅していた。

　それでもカツヤの興味を惹くのには十分だった。本当ならこのような何かを見付けた場合はすぐに上に連絡しなければならない。だがカツヤはそれも忘れて、通りの角の方へ向かっていく光に誘われるようにその後についていく。

　そして通りの角の先を見たカツヤが驚きを露あらわにする。光が集まった場所に全裸の少女が立っていた。

　少女は非常に美しかった。大人びているが大人ではなく、子供ではあるが大人にも見える不可思議な雰囲気を漂わせている。大人か子供、本来そのどちらかでなければ得られない美を、絶妙なバランスで矛盾無く体現した神秘的な容姿をしていた。
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　カツヤは少女のその余りに非現実的な美しさに思わず見み惚ほれてしまった。だが少女の裸体にある別の非現実的な要素に気付いてすぐに我に返る。少女の体は半透明で、背後の廃墟が透けて見えていた。

「こ、これが旧世界の幽霊ってやつなのか？　確かに透けてるけど……、おっと、表示を切らないと」

　遺跡の拡張現実機能と思われるものを見付けた場合、下手に惑わされないように一度表示を切り、それから上に連絡する手順となっていた。その手順通りにカツヤは情報収集機器の拡張現実機能を切った。

　カツヤの顔が怪訝に歪む。機能を切ったはずなのに少女の姿が消えなかったのだ。

　操作を誤ったかと思い、使用に慣れていない機器の設定を弄いじり続ける。しかしそれでも少女の姿は変わらずに残っていた。

　そしてその間に、まるで幽霊のように透けた少女が微笑みながら近付いてくる。

（……これ、何か不味いんじゃないか？）

　妙な焦りを覚えたカツヤは、機器の拡張現実機能を切るのを諦めてすぐに連絡を取った。

「えっと、カツヤです。今、俺の前に……」

　通信先のドランカムの男が少し呆れたような声を返してくる。

「こちら本部。お前は何番だ？　番号を言え」

「……58番です」

「了解した。58番。何があった？」

　カツヤはそのどことなく横柄な遣り取りにわずかに不満を覚えて、逆に少し平静さを取り戻した。

「遺跡のあれ、旧世界の幽霊とか言われているものを見付けました。でも拡張現実機能を切っても消えないんです」

「ちょっと待ってろ。お前の情報収集機器をこっちと連動させて確認する。…………58番、こちらではそれらしいものは確認できない」

「噓じゃない！　本当に切れないし、本当に見えるんだ！」

　思わず言い返したカツヤに、男の面倒そうな声が返ってくる。

「噓だとは言っていない。そこは遺跡の中だ。通信が不調で、拡張表示データがこっちに届いていないだけかもしれん。拡張現実機能を切れないのも何かの不具合だろう。落ち着け」

「……分かりました」

「別の者をそこに送って、そちらからデータを受け取れないか確認する。それまでお前はそこで待機だ。一応こっちとの通信は繫げたままにしておけ」

「……了解」

　ドランカムの者と話している間に、少女はもう側まで来ていた。望めば触れられそうな距離で、笑いながら話しかけているように口元を動かしている。しかしカツヤには何も聞こえなかった。

　半透明ではあるが非常に綺麗な全裸の少女が、すぐ側で敵意も無く笑いかけている状況に、カツヤは少し照れながら目の遣り場に困っていた。

　少女は透けていることを除けば、まるで本当にそこにいるように見える。カツヤは何となく少女に向けて手を伸ばした。そして自分の手が少女をすり抜けたのを見て、やはり拡張現実だと安堵した。

　状況に慣れ始めてきたカツヤが少女の口元をじっと見る。思わずその整った造形の方に注目してしまうのを何とか抑えて、口の形から何を言っているのか探ろうとする。しかし分からない。

「……ん？」

　その時、カツヤは妙な感覚を覚えた。少女の声は変わらずに聞こえない。だがそれにもかかわらず話の内容をわずかに聞き取れたような、何らかの錯覚にも思える無音の声だった。

　戸惑いながらも、耳を澄ますように少女の音の無い声に集中する。集中し続ける。やはり何も聞こえないが、それでも何かが聞こえたような気がした。その声をもっと聞こうと、更に集中する。

　すると一瞬だけ、本当に何か聞こえたような気がした。カツヤの表情が怪訝に歪む。同時に、心做しか少女の笑みが深まり、半透明だった体がわずかに色付いた。

　その時、明確な別の声がカツヤの耳に届く。

「おい、何があったんだ？」

　声の主はトガミという少年だった。カツヤと同じドランカムの若手ハンターで、上から指示を受けて様子を見に来たのだ。

　カツヤがトガミに気付いてそちらに顔を向ける。

「ああ、例の旧世界の幽霊らしいやつを見付けたんだ」

　トガミも拡張情報対応の情報収集機器を装備している。そしてその機能を有効にしてカツヤの周囲を見渡した。だがそれらしいものは見えなかった。

「どこだ？」

「ここだ」

「だからどこだ？」

「だからここだって……あれ？」

　カツヤは少女を指差そうとしたが、そこに少女の姿は無かった。

　トガミが軽く呆れたような表情で上に連絡を入れる。

「こちら87番。指定の場所に到着した。58番が報告したものは確認できなかった」

「こちら本部。了解した」

　カツヤが慌てながら思わず口を挟む。

「いや、本当に見えたんだって！」

「噓だとは言ってねーつってんだろうが！　58番！　いちいち騒ぐな！」

　カツヤはそれで黙った。トガミは呆れを強めている。

「58番と87番の調査場所をその周辺に固定する。二人で58番が報告した遺跡の拡張現実機能らしいものを探せ。特定の条件下でのみ認識可能な存在かもしれん。場所や日時、直前の行動やデータ受信設定も関係する可能性がある。いろいろ試してみろ。また何か見付けたらすぐに報告しろ。いいな？」

「87番、了解」

「……58番、了解」

　その後、カツヤ達は指示通りに先程の少女を探した。しかし結局見付からず、情報収集機器の不具合か、何らかの通信混線として片付けられた。
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　カツヤは遺物収集を続けながらクズスハラ街遺跡での出来事を振り返っていた。

（……あれ、結局何だったんだろうな）

　思い返してみればかなり不可解な出来事だったと、ついそのことを考えてしまい遺物収集への集中が鈍る。それをアイリに気付かれた。

「カツヤ。何を考えてるの？」

「いや、何でもない。悪かった。ちゃんと集中します」

「気になる」

　アイリがカツヤをじっと見詰める。それは想い人のことをよく知りたいという心の表れだった。

　だがカツヤにそこまでの機微は読み取れず、加えて正直に話せば何を言われるかと思ってごまかすことにする。

「そういえば、そろそろ切り上げる頃だな。ユミナを呼んでどうするか決めよう。ユミナ！　戻ってきてくれ！」

　アイリもごまかされたことは分かっているが、少し大おお袈げ裟さに笑ってユミナを呼ぶカツヤの様子を見て、それで良しとした。

　防衛戦の後からカツヤは時折陰を見せるようになっていた。そのカツヤが元気であれば、アイリに不満は無かった。




　カツヤ達は全員集まって遺物運搬用のリュックサックに詰まった遺物の量を確認した。そして今日はもうこれで遺物収集を切り上げようという意見までは一致させた。

　しかし満足度までは一致しなかった。ユミナとアイリはこんなものだろうという顔を浮かべている。だがカツヤはどことなく険しい顔で内心の不満を露わにしていた。

「……なあ、この集めた遺物って、どれぐらいの稼ぎになると思う？」

　カツヤの分かりきった問いに、アイリも分かりきった答えを返す。

「旧世界特有の技術に依存した遺物は少ない。恐らく高値にはならない」

「だよなぁ……」

　分かっていたことではあったが、カツヤは冷静に事実を突き付けられて気落ちしていた。

　その項垂れようを見てユミナが宥めに入る。

「大丈夫よ。エレナさんも、安値の遺物しか見付けられなかったって理由で評価を下げたりしないって言ってたでしょう？　重要なのは、この遺物をどうやって見付けたのか。その作業内容であって、それはちゃんと見てくれたはずよ。安心しなさい」

　実際にエレナはカツヤ達の作業をしっかりと確認していた。

　情報収集機器で遠距離から見張り役の挙動を探り、近くにいるモンスターに気付いているか確かめもした。カツヤ達が廃屋内で遺物収集をしている時に建物の側まで寄り、内部の様子を壁越しに調べたりもしていた。

　そして近くに寄った時にユミナと目が合い、黙っていてと口元に指を立てたりもした。

　ユミナも笑って黙って頷いて返した。そして自分がエレナ達に気付いたことも、意図的に気付かせたのであり、ちゃんと黙っているかどうかの試験だと思っていた。

　だからこそユミナは、その根拠までは教えないが、エレナ達にちゃんと見てもらっていたことは自信を持って告げていた。

　カツヤはユミナの言葉を信じた。だがそれでも少し険しい顔のままだった。




　廃屋を出たカツヤ達はスタート地点に戻ろうとしていた。

　無事に帰るまでがハンター稼業だと、ユミナもアイリも遺跡の中を慎重に進んでいた。ここで何かあっては今までの成果が無駄になる。そう思って最後まで気を抜かないように注意していた。

　カツヤも真剣に集中していた。しかしそれは現時点での成果では足りないと、無意識に何かを期待しての集中力だった。

　遺物収集の成果だけでも自身の実力を普通に認めてもらえることは分かっていた。だが同時に心の奥底で、それでは駄目だと何かに叫ばれていた。

　普通に強いだけでは、普通ではない状況で、普通に死ぬだけだ。それでは仲間を、皆を助けられないという強迫観念に近いものが、カツヤに更なる力を求めろと強いていた。

　それに後押しされた極限の集中がカツヤの類い稀な才を刺激する。その結果、カツヤは情報収集機器が示したほんのわずかな反応に気付いた。

　気付いてしまえばあとはその部分の索敵精度を高めるだけだ。設定を変更して索敵範囲を該当の場所周辺に絞り、遠方にいる反応の正体を探る。その正体はすぐに判明した。

「ユミナ。アイリ。あっちを調べてくれ」

　ユミナ達も各自の情報収集機器でカツヤが見付けた反応を調べる。既に位置が判明しているのでそれはすぐに見付かった。

　その位置、遺跡の通りの先には大型モンスターの姿があった。その巨体を情報収集機器の望遠機能で見たユミナが顔を大きく歪める。

「あれ、暴食ワニよね？　何でこんな場所に……」

　暴食ワニは非常に個体差の大きい生物系モンスターだ。爬は虫ちゅう類るいに似た形状と二股の尾、そして強力で何でも食い千切る強靱な牙と顎を持つところまでは個体間で大体一致しているが、それ以外は別種のモンスターと見間違えるほどに差異が大きい。

　その原因は食事の内容を自身に反映させる異常なまでの適応力だ。

　金属を食えば金属の鱗うろこを生やし、セラミックを食えばセラミックの鱗を生やす。更に他の生物系モンスターを食べれば、それに応じた体組織の鱗まで生成する。

　それだけではない。機銃を備えた機械系モンスターを捕食した個体は背中から火器を生やす。戦車を捕食した個体は大砲や機銃などの戦車装備に加えて腹に無限軌道まで生やすことさえあった。

　そして食えば食うほど大きくなる。１メートル程度の小型も多いが、環境がその個体の生存を許し続ければ、数百メートルを超える巨体にまで成長することもあった。

　アイリも表情を険しくする。

「ヒガラカ住宅街遺跡に暴食ワニは棲せい息そくしていなかったはず。危険」

　カツヤ達が発見した暴食ワニは大型トラックほどの大きさだった。鉄やコンクリートのような鱗が遺跡の廃屋を食べて成長した個体であることを示している。大砲のような火器は付いていない。

　しかしそれでも金属を食い千切る顎と、装甲並みに強靱な鱗、生物系モンスター特有の異常な生命力を持つ強力なモンスターに違いは無かった。

　相手に発見された気配は無いが、カツヤ達は念の為に廃屋の陰に隠れて暴食ワニの様子を注意深く窺うかがう。

　予想外の強敵の出現に驚きながらも、ユミナは相手に気付かれていないことを理解して落ち着くと、カツヤを笑って誉ほめ称たたえる。

「カツヤ。よく見付けたわね」

「凄い」

　アイリも端的に称賛した。

「よし。幸いにも進行方向にいる訳じゃないし、このまま気付かれないように進みましょう」

「落ち着いて帰れば問題無い。他のモンスターと遭遇しても、騒がずに倒せばあれには気付かれないはず。出発」

「待ってくれ」

　カツヤがユミナ達を呼び止めた。その顔は非常に真剣なものだった。それを見たユミナ達が怪訝な様子を見せる。そして続いた言葉を聞いて表情を一変させる。

「ユミナ。アイリ。俺達であの暴食ワニを倒さないか？」

「……ちょっと、何言ってるの？」

「意味が分からない」

　提案を単に断るのではなく、相手の正気を問うような痛烈な否定が返ってきたが、それでもカツヤは何とか続ける。

「向こうは俺達に気付いていないから、こっちは確実に奇襲できる。相手は通りの先にいて間に遮蔽物も無い上に遠距離攻撃は出来ない。俺達は事前に訓練の内容を知らされていなかったから、出来る限り良い装備を揃そろえてきた。近付かれるまで高火力の銃で一方的に攻撃できる。これだけ好条件が揃ってるんだ。俺達でも勝てると思う」

　カツヤは真剣な態度でユミナ達に対してそう訴えた。だがそれは、だから大丈夫だという楽観視ではなく、それだけの好条件を揃えても駄目なのかという悲観的な雰囲気を強く放っていた。

　ユミナはカツヤが浅い考えで暴食ワニの討伐を提案している訳ではないと理解したが、それでも不要な危険を冒しているだけだという判断は変えなかった。

「私は反対。私達は遺物収集の訓練をしているの。無事に帰還するのも訓練の内よ。気付かれていないモンスターとわざわざ戦うなんて危険を冒す必要は全く無いわ。第一暴食ワニは、勝てるから、なんて理由で戦う相手じゃないでしょう？　カツヤ、何を考えてるの？」

　カツヤはまた食い下がってくるだろう。そう考えてユミナは敢えて強く否定した。そうすればこの後にアイリが賛成に回って多数決で暴食ワニと戦うことになっても、変な楽観視は消えると思ったのだ。

　だがカツヤはアイリに意見を聞かなかった。代わりに少し項垂れる。

「……そうか。俺じゃ勝てないか」

　カツヤは防衛戦の後に見せ始めた陰を色濃く出していた。

「悪かった。忘れてくれ。行こう」

　顔を上げたカツヤが空元気の笑顔を浮かべて先に進もうとする。

　食い下がってくると思っていたユミナ達は少し戸惑いながら意外そうな顔を向け合っていた。

　ユミナは口では完全に否定しているが、暴食ワニと戦う提案をそこまでまるで駄目だとは思っていなかった。

　カツヤの言う通り自分達に有利な条件が揃っている。暴食ワニを倒せばハンターランクも上がりやすくなる。エレナ達もいるので自分達の行動を無謀と判断すれば止めてくれる可能性も高い。最悪の事態は防げる。

　アイリも似たような考えだった。その上で、何とかならないかと、視線でユミナに訴える。カツヤが多数決にしなかった以上、自分が賛成しても意味が無いことは分かっていた。

　惚ほれた弱みもあってユミナはカツヤに甘い部分があった。自殺紛まがいの行為であれば、殴ってでも、銃を向けてでも、撃ってでも止めるが、今はそこまでするほどのことではなかった。加えてアイリの懇願もあり、妥協を見せる。

「カツヤ。待って」

　不思議そうな顔を向けてきたカツヤに、ユミナは世話焼きの苦笑を返した。

「条件付きで賛成に変えてあげる。エレナさんに確認を取るからちょっと待ってなさい。アイリも、これで駄目だったら諦めてね」

　少し驚いているカツヤと、どことなく嬉しそうなアイリを見ながら、ユミナはエレナに連絡を入れた。
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　エレナは高性能な情報収集機器で周囲を索敵しており、暴食ワニの存在にもカツヤより早く気付いていた。

　しかし暴食ワニに遠距離攻撃能力は無く、距離もあってカツヤ達に気付いた様子も無いことを確認すると、基本放置で良いだろうと判断した。訓練の内容は遺物収集であり、モンスター討伐ではないからだ。

　そこにユミナから連絡が入った。そしてユミナの提案を聞いて少し驚いたが、結局はその提案を受け入れた。

　サラが意外そうな顔をしている。

「エレナ。良かったの？　ああいう、遺物収集に行ったけど結果が芳しくないからモンスターでもちょっと狩るかって考えは、エレナはあんまり好きじゃないでしょ？」

　自分も似たような提案をエレナにして何度も止められていたので、サラはその経験からエレナがユミナの提案を受けたことを少々意外に思っていた。

　実はエレナはサラの身を案じて止めていた。だがそれを正直に話すと逆にサラが無理をしかねないと考えて、行動方針の安易な切り替えは悪手という理由を持ち出して止めていた。今回もそれに合わせる。

「まあね。でもその考えを他のハンターに押し付けるつもりは無いわ。ドランカムとしては、狩れるなら狩っとけってことなんでしょう。モンスター討伐の実績を稼いでおくと、輸送の護衛とかも受けやすいからね」

「ああ、なるほど」

「でもまあ、ユミナ達が何も言わずに暴食ワニと戦って、自分達だけで倒せれば自分達の成果、倒せなかったら私達が倒してくれるだろう、なんて甘い考えだったら、評価を大減点していたところだったけどね」

　ユミナはエレナ達に暴食ワニの共闘討伐を提案した。エレナの、自分達はいないものとして行動すること、という言葉を、単に同行していないという意味だと解釈した上で、近場に実力のあるハンターがいることは知っているとして協力を求めたのだ。

　加えて、自分達だけで先に攻撃するが、エレナ達も急いで現場に来て到着次第攻撃に加わってくれとも頼んだ。

　そして自分達とエレナ達で暴食ワニ討伐の報酬をどのように分配するかは、到着までの時間を基に後で決めてほしいと告げた。

　実際にはエレナ達は自分達のすぐ近くにいるので初めから攻撃に参加できる。ユミナがそれを知った上でそう頼んだのは、到着するまでの時間を自分達の評価の判断材料にしてもらう為だ。

　近くにいたという想定でエレナ達がすぐに攻撃に加わった場合、カツヤ達はすぐに援護が必要なほど未熟だと判断されたことになる。逆に遠くにいたという想定で攻撃を遅らせた場合は、カツヤ達の実力をそれだけ高く評価したということになる。

　そして提案そのものを断られた場合は、カツヤ達が暴食ワニと戦うなど無謀だということだ。

　エレナはそれを分かった上で提案を受け入れた。サラも軽く説明されてそれを理解した。

「エレナとしては、その提案自体は減点対象にはならないってこと？　こう言っちゃ悪いけど、カツヤ達にとって私達の援護は保険であって、護衛有りで暴食ワニと戦おうとしていることに違いは無いと思うけど」

「他のハンターに口約束とはいえ報酬の分配方法まで提示して、自分達では勝てない場合の保険を掛けて安全に戦うのなら、それは甘えではなく強したたかってことよ。私は評価するわ」

　そこでエレナが少し不敵に笑う。

「まあ、仮に、もし後でその口約束を破って、自分達だけで倒したなんて言い出したら、それはそれで別の意味で評価するけどね」

　その場合、カツヤ達の評価は最悪になる。エレナはユミナもそれぐらいは分かって提案してきたのだろうとは思っているが、万一の場合には教官役として冷徹に評価を下すつもりだった。

「それじゃサラ、私達も配置に付きましょうか。あ、まずはカツヤ達の奮闘を期待するけど、少しでも危ないと思った時点でこっちで倒してしまうから、そのつもりでお願い」

　サラは自分達であっさり倒してしまってはカツヤ達も拍子抜けだろうと思って、軽く手心を入れようとする。

「うーん。少しぐらい苦戦するのも訓練の内とか思わない？」

　だがエレナは少し楽しげに不敵に笑って返した。

「駄目よ。私達もハンター。共同での討伐を持ちかけられた以上、必要以上に獲物を譲る義理は無いわ。そうでしょう？」

　サラも楽しげに笑って返す。

「まあ、そうか。じゃあその辺はカツヤ達の頑張り次第ね」

「そういうことよ」

　エレナ達もハンターだ。報酬と、その分配についても手を抜くつもりは無かった。

　サラが身体強化拡張者の身体能力を活かして近くの建物の屋根に飛び移る。そしてカツヤ達が多少移動しても自分の射線に入らない狙撃位置を確保すると、強化服並みの力が無ければ持ち上げるのも難しい大型の銃を軽々と構えた。

　銃には分厚い鉄板も容易に貫き目標を内部から破壊する強力な徹甲榴りゅう弾だんが装填されている。エレナの情報収集機器による敵個体の調査に間違いが無ければ、標的の撃破はその一発だけで十分に可能だった。

　既に照準は合わせた。あとは引き金を引くだけ。サラはその状態で軽く息を吐くと、真面目な表情で状況の推移を見極め始めた。

　エレナは情報収集機器で暴食ワニを捕捉しながら狙撃銃を構える。銃は情報収集機器と連携して命中率を向上させる改造品で、更に単純な威力も改造部品を組み込んで上げている。

　使用する弾丸は貫通力に特化した徹甲弾だ。サラの弾丸よりは大分威力が低めだが、情報収集機器で敵の弱点を探り、脳などの部位を正確に狙うことで十分に致命傷を与えられる。

　エレナが収集したデータはサラにも送信されている。そのおかげでサラも照準精度を劇的に向上させていた。

　配置と前処理を終えたエレナ達は、いつでも暴食ワニを撃破できる状態を整えた。
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　エレナへの提案を済ませたユミナは、通信を切るとまずは軽く息を吐いた。

　提案を断られても、それはそれで仕方無いと思っていた。自分達はそれだけ無謀なことをしようとしている。その確認を取れたということだからだ。

　だがエレナは自分の提案を受け入れた。それならばと、ユミナは腹を括った。自分達だけでも暴食ワニを倒せる可能性は十分にある。そうエレナに認められたのだと、敢えて都合の良い解釈をして覚悟を決めた。そして一度深呼吸して弱気を吐き出すと、カツヤ達に笑顔を向けた。

「承諾が取れたわ。あの暴食ワニ、私達で倒しましょう」

「……ユミナ、良いのか？」

　カツヤが戸惑うようにそう言うと、ユミナは敢えてあからさまに呆れたような表情を浮かべた。

「カツヤ。そんなこと言うならもっと早く言って。もうエレナさんにやるって言っちゃったのよ？　やっぱりやめたって言うなら、エレナさんへの連絡はカツヤがしてよね」

　それでカツヤも覇気を取り戻した。その顔に見え隠れしていた陰を、気合いを入れて吹き飛ばす。

「いや、やる。やろう。……ユミナ。ありがとな」

「手間を掛けさせたんだから、ちゃんと倒してよ？」

　ユミナはカツヤの笑顔を見て、照れ隠しのような態度を見せた。

「分かってる。アイリ。勝手に決めて悪いけど、あれを倒すのに協力してくれ」

「頑張る」

　アイリは普段の無表情を少し崩し、やる気を顔に出して頷いた。

「よし！　行くぞ！」

　カツヤ達は互いに笑い合うと、全員意気を漲みなぎらせて配置に付いた。








第35話　専用弾の威力






　暴食ワニを倒すと決めたカツヤ達は、準備を整えてそれぞれの配置に付いていた。ユミナの機転でエレナ達から承諾を得たこともあり、カツヤ達の意気は高い。

　それでも強力なモンスターとの交戦を前にして緊張を隠し切れない部分はあった。各自で息を整え、集中し、適度な緊張を維持する。そして銃撃のタイミングを合わせる為に真剣な顔で一度目配せする。

　エレナ達の援護という保険を得た引き換えに、カツヤ達は目標を可能な限り早く倒さなければならなくなった。ゆっくりじっくり戦うと、先にエレナ達に仕留められてしまうからだ。

　最大火力で奇襲し、エレナ達の援護を受ける前にそのまま一気に倒し切る。その作戦に従って、既に全員とにかく火力を重視した銃と弾丸に切り替えている。あとは覚悟を決めて始めるだけだ。

　カツヤがその指示を出す。

「行くぞ。５、４、３……」

　標的が逃げ出した場合、追撃して倒すのはカツヤ達ではほぼ無理だ。よってその状況への対処は捨てた。敵は勢い良く直進してくると仮定し、火力を頭部に集中させて撃破すると決めていた。

「……２、１……」

　被弾した相手は恐らく逆上して勢い良く迫ってくる。そこを近付かれる前に倒し切る。カツヤ達はその考えの下に集中し、震えを消し、引き金を引く指に力を込める。

「ゼロ！」

　それぞれの銃が同時に勢い良く火を噴いた。

　無数の銃弾が宙を駆け、緩慢な動きで地面を這はいずっていた暴食ワニの頭部に直撃する。強力な弾丸を敵の顔面に浴びせ、大物狙い用の弾で表面の硬質な鱗を砕き、肉を削る。砕けた鱗が肉片と一緒に飛び散っていく。

　しかしその程度の負傷など、巨大な生物系モンスターの生命力の前では掠り傷に等しい。そして被弾したことで敵に気付いた暴食ワニは、巨体に不釣り合いな敏びん捷しょうさで体の向きを変えると、カツヤ達の方へ一直線に猛然と突進してきた。

　激しい銃撃を受けても逃げるどころか勢い良く向かってくる大型モンスターの迫力はかなりのものだ。予想通りであり、望んでいた展開ではあったが、それでもカツヤ達の表情が険しくなる。だが怯おびえずに銃撃を続ける。

　苛烈な弾幕を敵に浴びせ続ける。少々照準が狂っても、その巨体であればどこかに当たる。対モンスター用の銃弾で構成された弾幕だ。弱いモンスターならとっくに消し飛んでいる。

　だが暴食ワニは三人分の火力を正面から受けても欠片も怯む気配が無い。その巨体に無数の銃弾を喰くらい、強靱な鱗を剝がされて下の肉に大量の弾丸を減めり込こませても、驚異的な生命力で前進する。

　遠距離攻撃など持たない方向で成長した暴食ワニは、近付いて敵を食らう為に前部の装甲を分厚く強固にしていた。被弾して鱗を剝がされるまでに、カツヤ達に大量の弾薬の消費を強いている。

　加えて逃げ出すという概念を忘れたように、獲物へ愚直に直進する意志を備えていた。頭部を少々削られようが全く怯まずに、猛然と獲物に向けて前進し続ける。

　暴食ワニとの距離が縮まるのに比例して、カツヤ達の表情に焦りが混ざり始めた。一方的に攻撃しているのはカツヤ達の方だ。しかし優勢には程遠かった。

　カツヤが歯を食い縛りながら銃撃し続ける。ユミナとアイリも全力で戦っている。それでも暴食ワニの前進は止められなかった。

　必死に戦ってもこれが限界。火力で押して、侵攻を鈍らせるのが精一杯。その状況に、カツヤの中にわずかな弱気が生まれる。

　このまま戦えば勝てる。銃撃を続けて敵の前面の強固な鱗を全て剝ぎ取り、肉が剝むき出だしとなった頭部に火力を集中させれば勝ちだ。カツヤの冷静な部分がそう告げていた。

　だが同時に、もう間に合わないとも告げていた。恐らくエレナ達はあと少しで介入してくる。つまり、カツヤの実力は、結局はエレナ達の手を煩わせる程度の凡庸なものでしかなかったと確定してしまう。

　そしてカツヤの才は、それを覆す手など残されていないと、焦る自身とは裏腹に冷静に告げていた。

　やはり自分では駄目なのか。所詮はこの程度なのか。状況を覆す力など無いのか。そう続けて思ってしまい、一度生まれた弱気が徐々に大きくなっていく。

　カツヤは力が欲しかった。自分にもっと力があれば、防衛戦の時も仲間を失わずに済んだ。もっと多くの仲間を助けられた。必死に助けを呼ぶ声に応えられた。ずっとそう思っていた。その声に応える為に力を求めていた。

　その力が無いと、助けを求める声に押し潰されてしまいそうだったから。

　余りの集中に時間の進みが遅くなったように感じられる世界の中で、カツヤはふとアキラのことを思い出した。

（俺にもあんな力があれば……）

　自分を軽んじ見下していた者を、その実力を一度見せ付けただけで黙らせ認めさせたほどの力。無謀にも思える死地に飛び込み、それでも生還するほどの力。

　仲間などいなくとも、たった一人で状況を覆す力。その力があればこの状況も覆ると、カツヤはその力を求めてしまった。

（……ちくしょう！　欲しい！　誰でも良い！　何でも良い！　俺にもあんな力を……！）

　カツヤが願う。類い稀な才を以て極度の集中を生み出し、その全てを注ぎ込んで願う。極限の集中は知覚から不必要な情報を除去し、世界から色彩を奪い、白で塗り潰した。

　その白い世界の中で、少女が笑っていた。

　次の瞬間、カツヤが構えていた大型の銃から放たれた銃弾が暴食ワニの頭部に命中した。単にそれだけならば強力な生物系モンスターへの影響はわずかだ。だがその銃弾は既に頭部に着弾していた他の銃弾に狂い無く直撃していた。

　ぶつかり合った銃弾が割れ砕け、散弾となって暴食ワニの内部に飛び散った。その破片のそれぞれが目標を内側から破壊する。

　更に、続けて撃ち出された弾丸も別の弾丸に同様に激突し、肉を裂き、骨を砕いて多大な損傷を与えた。その次も、その次の次も、撃ち出された弾丸全てが、一発の弾丸で与えうる可能な限りの負傷を敵に与え続けていく。

　それでも暴食ワニは異常なまでの生命力で生きていた。しかし体勢を大きく崩し、歩みを酷ひどく鈍らせた。

　それを好機と見たカツヤ達が動きの鈍った敵の頭部にありったけの弾丸を撃ち込んでいく。暴食ワニは鱗が剝がれて剝き出しとなった頭に銃弾を浴び続け、頭部の原形を半分ほど失った辺りで遂に絶命した。

　カツヤ達は暴食ワニが死んだことにすぐには気付けずに撃ち続け、少し間を開けてからようやく気付いて銃撃を止めた。

　勝利を実感したカツヤ達の顔に、何かを成し遂げた者の笑顔が浮かぶ。

　カツヤが喜びの声を上げる。

「やった！　倒せた！　倒せたんだ！」

　ユミナが安堵の息を吐いてから、カツヤの喜びようを見て嬉しそうに微笑む。

「まあ、倒せて良かったわ。ちょっと危なかったけどね」

　アイリも珍しく表情をどこか強めて誇らしげに笑う。

「勝ちは勝ち。問題無い」

　カツヤ達は互いの顔を見ながら自分達の健闘を称え合い喜び合っていた。
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　カツヤ達の健闘を見届けたエレナ達だったが、その感想は少し異なっていた。サラは笑って純粋に健闘を称えていたが、エレナは少々怪訝な顔を浮かべていた。

「エレナ、どうかしたの？」

「ちょっとね。……あの手の生命力でごり押ししてくるモンスターって、普通は徐々に動きを鈍らせるでしょう？　それが急に動きを鈍らせたのがちょっと気になってね」

「偶然弱点でも衝ついたんじゃない？」

「弱点ねぇ……」

　エレナには、正面から向かってくるモンスターの弱点が正面にあるとは余り思えなかった。

　もっとも暴食ワニは個体差の大きいモンスターだ。偶然正面に弱点があっても不思議は無い。エレナもそこまでは納得できる。

　しかしその弱点を容易たやすく衝かれるようでは、普通はあそこまで成長する前に死ぬ。弱点が偶然前面にあったとしても、それは動体目標に対して厳密な着弾位置を要求する極めて小さい部位のはずであり、普通は当たらない。

　敵の前面に非常に小さな弱点が偶然存在していて、そこに偶然着弾した。それは偶然で片付けるにしては幾ら何でも確率が低すぎる。それがエレナを唸らせていた。

　それでも有り得ない訳ではない。そして実際に倒されている。加えて、仮に偶然ではなく何らかの必然だったとしても、自分にはその何かが分からない以上、教官役としては偶然という評価しか出せない。エレナはそれで推察を打ち切った。

「偶然か……。まあ、運も実力の内って言うしね」

　微妙に濁しているようなエレナの様子を見て、サラが少しからかうように笑う。

「もしかして、私達で暴食ワニを倒せなかったことがそんなに残念なの？」

　エレナが笑って返す。

「否定はしないわ。私達もハンターなんだから、獲物を逃したことは残念に思っておかないとね」

　エレナ達は冗談半分に軽く笑い合ってその話に区切りを付けた。

「さてと、サラ、また余計なイベントが発生しないように、今日はもう帰りましょうか」

　エレナ達はカツヤ達と合流して一緒に車両まで戻ると、そのまますぐにクズスハラ街遺跡から離れていった。
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　ヒガラカ住宅街遺跡にある大きな邸宅を探索したアキラは、館の地下室で予想外の収穫を得た。その具体的な内容は分からないが、アルファの態度からかなりの成果なのだろうと期待していた。

　そして切りも良いので今日はこれで帰還することになり、建物から出ると停めておいたバイクに乗って遺跡の外を目指そうとする。

　だがすぐにアルファに止められた。バイクの制御装置を介してその場に停車させられ、アキラが不思議そうな顔を浮かべる。

『アルファ。どうしたんだ？　今日はもう帰るんだろう？』

『アキラ。警戒して。あとＣＷＨ対物突撃銃を用意して』

　ＡＡＨ突撃銃ではなくＣＷＨ対物突撃銃を指定されたことに、アキラもそれを必要とするほど強力な敵がいると理解して表情を引き締める。

『……それで、何がいるんだ？』

『もうちょっと待って。アキラの情報収集機器だと、私もクズスハラ街遺跡でのような索敵は難しいの。アキラは念の為にじっとしていて。下手に動くと見付かりやすくなるわ』

『……了解』

　バイクに跨またがり、ＣＷＨ対物突撃銃を持ちながら、路地裏の隅に隠れていた時のように息を潜めて気配を消す。そして周囲をゆっくりと見渡しながらじっと待つ。

　辺りには静寂が漂っている。東部の大気には常に低濃度ではあるが色無しの霧が含まれている。それは通信障害を引き起こすほどではないにしろ、本来なら聞こえるはずの音を吸収し、発生した轟音が遠くまで響くのを妨害していた。

　しかしアルファはその音をしっかりと認識していた。

『駄目ね。気付かれたわ。仕方無い。倒しましょう』

『倒すって何を？　……うぉっ!?』

　バイクがアルファの運転で急発進した。アキラの体に強い慣性が掛かったが、事前に強化服も一緒に操作され、バイクにしっかりと固定されていた。アキラはそのおかげで車体から振り落とされずに済んだ。

　わずかに遅れて空から砲弾が落ちてくる。それはアキラから少し離れた場所の家屋に着弾し、既に半壊状態だった廃墟を全壊に数歩近付けた。

『モンスターの砲撃か！』

『そういうこと。近付いて倒すわ。バイクから振り落とされないように注意して』

『了解だ』

　右手でＣＷＨ対物突撃銃を持ち、左手でハンドルを摑みながら、アキラは家屋が立ち並ぶ遺跡の中をバイクで駆けていく。

　家と家の間隔はそれなりに広く、バイクが通り抜ける道幅としては十分だ。しかし半壊した廃墟から散らばった瓦礫が地面に散乱しているので普通は速度など出せない。

　だがバイクはアルファの驚異的な運転技術でその道を難無く進んでいく。ただし乗員への配慮はやや欠けたものとなった。

　少し大きめの瓦礫が道を塞いでいたが、アルファは地面の瓦礫をジャンプ台にしてバイクを飛ばし、更に車体を横に大きく傾けた。そしてそのまま横の塀に両輪を付けて90度傾いたまま路地を進み、その大きめの瓦礫を迂う回かいした。

　アキラが顔を引きつらせる。

『バイクは地面を走る乗り物のはずだぞ!?』

　アルファが得意げに笑って返す。

『地面以外は走れない乗り物ではないわ』

『そうだったか!?』

『現に走っているでしょう？』

『そうだな！』

　アキラが半分自棄やけになって答えている間にバイクは走行路を地面に戻した。流石に最大加速は出せないが、それでもかなりの速さで目標との距離を詰めていく。

　その間にも砲撃は続く。照準の精度自体はかなり悪い。だが適当に撃っているのではなく確かにアキラを狙っていた。それは敵も情報収集機器のような機能を有しており、それでアキラの位置を捕捉していることを示していた。

　しかしその砲撃がアキラの平静を乱すことはなかった。キャノンインセクトの群れによる砲弾の豪雨を経験しているアキラにとって、この程度の砲撃など小こ雨さめですらないからだ。

　そしてアキラは遂に敵の姿を肉眼で捉えた。

　アキラを砲撃していたのは全長20メートルほどもある暴食ワニだった。外観は全身を金属の鱗で覆った八本足の爬虫類で、背中には複数の砲塔を背負っている。二本の尾は太く長く、振り回せばちょっとした廃屋程度なら一撃で破壊できそうな強靱さを見せていた。

　暴食ワニもアキラの接近に気付いており、砲塔を回して獲物に照準を合わせようとする。

　だがアキラの方が早かった。アキラは既にＣＷＨ対物突撃銃の照準を合わせ終えていた。

　アルファのサポートによって拡張されたアキラの視界には、標的を肉眼で視認できる位置に着く前に、遮蔽物越しの敵の姿がはっきりと映し出されていた。対象との距離を詰めて情報収集機器の精度を高め、その収集データをアルファが解析した結果だ。

　そして走行中のバイクから反動の大きい大型銃で標的を狙うという普通なら非常に困難な銃撃も、アルファのサポートを得ているアキラには容易かった。

　ＣＷＨ対物突撃銃が咆ほう哮こうを上げて徹甲弾を撃ち放つ。弾丸は高速で宙を駆けて暴食ワニの砲口に狂い無く飛び込むと、そのまま砲身を通り、砲塔の内部機構を貫いて破壊した。

　その破損状態を激痛として感じ取った巨体が荒れ狂う。二本の尾を勢い良く振り回して周囲の家屋を粉砕し、瓦礫の飛礫つぶてをアキラに浴びせようとする。更に破壊されていない大砲で直接砲撃しようとする。

　アキラの周囲に降り注ぐ瓦礫は、当たらなくとも地面に散らばって障害物となりバイクの機動性を下げていく。その上で暴食ワニの背から砲弾が放たれ、弾道上の空気を穿ち、搔かき回まわし、着弾地点の家屋を吹き飛ばす。

　しかしそれらの激しい攻撃も、アキラを殺すにはまるで足りていなかった。

　アルファは敵の射線を完全に見切っており、アキラを常に安全な位置に移動させ続けていた。派手に飛び散る瓦礫も軌道を読むのは容易く、多少当たっても砲弾を食らうよりは軽微な被害で済む。無数の瓦礫が散乱する地面も、高度な運転技術で問題無く対処した。

　その状態でアキラはＣＷＨ対物突撃銃で徹甲弾を撃ち続け、敵の砲塔、尾、脚を破壊していく。アルファによる照準補正により一度も外すことなく、加えて効果的な位置に狂い無く着弾させ、暴食ワニから武装と移動力を奪っていく。

　アルファのサポートが前提とはいえ、アキラはＣＷＨ対物突撃銃の予想以上の威力に上機嫌だった。

『凄い威力だ！　買って良かった。これがキャノンインセクトと戦った時にあればなー』

『その成果で買ったのだから仕方無いわ』

『そうだけどさ』

『より良い装備を手に入れれば、それだけ敵も倒しやすくなる。それを実感できたのなら、更に高性能な装備を手に入れる為に頑張りなさい』

『分かった』

　誘うように笑うアルファへ、アキラも笑って返した。

　足を４本、尾を１本、加えて砲塔を１基残して全て失った暴食ワニは流石に劣勢を悟った。

　生命力を消費して、足の千切れた部分から鱗すら無い真新しい足を生やすと、邪魔な瓦礫や廃屋を筋力に物を言わせて吹き飛ばしながら逃げ始める。

　その様子を見たアキラは少し意外そうな顔を浮かべた。

『逃げた？　モンスターって逃げるんだ』

『生物系でも、機械系でも、負傷や破損状況次第で一時撤退ぐらいするわ。大抵はその前に殺すか殺されるかだから余り無いけれどね。あれはそれだけの生命力を持っていたってだけよ』

『へー』

　実際に、不利を悟れば逃げるモンスターもそれなりにいる。それをアキラが意外に思うのは、今までアキラを襲ったモンスター達がそれだけ逃げようとしなかったからだ。

　そしてアキラがその事実に気付いても不運で済ませてしまうので、それ以上の気付きを生むことはなかった。

『まあ、個体差もあるわ。暴食ワニは特にその差が大きいの。あれは砲撃能力持ちの個体だから、敵から離れるという概念を持っていただけかもね』

　アキラはアルファの話を豆知識程度に思って興味深そうに聞いていた。実際には豆知識では済まない貴重な情報も含まれているのだが、アキラにそれは分からなかった。

『それでどうする？　逃げるのなら放っておく？　私としては倒してハンターランクの足しにしておきたいわ』

『そうだな。襲ってきたのは向こうからだ。見逃してやる義理も無い。追って倒そう』

『よし。行きましょう』

　道は暴食ワニが移動しながら吹き飛ばしたことで整備されている。アキラはバイクを勢い良く加速させて後を追った。
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　クガマヤマ都市への帰路で、エレナはアキラのことを思い出した。アキラも既にヒガラカ住宅街遺跡から帰ったかもしれないが、一応暴食ワニのことを伝えておこうと連絡を取る。すぐに繫がった。

「はい。アキラです」

「エレナよ。今、大丈夫かしら？」

「あー、すみません。実は今ちょっと立て込んでまして、急ぐ話でなければ後でも構いませんか？」

　アキラの口調は少し申し訳無さそうなものだったが、焦っているような様子は全く感じられず、単に忙しいという感じだった。

「そうなの？　ごめんなさい。大した話じゃないわ。遺跡で暴食ワニってモンスターと遭遇したから、アキラがまだ遺跡にいるのなら気を付けてって言っておこうと思っただけなの」

「分かりました。気を付けます」

「もし遭遇して、手に負えないほど強い個体だったら、遺跡の奥にある大きな館に籠もると良いわ。あの建物はかなり頑丈だからね。あとは遣やり過すごしてもいいし、私達に連絡してくれれば救援ぐらいするわ」

「大丈夫です。ご心配無く」

「そう？　じゃあこれで。またね」

　通信を切ったエレナは少し安堵していた。何となくだがアキラも暴食ワニと遭遇しているのではないかと思っていたのだ。

　しかしアキラの態度から杞き憂ゆうだったと判断した。暴食ワニとは遭遇しておらず、仮に遭遇していたとしても軽く倒せるような弱い個体だったのだろう。そう思って気を切り替えて先に進んだ。
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　アキラがバイクに乗ってＣＷＨ対物突撃銃を構えながらエレナに返事をする。

『大丈夫です。ご心配無く』

『そう？　じゃあこれで。またね』

　そして情報端末を掌握したアルファを介した念話での通話を終えると、険しい表情に苦笑いを足した。

『アルファ。一応もう一度確認するぞ。あれは、俺の手に負える個体、で、良いんだよな？』

　アルファが自信に満ちた笑顔を向ける。

『当然よ。勿論、私のサポート有りを前提にしてでの話だけれどね』

『なら良いか。続きだ！』

　アキラがＣＷＨ対物突撃銃を撃つ。発射された徹甲弾が敵の強固な鱗を貫き、体内を通り抜けて逆側から飛び出した。それでも標的に怯んだ気配は全く無かった。

　アキラの前では、巨大な双頭の暴食ワニが怒気の籠もった唸り声を上げていた。




　アキラが双頭の暴食ワニと交戦する少し前、アキラから逃げようと遺跡の中を猛進していた暴食ワニは、カツヤ達に倒された同種の死体を発見した。

　暴食ワニは食事の内容を自身に反映させる異常なまでの適応力を持つが、材料と身体の相性というものはある。最悪の相性なのは人間で、食べても人の手足を生やすようなことはない。単に消化されるだけだ。

　そして最高の相性なのは同種の暴食ワニだった。しかし共食いはしない。死体なら食べるが、暴食ワニの体は死んだ直後からかなり早く劣化していくので普通は食べない。

　だが死んで間も無い同種の死体なら別だ。劣化も少なく相性も高い素材を見付けた暴食ワニは、それに勢い良く喰らい付き、食い千切った。

　高い相性により即座に身体への反映が始まる。自身の体に同種を反映させた個体は双頭の暴食ワニへ変貌すると、逃げるのをやめて再びアキラに襲いかかった。




　双頭がアキラを周辺の地面ごと喰らおうと大口を開けて嚙かみ付つこうとする。勢い良く振り回された尾が廃屋を粉砕しながらアキラに迫る。

　それをアキラはバイクの巧みな運転で回避した。アキラを食い損ねた双頭が大量の瓦礫を地面ごと頬張り、尾に建築物を吹き飛ばされて地じ均ならしされた地面が広がっていく。

　それらの攻撃を避け続けながら、アキラは敵の頭に、口に、足に、胴体に、ＣＷＨ対物突撃銃を向けて撃ち放つ。強力な徹甲弾が標的の足を引き千切り、胴体を貫通する。口から入った弾丸は逆側から飛び出していき、頭に着弾した銃弾は強靱な鱗を破壊した。

　それでも暴食ワニは死ななかった。千切れた足は即座に再生を始め、胴体に開いた穴の出血もすぐに止まる。暴食ワニ２匹分の生命力が致命傷手前の重傷を強引に治療して個体の戦闘力を維持させる。

　そして徹甲弾に体中を貫かれながらも、別個体を食った影響で今度は逃げずに執しつ拗ようにアキラに襲いかかる。

　アキラも流石に顔をしかめた。

『アルファ！　これ、ちゃんと効いてるんだよな!?』

『ちゃんと効いてるわよ。重傷の再生に体力を消費しているから、撃ち続ければいずれ餓死するわ』

『餓死？』

『そう。餓死。再生の為に細胞の自食を続けるけれど、途中でそのバランスが崩れて餓死するの。まあ、その前に負傷で死ぬ可能性もあるけれどね』

　体中を弾丸で射貫かれたのにもかかわらず、その死因が餓死ということにアキラは奇妙な感覚を覚えながら銃撃を続けた。

　暴食ワニの双頭の片方、新しく生えた方はただの捕食器官だ。破壊しようと徹甲弾で既に何度も頭部を撃ち貫いているが、大した負傷は与えられていない。被弾しても即座に再生が始まり、歪いびつな傷跡を残すもののわずかな時間で治ってしまう。

　そしてもう片方の頭部は強靱な分厚い鱗で何層にも覆われており徹甲弾でも貫けない。当てれば鱗の破壊ぐらいは出来るが、すぐに内側から新しい鱗が迫り上がり元に戻ってしまう。

　その所為でアルファの精密射撃で同じ場所に着弾させ続けても大して意味は無かった。

　アキラはかなりうんざりした顔をしている。その表情で、また空になった弾倉をＣＷＨ対物突撃銃から外して捨てた。

『切りが無いな。アルファ。大丈夫か？　いずれ勝てるとしても、こっちの方が先に弾切れになったりしないか？』

『大丈夫だと思うけれど、戦闘を長引かせるのも確かに不味いわね。仕方無いわ。保険を使いましょう』

『保険か……』

　アキラは少し悩んだが、こういう時の為の保険だと考え直して気を切り替えると、保険の弾倉をＣＷＨ対物突撃銃に装填した。

　覚悟を決めてバイクから飛び降りる。アルファのサポートで素早く着地し、ＣＷＨ対物突撃銃を両手でしっかりと握って構えると、発砲の反動を抑える為に両脚で身体を強く支えた。

　そのまま照準を暴食ワニの双頭の片方、脳が詰まっている方に合わせる。そして、引き金を引いた。

　発砲と同時に、強化服の身体能力でも抑え切れない反動でアキラの体が後方にずれた。
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　使用した弾丸はＣＷＨ対物突撃銃の専用弾だった。上手うまく狙えば一発で戦車すら破壊する威力を持つ弾丸が目標の頭部に着弾する。

　その瞬間、被弾位置に大穴が開いた。徹甲弾では強靱な鱗で何重にも覆われた装甲の表層を削るのが精一杯だったのにもかかわらず、目標をあっさりと貫き吹き飛ばした。

　専用弾は弾道上の物体を破壊しながら吹き飛ばし、標的の巨体を貫いて向こう側まで見える大きな穴を開けた上に、背後の射線上の廃墟を貫通してそのまま遺跡の奥へ消えた。弾道上にあった暴食ワニの脳もその一発で消し飛んでいた。

　強靱な生命力で回復を繰り返す身体も、それを動かす脳が無ければ動くことはない。暴食ワニは即死し、着弾の衝撃でわずかに持ち上げられた巨体が地面に叩き付けられ、轟音を立てて崩れ落ちた。

　アキラが半ば啞あ然ぜんとしている。

『……凄い威力だ。これが専用弾か。試し撃ちも出来ないぐらい高かったけど、高いだけはあるって訳だな』

『専用弾は万が一の事態に備えた保険だったのだけれど、もう使ってしまったわね。高かったのに』

『……そこはまあ、買っておいて良かったってことにしよう』

　アキラは情報収集機器の訓練の為にここに来たのだが、一応汎用巡回依頼の類似依頼である討伐依頼も受けていた。倒したモンスターの情報を基に金が入るので、少しは弾薬費を補填できる。

　これだけの大物を倒したのだ。高い弾を使ってしまったが、きっと黒字だ。アキラはそう考えて、意味深に微笑んでいるアルファに、わずかに硬い苦笑を返した。

　そのままバイクに乗って遺跡を後にする。情報収集機器の訓練を兼ねたアキラのヒガラカ住宅街遺跡の探索は、いろいろと予想外の出来事が多かったものの、これでようやく終わりとなった。








第36話　願いの対価






　宿に戻ったアキラは銃の整備をしながらアルファとヒガラカ住宅街遺跡での出来事について話していた。

『それでね、あのモンスターは暴食ワニと呼ばれているわ。分類としては生物系モンスターなのだけれど、食べたものを自身に取り入れる能力を持っているのよ。あの個体が砲塔を持っていたのも、多分戦車とかをどこかで食べたからなのでしょうね』

「無茶苦茶だな。戦車を食べたからって、普通は砲塔なんか生えないだろう」

『まあ、そういうものなのよ。食べた武器や兵器を体内で修理しているのか、或いは解析して再生産しているのか、その辺は個体差なのでしょうね』

　機械系モンスターを食べて成長した暴食ワニは、その所為で別種の機械系モンスターだと勘違いされることが多い。そう教えられたアキラは、確かに自分も初めはワニ型の機械系モンスターだと思っていたと、何となく納得した。そして、ふと思う。

「アルファはモンスターについて随分詳しいけどさ、あんなモンスターが存在する理由とか、そういうのも知ってたりするのか？」

『一部ならね。もっとも知識として知っているだけで、自分で調査した訳ではないし推測も多いわ。知識の出所は内緒よ？　いろいろ面倒だから聞かないでね？』

　そう言って不敵に微笑むアルファにアキラは苦笑を返した。

「分かってるよ。それで、あの暴食ワニみたいなモンスターは何で存在してるんだ？」

『恐らくは、何らかの研究の実験体が逃げ出して野生化したとか、その辺でしょうね』

　軍事用の高度なサイボーグなどを製造する研究で、メンテナンス不要な自動修復機能を持つ生物に近い機械や、自身の部品の修理製造も可能な機械を人間と統合する研究でもしていた。

　それを実現させるナノマシンを研究し、開発を進め、試作品を爬虫類で試していた、そして何らかの理由で研究所から流出した個体が野生化した。

　流出は単なる事故か、戦争などで施設が破壊された所為か、或いは誰かが悪ふざけで造って野に放ったのか、理由はいろいろ考えられるとアルファは締めくくった。

　それを聞いてアキラが少し嫌そうに顔を歪める。

「どんな理由でも良い迷惑だ。旧世界の人間は一体何を考えてたんだ？」

　するとアルファはどこか楽しげに笑った。

『あら、その辺の考えは今も大して違いは無いと思うわよ？　余りに技術が進歩していろいろ出来てしまうから、いろいろ試したくなってしまう。それは今も昔も同じ。その加減を誤った所為で、自分達の文明を滅ぼして旧世界の仲間入りをする羽目になる、かどうかは今のところは不明ってだけよ』

「すると今の文明も、どこかの誰かがやらかして、明日にでも滅ぶかもしれないのか」

『多分ね』

「……まあ、滅ぶ原因が何であれ、俺が死ぬまでは保ってもらいたいな」

　アキラは何となくそう思った。そのどこか他人ひと事ごとのような言葉は、アキラの世界に対する見方の表れでもあった。

　続けて遺跡の館の地下室で見た女性の話になる。

「それで、結局あの女性は何だったんだ？」

『あれは非実在形式の人材派遣業みたいなものよ。あの地下室には旧領域に接続できる機器が設置されていたようね。あの限られた位置にいないと接続できない上に、接続先も限定されていて汎用的な使用は出来ない機器なのだと思うわ』

　アキラが少し怪訝な表情を浮かべる。

「……人を派遣って、実際にはいないんだよな？」

『世の中には知覚できて受け答えが出来れば可能な仕事はいろいろあるのよ』

「そういうものなのか？」

　アキラが不思議そうな顔を浮かべると、アルファが得意げに笑って自分を指差した。

『そうよ。証拠ならアキラの目の前にいるでしょう？』

「確かに」

　それでアキラも納得して頷いた。それだけだった。館の地下室、しかも隠し部屋に、実在しないとはいえメイド服の美女を派遣する。いろいろと深読みも出来る状況だが、アキラはその手の知識に欠けていた。

　アルファもいちいち教えたりはしなかった。もしアキラが何らかの反応を示していれば、明日からアルファの服装がメイド服を基本とした格好になっていたかもしれないが、それは避けられた。

『アキラ。忠告するけれど、あの地下室に旧領域への接続機器があることを誰かに話しては駄目よ。機器を探して取り出して売るのも駄目だからね』

「何でだ？　旧世界製の貴重な装置なんだろ？　売れば高値になるんじゃないか？」

　アルファが真剣な表情で強く答える。

『絶対駄目』

　アキラは自身の素朴な疑問に痛烈な忠告が返ってきたことに驚きながらも、アルファの態度から相応の理由があるのは理解した。

「分かった。話さないし、売ろうともしない。でも理由ぐらいは教えてくれ」

『旧領域への接続機器はとても貴重な遺物なの。そこまで貴重な物だと、入手場所や入手方法について詳しく調べられる確率が高いわ。その過程でアキラが旧領域接続者だと露見すると非常に危険だからよ』

「……そんなに危険なのか？」

『ええ。今までアキラが旧領域接続者だとはっきり教えていなかったのは、自覚が無ければ露見する確率もそれだけ低くなると判断していたからなの。でも自覚した以上、絶対に秘密にしないと駄目よ。もし誰かにバレたら、楽には死ねないと思いなさい』

　アルファはそのまま旧領域接続者の有用性と危険性をアキラに教え込んだ。

　最悪の場合、生きていれば人体実験の対象となり、死んでいれば脳構造解析の為に念入りに解剖されると聞いて、アキラが顔色を非常に悪くして嘆く。

「……正直、知りたくなかった。いや、自覚が無いまま捕まるよりはましだったか？　いや、やっぱり知りたくなかった！」

『黙っていれば案外バレないものよ。私もサポートするわ。自分は旧領域接続者だと噓を吐く人もいるし、注意すれば大丈夫よ』

「何でそんな噓を吐くやつがいるんだ？」

『旧領域接続者はその性質上優秀な情報処理者であることが多いの。有能なハッカーが自分の能力を宣伝する為にそういう噓を吐く場合もあるわ。むしろ本物は黙っているのでしょうけれどね』

　アキラが盛大に溜め息を吐き、思いっきり項垂れる。そしてそのまま10秒ほど非常に落ち込んだ態度を取っていたが、急に勢い良く顔を上げた。

「よし！　俺が旧領域接続者だからアルファに出会えて今も生き残っている！　俺は運が良かった！　そう決めた！」

　アキラは誰よりも自分自身にそう言い聞かせる為に、はっきりとそう言い切った。そう言い切って完全に気持ちを切り替え終えた。少々無理矢理だったが、そこは勢いでごまかしていた。

　アルファがアキラの様子を見て微笑む。

『アキラ。ショックから立ち直ったのは良いことだけれど、声が大きいわ。今は大丈夫だったけれど、誰かに聞かれたら大変だったわよ？　気を付けなさい』

　我に返ったアキラが少し震えながら聞き直す。

「……あ、危なかった。ほ、本当に大丈夫だった？」

『大丈夫よ。アキラの声が聞こえる範囲には誰もいないわ。盗聴器の類いも無し。私がしっかり調べたから大丈夫よ』

　アキラが安堵の息を吐く。アルファはアキラが事の深刻さを理解したことを把握して、満足げに微笑んだ。

『さて、怖い話はこれぐらいにして、今度は今回の収穫の話をしますか』

　アキラが見たメイド服の女性は、非実在形式の人材派遣業を行っている旧世界の企業が旧領域を中継して表示しているものだった。

　それは旧世界の企業の施設と、現在も稼働している遺跡とが接続していることを意味する。設備が生きている遺跡との接続は東部の者達に多くの利益を生む。旧世界の知識、技術、製品、その他様々なものを入手する重要な手段になるからだ。

　東部では旧領域との接続手段そのものが非常に高値で売買される。統治企業やハンターオフィスに売れば高額で売却できる。

　アキラもアルファの説明を聞いて、その価値は理解した。しかし今の自分に直接的な利益を生み出すものとは思えなかった。

「……凄い収穫だったことは分かったけど、具体的にどうやって俺達の利益に繫げるんだ？　俺が接続機器や機器の設置場所の情報を売りにいったら、売った相手に俺が旧領域接続者だとバレるから、それは無理なんだろう？」

『それ以外にもアキラの利益に繫げる方法は幾らでもあるのよ。接続先はリオンズテイル社というところだったわ。旧世界の企業だけれども、一部の施設は今も稼働しているようね。リオンズテイル社は各地に自社の接続端末を設置して商売をしていたようよ。その接続端末の設置場所や支店の場所を入手できたわ』

　ようやく分かりやすい利益の話になり、アキラが頬を緩ませる。

「分かった。そこに遺物を探しに行くんだな？」

『そういうこと。当然その場所は旧世界の遺跡よ。もしまだ他のハンターに発見されていない遺跡なら、大量の遺物が残っているでしょうね』

　少し前に流れた、大量の遺物が眠る遺跡の未調査部分の噂は、多くのハンターを動かした。その噂は噓だったが、同じ話でも今回は本当だ。しかも遺跡丸ごとだ。アキラが思わず声を上げる。

「よし！　すぐに行こう！」

　しかしアルファに宥めるように却下される。

『駄目よ。最低でも荒野仕様の車を手に入れるまでは我慢しなさい。遠出する可能性もあるからバイクだと不安だし、大量の遺物を持ち帰るのも難しいでしょう？』

「……当面はお預けか。まあ、分かりやすい目標があった方がやる気も出る。その手段を手に入れる為にも頑張るか」

　首尾良く未発見の遺跡を見付け出せば、手付かずの遺跡に眠る大量の遺物が手に入る。その期待に胸を膨らませたアキラは、装備の整備を続ける手もどことなく手際良くなっていた。

　次は情報収集機器の話になる。

「そういえば、俺の情報収集機器の訓練ってどうだったんだ？　特に何か指摘とかされた記憶が無いんだけど」

『評価としては、まるで駄目ってところね』

「……ああ、そうなんだ」

『今日は私がアキラの情報収集機器でどこまで高度な索敵が出来るのか確認するのが主目的だったから、気にする必要は無いわ。いろいろあったおかげで、そちらの方は十分に確認できたしね』

「まあ、それなら良いけどさ」

『そうそう。情報収集機器にエレナが使っていた時のデータが残っていたわ』

「どんなデータが残ってたんだ？」

『いろいろよ。クガマヤマ都市周辺にある遺跡の内部構造とか、モンスターのスキャン結果とかね。この情報収集機器以外で取得したデータも入っていたし、各機能の出力調整のデータとかもあったわ。恐らくエレナなりにいろいろ試行錯誤したのでしょうね。でも私がいる以上このデータは不要だから消してしまうわね』

「そうか。俺にはよく分からないからアルファの好きにしてくれ」

『消す前に一応アキラも中身を確認する？』

「ん？　じゃあ、一応」

『分かったわ』

　以前のように自分の視界を拡張してモンスターの姿でも出すのだろう。そう思っていたアキラが予想外のものを見て硬直する。拡張された視界に表示されたのは、エレナとサラの裸体だった。

　エレナは痩せ形と表現するより、不必要な要素を絞り、必要な要素を凝縮した身体をしている。それを色艶の良い健康的な肌がより輝かせ、機能美と肉感的な色気と美しさを矛盾無く同居させていた。

　サラは美しく豊満な胸が分かりやすく悩殺的だ。腰や尻の調和の取れた起伏も、張りのある肌も、胸の谷間の陰影も、身体全体の魅力を更に高めていた。

　方向性が異なるだけでどちらの裸体も非常に魅力的だ。エレナもサラもそれを惜しげも無く晒さらしながら、美女と呼べるだけの美貌にそれぞれの性格を表した笑顔を乗せてアキラに向けていた。
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　恩人の裸体に衝撃を受けながらも少し見惚れていたアキラが、我に返るのと同時に叫ぶ。

「ちょっと待て！　アルファ！　何の真似だ!?」

『何の真似って、残っていたデータを表示しただけよ。純粋な数値データを表示してもアキラには意味が分からないから、私の姿を表示するのと同じ描画処理を通したけれどね』

「な、何で裸なんだ!?」

『さあ？　データを取った時に裸だったのかもしれないわ。或いは重複データを纏めたことで服は別データになったのかも』

「い、いいからすぐに消せ！」

　アキラの視界からエレナ達の姿が消える。その横でアルファが意外そうな様子を見せていた。

『別にそこまで慌てなくても良いじゃない。アキラはそういうのに慣れたとか言っていたけれど、違ったの？』

　アキラが片手で少し赤い顔を押さえながら、アルファに非難気味な視線を向ける。

「相手と、状況による！」

『そういうものなの？』

「そうだよ！」

　アキラは大きく溜め息を吐いて装備の整備に戻った。しかし先程のエレナ達の姿が脳裏にこびりついてしまっており、ふと浮かぶ恩人達の裸体を振り払うのに忙しく、作業は全く捗はかどらなかった。

　アルファはその姿をじっと観察していた。





◆






　遺跡での仕事を終えて自宅に戻ってきたエレナ達だったが、仕事自体はまだ終わっていない。カツヤ達の訓練内容の報告書をドランカムに提出するまでが仕事だ。

　エレナは仕事部屋で頭部装着型の情報端末を使用して報告書を作成していた。軽く風呂に入って汗を流した後ということもあり、相変わらずの格好だった。

　そこにエレナよりは露出の少ないサラが入ってくる。それでもアキラが見れば視線の置き場に非常に困る格好だ。

　アキラの情報収集機器に残っていたエレナ達のデータが全裸だったのは、エレナが機器の性能を確認しようと自宅や自分達を調べた時も似たような格好をしていたからだった。

　報告書の作成はエレナの仕事となっている。サラも書けない訳ではないが、全部エレナが執筆した方がドランカムとの付き合い方という点や微妙な文言の調整なども含めて上質な報告書となるからだ。

　そのような事情もあって、サラはエレナの格好に対する苦言は控えて飲み物をエレナに渡した。

「ありがと」

「エレナ。報告書はどんな感じになってるの？」

「ん？　おべっかにならない程度にカツヤ達を誉めてるってところね」

　エレナが依頼の契約書の内容を思い出しながら軽く笑う。

「微妙に評判の宜よろしくない部分もあるドランカムの若手ハンターに対して、その悪評を払拭する為にも、外部のハンターによる高評価が欲しい……、という意図があったかどうかは別にしても、カツヤ達の動きは十分なものだったと思うわよ？　カツヤ達だけで暴食ワニも倒したしね」

「ふーん」

　その辺りの判断はエレナに一任しているので、サラはカツヤ達の活躍がどのように装飾されたかは気にしなかった。代わりに別のことを思い出す。

「あ、エレナ、そういえば今回の依頼って、私達をドランカムに勧誘する布石かもしれないって言ってたわよね？」

「まあ、ただの深読みかもしれないけどね。ドランカムは若手の育成の為に教官役のハンターを欲しがっているようだから、可能性はあると思うわ。過去の依頼で私達にカツヤ達と何度も一緒に行動させたのもその為だったのかもね」

「勧誘か……。今のところは返事を保留にしてるけど、どうする？」

「一度入ったら気軽に抜けられそうにないわ。即決を求められたら断る。ドランカム側もそれが分かっているから返答を急せかしたりはしないのよ。ゆっくり考えましょう」

　ドランカムから提示された内容は悪くないものだった。しかし飛びつくほどでもないので、エレナとしては慎重に考えたかった。

「サラはどう思っているの？　もしサラが前向きに考えているのなら、私ももう少し前向きに検討するけど」

「正直迷っているところはあるけど、エレナはどう考えてるの？」

「一長一短。ドランカムに所属すれば、より安全に活動できるのは事実よ。装備も今より充実するだろうし、いろいろ支援も受けられる。前みたいにサラのナノマシンの補充代で困った時も、少しは援助をしてくれると思うわ」

　サラが苦笑いを含んだ険しい表情を浮かべる。

「そこを指摘されると辛つらいのよね……」

「ただし、ドランカムに所属すれば今までのような自由を失うのは確かよ。やりたくもない仕事を押し付けられるかもしれないし、組織のしがらみもいろいろ面倒でしょうね」

　ナノマシンの補充代はサラの命に直結している。その代金に対する保険が増えるのは基本的には歓迎するべきことだ。

　だがそこからドランカムにサラの命を握られる恐れも考慮しなければならない。万一の場合の援助を条件にして、契約内容にエレナ達の行動や選択を制限する内容を盛り込むことは十分考えられる。

　エレナ達は良くも悪くも二人での活動に慣れていた。ハンターとして自由に生きてきたのだ。エレナ達にとって、その自由を失う意味は大きい。

　自分の命も大切だが、自分の命を理由に親友に迷惑を掛けるのも、心配を掛けるのも嫌だ。その苦悩を見せているサラに、エレナが優しく力強く微笑む。

「選択を押し付けるようで悪いけど、私はいろいろ深刻なのはサラの方だと思っているわ。だからまずはサラが選んで。幸いゆっくり考える時間はあるわ。どっちを選んでも文句は言わないから」

「ありがとう。エレナ。ゆっくり考えるわ」

　長年の親友の気遣いを嬉しく思い、サラもエレナに笑顔を返した。





◆






　ドランカムの拠点に戻ったカツヤは休憩も程々にして施設の屋内射撃場に向かうと、そのまま射撃訓練を始めた。

　備え付けの銃は屋内訓練用に改造された物だ。実弾は使用できないが発砲時の反動などをしっかり再現しており、実弾使用と比べて遜色の無い射撃訓練を実施できる。

　標的も映像だが弾道を精密に計算するので、的の位置を数キロ先に設定してもほぼ正確な着弾判定を再現できる。シミュレーションなので訓練では使用できない高価な弾丸も使い放題だ。

　カツヤは暴食ワニを倒した時に何かを摑んだような気がしていた。そして恐らく非常に集中したことでコツを摑んだのだろうと考えて、そのコツを忘れない内にしっかりと身に付けようと、射撃を繰り返していた。

　当たる。次も当たる。その次の次も当たった。高難度の狙撃が自分でも驚くほどに次々と決まっていく。その確かな手応えにカツヤの顔が緩んでいく。

　そこに既に普段着に着替えたユミナ達がやってきた。カツヤがいつまでも戻ってこないので迎えに来たのだ。

　戻ってからずっと射撃訓練を続けていたであろうカツヤの姿を見て、ユミナはカツヤがまた前のように無理をしているのではないかと不安に思い、顔をわずかに曇らせる。

　だが上機嫌で生き生きとしているカツヤの様子に気付くと安心して表情を緩ませた。その後に、相手を窘たしなめる顔を作ってから声を掛ける。

「カツヤ。いつまで続けてるの？」

「あ、悪い。もう時間か？　いや、今ちょっと、物凄く調子が良くてさ、今の内にこの感覚を摑んでおこうと思って続けてたんだ」

　どこか得意げなカツヤの様子に、アイリが端的に要求する。

「見たい」

「任せておけ」

　カツヤは自信に満ちた顔で銃を構えると、しっかり狙って引き金を引いた。

　しかし、今までの調子が噓のように、弾は遠方の的から大きく外れた。

「……あれ？　待て、もう一回だ」

　同じように狙う。同じように外れる。

「待ってくれ。次は当てる」

　再び外れる。その次も外れる。その次の次も外れた。連続で当たり続けていた時と同じ感覚で狙っているのにもかかわらず、一発も当たらなかった。

　流石に首を傾げたカツヤが、不思議そうな顔を浮かべているアイリを見て、少し慌てたように言い訳する。

「いや、違う。ついさっきまでは本当に調子が良かったんだ！」

「疑ってない」

「別に誰も噓だなんて言ってないでしょう？　信じてるわ。記録もそうなってるしね」

　ユミナは射撃の結果表示を指差しながらそう答えた。カツヤも仲間の言葉で落ち着きを取り戻す。

「そ、そうか」

「それにしても、撃ちすぎよ。戻ってきてから大して休んでないのにこれだけ続ければ疲れも出るわ。外れたのはその所為じゃない？　そろそろ切り上げたら？」

　確かに疲れの所為かもしれないと、カツヤは納得しつつ少し悩む。

「……いや、もう少しだけ続けさせてくれ。外して終わるってのは、ちょっとな」

　カツヤは射撃訓練を再開した。だが一発も当たらない。

　ユミナが軽く溜め息を吐く。

「先に戻ってるわ。意地にならずに適当に切り上げてね。みんな待ってるんだから」

「ああ、分かった」

　また待たせるようなら次は強化服を着て力尽くで連れ帰ろう。ユミナは内心でそう考えながらアイリと一緒に帰っていった。

　カツヤが再び的を狙う。すると、次は見事に命中した。カツヤは満足し、これならすぐにユミナ達に追い付けると思ったが、もう一回ぐらいと考えて銃を構えた。

　外れても終わりにするつもりだった。むしろ外れたら終わりにするつもりだった。

　次も当たる。当たったのでもう一度。次も当たる。当たったのでもう一度。次も当たった。

　当たる。次も当たる。その次の次も当たった。突然調子を取り戻したように、命中し続けていた。

「……あれ？」

　流石にカツヤも首を傾げた。だがユミナ達を待たせるのも悪いと思い、それで終わりにして射撃場から出ていった。





◆






　自分達だけで暴食ワニを倒すというカツヤの願いは叶った。仲間などいなくとも、たった一人で状況を覆す力を以て、立ち塞がる障害を撃破した。

　願いに対価は付き物だ。たとえ本人にその自覚が無かったとしてもだ。

　願いは叶った。対価はまだ支払われていない。

　真っ白な空間で、少女が笑っていた。








第37話　仮設基地構築補助依頼






　ヒガラカ住宅街遺跡から帰還した数日後、カツヤ達はアラベというドランカム幹部の男に呼び出されて拠点の一室に集まっていた。

　アラベの横にはミズハという事務方の管理職である女性が座っている。女性用ビジネススーツを着用しており、ハンター徒党というどこか荒くれた組織に所属している者とは思えない雰囲気を出していた。

「さて、先に通知した通り、今回は先日の訓練の結果を受けての連絡事項を伝える為に集まってもらった」

　カツヤ達はミズハを見て不思議そうにしていたが、向かいに座っているアラベが話し始めたことで慌てて姿勢を正した。

「訓練の報告書はエレナというハンターからかなり早く受け取っていたのだが、その内容の精査やら、ドランカム内部での調整やらで、君達に結果を伝えるのが遅れてしまったことは謝っておこう」

　軽い前置きを挟んで、アラベが本題に入る。

「伝えることは幾つかあるが、まあ、お前達が聞きたいだろう話を先に済ませるか。報告書の内容を吟味した上で、ドランカム内で調整した結果、お前達を引率役付きの扱いから外すことになった。これでお前達はドランカム内でも一端のハンターとなった訳だ。おめでとう」

　ようやく名実ともに半人前扱いからは脱却したと、カツヤ達は顔を見合わせて喜びを露わにした。だがその喜びに水を差すように、アラベが少し口調を強めて続ける。

「その上で聞こう。お前達、何をやらかした？」

　カツヤがわずかに戸惑う。

「あの、どういう意味ですか？」

「それは、身に覚えが全く無いので質問の意味が分からない、ということか？」

　アラベはカツヤをじっと見ながら、叱責の視線を強くした。すると、何が不味かったのだろうと考えてしまったカツヤの態度に、心当たりがある様子が浮かぶ。それを見てアラベが続ける。

「まあ、半分鎌かけなんだが、その態度を見る限り、心当たりはあるようだな」

　思わず、しまった、という反応がカツヤの顔に出た。その反応を引き出すまでが鎌をかけたアラベの誘導だったのだが、これで確定となった。

「言うまでもないことだが、念の為に言っておく。こっちは報告書の中身をしっかりと読んでいる。その上で、もう一度聞こう。何をやらかした？」

　焦りながら言い方を迷っているカツヤの様子を見て、ユミナは軽く溜め息を吐いた。そしてカツヤの代わりに答える。

「強いて言えば、訓練の前にカツヤがエレナさんに誤解を招くような発言をしました。誤解はすぐに解けましたので報告は不要と判断しましたが、問題であれば謝罪いたします」

「す、すみませんでした」

　カツヤも素直に謝った。アラベはカツヤ達の反応をもう一度確認して、噓は無いと判断した。態度を緩めて軽く注意するように告げる。

「……親しい友人であっても外部のハンターなんだ。ドランカム所属のハンターという自覚を持って、今後は失礼の無いように頼む」

「は、はい。気を付けます」

　カツヤはアラベの様子から、これなら一端扱いが取り消されることはないだろうと思って安堵した。

「次の話だ。今までのお前達はシカラベの下に付いていたこともあって、大まかな括りでは俺の管轄だったが、今日からそっちのミズハの管轄下に移ることになった」

　カツヤ達の視線がアラベに手で促されてミズハに集まる。ミズハは愛想良く微笑んだ。

「ミズハよ。よろしくね」

「そういうことだ。今後は徒党の事務処理やら何やらはミズハの方を通してくれ。話はもう少しあるんだが、新しい上司と仲を深めるってことで、続きは彼女から聞いてくれ。じゃあ、俺はこれで失礼する。ミズハ、あとは頼んだ。構わないな？」

「ええ。ご心配無く」

　急なことに少し驚いているカツヤ達を残して、アラベは部屋から出ていった。





◆






　アラベが拠点の廊下を歩きながらどことなく険しい表情で先程のことを思い返す。

（本当に何も無かったのか、それともやらかした自覚すら出来ない馬鹿なのか、どっちだ？）

　エレナから送られた報告書の内容は、カツヤ達の実力が十分に高いことを示していた。暴食ワニへの対処にも高評価を出していた。

　報告書にカツヤの発言に対する指摘は一切無かった。

　ただし、エレナは報告書と一緒にドランカム加入の誘いを断る旨を丁寧に伝えてきた。

　モンスター討伐を優先するハンター稼業では、火力役のサラにどうしても負担が掛かる。サラはそれを分かった上で、自分の負担増を理由に断るのは控えてほしいとエレナに伝えて、あとは親友の判断に任せた。

　その上でエレナはドランカムへの加入を正式に断った。サラに無理をさせるのが嫌だったからだ。

　そして断る理由にカツヤ達の暴食ワニへの対処を例に挙げて、モンスター討伐を過度に優先するドランカムの方針は自分達とは合わないと記載した。

　口実ではあるが、間違ってはいない。エレナ達はずっと遺物収集を主軸に活動してきたのだ。

　当然ながらエレナもその細かい事情までドランカムに伝えるような真似はしない。下手をするとドランカムに自分達の弱みを握られるだけだからだ。

　よってドランカム側に分かるのは、エレナ達がカツヤ達の行動を理由に加入を断ったという事実だけだ。その上で、アラベはシカラベの愚痴に付き合っていたこともあり、カツヤ達に対して少々疑念を深めていた。

（カツヤ達は自分達の力量も弁わきまえずに暴食ワニの討伐を強行した。エレナもそれを問題視したが、それでも自力で倒すことは出来たので、客向けの報告書では好意的な内容に取り繕って書いた……、なんてことじゃなければ良いんだけどな）

　無意識に推察を続けようとしたアラベが、軽く息を吐いて首を横に振る。

「……まあ、もう俺の担当じゃなくなったんだ。どっちでもいいか」

　そして軽く笑う。

「若手を増長させたのはお前らなんだ。あとはそっちで対処してくれ」

　事務派閥にカツヤ達を含む若手の担当を押し付けたアラベは、これでシカラベも少しは機嫌を戻すだろうと思うと、自身の心労が減ったことに気を楽にした。





◆






　カツヤ達と一緒に部屋に残ったミズハは、まずカツヤ達を手放しで誉め称えた。

「私も報告書を読んだけれど、素晴らしい評価だったわ。遺物収集の手際も良い上に戦闘面でもたった３人で暴食ワニを倒すなんて、本当に凄いわ」

　カツヤはドランカムの大人から冷ややかで見下した態度を取られることも多かった。その大人からの大絶賛を受けて戸惑っていた。

「あ、ありがとうございます」

　それでも戸惑いより喜びの方が大きかった。ようやく認められたのだという気持ちもあって、少し照れながらも称賛の言葉を受け入れた。

「私も若手の支援をしていると、いろいろ言われることが多くてね。そんなの無駄だからやめろとか言われるのはしょっちゅうよ」

　そう言ってどこか悔しそうな表情を浮かべたミズハが、打って変わって笑顔を見せる。

「でも、あなた達はちゃんと成果を出してくれた。いろいろ言われながらも頑張ったあなた達は正しかった。徒党のこれからを築く人達を支援するのは正しかったと示してくれた。本当にありがとう」

「い、いえ、こちらこそ」

　あなた達は正しい。だから私も正しい。称賛されて緩んだ心に、その言葉が疑念を覚える機会を素通りして入り込む。

「あなた達は私の管轄になったけど、安心してちょうだい。私の下にいれば実力相応の手厚い優遇が受けられるわ」

　その優遇を得られるのは自分の下にいてこそだと、称賛を混ぜながらカツヤ達の立ち位置と所属意識を高めに入る。

「都市絡みの依頼もたくさん斡旋できるわ。どれも凄い内容よ。もう用意してあるわ。資料もあるから、今からその説明を……」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　話に流されていたカツヤが、我に返ったように少し慌てながら口を挟んだ。ミズハが笑って対応する。

「何かしら？　分からないことがあったら、私にいつでも何でも聞いてちょうだい。何でも答えるわ」

　これからもまずは全部私に聞けと、自信たっぷりの笑顔で情報の入手元を狭めに入る。

「いえ、自分で依頼を受けられるようになったので、そういうのは自分でやろうかと……」

「勿論よ。依頼はたくさんあるから、あなたの好きに選んで良いのよ。それぞれちゃんと説明するわね」

　カツヤの前に斡旋可能な依頼の資料が並べられる。カツヤは好きに選択できる。しかしその選択肢は全てミズハが用意したものだ。

　自分で依頼を探すという、用意された選択肢以外を選ぶ思考を中断させ、流させ、押し切る為に、ミズハが依頼内容の説明を強引に続けていく。

「まずはこれ。仮設基地構築に絡んだ依頼で、なかなか高難度な内容よ。でもあなた達の実力なら……」

　少し押され気味な様子でミズハから説明を聞くカツヤとは異なり、ユミナとアイリは一歩引いて状況を確認していた。

　自分達を取り込もうとしていることは間違いない。だが提供されたものは確実にカツヤの利益になる。ミズハが自分達の実力を認めているのも事実だ。

　ユミナとアイリがこっそり目を合わせる。懸念はあるが、相手は上司で、しかも確かに良い話を持ちかけてきており、騙だまそうとしている気配も感じられない。

　だから判断に迷っている。お互いにそう考えていることはよく分かった。

　カツヤは説明を聞きながらどの依頼が良いかと唸っていた。自分達に好感を持つ者が善意で持ちかけた話を蹴ることなど出来なかった。

　そしてミズハは、カツヤがそういう人物であると、事前の調査でよく知っていた。

　噓など吐いていない。騙すつもりなど毛頭無い。これはどちらにも利益になる話であり、正しいことだと信じているからだ。





◆






　ヒガラカ住宅街遺跡で暴食ワニと戦った日からしばらく経たったある日、アキラはクガマヤマ都市からクズスハラ街遺跡に向かう大型バスに乗っていた。

　乗員は仮設基地構築関連の依頼を受けたハンター達だ。一山幾らの新米ハンターからしっかり武装した熟練者まで幅広く乗っている。

　都市の経営陣はクズスハラ街遺跡奥部の効率的な攻略の為に前線基地の設営を決めた。まずは遺跡外周部に近い荒野に仮設基地を建設し、その後は遺跡奥部を目指す後方連絡線を構築する予定だ。

　基地の構築作業と並行して、遺跡奥部へ続く道を塞ぐ瓦礫を重機などで撤去する。奥部に続く道を整備すれば戦車や輸送車の運用できるようになる。

　遺跡の奥部に棲息するモンスターは非常に強力だが、戦車や人型兵器の運用が可能になれば排除の難易度も下がる。人力では輸送困難な遺物の運搬も容易になる。

　遺跡奥部の攻略が進めば都市に莫ばく大だいな利益をもたらす。全てはその為の前準備であり、アキラが受けた前線基地構築補助作業もその一部だった。

　補助作業といっても作業場所の警備や作業員の護衛などが主で、基地の建築自体は専門の業者が実施する。そもそも高度な守秘義務が必要な重要地点の警備を受けられるほどハンターランクも高くない。当たり障りの無い仕事を割り振られた。

　建築中の仮設基地で他のハンター達と一緒に仕事の大まかな説明を受ける。その後、依頼元である都市の職員が各自の希望と実力を基に仕事を割り振っていった。

　職員がアキラと同じ仕事を指定された者達に仕事用の貸出端末を渡していく。平行して別の職員が説明を始める。

「その端末で我々からの指示を受けてくれ。端末は発信器を兼ねていて、マップ機能で自分と他のハンターの位置を確認できる。モンスターと間違えて他の者を撃たないように注意すること」

　続けて釘を刺される。

「それと、遺跡にいるからって遺物を探すのはやめてくれ。仕事は遺物収集じゃないんだ。そっちに精を出されても困る。こちらでもそちらの位置と動向を常に把握していることを忘れるな。長時間同じ場所に留まるなど、誤解を生む行動はくれぐれも慎んでくれ。いいな？」

　アキラにも貸出端末が渡された。量産品だが荒野仕様の頑丈な製品だ。

「端末の裏に番号が振ってある。こちらからはその番号で呼ぶ。以上だ。準備が出来た者から遺跡に向かい、マップのナビゲートに従ってくれ」

　アキラは端末の裏を見てわずかに顔を歪めた。アルファも苦笑を浮かべた。

『縁がある番号みたいね』

『……そうだな』

　端末の裏には番号の書かれたテープが貼られていた。14番だった。




　基地を出たアキラは端末のナビゲートに従って遺跡の外周部を進んだ。案内された場所は乱立する廃ビルの一棟の前だった。

　そこで貸出端末に通信が届く。端末を操作して通話要求を受け入れると、職員の声が聞こえてくる。

「こちらＡ２区画本部。14番。聞こえるか？」

「こちら14番。聞こえてる」

「目の前のビルを制圧して、内部マップを作成してくれ。貸出端末にはオートマッピング機能が付いているから、やることは部屋に入ってしばらく待つだけだ。全ての部屋を調査してくれ。あと、モンスターと遭遇した場合は基本的に全部倒してくれ。基地周辺の安全確保も兼ねてるんでな」

「俺だけでは倒せそうにない場合は？」

「こちらに連絡してくれ。救援部隊を向かわせる。他に何か聞くことはあるか？　無ければ始めてくれ」

「了解だ。今から始める」

「頼んだぞ。以上だ」

　通信が切れる。アキラが気を引き締めてビルの中に入ろうとすると、アルファに止められる。

『待って。折角だから索敵の訓練も兼ねて探索しましょう』

『そうすると時間が掛かるんじゃないか？』

『だから時間を掛けずに速やかに、かつ十分に警戒して進むのよ。色無しの霧が濃くなったらその程度の索敵技術は無いと生き残れないわよ？　私の索敵能力も情報収集機器の感度も下がるから、アキラが自力で対処する必要があるわ。そういう状況を想定して、警戒して進んでね』

『……色無しの霧か』

　アルファの索敵も無く情報収集機器も使えない状況など、まだまだ未熟なアキラには悪夢でしかない。無意識にしかめた顔を、気合いを入れ直して引き締める。

『分かった。いろいろ指摘してくれ』

　アキラは銃を構えて慎重にビルに入っていった。

　１階から順に探索を進めていく。床には塵や埃が積もっていたが、そうではない場所もあった。最近ここを探索した誰か、又はここを住み処かにしている何か、そのどちらか、或いは両方が埃を巻き上げた結果だ。

　一部の壁は崩れており、瓦礫が床に散らばっていた。ここで過去に戦闘があったことは確実だ。

　周囲に気を払ってゆっくりと移動する。足音を立てないように歩く。遮蔽物に身を隠しながら進む。急に立ち止まって聞き耳を立てる。銃を構えつつ素早く部屋に侵入する。

　多数のモンスターが徘徊する場所を進むように、慎重に索敵しながら廃ビルの中を移動する。途中でアルファから何度も指摘を受けて、誤った動作をその都度修正していく。アキラの動きは少しずつ洗練されていった。

　そして何とか１階の探索を終わらせた。掛かった時間も疲労も普通に探索するのとは段違いだった。

『当たり前だけど時間が掛かるな。遺物を探すなって釘を刺される訳だ』

『安全に手際良く索敵を済ませることもハンターの技量よ。訓練を続けて索敵技術を磨くしかないわ。特に迷彩能力を持つモンスターには要注意よ』

　アキラが苦笑いを浮かべる。

『……まあ、それは俺もよく知ってる。前に透明なやつと遭って死にかけたからな』

　アキラは以前にクズスハラ街遺跡でアルファの指示に逆らった所為で、光学迷彩機能を持つ大型の機械系モンスターと遭遇して死にかけたことがあった。

　その光学迷彩機能の効果は絶大で、単なる擬態などとは雲泥の差が存在しており、大型機の巨体をアキラの視界から完全に消していた。

『索敵技術を磨けって言われても、あんな見えないやつをどうやって探すんだ？』

『周囲の景色との微妙なずれを探したり、音や振動を解析したり、いろいろよ。高性能な情報収集機器や、索敵の専門家なら十分探し出せるわ』

『高性能な情報収集機器。索敵の専門家。うーん。エレナさんかな。あのデカい機械系モンスターも、エレナさんなら見付けられたかな？』

『多分ね』

　アルファがエレナ達を例にして説明を補足する。

　エレナ達は索敵と火力でチームの役割を分担している。どちらも重要だが、二択であれば索敵が優先される。

　基本的なハンター稼業において、高い索敵能力の利点は非常に大きい。不要な戦闘は避けられる。奇襲も防げる。先制攻撃も容易になる。無駄に火力のある銃火器を持ち歩くより、よっぽど安全に遺跡探索を行えるので遺物収集も捗る。

　そして仮に遺跡の奥でエレナ達のどちらかが役目を果たせなくなったとしたら、生還の可能性が高いのは索敵役であるエレナが無事な場合の方だ。火力だけでは帰れない。

　アキラもその話には非常に納得した。アキラが遺跡から何度も生還できたのは、アルファの異常なまでの索敵能力のおかげだからだ。

『エレナさん、凄いんだな』

『そのエレナも色無しの霧が濃いと索敵能力を急激に落とすわ。情報収集機器の性能が著しく落ちるからね』

　アキラがエレナ達を助けた時のことを思い出す。あの時の勝敗の決め手は色無しの霧だった。

　アキラはアルファのおかげで色無しの霧の影響をほとんど受けずに済み、エレナ達を襲った男達の位置を正確に把握できた。

　逆に男達は色無しの霧の所為でアキラの位置を把握できず、為なす術すべも無く殺されていった。

『色無しの霧か。あれは厄介だ。何か対処方法とか無いのか？』

『色無しの霧に負けないぐらい高性能な機器を買うか、情報収集機器に頼らない索敵技能を身に付けるしかないわね。そういう訳だから、頑張りなさい』

『了解。次は２階か。ここ、何階建てだっけ？』

『８階建てよ』

　１階だけでもこれだけ苦労した。それをあと７回繰り返さなければならない。

『……先は長いな』

　アキラは溜め息を吐いて２階に進んだ。




　アキラは２時間ほど掛けて廃ビルの全階全室の制圧を終えた。疲れた顔で屋上に出て一息入れていると、再び貸出端末に通信が入る。

「こちらＡ２区画本部。14番、聞こえているか？　そちらの状況を教えてくれ」

「こちら14番。ついさっきビルの制圧が終わったところだ」

「了解した。ナビゲートに従って次のビルに向かってくれ。尚なおそのビルの制圧に要した時間がこちらの想定時間を大幅に超過している。強力なモンスターとの遭遇など、何か不測の事態が発生したのか？」

「いや、モンスターとの遭遇は無かった。全ての部屋を警戒しながら慎重に進んだので時間が掛かったのだと思う。……そちらの想定では、どの程度で終わる予定だったんだ？」

「１時間程度を想定していた。警戒するなとは言えないが、もう少し急いでくれ。以上だ」

「……了解」

　アキラは端末の通信を切った。実力不足を指摘されて少し落ち込んでいると、微笑むアルファに励まされる。

『気にしないでこの調子で進みましょう。急いで探索して危険を増やす必要は無いわ』

『それでこの依頼が失敗扱いになったら？』

『別に構わないわ。アキラが負傷して今後に差し支えることに比べれば些さ事じよ。アキラの安全が最優先。無理に急ごうとしたら、無理矢理にでも止めるからね』

　アルファははっきりとそう言い切った。それでアキラも気が楽になる。

『分かった。そうだな。安全に行こう』

『それで良いのよ。ただし索敵や隠おん密みつ技術の向上を目指して速やかな行動を心掛けることは大切よ？　そういう意味では急がせるからね』

　不敵に笑うアルファに、アキラが苦笑を返す。

『お手柔らかに頼む』

『駄目よ。びしびし行くわ』

　アキラはアルファと軽く笑い合って意気を取り戻すと、気を取り直して次のビルに向かった。

　その後、数棟の廃ビルの制圧を終えると、端末のナビゲーターが次の目的地を仮設基地に指定した。指示通り仮設基地に帰還して職員に貸出端末を返却する。これで本日の依頼は完了となった。

　達成感よりも疲労感を強く覚えたアキラが、その疲労を吐き出すように息を吐く。

『今日の仕事はこれで終わりか。……疲れた』

　自力での索敵はアキラをかなり疲労させていた。普段はアルファ任せなこともあって、強化服の着用では補えない精神的な疲労が色濃く出ていた。

　アルファが微笑んでアキラを労ねぎらう。

『お疲れ様。少し休んで帰りましょう。折角だからここで何か食べていったら？　宿に戻ってもいつもの冷凍食品でしょう？』

　仮設基地の周辺には数多くのトレーラーが停まっていた。仮設基地関連の仕事で集まった者達向けに商売をしている仮設店舗だ。

　武器や弾薬を売る者、簡単な食事を売る者、キャンピングトレーラーで簡易な宿屋を営む者までおり、一帯はちょっとした賑にぎわいを見せていた。

　都市と仮設基地を繫ぐバスの定期便はあるが、軽い食事や弾薬補給の為にいちいち都市まで戻るのも面倒だと考える者は少なくない。いわゆる荒野料金、割わり増まし価格でも客は多かった。

　ハンター向けの固い携帯食ではなく、温かで柔らかな食べ物を売る露店も並んでいる。命を賭けたハンター稼業を終えた後のささやかな贅ぜい沢たくだ。少々高くとも売れていた。

　それらの品を頬張るハンター達の姿を見ると、アキラも急激に空腹を覚える。

『そうだな。俺も何か食おう』

　折角だから美味うまい物が食べたいと、幾つかある露店を見比べる。しかしどの店が美味いかなど分からない。

　運に任せて選ぶと失敗するような気がしたアキラは他者の判断を参考にすることにした。長蛇の列の店など無いが、それでも客の列が比較的長く、賑わっている露店の列に加わることにする。

　列に並びながら売り物と値段を確認すると、ホットサンド一人前９８０オーラムと書かれていた。アキラの金銭感覚、経済状態では、１回の食事代として支払うには少々躊躇う値段設定だ。

　だがここまで並んでから買うのをやめるのもどうかと思い、そのまま買うことにした。

　列が進みアキラの番が近付くと、前の客と店員の遣り取りが聞こえてくる。そこでどこかで聞いたことのある声を聞き、それが誰だったか思い出そうとしたが、アキラの番になると判明した。店員はシェリルだった。

　シェリルは一瞬驚きの表情を浮かべたが、すぐに笑顔で対応する。

「いらっしゃいませ。一人前９８０オーラムになります」

「……一人前で」

「畏まりました。カードを御利用の場合は、こちらにお願いいたします」

　シェリルがカウンターの上の読み取り端末を指差して案内する。その機器の上部にはデジタル表示で９８０オーラムと表示されていた。

　アキラがそこにハンター証をかざすと、ピッと音が鳴って支払が完了した。その後に一人前のホットサンドの包みが渡される。荒野の店舗では、或いは荒野の店舗だからこそ、商品の受け渡しは代金の支払が先だ。

　シェリルが包みを手渡す際に、アキラに顔を近付けて小声を出す。

「こんなところで会えて嬉しいです」
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　とても嬉しそうにそれだけ話すと、シェリルは口調を客向けのものに戻した。

「お買い上げありがとう御座います。またの御利用をお待ちしております」

　シェリルは他の客と同じようにアキラに微笑んだ。

　商品を受け取って列から離れたアキラは、この移動店舗がカツラギのトレーラーであることにようやく気が付いた。そこで店番をしていたカツラギがアキラに気付く。

「アキラか。お前もクズスハラ街遺跡に来ていたのか。ちょうど良かった。ちょっと話があるから中に入ってくれ。ダリス！　店番を代わってくれ！」

　店の奥からダリスの声が戻ってくる。

「お前の休憩にはまだ早いはずだぞ！」

「アキラがいた！　俺はちょっとアキラと話があるんだよ！　良いから代わってくれ！」

　店の奥から面倒そうな表情のダリスが出てくる。そしてアキラを見て、その装備の変わりように少し驚いていた。

　強化服を着用して大型の銃を背負うアキラの姿は、既に駆け出しハンターの域を明確に超えている。ダリスはカツラギもアキラにそれなりの対応をする必要が出てきたのだろうと判断して、それ以上は文句を言わずに店番を交代した。




　アキラ、カツラギ、そして接客を部下と代わってもらったシェリルの三人が、トレーラー内の店員スペースにあるテーブルを囲んで座っている。テーブルの上には三人分のホットサンドが乗っていた。

　シェリルはアキラと会えて上機嫌で嬉しそうに微笑んでいた。

　アキラとカツラギは少し困惑気味な表情を浮かべており、互いの様子を見て、相手もシェリルの様子に少々困惑していることを察した。

「……それでカツラギ、話って何だ？」

「あ、ああ。まあ、なんだ、大した話じゃない。お前のハンター稼業の状況をちょっと聞きたかっただけだ」

　アキラがシェリルの様子についてはひとまず脇に置いたことで、カツラギも気を取り直して本題に入る。

「ぶっちゃけた話をすれば、お前、あれから遺物を売りに来ないじゃないか。軽い怪け我がでもしてハンター稼業を休業中かと思えば、ここにいるってことはそういう訳じゃないんだろう？」

「今はモンスター討伐の方に力を入れているだけだ。俺は主にクズスハラ街遺跡で遺物収集をしていたんだけど、今はそれどころじゃないことぐらい分かるだろう」

「まあ確かに、今、クズスハラ街遺跡へ遺物収集に行くハンターはいないな」

　都市では以前の大襲撃の影響で、クズスハラ街遺跡のモンスターの分布が大分変わったという情報が流れていた。

　外周部は残存する遺物の質も量も低い上に、徘徊するモンスターの質も量も上がってしまい、遺物収集にはまるで割に合わない場所になってしまった。

　代わりに、遺跡全体のモンスターは大分間引かれた。遺物収集の場所を、価値のある遺物がまだまだ残っている遺跡の奥に移すには良い機会となっている。

　それを後押しするように、都市の運営部は前線基地まで設営して奥部の攻略を推進しようとしていた。基地の構築には巨額の費用が掛かるが、それでも黒字になるほどの莫大な利益が見込めると判断した。そう周囲に宣伝していた。

　そして、都市がそこまで本気ならばと、遺跡奥部攻略に本腰を入れ始める企業やハンター達も増えていた。

　だがすぐに奥部に向かう者ばかりではない。しばらくは様子見の者もいる。

　今すぐに危険なだけの外周部を通って遺跡の奥に向かうより、都市が奥部への道をある程度整備し終えるまで待った方が良い。その後にそこを通って奥部に行った方が安全に効率良く稼げるはずだ。ならば今は他所の遺跡に行くか、前線基地構築関連の依頼でも受けた方が良いだろう。そのような考えで、時期を待つ者は多かった。

「アキラ。お前もそんなところだろう？」

　アキラはそこまで考えている訳ではない。しかし間違ってもいないので話の流れに乗る。

「……まあな。でも俺のハンターランクだと荒野仕様の車を借りるのが難しいから、今は基地関連の依頼を受けてランク上げってところだ」

　カツラギがアキラの装備を改めて確認する。強化服。ＡＡＨ突撃銃とＣＷＨ対物突撃銃。そして情報収集機器。その一式は移動手段に困るハンターのものとは思えない。

「……結構良い装備を揃えているじゃねえか。レンタル業者から荒野仕様車両の貸出を拒否されるようなハンターの装備品には見えねえぞ？」

　カツラギがそう言って探りを兼ねて少し訝しむような視線を向けると、アキラも少し視線を強めて言い返す。

「装備がどうであれ、俺のハンターランクは大して上がってないんだよ。カツラギに遺物を売ってるからな。少なくとも、レンタル業者が真面な車を貸すほどのランクには届いてないんだ」

　カツラギも自分に遺物を売ったのが原因と言われれば引き下がるしかなかった。軽く笑って話を流す。

「そういうことか。まあ、それなら仕方ねえ」

「しばらく待っていてくれ。別に俺が遺物を持ち込まないからってヤバくなるような経営状態じゃないだろう？」

「まあな」

　カツラギが最も知りたかったことは、アキラがシェリルを見切って他所に遺物を売っていないかどうかだ。その懸念が解消されて、取り敢えず先行投資が無駄にならずに済んだと安堵した。

　アキラが視線をシェリルに移す。

「それで、シェリルは何でこんな場所にいるんだ？」

　シェリルが嬉しそうに笑って返す。

「カツラギさんに貸し出した人員の管理をしています。それとカツラギさんに協力していただいて簡単な商売をしています。そのホットサンドも私達が作りました。これもアキラのおかげです。ありがとうございます」

　カツラギが補足を入れる。

「お前との取引の一環として、俺もいろいろやっているってことだ。シェリル達に小遣い稼ぎの手段ぐらいは提供してやっている。簡単な荷物運びとか俺達の手伝いとかだな」

　カツラギはそう言って、売り物の弾薬などを運んでいる子供達を指差した。全員シェリルの徒党の子供達だ。

「屑くず鉄てつの買取も斡旋してやってるが、それよりは稼げているはずだ。こいつらの待遇をもっと上げてほしければ、分かるよな？」

「分かってるよ。遺物を手に入れたらちゃんと売りに行くって」

「期待してるぜ？」

　カツラギはそう話しながらホットサンドを食べ終えると、少し不満そうな顔を浮かべた。

「……足りねえな。シェリル。もう一つだ」

「分かりました。アキラはどうします？」

　アキラもホットサンドを食べ終えていた。同じように少し足りないと思っていたので、ハンター証をシェリルに渡して追加を頼む。シェリルはそれを受け取って会計処理と追加分を持ってくる為に席を離れた。

　シェリルが席を外している内に、カツラギがアキラに怪訝そうに尋ねる。

「……なあアキラ。お前、あいつに何かしたのか？」

　アキラが首を横に振る。

「知らない。気が付いたらああなってた。……やっぱり変だよな？」

「初見の時とは別人だろ。実は双子で入れ替わったと言われたら俺は信じるね。まあ、商売相手としては今の方が良いけどな。客向けの愛想も良い。頭も悪くない。ホットサンドの販売もシェリルが言い出して、実際良く売れている」

「あれはカツラギの店じゃないのか？」

「違う。俺は専門分野で成り上がる気だからな。飲食業に手を出す気は無い。材料やら何やらの手配を手伝いはしたが、あれはシェリルの店だ」

「大丈夫なのか？」

「ん？　食材の仕入れは俺がやった。シェリルと手伝いの子供は風呂に入れてしっかり洗わせた。服も安物だが清潔なやつを用意した。食品調理用の使い捨て手袋も使っているし、調理も単純でやることは加熱とソース塗り程度だ。大丈夫だろう」

　シェリルの店で何か問題が発生した場合に、カツラギは自分に補償や後始末をさせるつもりかもしれない。アキラはそう考えて、その問題発生の確率を知る為に、大丈夫なのか、と尋ねた。別に衛生上の問題点を知りたかった訳ではなかった。

　だがその程度の返事が返ってくるのなら問題無いのだろうと判断して、細かく聞き直すのはやめた。

　シェリルが追加のホットサンドを持って戻ってくる。

　アキラは受け取ったホットサンドを改めて見る。濃厚なソースと肉汁は挟んだパンが吸い取って旨うまみを逃さないようになっている。厚切りの肉も食べ応えがある。

　しかし微妙に量が少ない。それでも文句を付けるほどではない。美味いか不味いかと問われれば、美味いと答える味は保っている。

　もっとも普段の生活で約１０００オーラムを出して食べるかと問われれば微妙だ。ホットサンドの価格は確実に荒野料金だ。

　だが基地構築関連の依頼を受けているハンター達にとってその程度の小銭など誤差だ。少々足りないと感じた者が端はした金がねを惜しんで追加の注文を我慢するようなことはない。

　つまり、ホットサンドの量と価格は、この場の需要に応じて適切に調整されていることになる。

　アキラは何となくシェリルに尋ねてみる。

「このホットサンドの値段を決めたのって、カツラギか？」

「いえ、私が決めました。……もしかして、お気に召しませんでしたか？」

　少し不安そうに尋ねてきたシェリルに対し、アキラが首を横に振る。

「いや、十分美味いし、荒野なら値段もこんなものじゃないか？」

「お気に召して良かったです。安心しました」

　シェリルは嬉しそうに微笑んだ。カツラギが笑って付け加える。

「まあ、いわゆる荒野料金ってやつだな。危険な荒野まで輸送して販売する為に各種経費が掛かっております。御了承くださいってことだ」

「その手の話って、カツラギがシェリルにいろいろ教えたりしたのか？」

「いや、俺が手伝ったのは材料や服の手配とかで、別にその辺の指南はしてない。俺はシェリルに頼まれたことをやっただけだ。……勘違いするなよ？　失敗したらその責任をアキラに押し付けようとか、そんなことは思ってないぞ？　本当だぞ？」

　カツラギは冗談交じりに、或いは後ろ暗いことでもあるかのように、聞かれてもいない事柄に対して言い訳した。

　アキラはそのカツラギの態度に関心を払わずに、少し感心したような表情をシェリルに向けている。

「……そうか。シェリルは凄いんだな」

　シェリルは少し照れながらも嬉しそうな笑顔を浮かべた。

「ありがとうございます。でもこれもアキラとカツラギさんの御助力があってのことです」

　アキラとカツラギが顔を見合わせる。カツラギと念話など出来ないが、言いたいことは何となく理解できた。

　カツラギはアキラに、本当にシェリルに何もしていないのかと尋ねていた。

　本当に何もしていない。アキラは一応そんな視線をカツラギに送っておいた。

　伝わったかどうかは微妙なところだった。








第38話　ヤラタサソリ






　再び仮設基地構築関連の依頼を受けたアキラがバイクでクズスハラ街遺跡を疾走している。その表情はかなり険しく、そこまで急ぐ事態の深刻さを示していた。

　アルファがバイクに併走して飛びながら、アキラの表情を険しくさせている理由を更に追加する。

『アキラ。また次の救援指示が来たわ。これで順番待ちは３件よ』

『もう次か！　まだ今回の現場に着いてもいないんだぞ！　何か多くないか!?』

『私に言われても困るわ。獲物が多くて報酬が期待できると思いましょう。……単純な討伐依頼ではないから、金ではなくてハンターランク上昇で支払われるかもしれないけれどね』

　アキラが思わず心底嫌そうな表情を浮かべる。

『これだけ頑張って赤字になる結果だけは勘弁してくれ！』

　今日のアキラはビルの制圧作業ではなく他のハンターの救援に回されていた。先日のビル制圧作業に時間を掛けすぎた所為で配置を変更されたのだ。

　救援作業は激務だった。現場での作業自体はさほど難しくもないのだが、救援要求が次々に来るのだ。

　アキラも仕事は真面目にやるつもりだ。自分が遅れた所為で救援対象が全滅したという事態に遭遇するのも良い気はしない。出来る限り急いで現場に向かっていた。

　遺跡の中には大小様々な瓦礫が散らばっている。アキラはそれをアルファの高度な運転技術で、細かく避け、大きく避け、時に飛び越して、現場への最短距離を駆けていく。

　救援場所の状況もいろいろだ。時間を掛ければ現場の人員だけで事態を収拾できたのに呼ばれたり、ようやく到着した時には既にモンスターを倒し終えていたり、救援対象がアキラにモンスターの対処を押し付けて逃げ出したこともあった。

　アキラは疲労を積み重ねてそれらに何とか対処し続け、ようやく順番待ちの件数を１件にまで戻した。

　救援対象のハンター達と一緒に現場のモンスター掃討を済ませたアキラが、ビルから出て疲れを滲ませた息を吐く。そして回復薬を取り出して飲み込んだ。シズカの店で買った安物だが疲労の軽減ぐらいは可能だ。

　アキラが何となく不満を零す。

『……あんまり効いていない気がする』

『遺跡で手に入れた回復薬と比べるのは無理よ。性能も価格も根本的に違うわ。効果を分かりやすく実感できるぐらいまで服用すれば良いだけかもしれないけれど、山ほど飲むことになるわよ？』

『ハンターが薬漬けになる訳だな』

　東部ではハンター向けに多種多様な戦闘薬が販売されている。回復薬もその一つだ。それらの薬を多用し常用するハンターも多い。品質の悪い物を使用すると後日副作用で後遺症が出ることもある。

　だがその後日を迎えるには今日を生き延びなければならない。その為に大勢のハンターが今日も薬を多用していた。

『残り１件で切りも良いし、次の救援を片付けたらしばらく休憩にしましょう。本部には弾薬の補充が必要だとでも言えば良いわ』

『駄目だと言われたら？』

『前にも言ったけれど、私はアキラの命を優先するわ。弾薬の補充などするな。モンスターと殴り合え。そんな指示を出す依頼をアキラに続けさせる気は無いわ』

『……そうだな。分かった。取り敢えず次を済ませよう』

　アルファに臍を曲げられて救援作業のサポートを拒否されたら自分にはどうしようもない。アキラはそれを言い訳にして次で休憩を取ることに決めると、少し気を楽にした。そうアルファの意図通りに促された。




　アキラが次の救援場所である廃ビルの前に到着する。バイクを停めてビルを見上げると、５階の窓から銃声や爆発音が聞こえてきた。

『あそこか』

『まだ生きているようで何よりだわ。今も交戦中のようね。彼らの弾薬が尽きる前に救援に行きましょう。突入ルートは私が指示するわ』

『頼んだ』

『任せなさい』

　アキラは視界に拡張表示されている移動ルートに従って走り出し、そのまま廃ビルの中に突入した。

　移動ルートの線はアルファが索敵を済ませた上で目的地への最短ルートを計算したものだ。それを信じて、どこにモンスターが潜んでいても不思議の無い入り組んだ場所を遠慮無く安心して進んでいく。本来なら奇襲を警戒して慎重に進まなければならない通路も、階段も、勢い良く駆けていく。

　ビルの中にはハンターがモンスターと交戦した痕が強く残っていた。今のところ人間の死体は無い。代わりに虫のようなモンスターの死骸が多数散らばっており、四散した肉片と共に体液が壁や床に飛び散っていた。

『止まって』

　アルファの指示と同時に、拡張視界の移動ルートの表示が消えた。アキラが警戒してＡＡＨ突撃銃を構える。

　その近くには十分に原形を残しているモンスターが転がっていた。アキラの腰ほどの高さがある甲殻虫で、蜘く蛛もとサソリを混ぜて外骨格を付け足したような外見をしている。仲間の血肉を浴びた状態でピクリとも動かない。

　ヤラタサソリと呼ばれるこのモンスターは、頑丈な外骨格に周囲の環境に合わせた物体を取り付けて擬態する能力を持っていた。更に擬死まで可能だった。

　その外骨格は鉄てつ屑くずや瓦礫の一部のようにも見えた。また無数の銃撃を受けた痕があり、貫通していない弾痕が装甲の頑丈さを示していた。

『まだ生きている個体が混じっているわ。しっかり殺してから進まないと危険よ。ＡＡＨ突撃銃だと時間が掛かるわ。ＣＷＨ対物突撃銃を使って一撃で殺して』

『了解』

　アキラがＣＷＨ対物突撃銃に持ち替える。辺りに大量に散らばっているヤラタサソリは全く動こうとしない。既に死んでいるのか、負傷で動けないのか、或いは死んだ振りをして獲物が近付くのを待っているのか、まるで見分けがつかない。

　生死の分からないヤラタサソリ達を無視して進むのは非常に危険だ。だが念の為に疑わしい対象全てを銃撃しようとすると、大量の弾薬を消費してしまう。

　しかしその擬死を確実に判別できるのであれば話は別だ。無数に転がっている虫達の一部が赤く強調表示された。まだ生きているとアルファが判断した個体だ。

　ピクリともしない虫達の生死を個別に瞬時に見分けるなど常人には無理だ。だがアルファは全く問題無く識別していた。

　アキラが赤枠の付いている目標に狙いを定め、引き金を順に引いていく。徹甲弾が敵の強固な外骨格を貫通し、内部の弱点を破壊して即死させた。

　そのまま数匹のヤラタサソリを倒すと、別の個体が擬態を解いてアキラに襲いかかろうと動き出した。しかしすぐに同じように銃撃されて即死した。

『終わったわ』

『よし』

　アキラは完全に屍しかばねとなったヤラタサソリ達の間を駆け抜けて先を急いだ。





◆






　救援対象のハンター達はビルの５階の一室で籠城を続けており、険しい表情で敵の襲撃に備えていた。

　その一人が貸出端末に向かって叫ぶ。

「こちら１５７番！　本部！　応答しろ！」

「こちらＡ４区画本部。どうした？」

「どうした、じゃねえ！　救援はどうなってるんだ!?」

「救援の指示は既に出している。現在そちらへ移動中だ。そのまま待て」

「いつまで待てば良いんだ！　全然来ねえじゃねえか！」

「救援要員は順番に現地に派遣されている。救援要請が多すぎて混んでるんだよ。恨むなら雑魚モンスター相手に救援を頼む雑魚ハンターを恨め。その分お前が割を食ってるんだ。大人しく待ってろ。以上だ」

「おいちょっと待て！　……クソッ！　切りやがった！」

　思わず貸出端末を床に叩き付けようとする男を、他の者達が慌てて止めた。無事な端末はそれが最後なのだ。他の物は交戦中に破損や紛失してしまっていた。

　部屋の出入口近くにはヤラタサソリの死体が散らばっている。ハンター達が室内まで入り込んできた虫達を必死になって迎撃した結果だ。努力の甲か斐いあってそれらは全て動きを止めていた。

　一応倒したとは思っているが、近付いて生死を確認する気にはなれなかった。しかし生死を問わずに念入りに銃撃して確実に止めを刺すのも躊躇っていた。

　ヤラタサソリの強靱な外骨格を破壊して明確な死体に変えるには、残り少ない弾薬を注ぎ込まなければならない。手しゅ榴りゅう弾だんなどの爆発物はここに逃げ込むまでに使い切ってしまった。効き目の薄い通常弾で救援が来るまで持たせなければならない。無駄遣いは出来ない。

　覚悟を決めて部屋から飛び出す気力は無い。部屋の外にヤラタサソリがどの程度いるかも分からない。床を埋め尽くすほどの群れが待ち構えているかもしれない。そう考えると、もう部屋から出るのも難しい。

　そのような事情もあり、ハンター達は仕方無くこの部屋に立て籠もって救援を待ち続けていた。

「どうする？　また連絡するか？」

「やめとけ。状況に変化が無いのに頻繁に連絡すると、次は通信に出るかどうかも怪しくなる。それなりに時間を置くか、状況に変化が出てからだ」

「……クソッ。その変化がこいつらの襲撃じゃないことを祈るぜ」

　不安をごまかしながら待ち続けていると、その変化が現れた。微かすかな銃声が部屋の外から聞こえてきたのだ。しかもその銃声は少しずつ部屋に近付いてきていた。

「救援か!?」

「た、助かった！」

　男達が歓喜の声を上げる。だがその声はすぐに中断された。部屋の内外の虫達が銃声に反応して擬死を解いたのだ。

　迫ってくるヤラタサソリ達へ、ハンター達は顔を引きつらせながら銃口を向けた。





◆






　アキラは救援対象の下に急いでいたが、行く手を何度も擬死状態のヤラタサソリに遮られて少々てこずっていた。

　死体の周辺には必ずといって良いほど擬死の個体が交じっていた。中には頭部を失っても即死しないものまで交じっていた。その場合は尾や脚を破壊して、殺せずとも無力化して先を急いだ。

　アキラがＣＷＨ対物突撃銃の弾倉を交換しながら愚痴を零す。

『多い！　何だこの量は！　これで何匹目だ!?』

『今ので54匹目よ。しかし多いわね』

　ＣＷＨ対物突撃銃に装填している徹甲弾は通常弾より高価だ。本来は頑丈な機械系モンスターなどの撃破用で、ヤラタサソリに使用するには少々威力が高すぎる。

　だが敵の強固な外骨格には安い通常弾では効果が薄く、連射しても倒すのに時間が掛かる。そして今はわずかな時間も惜しい状況だ。アキラは仕方無く高い徹甲弾を使っていた。

　ＣＷＨ対物突撃銃から空になった弾倉を排出する。一瞬、札束を捨てたような錯覚を覚えて思わず顔をしかめる。

『弾薬費は自払だぞ!?　これで報酬が安かったらこの依頼はもう受けないからな！』

『単純な討伐依頼なら倒したモンスターの質と数で報酬が決まるけれど、今回は違うからね。その辺は終わってみないと分からないわ。昨日の報酬も基本分の２万オーラムだけだったしね』

『２万オーラム分の弾薬なんか、とっくの昔に使い切ったぞ！　今日の弾薬費は幾らになるんだ!?』

『そういう計算は終わってからにしましょう。弾をケチりだしたら死ぬわよ？』

『分かってる！』

　アキラは装填を済ませたＣＷＨ対物突撃銃を構えて先を急いだ。

　更に追加でヤラタサソリを20体ほど倒した頃、アキラはようやくハンター達が立て籠もっている部屋の近くまで来た。部屋からは銃声が絶え間なく響いていた。
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　部屋の中ではハンター達が、擬死を解いたヤラタサソリ達を必死に銃撃していた。立て籠もる前に強力な弾丸を消費し切った所為で少々火力が足りず倒すのに苦労している。

　他のものより随分と硬い個体まで交じっており、着弾の衝撃で近付かせないのが限界で、徐々に追い詰められて壁際まで後退させられていた。

　もう駄目だ。そう悟ってしまった男の顔に恐怖と諦めが浮かぶ。しかも弾が切れた。男達の顔に歪んだ笑みが貼り付いた。

　次の瞬間、男の側まで来ていた甲殻虫の前後に穴が開き、その穴を開けた銃弾が壁に減り込んだ。

　徹甲弾で体を貫かれて即死した虫が動きを止めた。それを見ていた男が、突然の事態に助けられたことすら理解できずに短い言葉を零す。

「……えっ？」

　その銃撃を契機に他の個体も次々と倒されていく。ハンター達を追い詰めていたヤラタサソリ達は、そのままあっさりと全滅した。

　ようやく我に返った者達が見たものは、ＣＷＨ対物突撃銃を構えたアキラの姿だった。

「救援、か？　……た、助かった」

　緊張が解けた男達は、安堵の息を吐いてその場にへたり込んだ。





◆






　アキラは室内の様子をアルファのサポートで中に入る前から正確に把握していた。拡張された視界にはヤラタサソリ達と救援対象の者達の姿が透過表示されていた。

　その情報を基にして室内に素早く入り、すぐに標的を撃破する。全ての敵を撃ち抜くのに掛かった時間はわずかだった。

　安心して大きく息を吐く男達を見て、アキラも何とか間に合ったと安心して軽く息を吐く。

『危ねえ。結構ぎりぎりだったな』

『間に合って良かったわね。さあ、急いで出ましょうか。下手にここに残っているとアキラまで救援待ちになってしまうわ』

『そうだな。急ごう』

　アキラがハンター達と合流すると、その一人が部屋を軽く見渡して怪訝そうな顔を浮かべる。

「助かったぜ。……？　他のやつは？　もしかしてビルの他の場所を探してるのか？」

「いや、俺だけだ」

「噓だろ!?　……いや、一人で十分だったってことなのか？　うーん」

　自分達の救援はたった一人だった。男はその扱いに憤りを覚えたが、そのたった一人に助けられたことも事実であり、複雑な表情を浮かべていた。

　アキラもヤラタサソリの群れがいた場所の救援が自分だけだと知って驚いていた。しかし本部を非難する前に、浮かんだ疑問を彼らに聞いてみることにする。

「救援を頼んだ時、本部に何て言ったんだ？」

「虫っぽいやつの群れに襲われたので至急救援を頼むと伝えた。催促しても待ってろって言われるだけだった。正直危なかった。助かったよ」

　恐らく本部は小型の弱い虫系のモンスターだと判断したのだろう。アキラはそう考えて、正しい情報を連絡することの重要性を改めて理解した。気を取り直して指示を出す。

「新手が来る前にここから脱出しよう。俺が通った道はまだ安全なはずだ。急ごう」

「そ、そうだな。おい、行くぞ！」

　アキラの先導でビルからの脱出を急ぐ。途中で通路や階段のヤラタサソリの死体を目にしたハンター達が何度か立ち止まったが、先行するアキラが近付いても何も起こらないのを見ると安心して後に続いた。

　そのまま何事も無くビルの外に辿り着く。生還を実感して喜ぶ男達の横で、アキラが本部に連絡を入れる。

「こちら14番。本部、応答を求む」

「こちらＡ４区画本部。どうした？」

「対象の救出に成功した。これより仮設基地に帰還する」

「駄目だ。救出したハンターは自力で帰還させて、次の場所に向かってくれ」

　アキラの表情が険しくなる。声を荒らげないように注意しながらも、強い口調で答える。

「嫌だ。ビルの中はヤラタサソリだらけだった。弾薬の補充無しで次の場所には絶対に行かないからな」

　そのまま険しい顔で返事を待つ。それでも行けと言われたら、この場で依頼を放棄する覚悟があった。

　しかし返事がなかなか返ってこない。そして端末の向こう側からわずかに聞こえるざわめきに妙な予感を覚えると、怪訝そうに返答を催促する。

「……本部。応答を求む。どうした？」

　すると慎重な口調の返答が返ってくる。

「確認する。本当にヤラタサソリの群れだったのか？　そのビルがヤラタサソリの巣なのか？」

「巣かどうかは知らないが、ＡＡＨ突撃銃の通常弾を弾く外骨格を持つ虫っぽいモンスターが、ビルの中にうじゃうじゃしていたのは確かだ。噓だと思うなら、別に誰か派遣して確認してくれ」

　それを聞いた本部側の口調が更に真面目なものに変わる。

「先程の指示は撤回する。至急仮設基地に帰還しろ。こちらから貸し出した端末は無事だろうな？」

「俺のは無傷だ。他のやつのは、……確かそっちとの連絡に使ったもの以外は壊れて駄目になったそうだ」

　本部から強く大きな声で指示が出る。

「端末を絶対に無くさずに、速やかに帰還しろ！　それ以上絶対に壊すな！　以上だ！」

　本部との通信が切れた。アキラが男達と顔を見合わせる。男達はあからさまに不安そうな様子を見せていた。

　アキラも軽く戸惑っていた。するとアルファがその戸惑いを消すように微笑んだ。

『アキラ。分からないことを気にするよりも、まずは戻りましょう。依頼元と揉もめずに帰還できるようになって良かった。そう考えなさい』

『……。そうだな』

　何かがあったのだろうが、アルファが笑っているのなら大丈夫だろう。アキラはそう判断して気を切り替えた。




　徒歩で足早に仮設基地に向かうハンター達の後ろを、アキラはバイクでゆっくりと進んでいた。

　アキラの仕事は救援で護衛ではない。そして救援自体は救援対象をビルの外まで連れていった時点で終わっている。だから本部も一度はすぐに次の救援場所に向かえと指示を出したのだ。

　よってアキラだけ先に基地に行っても良かったのだが、男達に必死に止められたので同行していた。

　基地へ戻る途中、アキラはバイクに乗りながら索敵を兼ねて情報収集機器の操作に慣れようと、前を歩いているハンター達を含めて周囲を探ってみた。

　しかし上手くいかない。すぐ近くにいる男達の反応すら正しく取得できない。機器の設定をいろいろ変更しながらぼやく。

『……難しいな。エレナさんの設定から少しでも変えると結果がめちゃくちゃになる』

『エレナの設定はある程度の最適解ではあるからね。そこから適当に変更すれば情報収集の精度が大幅に落ちるのは当然よ』

『なるほど。……これはもう、下手に変えない方が良いのか？』

『駄目よ。いろいろ変更して、設定項目の意味を理解して、操作に慣れておきなさい』

　アキラが視界に拡張表示されているマニュアルを頼りに情報収集機器の設定を変更していく。すると、装着しているバイザー型の表示装置に透過表示されている索敵結果が変化した。

　視界の右前にはアキラを中心にした周囲の様子が大雑把に立体表示されており、前を歩くハンター達の反応も表示されていたのだが、その反応が更に大雑把で不明確なものになる。索敵設定が適切ではない所為だ。

『難しいな』

　反応の表示は情報収集機器が収集した各種データの解析結果だ。設定を調整して必要な情報に特化して最適化すれば、情報収集の仕方にも多少の融通が利く。

　何が、どの辺りに、どの程度の確率でいるかをざっと調べる。対象の位置や形状等を正確に識別する。その切り替えも設定次第だ。

『アルファ。設定の、何か目安とか無いのか？』

『そうね。収集範囲を広く浅くするように設定して、何らかの反応らしきものを見付けたら、その周辺を狭く深く解析するようにする。これが基本よ』

　広域収集と狭域収集を切り替える間隔や、映像解析、音響解析、動体解析の調査比率、解析方法の設定を周囲の環境に応じて修正する。

　入り組んだ場所では反響定位解析の比率を上げて、見通しの良い場所では逆に下げる。肉眼で見える場所は映像解析の精度を落として、見えない場所の精度を引き上げる。

　アキラはアルファからそれらの説明を聞きながら四苦八苦していた。そしてふと思う。

『そういえば、アルファもこの情報収集機器を使って索敵しているんだよな。俺が設定を変に弄ると、アルファの索敵の邪魔になったりしないか？　大丈夫なのか？』

『大丈夫よ。私が情報収集機器から取得するのは未加工の収集データだけで、データ解析は自分で行っているわ。私の索敵は機器の設定とは無関係よ。それにそもそも私は、ここなら情報収集機器無しでも十分な索敵が出来るの。だから遠慮無く好きに変えて良いわ』

　アキラは安心して設定を大きく変更してみた。索敵結果からハンター達の反応が消失し、表示がノイズの塊となった。

　次に、簡単お任せ自動設定という項目を見付けたので試してみる。調整中と数秒出た後にハンター達の反応が復活し、索敵結果の表示もすっきりとしたものになった。このような機能が付いているのも総合系情報収集機器の強みだ。

　もうこれで良いのではないか。アキラがそう思っていると、アルファに自動設定を切られた。

『それに頼ると設定値調整の訓練にならないでしょう？　参考に留めて、自分で設定しなさい』

『……分かった』

　苦笑を返したアキラに向けて、アルファは満足げに微笑んだ。




　仮設基地への帰路を何事も無く進んでいたアキラ達だったが、その雲行きが急に怪しくなった。

　アルファが少し険しい表情を浮かべる。アキラもそれに気付いて顔を険しくする。

『アルファ。どうした？』

『アキラ。今すぐ彼らを置いて先に行くか、彼らに全力で仮設基地に向かうように伝えて。ヤラタサソリの群れが近付いてきているわ』

　アキラが前を歩くハンター達に向かって叫ぶ。

「おい！　今すぐ仮設基地へ走れ！　ヤラタサソリの群れが近付いてる！」

　驚きの顔を自分に向けた男達に、アキラが険しい表情で移動を急かす。

「ある程度足止めはしておく！　死ぬ気で走れ！」

　男達は慌てて周囲を見渡した。しかしそれらしい様子は見えない。

「本当か!?　どこだ！　どこにいるんだ!?」

「良いから急げ！　それ以上そこに留まるなら援護はしないぞ！　俺だけ先に逃げるからな！」

　アキラがそう怒鳴り付けると、ハンター達は必死になって走り出した。

　その男達を見届けてからアキラも周囲を見渡したが、それらしいものは確認できなかった。

　自動設定での設定値に従ってそれなりの精度の索敵を行っている情報収集機器も、周囲の地形を表示するだけでそれらしい反応は示していない。

『アルファ。ヤラタサソリの群れはどこにいるんだ？　結構遠いのか？』

　アルファが少し険しい真面目な顔で念を押す。

『アキラ。今からアキラの視界を拡張するから、落ち着いてね』

　その念押しの後、拡張表示されたアキラの視界にヤラタサソリの姿が強調表示された。その途端、アキラの顔が強こわ張ばった。
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　ハンター達は仮設基地に向かって必死に走っていた。走りながら周囲を見ても、ヤラタサソリの姿は見えない。しかし自分達をあの状況から助け出したハンターからの警告であり、何よりもまたあんな状況に追い込まれるのは御免だと、とにかく走り続けていた。

　だが先頭を走っていた男が急に立ち止まる。それで後続の者達も慌てて止まる。

「何で止まった……!?」

　先頭の男への疑問は、返事を聞くまでもなく解決した。男達の少し前に転がっていた瓦礫にしか見えないものが動き出したのだ。

　それは瓦礫に擬態して獲物を待ち構えていたヤラタサソリ達だった。群れの一部に先回りされた上に待ち伏せされていたのだ。

　男達の周囲には瓦礫と擬態したヤラタサソリが多数転がっていた。動き出すまで区別など付かない。

　慌てて銃を構えて集中砲火を浴びせる。だが一匹倒している間に他の個体がどんどん近付いてくる。男達は再び追い詰められていた。

　そこにアキラが駆け付けた。限界まで加速したバイクの勢いでヤラタサソリ達を弾はじき飛とばす。車体を転倒直前まで傾け、片足で地面を削ってブレーキを掛けながら、ハンター達を中心に弧を描くように強引に方向転換し、１メートルほどはある大型の虫達を両輪で次々に轢ひいて吹き飛ばした。

　そしてアキラは啞然としている男達の側でバイクを停めると、仮設基地の方向へＣＷＨ対物突撃銃を構えて銃撃した。撃ち出した徹甲弾で瓦礫に擬態しているヤラタサソリを次々に仕留めていく。その後、銃撃を止めて瓦礫の散らばる道を指差した。

「行け！」

　ハンター達には瓦礫とヤラタサソリの見分けなど付かない。道には瓦礫が散乱している。擬態したヤラタサソリがまだ残っていれば非常に危険だ。

　だが立ち止まる余裕など無い。アキラが指差した方向へ向かって必死の形相で走り始める。

　擬態していた虫達は先程の銃撃で全て倒された。多分。男達はそう無理矢理信じて、瓦礫だらけの道を駆けていった。
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　アキラはハンター達の撤退支援を続けていた。今のところは順調だ。それでもその顔色は険しい。アルファのサポートでヤラタサソリの擬態を見抜き、徹甲弾で撃ち抜いて楽々と撃破しても、顔をしかめ続けていた。

『こんな近くにいても反応無しなんて、どうなってるんだ？』

　アキラの視界には、周囲にいるヤラタサソリ達の姿が赤枠で表示されている。瓦礫に擬態しているものも、瓦礫の陰に隠れているものも、遮蔽物の向こうから近付いてきている群れも、位置や形状までしっかり認識できる形で表示されていた。

　しかし情報収集機器の索敵結果では、ほとんどの個体が反応無しとなっていた。ただの瓦礫として扱われているのだ。

　アルファが軽く笑ってアキラを宥める。

『自動設定機能での汎用的な索敵設定では、迷彩能力持ち相手にはこの程度よ。瓦礫に擬態したヤラタサソリをアキラが見ても、それがヤラタサソリだと識別できないようにね』

　情報収集機器も各種センサーで対象の形状情報などは取得している。だがその情報を解析して対象の存在を認識するのは困難だ。

　収集可能な情報を全て収集していてはデータ量が多すぎて解析時間が不足する。収集データを間引けば索敵の精度は低下する。同一のデータでも、解析方法と解析時間で精度は大幅に変化する。

　それを状況に応じて的確に調整できるようになれば、情報収集機器を用いた索敵能力は劇的に上昇する。

　アキラはアルファからその説明を聞いて、戦いながら苦笑した。

『その話、それを自力で出来るようになれってことだよな？』

　アルファが笑顔で捕捉する。

『大丈夫。今すぐにやれなんて言わないわ』

　いずれは出来るようになってもらう。その為の訓練もしっかりと受けてもらう。アキラはアルファの言葉と微笑みからそれを正しく読み取った。

『それはどうも！　今の俺にはこいつらの撃退だけで手一杯だ！』

　強化服の操作も、バイクの運転も、銃の扱いも、情報収集機器の調整も、いずれは全て自力で出来るようにならなければならない。それもアルファの要求を満たす水準でだ。達成までの道程は長い。

　この戦闘もその為の一歩だと思いながら、アキラはヤラタサソリをＣＷＨ対物突撃銃で次々と撃破していった。

　徹甲弾が甲殻虫の強固な外骨格を貫いて内部の神経系を破壊し、即死、もしくは無効化させる。だが群れはまだまだ残っている。切りが無いとうんざりしながら、次の目標に狙いを定めようとした時、アルファの指摘が入った。

『アキラ。それで弾切れよ』

『……ってことは、徹甲弾はこれで終わりか!?』

『残念ながらね。銃を持ち替えて』

　険しい顔でＣＷＨ対物突撃銃を仕舞い、両手にＡＡＨ突撃銃を持つ。そして次の標的に両方の照準を合わせて連射する。

　通常弾ではヤラタサソリの装甲には効き目が薄い。しかし二挺持ちで連射、加えてアルファのサポートによる精密射撃で全弾同一箇所に着弾させれば威力は十分だ。

　同じ場所に被弾し続けた強固な装甲にひびが入り穴が開く。そこから銃弾が侵入する。後続の弾丸に押され、弾はじかれて、外骨格の内側で跳弾して内部を引き裂く。

　弱点以外なら数発喰らっても死なない強力な生命力を持つ生物系モンスターも、体の内部で銃弾が跳ね回っては流石に耐え切れず絶命した。

　アルファのサポートさえあれば、通常弾でもヤラタサソリに抗あらがえる。だが徹甲弾一発で倒せた時に比べて倒すのに時間も手間も掛かる。その分だけ少しずつ押されていく。

　弾倉がすぐに空になる。装填中に寄ってきた個体を蹴り飛ばし、殴り飛ばし、弾き飛ばして対処しながら銃に弾倉を再装填する。

　左右の銃で別々の虫を狙って連射する。着弾の衝撃で目標の位置がずれることすら計算に入れた精密射撃で、両方同時に撃破する。弾倉がまた空になった。

『アルファ！　この調子だと通常弾もすぐに使い切るぞ！　どうする？』

『格闘戦に移行するか、彼らを見捨てて仮設基地に向かうかの二択になるわね』

『……本部に救援を要請するとかは駄目か？』

『それは彼らが逃げながら何度も試みているわ。返答は芳しくないようね』

『……ぎりぎりまで粘るか』

　折角助けに来たのだ。アキラも彼らを助けたいとは思っている。しかし彼らと心中するつもりは全く無かった。

　状況は悪化の一途を辿っている。ハンター達の疲労もそろそろ危険域だ。荒い息で体力の限界に挑戦するように走り続けている。

　逆にヤラタサソリ達は疲労など微み塵じんも感じさせずに距離を詰めてきている。このままだと群れに吞み込まれるのは時間の問題だ。

『そろそろヤバいな』

『彼らには近くの建物にでも立て籠もってもらって、あとは救援に期待してもらいましょう。運が良ければ助かるわ』

『仕方無いか。立て籠もるのにお勧めの場所でもあったら教えてくれ。それを伝えて誘導。付き合うのはそこまでだな。近くに良い場所はあるか？』

『そうね。あれなんか……、アキラ、その必要は無くなったわ』

　近くの建物を指差そうとしていたアルファが、指を差す先を仮設基地の方向へ変えた。アキラがそちらを見ると、数台の武装車両がアキラ達の方に向かってきていた。

　武装車両はアキラの横を通り過ぎると、ヤラタサソリ達を機銃で薙なぎ払はらった。甲殻虫の群れは強力な弾幕を全身に浴びて瞬く間に粉微塵になり、あっさりと殲せん滅めつされた。車両はそのまま進路にいるヤラタサソリを粉砕しながら先に進んでいく。

　アキラは通行の邪魔にならないようにバイクを道の脇に停めていた。ハンター達が必死に続けていた救援要請が実ったのかと思っていると、後続の別の車両が近くに停まり、乗員の男に話しかけられる。

「お前が14番か？」

「そうだけど……」

「俺達はクガマヤマ都市の防衛隊だ。本部から指示を受けている。貸出端末を渡してくれ」

　アキラは言われた通り端末を渡した。

「よし。これでお前の仕事は終わりだ。もう帰って良いぞ」

「ちょっと待ってくれ。俺達の救援じゃなさそうだけど、何があったんだ？」

「遺跡の地上部にヤラタサソリが溢れつつある。どうやら近くにデカい巣があって、今回の制圧作業がその巣を刺激したらしい。その所為で仮設基地周辺の制圧はやり直しだそうだ」

「ああ、それでヤラタサソリを倒しに来たのか」

「いや、そっちはついでだ。俺達の目的は貸出端末の回収だよ」

　不思議そうな顔を浮かべるアキラに、男が苦笑いで捕捉する。

「貸出端末が記録しているであろう襲撃時のデータを解析して巣の位置を割り出す予定らしい。だが未帰還のハンターも多くてな、このままだとデータ不足で巣の正確な位置や数を割り出すのが難しくなるそうだ。それで、端末を回収してこいって指示が出ているんだよ」

　アキラも男の苦笑いの意味を理解した。要は貸出端末の回収が重要で、ハンターの生還は二の次、三の次なのだ。

　それでもこの指示のおかげで助かる者も増える。それが男の表情を苦笑いで済ませていた。

「ああ、何なら回収作業を手伝うか？　お荷物を連れてここまで来たんだ。腕には自信がある方だろう？」

　その誘いに、アキラが嫌そうに首を横に振る。

「勘弁してくれ。余裕を持って用意したはずの弾薬をほとんど消費したんだ。そんな余裕は無いよ。契約上、弾薬費を回収できるかどうかも怪しいんだ」

　男が嘆くアキラの顔を見て軽く笑う。

「そりゃついてなかったな。まあ、次は弾薬費保証の契約にでもしておけ。じゃあな」

　男はそう言い残して先に進んでいった。

　アキラがハンター達を見ると、彼らは他の車両の者と何かを話していた。その話の内容を聞き取るのはアキラには遠すぎて無理だったが、アルファには全く問題無かった。

『仮設基地まで送ってもらえないか頼んで断られているようね。でもあとは彼らだけで大丈夫よ。私達は帰りましょう』

『そうだな』

　アキラがバイクで男達の横を駆け抜けていく。呼び止める声が聞こえたが、気にせずに通り過ぎていった。





◆






　ハンター達は非常に疲れた様子で仮設基地を目指していた。

　帰路は武装車両が敵を排除済みの状態なので安全だ。だがその安全が気を揺るませ、緊張で忘れていた疲労を彼らに思い出させていた。途中で休みながら進み、溜め息を吐きながら愚痴を零す。

「あのガキも、防衛隊の連中も、仮設基地まで送ってくれても良いじゃねえか……」

「とにかく帰ろうぜ。防衛隊の連中が仮設基地までの道のモンスターを駆除したからって、いつまでも安全とは限らねえんだ」

「……そうだな。それにしても、あのガキは何だったんだ？　やたら強かったが……」

「さあな。分かるのは、あのモンスターの中に一人で突入させられるだけの実力はあるってことだ」

　別の男が心当たりを口にする。

「ああ、そうだ。誰に聞いたか忘れたが、ドランカムの若手もこの基地関連の依頼に参加しているらしい。救援班に回されたガキがなんか凄くて、一日に一人で何十人も助けたとか……、そいつかな？」

「ドランカムのガキ……ねぇ。熟練ハンターの稼ぎで良い装備を身に着けて調子に乗っているらしいが、そいつがそうだったなら、まあ、あれだけ強けりゃ、そりゃ調子にも乗るか」

「何て名前だっけ？　確か、カ……カ……カツラ？」

「知るかよ。もう良いから帰ろうぜ」

　ハンター達は疲れた様子で話しながら、それでも少し急いで仮設基地へ向けて歩いていった。








第39話　アキラ宛ての依頼






　アキラはシズカの店に顔を出すといつものように弾薬を注文した。するとシズカが少し怪訝そうな表情を浮かべる。

「アキラ。急にそんなに徹甲弾を買い込んでどうするの？　備蓄にしては多い気がするけど、大量に使用する予定でもあるの？」

「予定というか、手持ちの分は使い切ってしまいました。だから今度は戦闘中に切らさないように予備分も含めて多めに注文しています」

　それは最低でも通常弾では効果が薄い強力なモンスターと戦ったことを意味する。それも手持ちの徹甲弾を消費し切るほどに大量の、或いは強力な、最悪その両方を満たす敵とだ。

　また無理をしたのではないか。そう思ったシズカはアキラの身を案じて少し心配そうに、そして隠し事を見抜くようにアキラをじっと見た。

「何があったのか聞いても良いかしら？」

「えっと、クズスハラ街遺跡での仮設基地構築作業に関連する依頼を受けたんですが、そこで大量のヤラタサソリと遭遇しまして……」

　アキラはその時の様子を淡々と説明した。余りに普通に話すので、シズカも特に危険は無かったのだろうと判断して胸を撫なで下おろした。

　実際には一度は助けた救援対象を見捨てようとしたぐらいには危険な状態だった。だが自身はハンター達を見捨てれば逃走は容易であり、ハンター達も結局は無事に助かったので、アキラはそこまで深刻な状況とは思わずに説明を適当に省略していた。

　少なくとも詳しく話せば心配させてしまうと思って詳細を省いた訳ではなかった。アキラにその素振りが欠片でもあれば、シズカは確実に見抜いていた。

　キャノンインセクトの群れや双頭の暴食ワニとの戦闘など、普通なら十分に死地と呼べる状況を短期間に繰り返した所為で、アキラの中にある危機的な状況という水準は大分狂ってしまっていた。

「……そういう訳で、通常弾だと厳しい状況でした。それで念の為に今後は徹甲弾の予備を増やしておこうと思いまして、今回は多めに注文することにしました」

　安心したシズカは優しく愛想良く微笑むと、アキラの安全と店の売上向上の両方を満たす手段を提案する。

「それなら徹甲弾の予備を増やすことも大切だけど、私はＡＡＨ突撃銃の改造を勧めるわ。改造して強装弾を使用すればヤラタサソリとも十分戦えるようになるし、通常弾でもそれなりに威力が向上するわ。限度はあるけどね」

「改造ですか。でもそういうのって難しいんじゃないですか？」

「大丈夫。改造といっても部品の一部を交換するだけよ。普通に銃の整備が出来るなら問題無いわ」

　実際にＡＡＨ突撃銃の改造パーツの種類は幅広く、交換も容易で、値段も性能も良い物が揃っている。

　その為、ＡＡＨ突撃銃の基本性能に不満を覚え始めても、上位の銃に買い換えるより改造パーツの購入で済ませてしまう者も多く、冗談半分に、これはＡＡＨ愛好家の策略だ、などとも言われていた。

「少々硬いモンスターと遭遇した時にＡＡＨ突撃銃では効果が薄いとＣＷＨ対物突撃銃を持ち出すよりは、ＡＡＨ突撃銃を改造して性能を底上げした方が良いと思うわ。その方が戦闘方法の幅も広がるし、長期的には汎用徹甲弾を多用するより弾薬費も抑えられるからね」

　シズカは改造パーツ使用の利点をそう説明した。アキラの弾薬費が嵩かさんだ方が店の利益になるのだが、その辺りは性分だった。

「まあ、改造パーツもそこまで安い訳じゃないし、アキラの予算との兼ね合いもあるから、無理には勧めないわ。でも、私のお勧めと言うならそっちよ。どうかしら？」

　経済的な問題を除けばアキラにシズカの勧めを断る理由は無い。そして金の問題は前回の依頼の報酬で解消済みだった。

　先日のビルの制圧作業とは異なり、救出作業の方は高く評価されていた。そのおかげでなかなかの報酬額となり、今のアキラの懐はかなり暖かい。迷わずシズカの勧めに乗る。

「分かりました。それならシズカさんのお勧めをお願いします」

「お買い上げありがとうございます」

　アキラは稼いできたハンターがよく見せるどこか得意げな笑顔を浮かべていた。シズカはそれを少し面白く思いながら、冗談めかして恭しく微笑んだ。

　アキラの前にＡＡＨ突撃銃の改造パーツが並べられる。装弾数を増加させる拡張弾倉の装着部。情報収集機器と連携可能な照準器。銃弾の威力を向上させる銃身。他にも様々な物があった。

　アキラはシズカから各パーツの説明を聞きながら、それらを興味深そうに見ていた。

「いろいろあるんですね」

「これでも出回っている製品の一部よ。中にはＡＡＨ突撃銃に組み込む必要性を疑うような物まであるわ。別の銃を買った方が安く済んで高性能なのに、ＡＡＨ突撃銃を無理矢理にでも使う為にわざわざ組み込むようなパーツまであるのよ。ＡＡＨ愛好家の執念のような品ね」

「そんなものまであるんですか。この改造銃身を組み込むと威力が上がるって話ですけど、同じ通常弾でも結構差が出るものなんですか？」

「かなり違うわ。威力の向上以外にも反動が軽くなったりもするわね。その原理とか技術的な細かい話を私に聞かれても分からないけどね。凄い技術でいろいろやって実現している。分かるのはそれだけよ。いわゆる旧世界の技術ってやつね」

「旧世界の技術ですか……」

　旧世界の技術の異常さはアキラも身に染みている。分かりやすい具体的例はモンスターだ。アキラの拙い科学知識でも明らかに無理があり、どう考えてもおかしいモンスターなど幾らでも存在する。

　戦車を捕食すると砲塔や無限軌道を生やす暴力ワニなど、アキラの知識では生物としても機械としてもあからさまに間違っている。それらもまた旧世界の技術の産物だ。

　アキラは日々の勉強でアルファから基礎的な科学知識も教わっているが、そこで教えられた内容に反することを、モンスターを例に挙げて指摘するのは禁止されていた。

　それらの矛盾や不可解な事象は旧世界の高度な魔法のような技術で実現している。その矛盾を解決するだけの知識を得ようとすると、それだけでアキラの残りの人生を使い切る。だから今は気にするな。そう言われて止められていた。

「旧世界の技術。その一言で全てを納得してしまうのも問題だけど、そうは言っても正しく理解して納得できるほどの知識を得るには、人生を科学に捧ささげるほどの時間と労力が必要なのよね。大企業の研究所にいる科学者とかはそれでも喜んで人生を捧げているんでしょうけど、そういう人達ですら理解を諦めることもあるって話よ」

　弾丸の重量や速度はおろか、物質特性まで変化させる銃身。その大きさでは有り得ないはずの装弾数の拡張弾倉。それらは全て旧世界の技術を応用して製造されている。そして使用されている技術はその原理すら判明していないものが大半だ。

　シズカが少し悪戯っぽく笑って冗談を言う。

「旧世界の技術って説明で納得できないのなら、その手の科学者になって自分で調べるしかないわ。アキラも今から科学者を目指してみる？」

　アキラも笑って返す。

「いえ、俺はハンターですので、今は旧世界の技術ってことで納得しておきます」

　その手の知識に興味が無いと言えば噓になる。しかしアキラには他に知るべきこと、やるべきことが山ほどある。旧世界の技術の探究に時間を費やす余裕は無いのだ。

　その後シズカの勧めに従ってＡＡＨ突撃銃用の改造パーツを幾つかと、情報収集機器と連携可能な照準器を購入した。更に補充した弾薬の代金を支払うと、先日の稼ぎの大半が消えた。

　装備の充実と生活の向上。前者を優先すれば更なる稼ぎと安全が期待できる。だが後者をおろそかにすると日々の暮らしが荒すさみ、ハンター稼業にも悪影響を及ぼす。どちらをどの程度重視するか。この感覚を間違えたハンターは大抵死ぬか落ちぶれていく。

　ただスラム街出身のアキラにとっては、現在の安宿暮らしでも十分豪勢な範囲だ。日々の暮らしは荒むどころか向上している。そのおかげで装備に金を注ぎ込んでも後者を軽んじたことにはならなかった。

　店の奥からエレナの声が響く。

「シズカ！　ちょっとこっち来て！」

「アキラ。ちょっと待っていてね」

　シズカはどこか楽しげに意味有りげに微笑むと、そう言い残して店の奥に向かった。

　アキラが少し不思議そうな表情で待っていると、奥からエレナの慌てた声とシズカの楽しげな声が聞こえてくる。

「……えっ？　アキラが来てるの!?」

「そうよ。届いたら見せるって約束したじゃない。行きましょう」

「あれはシズカが勝手に言っただけでしょう!?」

「エレナも取り消さなかったでしょう？　さあ行きましょう。見られて減るものでもないわ」

「ちょっと押さないで……!?」

　エレナがシズカに押されて店の奥から出てくる。そのエレナの姿を見た途端、アキラがわずかに硬直した。

　エレナはかなり薄手の強化服を着用していた。部分的に軽い光沢を放つ素材が体に密着しており、身体の女性的な形状を示す線がはっきりと見て取れる。加えて外気と身体を隔てる素材の厚みもかなり薄い。それは一糸纏わぬ姿を容易に想像できるほどだった。

　そのエレナの格好を見て、アキラは以前にアルファが情報収集機器に残っていたデータから再現したエレナの裸体を思い出してしまった。清せい楚そと艶美を兼ね備えた裸身はとても魅力的で、思い出すだけでもアキラを動揺させた。

　アキラとエレナの目が合う。アキラの動揺と照れはエレナにも伝わり、エレナも少し慌てながら顔を朱色に染めた。

　一人だけ余裕を保っているシズカが楽しげに微笑みながら強化服の説明を始める。

「エレナが着ているのはＢ３ＣＳＤ強化服よ。アキラの強化服とは違って補助骨格が無い種類の物ね。起動前はぶかぶかだけど、起動すると縮小して肌にぴっちりと貼り付くのよ。それでいてまるで何も着ていないかのような着心地で、着用者の動きを阻害することは無いわ。通気性も十分確保されていて肌に触れる風を感じさせるほどよ。勿論身体能力の向上も問題無く確保されているわ」

　シズカの説明通り、エレナは強化服を着用していても素肌を晒している体感を覚えていた。強化服の体温保持機能のおかげで暑さや寒さこそ感じないが、空気の流れを肌で感じられることもあって、自分の姿を目視で確認しないと裸体のまま外に出ているように錯覚しそうなほどだった。

　エレナも体の線が出やすい服だとは事前に知っていたのだが、起動前の強化服がかなりぶかぶかの状態だった所為で起動後の姿を想像できずにそのまま着てしまい、少し慌ててシズカを呼んだところを押されて来たのだ。

　エレナが照れながらシズカを少し睨にらみ付つける。

「……シズカ、だからってこれはちょっとどうかと思うわ」

　高い実力を持つハンターが睨んでいるのだが、羞恥と照れの方が強く出ている所為で実力相応の凄みなどは全く感じられない。シズカが笑みを崩さずに反論する。

「出来れば使用中の防護服を合わせて使いたい。ごつごつしたグローブとかで、情報収集機器の操作が困難になるのは困る。強化服の形状などで、使用可能な装備に制限が入るのは避けたい。楽に着用したい。情報収集機器と連携できるような物が良い。身体能力強化の上限は高くして、強化の程度もいろいろ調整したい。エレナの様々な要望を検討した結果、その強化服が選ばれました。不都合でも？」

　エレナが言葉に詰まる。確かに言うだけ言ってみた少々都合の良すぎる要望は全て問題無く反映されていた。そこに文句の付けようは無い。そこで無理矢理反論を捻り出す。

「……私が提示した予算で、そこまで条件を満たした強化服を買えるとは思えないんだけど？」

　だがシズカがあっさり答える。

「大事なパートナーの為に、サラが気前よく追加の予算を都合してくれたわ。ちゃんとお礼を言っておかないと駄目よ？」

「……そういうことか」

　サラの資金援助は非常に嬉しく思う。それは本当だ。しかしその追加予算が無ければ、この強化服を着ることはなかったと思い、エレナは苦笑いを浮かべた。

　楽しげにエレナを見ていたシズカが急にアキラに話を振る。

「ところで、アキラはエレナの強化服を見てどう思う？」

　再びアキラとエレナの目が合う。アキラは少し顔を赤くして視線をエレナの体から逸らした。

「……刺激が強すぎるので、上に何か着た方が良いと思います」

　アキラは可能な限り平静を装ったが、かなり無理があった。

　エレナは普段着用している防護服を上に着込めば良かったことに今頃気が付いた。その程度のことに気が付かないほどに慌てていた。ごまかすように乾いた笑い声を出す。

「……そ、そうよね！　そ、それじゃ！」

　エレナは慌てて店の奥に引っ込んだ。アキラはエレナを黙って見送り、シズカは笑いを堪えながら見送った。

　アキラが一度深呼吸して気持ちを落ち着かせようとする。もう少し落ち着かなければ戻ってきたエレナと真面に話せそうになかった。気を紛らわす為に軽い疑問を口に出す。

「……シズカさん。高性能な強化服って、ああいうやつが多いんですか？」

「いいえ。そんなことはないわ。珍しい製品でもないけどね。一定の需要があるのよ」

　アキラはむしろ一定の需要があることに驚いた。女性向けの強化服にはあの手の製品が多いのだろうか。買う方も気にしないのだろうか。そう何となく疑問に思った。

　シズカはアキラの何とも言えない表情から考えていることを察すると、笑いながら補足を入れる。

「別にあれだけを着て外に出る訳ではないわ。元々は生身だと真面に着用できない重装強化服とかを装着する為の強化インナーで、そのインナーだけでも普通の強化服より高性能ってだけなのよ」

　要はエレナが着ていた強化服は、更に上に何か重ね着するのを前提とした製品なのだ。

　着用可能な戦車のような重装強化服は、着用者にも強い負担が掛かる。その負担軽減機能を重装強化服側に追加するより、下にもう一着それ用の強化服を着た方が機能の切り分けや使い勝手の面でも都合が良い。その方針で開発が進んだ結果、強化服の重ね着が出来るように、薄さに拘った強化服が開発された。

　そして最終的に防護服と合わせて使用したり、普通の服の下に着たりと、汎用的な使用方法に対応できる製品となったのだ。

　強化インナーとも呼ばれるこの手の強化服は、重ね着前提なので装飾の全く無い物もあれば、逆に女性向けの下着のように非常に装飾に拘ったシリーズもあるなど、普通の強化服には足りない需要を満たす製品でもあった。

「私も下に似たような物を着ているわ。エレナの物よりは安値の製品だけどね」

「シズカさんもですか？」

「そうよ。そういうのを下に着ておかないと、重量のある銃や弾薬を運ぶのは無理よ」

　シズカは今までも相当な重量がある銃や弾薬を普段から軽々と運んでいた。アキラは今まで気にしていなかったが、聞けば納得できる話だった。

「言われてみれば、確かにそうですね。自然に運んでいたので気付きませんでした」

「結構気が付かない人は多いのよね。一見普通の格好に見えるけど、実は下に目立たない強化服を着ている。そんな人もいるわ。相手を油断させる為にね。そういうところに気付く観察力もハンターには大切よ？　アキラも気を付けなさい」

「分かりました」

　自分にはまだまだ知識も実力も足りていない。アキラはそう強く実感した。

　エレナが先程の強化服の上に普段使用している防護服を着用して戻ってくる。そこで再びアキラとエレナの目が合う。アキラ達はいろいろとごまかすように軽く笑い合った。

　アキラが場の空気を流す為に話題を切り替える。

「エレナさん。先日は情報収集機器をありがとうございました。とても役に立っていて助かっています」

　エレナもアキラの意図を察して話に乗る。

「それは良かったわ。初心者にはやっぱり総合系の情報収集機器の方が良いのよね。最近は総合系の製品もなかなか性能が上がってきているって話だし、情報収集機器のトレンドとしてはこれからはそっちが主流に……」

　アキラとエレナは互いに意識しないように意識しながら話し続けていた。シズカはそれを楽しげに眺めていた。





◆






　アキラがレンタル業者から借りた車で荒野を走っている。

『アルファ。目的地まであとどれぐらい掛かるんだ？』

『このペースだと、あと30分ぐらいよ』

『そうか。……それで、アルファは何でそんな格好なんだ？』

　助手席に座っているアルファはメイド服を着ていた。実用性などドブに捨てた、完全な鑑賞目的のメイド服だ。

　上品な光沢を放つ黒の布地が贅沢に使用されており、黒の下地の上に純白のエプロンが映えている。首から下の肌の露出は一切無い。長い足は足首近くまで隠すスカートでしっかりと覆い隠されている。長袖から先は純白の長手袋が指先まで隠している。そこには清楚な美しさがあった。

　アルファが少し艶なまめかしく微笑む。

『あら、希望の服装でもあるの？　私に着てほしい服があるのなら、言ってもらえれば着替えるわよ？』

『いや、別にそんなものはない。荒野に似付かわしくない服ばっかり着てるような気がするから、どんな基準で服を選んでるのかちょっと気になっただけだ』

『私の服装の判断基準ね。いろいろ考えているとも言えるし、適当とも言えるわ』

『いろいろか……』

　アキラは以前のハンター稼業で、アルファがかなりきわどいデザインの水着に着替えたことを思い出した。

　一緒に風呂に入っている時の全裸よりは肌の露出は少ない。だが入浴時のある種の無心状態の時とは異なり、荒野に普通の精神状態でいる時は、水着姿でもまだ多少は気にしてしまう。

（……まあ、水着で横にいられるよりましか）

　下手に追及するともっと気が散る格好に着替えるかもしれない。そう考えたアキラはそれ以上深く聞くのをやめて話題を変える。

『今更だけどさ、借りる車はこれで良かったのか？　ハンター向けの荒野仕様車両なら機銃とかの武装が付いていても良さそうだけど、これには付いてないからな。いや、俺も大砲付きの車を借りるつもりは無いけどさ、もうちょっと金を出して、もう少し高性能なやつを借りた方が良かった気がする』

　アキラが借りた車はレンタル店がハンター向けに貸し出している車両の中でもかなり安い料金のものだ。店にはもう少し料金を上げれば借りられる高性能な武装車両も幾つかあった。

『これで良いのよ。この前の依頼の報酬でアキラのハンターランクは20になったわ。そのランクで借りられる車で費用対効果が一番良い物を選んだの』

　荒野仕様の車両だが武装は求めない。代わりに時には盾代わりにもなる頑丈さを求める。借りた車両はその基準で選ばれていた。

『確かにこの車に武装は無いけれど、モンスターはアキラが倒せば良いだけよ。アキラの訓練の為にもね』

『まあ、そうかもしれないけどさ……』

　レンタル業者の店舗には荒野仕様車両という扱いで機銃付きのバイクまで置かれていた。流石にアキラもそれを借りたいとは思わないが、４輪の車両ならば機銃ぐらいあっても良いと思って少し期待していた。その所為でどこか残念そうな口調になっていた。

　アルファが笑ってアキラを宥める。

『武装付の車両は自前の車を買うまで待ちなさい。車両の武装は基本的に車の制御装置で操作するから、レンタル車両だと私のサポートの対象外なのよ。レンタル品の制御装置を乗っ取る訳にもいかないでしょう？』

『ああ、そういうことか』

『車両の制御装置はハンターオフィスが討伐内容の計測の為に貸し出している索敵装置も兼ねているわ。そんなものを下手に弄ったらアキラが賞金首になりかねないわ。それでも、試してみる？』

　アルファは悪戯っぽく微笑んだ。アキラがわずかに顔を青くして答える。

『絶対にやめてくれ』

『分かったわ』

　自分の反応を楽しんでいるようなアルファに、アキラがやや不満そうな視線を向ける。

『そんなことを言って、俺がよく考えずに試してみようとか言ったらどうするつもりなんだ？』

　するとアルファは笑みを深めて、逆にアキラを強く見詰め返した。

『一応それを実行した結果生じるであろう不利益を説明した上で、アキラがそれでもやるって言うのなら、やるわよ？』

　アルファがアキラの側に顔を寄せる。アキラが少したじろいで身を引いた。

『エレナ達を助けた時も、私は一度止めたけれど結局はアキラの意志に従ったわ。クズスハラ街遺跡から大量のモンスターが出現した時の緊急依頼でも、私は止めたのに独りで走ってでも行こうとしたから、強化服を操作して無理矢理止めたりせずに、ちゃんとアキラの意志に従ったわ。そうよね？』

『そ、そうだな』

　アルファがしっかりと念を押すように力強く微笑む。

『私は出来る限りアキラの意志を尊重しているつもりよ？　そうでしょう？　だからアキラも、よく考えてね？』

『あ、はい』

　アキラは余計なことを言わなければ良かったと思いながら少し硬い表情を返した。

　そのまま雑談を続けながら、何となく気になっていたことを話題にする。

『そういえば、俺は汎用討伐依頼を受けているけどさ。あの依頼、モンスターを倒さなくても収集した索敵反応データを出せば、少ないけど報酬が出るんだろう？　討伐依頼なのに、何でなんだ？』

『モンスターの分布などを調べる統計情報として扱われるのよ。集計してモンスターの反応が濃い場所があれば、必要に応じて討伐部隊が送られるのでしょうね』

　依頼の名目は汎用討伐だが、実際には偵察も索敵も兼ねている。具体的な場所の指定が無いので便宜上討伐依頼の範はん疇ちゅうに含めているだけだ。

　その為、都市の近くをうろうろしているだけでは微々たる報酬しか受け取れない。逆に遠出すればモンスターとの遭遇が無かったとしても、そこそこの報酬を受け取れる仕組みとなっていた。

　その説明の内容を少し面白く思ったアキラが軽い思い付きを口にする。

『じゃあさ、モンスターと戦わずに車とかで凄い速度を出して振り切ったりして、ひたすら荒野を走り続けるハンターとかもいるのかな？』

『いるわよ』

　流石にそんなやつはいないだろう。そう思って冗談半分で言ったことをあっさりと肯定されて、アキラが意外そうな表情を浮かべる。

『……いるんだ』

『ええ。走り屋とか呼ばれているわ』

　走り屋は、移動速度に特化した荒野仕様の車両に高性能な索敵装置を積んで荒野を高速で駆け巡る者達だ。危険な荒野の広範囲を自主的に巡回してくれるので意外に重宝されている。

　ただし、相応の運転技術が無いとすぐに死ぬ。逃げ回っている間に大量のモンスターを引き付けてしまうこともあるので、それを振り切れるだけの腕が無いとまず助からない。

　そしてそれで稼げるといっても遺物収集と比べれば稼ぎは低い。その為、ハンターとしては珍しい者達だった。

　アキラはその話を興味深く聞いていた。

『そういう稼ぎ方もあるのか。遺物収集やモンスター討伐だけがハンター稼業じゃないんだな』

『遺物収集とモンスター討伐がハンター稼業の基本なのは確かよ。それ以外にもいろいろな稼ぎ方があるってだけね。まあ、アキラには関係無いわ。アキラに必要なのはハンターとしての基本的な実力、遺跡探索の技量の方だからね』

　期待するように笑うアルファに、アキラも笑って返す。

『分かってるよ。俺がアルファの依頼の遺跡を攻略できるぐらい強くなるまで気長に待ってくれ』

『それなら、今後の訓練の指針を決める為にも、今のアキラの実力を見せてもらいましょうか』

　アルファが笑って前方を指差した。車の進行方向から体長２メートルほどのモンスターが駆けてきていた。

　そのモンスターは齧げっ歯し類るいに大型肉食獣の体格を無理矢理与えたような機能美に欠けた姿をしていた。だが歪な体格による動きの鈍さを生物系モンスター特有の強力な身体能力で強引に補っており、アキラに向けてかなりの速さで突進している。

　アキラは車を停めて降りると、その個体に向けてＡＡＨ突撃銃を構えた。

　この銃は既にシズカの店で購入した改造部品を組み込んでおり、弾も強装弾に変えていた。照準器を覗のぞいて狙いを定めると、情報収集機器と連動している照準器が標的との距離を表示し、周辺の索敵反応も追加表示した。

　今のアキラはアルファのサポートを一切受けていない状態だ。自力でどこまで出来るのか。アキラはそう自身に問いながら慎重に狙いを定め、引き金を引いた。

　発射された弾丸は相手の体に掠りもせず、その少し右の空中を駆け抜けていった。

『惜しいわね。２メートル右に逸れたわ』

　アルファはアキラの視界を拡張して先程の弾道を表示すると、狙撃の結果を確認させてからすぐに消した。

　アキラが再び慎重にモンスターを狙う。先程見た弾道を基に照準を修正し、銃口がぶれないように強化服で銃をしっかり固定する。そして引き金を引いた。

　放たれた銃弾は目標の左の空中を駆け抜けていった。

『今度は１メートル左に逸れたわ。もう少しね』

　自分を食い殺そうと旺盛な食欲を見せる獣との距離が縮まっていく中、アキラは一度ゆっくり深呼吸して落ち着きを保った。慌てた分だけ死が近付く。動揺は自身をより窮地に追い込む。アキラはそれを理解していた。

　気を静め、冷静さを保ちながら、よく狙って再度狙撃する。撃ち出された銃弾がようやく肉食獣の胴体に着弾した。だが弱点に命中した訳ではないので致命傷には程遠い。少し怯んだ程度でそのまま突撃してくる。

　更に数度狙撃する。全弾一応敵の体のどこかに着弾したが、その進行は止められない。相手との距離は既に危険域だ。

　アキラは軽く溜め息を吐いて弾倉を交換すると、強装弾での狙撃から通常弾での掃射に切り替えた。

　銃弾が目標一帯に連射される。組み込んだ改造部品のおかげで威力を増した通常弾が、多少の照準のずれなど数で補い、敵の体に次々に着弾していく。

　もはや弱点がどうこうという話ではない。無数の弾丸を全身に浴びた獣は逃げる間もなく絶命した。

　アルファのサポートがある状態なら恐らく初めの強装弾だけで倒していた。そう考えたアキラがまだまだ不ふ甲が斐い無ない自身の実力を嘆く。

『やっぱりそう簡単には当たらないな。アルファはどうやって当ててるんだ？　コツでもあるのか？』

『私の狙撃は高精度な弾道計算を膨大な演算能力で実施した結果にすぎないわ。だから残念だけど、その計算方法をアキラに教えてもアキラの役には立たないわ』

『……そうか』

　アキラが軽く溜め息を吐く。アルファのサポートを失った途端にこの体たらくという現実にわずかに項垂れていた。

『私のサポートで表示される弾道予測を思い描いて撃ちなさい。正しい弾道を自力で思い描けるようになりなさい。それが出来るようになるまで訓練を続けなさい』

　射撃のコツではないが、その指針を示した後に、アルファは優しく自信に満ちた微笑みをアキラに向けた。

『アキラの実力は確実に上がっている。それは私が保証するわ。だから、焦らずに頑張りましょう』

　その言葉をアキラは信じた。それはそれを疑ってしまえば、もうどうしようもないからでもある。だが今日まで積み重ねた信頼は、それを別にしても十分な説得力を持っていた。気を切り替えて笑って返す。

『分かった。まあ、簡単に当たるなら誰も苦労しないよな』

『そういうことよ。地道に行きましょう』

　アキラは車に戻って先を急いだ。その場にはモンスターの死体だけが残された。




　借りた車両で荒野を駆けてようやく辿り着いた目的地。アキラはそこで辺りの景色を見渡しながら少し怪訝な顔をしていた。

『……アルファ。本当にここか？』

『ヒガラカ住宅街遺跡で入手したデータが示す場所なのは確かよ』

　アキラとアルファの間に何となく気き不ま味ずい雰囲気が漂う。

『俺達は未発見の遺跡を探し出す為に、リオンズテイル社の支店や端末が設置されている場所を巡ろうとしている。そこが広く知られている遺跡の場所ではなかったら、そこに未発見の遺跡がある可能性が高いからだ。ここがその１か所目。そうだよな？』

『そうよ』

　アキラの前にはありふれた荒野の光景が広がっている。建物が倒壊して瓦礫になり、瓦礫が風雨に晒されて細かく砕け、人やモンスターなどの死体が土に還かえり、積もった土から草木が生えている。文明の残骸をその場にわずかに残した、廃墟と呼ぶには朽ち果てすぎた荒野だ。

『……期待しすぎだったか。そりゃそうだよな。未発見の遺跡がすぐに見付かるのなら、他のハンターがとっくに見付けてるよな』

　それでも一応か細い希望に縋すがってみる。

『もっと正確な位置は分からないのか？　この辺りって言われても結構広いんだ。正確な位置が分かれば何か違うかもしれない』

『ちょっと待って。……あそこよ』

　アルファがデータ上の場所を指差した。アキラがそちらに視線を向けると、アルファのサポートで拡張表示された視界の中に具体的な位置を示す矢印が浮かんでいた。その矢印が指している場所は、空中だった。

　アキラがそれを見ながら微妙な表情を浮かべる。

『あそこに光学迷彩で覆われた見えないビルが存在する可能性とかは……』

『無いわ。……はい！　ここは外れ！　次に行きましょう！』

　アルファはごまかすように少々早口で答えた。アキラがその態度を少し面白く思って軽く苦笑する。

　アキラも別にアルファを責める気は無い。旧世界の広大な都市群も、今ではそのほとんどが跡形も無く朽ち果てて荒野と化している。遺跡と呼ばれる場所は何らかの要因で当時の光景を部分的に残している稀な場所にすぎない。この場所はその例外ではなかった。それだけの話だ。

　外れの場所を後にして、アキラ達は次の目的地を目指した。




　アキラ達はその後もデータ上の場所を順に回っていったが全て外れだった。

　空中や何も無い地面を指し示す矢印を見て軽く溜め息を吐き、落胆を積み重ねて次の場所に移動する。アキラはその繰り返しに当初の期待をごっそり削られて意気を落としていた。

　その様子を見たアルファがアキラを気遣うように明るい声を出す。

『外ればっかりね。どうする？　未発見の遺跡に期待するのはやめて、発見済みの遺跡の探索に切り替える？』

　既存の遺跡でもリオンズテイル社の支店や端末の位置情報は役に立つ。探索の盲点となっていた分かりにくい場所を見付ける指針にもなるからだ。その何らかの理由で見過ごされていた場所に高価な遺物が大量に残っている可能性は、遺跡内を普通に探すよりは十分に高い。

　アキラはその説明を聞いて少し迷ったが、結局考えは変えなかった。

『……いや、しばらくは未発見の遺跡を探すのを優先する。折角手に入れた情報なんだ。出来るだけ活用したい』

『分かったわ。次の場所が当たりだと良いわね』

『そうだな。当たりでもモンスターだらけの遺跡だと困るけど』

『未発見の遺跡に棲息するモンスターの質や量は未知数よ。ハンターが立ち寄っていない訳だからその手の情報は一切無いわ。アキラの手に負えないようなモンスターがいた場合は諦めるしかないわね。アキラでも蹴散らせる程度の強さであることを期待しましょう』

『そこはアルファのサポートでモンスターとの遭遇を上手く回避したり出来ないのか？』

『勿論そうするつもりよ。でも限度はあるわ。私が最もアキラをサポートできる場所はクズスハラ街遺跡であって、他の遺跡ではそこまで高品質のサポートは出来ないの。前にも軽く説明したはずだけれど、覚えている？』

　アキラが少し険しい表情を浮かべる。

『ああ、そうだった。思い出した』

『特に索敵能力は激減するわ。アキラの情報収集機器とかを介しての索敵では、私でも索敵精度に限界が出るの。モンスターに先に察知される危険も格段に上がるわ。だから、他の遺跡では今までのように楽に探索できるとは思わないでね』

『分かった。気を付ける』

　ただのスラム街の子供を遺跡から生還させるアルファのサポート。他の遺跡ではその加護が大幅に下がる。その意味への理解がアキラの気を強く引き締めさせた。

　アルファが更に付け加える。

『それと、未発見の遺跡を発見しても探索時にレンタル車両は使えないわ。車の移動経路の記録から遺跡の場所を割り出される確率があるからね。車両が長時間一箇所に留まっていた記録と、借り主のハンターが大量の遺物を売却した情報を紐ひも付けられたら、新たな遺跡の存在を嗅ぎ付けられても不思議は無いわ』

『本当は自前の車で行かないと不味い訳か。でも今の俺だと車を借りるのが限界だしな』

『買った後も駐車場所の問題とかもあるわ。そもそもアキラはまだ宿暮らしだしね。車庫付きの賃貸物件を借りて、荒野仕様の車両を買って、余裕があれば車に広範囲の索敵機器も積みたいわ。尾行される恐れも減るし、モンスターとの遭遇も避けられるわ』

『それを揃えるのに幾ら掛かるんだか。本当にハンター稼業は金が掛かるな。しかも掛けた金に見合うほど稼げるかどうかは、結構賭けなんだよな』

　アキラがハンター稼業の悲哀を覚えて軽く溜め息を吐くと、アルファがアキラを励ますように笑う。

『賭け事にならないようにしっかり準備を整えるのよ。装備も実力もしっかりとね。それにアキラには私が付いているから大丈夫よ。今までだってそうだったでしょう？』

　アキラはその今までを思い返してわずかに間を開けた後、気を取り直して軽く笑った。

『そうだな。これからも頼むよ』

『任せなさい』

　アルファは自信たっぷりの笑顔をアキラに返した。

　アルファと出会ったその日から、アキラはずっと賭け続けている。命賭け程度では賭け金が足りないハンター稼業で、今のところは勝ち続けていた。

　だが、今までは、これからを、保証などしないのだ。それを分かった上で、アキラはハンター稼業を続けていく。十分な勝ちを得るか、負けて全てを失うまで。




　その後もアキラ達は未発見の遺跡を探して荒野を巡り続けたが、外れが続いていた。

　都市に戻る時間を考慮して、今日は次で終わりにする。そう決めた最後の場所もありふれた荒野だった。一帯には大量の瓦礫が散乱しており地面を埋め尽くしていた。

　結局最後まで外れだったか。アキラはそう思いながらも、今までと同じように一応データの位置を確認する。

『アルファ。また頼む』

『あそこよ』

　アルファがデータの場所を指差す。アキラの視界が拡張されて具体的な位置を示す矢印が追加表示された。

　それを見たアキラが意外そうな表情を浮かべる。矢印は地面の下に透過表示されていた。

『……地下？』

『そのようね』

　アキラが再度周囲を見渡す。しかしどこも瓦礫だらけで入り口と思われるものは見付からなかった。

『あのデータに入り口の情報とかは無いのか？』

『位置情報しか取得できなかったわ。当時は少し調べれば目的地への経路とかは簡単に調べられたから位置情報だけで十分だったのでしょうね。地下も倒壊して埋もれているかもしれないけれど、もし無事なら未発見の遺跡になるわ』

『そうだとしても入り口が無いと入れないしな』

『どうする？　入り口を探してみる？』

『……いや、今日は帰ろう。ここにはレンタル車両で来たんだ。ここに本当に未発見の遺跡があっても、時間を掛けて入り口を探していたら、その記録から嗅ぎ付けられるかもしれないんだろう？　入り口を探すにしても、自前の車を手に入れてからだな』

『そうね。そうしましょうか。今日は帰りましょう』

　未発見の遺跡は見付からなかったが、一応その場所の可能性は手に入れた。アキラはその成果に取り敢えず満足して都市へ帰っていった。




　宿に戻ったアキラが風呂場で湯船に浸つかっている。溜まった疲労を温かな湯に溶け出させながら顔を緩めていた。

　アキラの側にはいつものように一緒に風呂に入っているアルファの姿がある。神秘的ですらある魅惑の裸体を隠すものは湯煙と湯の揺らぎだけで、その揺らぎすら悩ましくも美しい。

　だがアキラはそのアルファに全く関心を示していない。文字通り非現実的な美しさの女性と一緒に入浴する贅沢を今日も無駄に浪費し続けていた。

　部屋に置いてある情報端末にメッセージが届き、通知が表示部に表示される。アキラの情報端末はアルファの制御下にあるので、メッセージの内容はアルファに筒抜けだ。

『アキラ。ハンターオフィスからアキラ宛てに依頼が届いているわ』

「依頼？」

『わざわざアキラ個人を指定した仕事の依頼が来るなんて、アキラもハンターとして随分成長したわね……と、普通なら素直に喜びたいところだけれど、ちょっと厄介な内容よ』

　余り歓迎したくない事態であることを理解して、アキラが湯船に溶けていた意識を体に戻す。

「どんな内容なんだ？」

『簡単に説明すると、クズスハラ街遺跡にあるヤラタサソリの巣を駆除するから、アキラにもその駆除作業に参加してほしいって依頼よ』

「よし。断ろう」

　アキラは即断した。迷いは一切無かった。

　ハンターオフィスからの名指しで依頼を斡旋されるなど、本来ハンターなら間違いなく歓迎する出来事だ。だがあの廃ビルでの戦闘とその後の撤退戦を思い返したアキラにとって、ヤラタサソリの巣の駆除など全く喜べなかった。

　しかしアルファが軽く首を横に振る。

『そう簡単に断れないから厄介なのよ。依頼元がクガマヤマ都市の長期戦略部になっているわ』

　長期戦略部は都市の発展を支えている部門だ。ここからの依頼を下手に断ると、都市の発展に協力する気が無い人物だと判断されて悪い意味で目を付けられる恐れがある。

　都市に住んでいる以上、その都市に睨まれると面倒なことになりかねない。依頼を断るとしても相応の理由が必要だった。

『まあ、断って都市から睨まれたとしても、最悪他の都市に移住するって手段もあるわ。でもそこまでして断る話でもないのよね』

　アキラが唸る。都市に睨まれたくはないが、他の都市に移住するのも気が乗らない。しかし依頼は断りたい。

「……穏便に断る為にはどうすれば良いか。条件付きで引き受けるって返事をして、向こうから断ってくれるような条件を付けるってのはどうだ？」

『常識的な内容で、かつそれを受け入れるぐらいなら相手から断ってくる条件。どんな内容にするべきか悩みどころね』

　アキラはアルファと相談しながら条件の内容を煮詰めていく。単純に法外に高い報酬を要求すれば良い訳ではない。依頼から逃れられても確実に都市の不興を買う。悩んだ末に次の条件を盛り込むことになった。

　実力不足を補う為にＣＷＨ対物突撃銃の専用弾のような高額の弾薬を大量に使用する。その弾薬費は依頼元が先払いする。

　単独行動ではなくチームの一員として行動する。ただし自身の判断で好きな時に独自行動に移行しても良いものとする。これには撤退の判断も含まれる。

　討伐数及び討伐対象に応じた報酬を金銭で支払う。撤退等の消極的行動を理由にした報酬の減算はしない。

　先日のヤラタサソリとの戦闘では実力不足の所為で非常に苦労したので、自分の実力では残念ながらそこまで優遇してもらえないと依頼を引き受けるのは無理だ。最後にそう言い訳を添えて返信した。

「……いろいろ書いたけど、ちょっと都合が良すぎる内容だったかな？」

　送ってしまったのでもう取り消せない。アキラは少し不安そうな表情を浮かべていた。

　アルファがその不安を和らげるように微笑む。

『条件を緩めれば普通に通ってしまうのだから仕方無いわ。余り怒らずに断ってもらえることを期待しましょう』

「そうだな」

　アキラは深く湯に浸かりながら、この件が穏便に済むことを願った。




　翌朝、情報端末に届いた通知を読んだアキラが、驚きながら表情を険しくしている。

「……噓だろ？」

　ヤラタサソリの巣の除去作業依頼。依頼元である都市の長期戦略部はアキラが提示した条件を全て吞のんだ。





◆






　シズカの店に開店直後に入ったアキラが、そのまま険しい表情で注文を出す。

「シズカさん。ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾を今すぐあるだけ売ってくださいって言ったら、どの程度の量を売ってもらえますか？」

　シズカがアキラの様子に怪訝な顔を浮かべる。

「どの程度って、具体的にはどれぐらい必要なの？」

「まずは俺が持ち運べる限界までです。強化服がありますので、リュックに可能な限り詰め込んで、出来る限り持ち運ぶつもりです。それ以外にも、予備弾薬を出来るだけ確保しておきたいです」

　シズカがアキラの要望の裏に不審なものを感じて心配そうに訝しむ。

「どうして急にＣＷＨ対物突撃銃の専用弾がそこまで必要になったの？　一体何と戦うつもり？」

「ヤラタサソリです。ちょっといろいろありまして……」

　アキラが事情を説明すると、シズカも表情をより険しくさせた。

「……ヤラタサソリの巣か。確かにモンスターの強さにも個体差はあるし、念入りに潰す前提で考えれば高価な専用弾の使用を許可するのも頷けるわ。その要求が通ったことから考えると、アキラが以前に戦ったヤラタサソリより個体の強さも上で、巣の規模も相当なものなのでしょうね」

「俺はそんなやつらと戦うことになったのか……」

　もっと無茶苦茶な条件にしておけば良かった。アキラはそう思って嘆いた。

　シズカはそのアキラの様子を見て少し心を痛めたが、店主としての判断を優先させると自身に言い聞かせてから、真面目な表情を浮かべた。

「分かったわ。弾薬の調達には私も出来る限り協力する。でも、一つだけ確認させて。弾薬費は依頼元が先払いするって話だけど、具体的にはどうなっているの？　大量に調達するとそれだけでも結構な額になるから、店としては先に払ってもらわないと困るのよ。商売だからね」

　心情的には後払いででも売ってあげたい。しかしアキラにだけそれを許すと、他の客にそのことが知れ渡った場合に非常に面倒な事態になりかねない。シズカも経営者としてそれは避けなければならないのだ。

　アキラがあっさり答える。

「それなら大丈夫です。シズカさんが俺の口座から弾薬の代金を引き落とす際に、依頼元が支払を立て替えることになっています。この依頼の識別コードを添えて会計をお願いします」

　アキラが会計を済ませた後に依頼から逃げた場合、その分は当然ハンターオフィスからの借金となる。その取り立ては迅速、確実、強力だ。ろくでもない結末が待っている。

　アキラは既に覚悟を決めている。それならば自分はハンター相手に商売をする者として、アキラの生還に出来る限り協力するべきだ。シズカはそう判断すると、アキラの意気を高めて安心させるように優しく力強く笑った。

「分かったわ。すぐに用意するから待っていて。それと、アキラはＡＡＨ突撃銃も持っていくのよね？」

「はい。折角改造しましたし、他のモンスターと交戦することもありますから」

「それならそっちの弾も全部強装弾に変えておきなさい。アキラのＡＡＨ突撃銃でも使用可能な物で、一番高威力のやつを用意するわ。それも立て替え分に含めて大丈夫よね？」

「大丈夫です」

「威力は高いけど値段もそれなりにするし、確実に銃の寿命を縮めるから普段は勧めないのよ。でも今回はそんなことを気にしている場合ではなさそうだからね。それで、いつ頃出発するの？」

「既に催促が来ているので、弾薬の準備が終わったらすぐに出発します」

「……そう。すぐに用意するわ」

　シズカはそう言い残して弾薬を取りに店の奥に向かった。

　アキラが出発の準備を終える。ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾とＡＡＨ突撃銃用の強装弾を、シズカの店で今すぐに用意できる分だけ購入した。

　それらを手持ちの銃に装填し、残りはリュックサックなどに詰め込んで可能な限り携帯する。その総重量はかなり重く、強化服の身体能力とアルファのサポートによるバランス調整が無ければ歩くことすら儘ままならない状態だ。

　シズカがアキラの前に立って念を押す。

「言うまでもないけれど、無理はしないこと。良いわね？」

「勿論です」

　シズカがアキラを優しくしっかり抱き締めた。体格差の関係でシズカの胸にアキラの顔が埋まっている。抱き締められて驚くよりも、伝わる温ぬくもりと心臓の鼓動の音がアキラを落ち着かせた。

　シズカが抱き締める力を少し強くする。行くなとは言えない。代わりに気遣うような優しい声を出す。

「……ちゃんと帰ってきなさい」

「……。はい」

　アキラは少し嬉しそうに、しっかりと答えた。








第40話　14番防衛地点の子供達






　ヤラタサソリの巣の除去作業依頼。アキラはその準備をシズカの店で済ませると、そのままバイクでクズスハラ街遺跡の仮設基地まで移動した。そこで依頼用の貸出端末を受け取り、依頼の説明を受ける。

「依頼内容はヤラタサソリの巣の除去作業になる。詳細は既にそちらに送信済みだ。熟読済みとして説明は省かせてもらう。支給する端末の案内に従って作業場所に向かってくれ。その後は現場の指示に従ってくれ」

「現場までのルートは安全なのか？　途中にヤラタサソリの群れがいて危険なら単独行動は取りたくないんだけど。依頼の条件にも出しているはずだぞ？」

「大丈夫だ。その時点で危険ならまずはそっちを先に駆除するさ。まあ、群れからはぐれた個体がいるかもしれないが、巣の駆除を引き受けたハンターなんだ。それぐらいは対処してくれ。ヤバかったら端末で連絡を入れて引き返せば良いさ」

「分かった」

　それぐらいならまあ良いか。そう思いながら仮設基地から出た辺りで、アルファから指示が来る。

『アキラ。その端末とアキラの情報端末と繫いで。私とも連携できるようにするから』

『借り物だぞ？　大丈夫か？』

　アキラも自分の端末なら乗っ取りでも改かい竄ざんでもアルファの好きにすれば良いと思っている。だが貸出端末まで弄くるのはどうかと思い、少し怪訝そうに尋ねていた。

　アルファが笑ってその懸念を和らげる。

『大丈夫よ。自前の情報端末の方が使いやすいからそっちを使いたい。そういうハンター向けの連係機能があるからそれを利用するだけよ』

『そうか。ならいいか』

　アキラは納得して自分の情報端末と貸出端末を接続した。これで貸出端末側の情報もアルファに筒抜けになった。




　現場に到着したアキラが半壊した高層ビルを見上げている。クズスハラ街遺跡の外周部では珍しくない建造物だ。そのありふれた建物の中にヤラタサソリが溢れている光景を想像して、思わず嫌そうな表情を浮かべていた。

『このビルがヤラタサソリの巣なのか？』

『違うわ』

『違うって、指示された場所はここだろ？』

『ここが入り口ってだけよ。ビルの中に他の人達の反応があるわ。行きましょう』

　ビルの１階の大部分を占める広間には、ハンター達や都市の職員達の姿があった。

　場を指揮している職員が広間に入ってきたアキラに気付いて手で招き寄せる。そして側まで来たアキラの姿を間近で見ると、あからさまに不満そうに顔を歪めた。

「確認するが、ヤラタサソリ討伐依頼を受けたハンターだな？」

「そうです」

　職員は忌ま忌ましげな態度を隠さずにアキラを見ていた。

「また子供ではないか……。もっと真面な人員を寄越すように強く要求しなければならんな」

　好き好んで来た訳ではない。不満があるなら雇うな。アキラは内心でそう思いながらも、この職員が自分を選んだ訳ではないことぐらいは分かっているので気にしないようにした。

「まあ良い。防衛か探索のどちらかを選べ」

「楽な方でお願いします」

　その返答にいらだった職員がアキラを睨み付ける。

「ふざけているのか？」

　アキラが少し険しい表情で言い返す。

「大真面目だ。こっちで選んで良いなら俺は楽で安全な方が良い。どちらが楽なのかは俺には分からないから、ここの状況に精通している人間に選択を頼んでいる」

　職員はしばらくアキラを睨み付けていたが、アキラは欠片も動じずに見詰め返していた。すると職員が小馬鹿にするような口調で告げる。

「ふん、良いだろう。防衛側に配置してやる。既に制圧済みの場所で周囲を警戒するだけの、子供でも出来る楽な仕事だ」

　職員が自身の端末を操作してアキラの配置の処理を始める。その過程でアキラの貸出端末から相手の情報を読み取ると、今度は嫌みっぽい口調も混ぜる。

「名前はアキラ。ハンターランクは20か。子供にしては高めだな。子守役の背中に隠れてランク上げでもしていたのか？」

「好きに考えてくれ」

　職員は全く気にした様子の無い相手の態度に更にいらだったが、ちょうどアキラの配置処理を終えたのでそれ以上構うのをやめた。

「ふん。お前が行くのは14番防衛地点だ。移動ルートはお前の端末に表示されている。とっとと行け」

「了解」

　アキラはその場を後にした。

　職員が立ち去るアキラを見ながら呟つぶやく。

「全く、生意気な子供だ。どこの徒党のハンターか知らないが、ランク上げをした子供を派遣するのなら、その子守役も一緒に送ってもらいたいものだ。どうせ戦歴も大した内容ではないのだろう。ちょっと見てみるか……」

　端末を操作してハンターオフィスのサイトに繫ぎ、アキラのハンター情報を表示する。しかし戦歴は非表示となっていた。だが少し操作すると、本来閲覧できない非表示情報が表示された。

　依頼元である都市の長期戦略部はハンターオフィスとも強い繫がりがある。その為、ある程度の地位の関係者には、関連する依頼を受けた一定のハンターランク以下の者に限って、該当者の非公開情報を閲覧する権限が与えられていた。

　失敗した依頼を全て非表示にして輝かしい戦歴のみを表示しているハンターも多い。職員は過去にそんな者達の情報を何度も閲覧して嗤わらっていた。戦歴を非表示にしていたアキラのことも同類だと思って馬鹿にしていた。

　しかし表示されたアキラの戦歴を見た途端、予想外の内容に驚きの表情を浮かべると、思わずその戦歴の持ち主に視線を向けた。

　スラム街出身でハンターランク１から始めたのにもかかわらず、ハンター登録を済ませてからわずか数か月でランク20に到達している。

　クガマヤマ都市の防衛戦では多数のハンターの生還に貢献している。仮設基地構築補助依頼でもヤラタサソリの群れの中で孤立していたハンター達の救援を成功させている。

　何よりも、それらをほぼ一人で行っている。ドランカムのようなハンターの徒党に所属した記録も無く、他のハンターとチームを組んだ記録すら無い。

　アキラの戦歴は今まで小馬鹿にしてきた若手ハンターのものとは一線を画していた。それは職員に記録の改竄を疑わせるほどだった。

「な、何なんだあいつは……」

　職員がアキラに覚えた感情は、不自然なまでに高い実力を示す経歴を持つ子供への称賛ではなく、得体の知れない者へ向ける薄気味悪い畏怖だった。




　アキラが貸出端末のナビゲートに従って進んでいくと、広間の壁際にある鉄格子式のシャッターに辿り着いた。シャッターの先は地下への階段で、移動ルートの線はその更に先、階下に続いていた。

『……地下？』

『ヤラタサソリはクズスハラ街遺跡の地下街を巣にしているらしいわ』

『クズスハラ街遺跡に地下街なんかあったのか。知らなかった』

　シャッターの側にいた男がアキラに気付いて近くの操作盤を操作する。するとシャッターがぎこちない動きで開いていく。

　アキラが先に進むと、シャッターはすぐに閉じられた。鉄格子式のシャッターが床と接触して音を立てる。外界との隔離を連想させる何となく不安になる音だった。

　階段を下りようとしたアキラが足を止めて訝しむ。その視線の先には大量の爆弾が設置されていた。

　男がアキラの様子に気付いて説明する。

「その爆弾は万一の場合への備えだ。地下街のモンスターがここまで押し寄せてきて、この場の確保が不可能になった状況に対応する為のな。ヤラタサソリの群れとかが地上に溢れ出るのを、ここを爆破して食い止めるんだよ。蹴っ飛ばしても爆発なんかしないが、一応踏んだりするなよ？」

　アキラが嫌そうな表情を男に向ける。

「……その備えを使ったら、俺達はどうなるんだ？」

　男が冗談のように軽く笑って答える。

「お前達が真面目に仕事をしていれば、その時は撤退済みか死んでるかのどっちかだよ」

　アキラは軽く溜め息を吐くと、その仕事場である地下へ下りていった。

　男の態度は冗談を言っているような軽いものだったが、口に出した内容は間違いなく事実だ。それぐらいはアキラにも分かっていた。




　地下街は先行した者達が設置した多数の照明で照らされており、長年闇に沈んでいた姿を露わにしていた。無数の商店の廃墟が競い合うように立ち並ぶ光景は、かつての賑わいを容易に想像させるものだ。

　しかし今ではモンスターの住み処だ。迷路のように入り組んだ構造と、地下の闇に適応したモンスター、その両方が遺跡の探索難易度を劇的に引き上げていた。

　照明が設置されている場所は既に最低限の探索を済ませた区域だ。よって一応一定の安全が確保されている。だがそれでも地上部に比べれば十分に危険だ。

　アキラはその照明設置済みの通路を通って地下街を進みながらアルファから依頼の説明を受けていた。事前に簡単には聞いていたので概要は知っているのだが、防衛チームの仕事の詳細を確認する意味を兼ねて雑談を交えて改めて教えてもらっていた。

　今回のヤラタサソリ討伐作戦では、ハンター達は主に、探索、討伐、防衛の３チームに分かれて行動している。

　探索チームは地下街の探索作業が主任務だ。一切光の差さない闇の中を慎重に探索し、地下街マップの作成やヤラタサソリの巣の捜索などを行う。主に情報収集能力に優れたハンターで構成されている。

　討伐チームはモンスター討伐を主に引き受ける。ヤラタサソリの巣の駆除、完全制圧区域の拡大作業、探索チームや防衛チームへの戦力支援などを行う。主に戦闘面に優れたハンターで構成されている。

　防衛チームは指定場所の防衛が主な仕事だ。中継器の設置場所や重要な防衛地点などに配備される。照明の設置作業などの雑務も行う。他チームの人員ほどには高い能力を必要としない安全で簡単な仕事に応じた実力の者達、悪く表現すれば余りの者で構成されている。

　防衛チームに配備されたアキラの仕事を指定された場所から判断すると、恐らく特に重要度も高くない中継器設置場所の防衛になる。アルファからそう聞かされたアキラは少し嬉しそうな顔を浮かべていた。

『そうすると、本当に子供でも出来る楽な仕事かもしれないのか。駄目元でも言ってみるもんだな』

『アキラ。分かっているとは思うけれど、気を抜いては駄目よ？』

『分かってるって。依頼元があんな条件を全部吞むほどの高難度だと思って警戒してたけど、思ったより楽そうで良かった。それだけだよ』

『本当にそうだと良いのだけれどね』

　意味深な言葉と表情を返してきたアルファに、アキラが不安と不満の混じった怪訝な顔を向ける。

『……アルファ。俺の気を引き締める為に不安を煽ってるだけなら、ちゃんと真面目に仕事をするからやめてくれ。それとも何か懸念でもあるのか？』

『強いて言えば、同じ日に２度もモンスターの群れと遭遇したり、一人で荒野を走ってでも緊急依頼を受けようとしたり、救援に行ったらヤラタサソリの群れに追われる羽目になったりする誰かの、運の悪さかしらね』

　アキラが黙って顔をしかめる。運の悪さは自覚している。そして、事態を自分から悪化させる真似は慎め、と釘を刺されていることも分かった。

『……運頼りの状況にならないよう努力はするよ』

『そうね。私のサポートで何とかなる程度の不運であることを期待しましょうか』

　苦笑いを向けてきたアキラに、アルファは少し悪戯っぽい笑顔を返した。




　地下街の通路の結合点である広間に通信中継器と照明が設置されている。そこでは８名のハンターが暇そうな様子で警備を続けていた。アキラの配備場所である14番防衛地点だ。

　アキラはそこに足を踏み入れた瞬間、予想外の者を見て一瞬硬直すると、思わず飛とび退のいた。

　それはヒガラカ住宅街遺跡での出来事を思い出しての反射的な行動だった。広場にメイド服を着た女性が立っていたのだ。

　だが以前の時とは異なり、アキラが彼女を発見した場所から離れても、メイド服の女性はアキラの視界から消えなかった。アキラが慌て始める。

『アルファ！　またメイド服の女性が見えてる！　見えた場所から移動しても消えない！』

『落ち着きなさい。大丈夫よ』

『……えっ？　ああ、そうか。アルファのサポートで、フィルターとかいうのが働いてるんだな』

　アキラはそう解釈して胸を撫で下ろした。しかし否定される。

『違うわ。あれは拡張現実ではないの。だから私のフィルターは関係無いのよ』

『…………どういうことだ？』

『彼女は本物よ。あそこに、実在しているわ』

　アキラは思わずアルファに視線を向けてしまっていたが、驚きながら視線をゆっくりと広場の方に戻した。そして情報収集機器の索敵表示も一応確認する。

　自身の目も、情報収集機器の反応も、アルファの言葉も、彼女は確かにそこにいると示していた。





◆






　14番防衛地点の警備に就いているミマタというハンターが、この広場に来たアキラの様子を見て不満そうな顔を浮かべた。

「追加要員はまたガキか。上は何を考えてるんだか……」

　ミマタの仲間の男が、相方を宥めるように軽口を叩たたく。

「ガキばっか寄越すぐらいここは安全ってことだろ？　楽が出来ると思っておこうぜ。……それにしてもあのガキ、随分大袈裟に驚いてたな」

　ミマタがアキラを少し馬鹿にするように笑う。

「予想外の事態に対する心構えが甘いだけだろ？　それだけ未熟ってことさ。……まあ、俺達も結構驚いたけどな」

「だな」

　ミマタ達が視線をメイド服の女性の方に向ける。

「ドランカムはガキのハンターを随分と優遇してるらしいが、メイド付きとは恐れ入ったぜ。幾ら掛かってるのか知らねえが、ガキの為にベテラン連中の稼ぎをどんだけ注ぎ込んでるんだか」

「あそこは古参と新参の軋あつ轢れきが広がってるらしいが、だろうなってところだな」

　ドランカムの噂に聞く内情を話の種にしながら、ミマタ達は楽しげに笑っていた。





◆






　14番防衛地点に来たアキラの反応を見て、レイナという少女がいらだちを高めて顔をしかめた。

「……そんなに驚かなくても良いじゃない」

　荒れ果てた遺跡の中でメイド服を着て佇たたずむ女性の姿。場に不自然なまでに似付かわしくないその格好は、女性の美貌も相まって、普通のハンターから立体映像式の旧世界の幽霊だと疑われても不思議の無いものだ。それほどに場違いな格好だった。

　レイナもそれぐらいは分かっているので、驚かれるのは仕方が無いと思っていた。実際に何度も驚かれている。

　しかしアキラの反応は流石に大袈裟だと思っていた。レイナ自身がメイド服の女性をその格好に相応ふさわしい場所で見慣れているという、メイド服そのものへの慣れの所為もあって、そこまで驚かれたことを馬鹿にされたように感じてしまい、その分だけ機嫌を悪くしていた。

　驚き終えた者達が向けてくる視線は様々だが、不愉快なものも多い。今もミマタ達がレイナ達にどこか小馬鹿にしているような目を向けていた。それも相まって更に機嫌を損ねていた。

　そしてその原因の大本である女性に、レイナが内心のいらだちを反映した視線と口調を向ける。

「シオリ。何度も言うけど、やっぱり着替えたら？」

　シオリと呼ばれたメイド服の女性が落ち着いた態度で受け答える。

「お断り致します。お嬢様。御心配には及びません。私は気にしておりません」

「私が気にするのよ！」

「では、気にする必要の無い立場を一日も早く取り戻すように致しましょう。私も微力を尽くします」

「……ふん。そんな日が来れば良いんだけどね！」

　思わず吐き捨てるようにそう言った後、レイナはしまったという顔を浮かべると、自己嫌悪で表情を歪ませた。

「……ごめん。当たって悪かったわ」

　その日の為にシオリがどれだけ頑張っているかはよく知っていたはずだった。今シオリが自分の側にいてくれるのも、義理や義務ではなく、自分の身をどこまでも案じてくれているからだと分かっていたはずだった。

　それでも癇かん癪しゃくを起こして、しかもシオリに当たってしまったことに、レイナは落ち込んで項垂れていた。

　シオリがレイナを気遣って優しく声を掛ける。

「お気になさらず。それでお嬢様の気が晴れるのであれば存分にどうぞ」

　シオリの気遣いを嬉しく思い、レイナは空元気でも顔を上げて笑って見せた。

「……シオリ。ありがとね」

　そして少し怪訝そうに苦笑する。

「でも、そこまで言ってくれるのなら、やっぱり着替えてほしいんだけど。そもそもそれ、防護服ですらないのよね？　そんなものを着て何の意味があるの？」

「いろいろ意味があって着ているとだけ、お答えしておきます」

　このメイド服を脱ぐつもりは無い。着ている理由を話すつもりも無い。そう理解して、自分を常に気遣ってくれるものの、そこだけは崩さないシオリの態度に、レイナは改めて大きな溜め息を吐いた。





◆






　アキラは場違いなメイド服を着たシオリのことを旧世界の幽霊だと勘違いして慌てていた。だがアルファの説明で彼女は拡張現実の映像ではなく実在していると理解すると、それはそれで驚きはしたものの、気を取り直して広間に入った。するとミマタに声を掛けられる。

「おい。お前のハンターランクは？」

「20だ」

　ミマタはアキラの自己申告のハンターランクと装備、加えて一見での印象から目の前の子供の値踏みを終えた。そしてその評価が芳しくないことを雄弁に語る不満と呆れの混じった表情で、吐き捨てるように告げる。

「また養殖のガキかよ。本当に何でここにガキを集めるんだか……。邪魔にならないように適当にやっとけ」

　不釣り合いに高性能な装備や実力者の援護などの支援を受けて、本人の実力に見合わないほどに高いハンターランクを手に入れた者。養殖とはその手のハンターに対する蔑称だ。

　大規模なハンター徒党に所属している若手ハンターに多いこともあり、徒党が組織全体のハンターランク稼ぎ用に養殖しているとも揶や揄ゆされる。

　アキラはその蔑称の意味を知らなかったが、意味合いは相手の態度から何となく感じ取れた。

　だがアルファのサポートのおかげで身の程とは不釣り合いな実績を稼いでいることは自覚しているので気にした様子も無かった。

「お前がここの指揮者なのか？」

　アキラがそう尋ねると、ミマタが格下へ向ける態度を隠しもせずに答える。

「ここにそんなやつはいねえ。寄せ集めの人員で下手にリーダーを決めると余計な揉もめ事ごとが増えるからな。俺もお前らの面倒を見る気なんかねえ。子守りが欲しいならあっちの連中に交ざりな」

「……。分かった」

　アキラはミマタが指差した集団を見てからそう答えると、その者達からもミマタ達からも距離を取った位置で腰を下ろし、場のハンター達から進んで孤立した。

　場の者達が少し意外そうな視線をアキラに向けている。だがアキラは全く気にしていない。

『アキラ。向こうと合流しなくても良いの？』

『ああ。その方が揉め事が減る気がするからな。アルファが行けって言うなら行くけど』

　アルファが視線を一度向こうに移し、再びアキラに戻してから苦笑する。

『そうね。やめておきましょうか』

　ミマタが指差したのは、カツヤ達だった。




　14番防衛地点に配置された８人のハンター達は、アキラ、ミマタ達、カツヤ達の３グループに分かれて警備を続けていた。

　カツヤ達のグループは、カツヤ、ユミナ、アイリ、レイナ、シオリの計５名だ。

　ミマタ達がカツヤ達を養殖ハンターと判断した理由の大半はこの人員編制だった。

　若手のハンター達に交じって一人だけ大人が、恐らく別格の実力者が加わっている。大人は多分子守役だ。若手ハンターに対する偏見もあって、ミマタ達はそう決め付けていた。

　実際には違うのだが、カツヤ達と比べてシオリだけ格上の実力者であることは正しく、そう誤解するのは仕方無い部分もあった。

　ミマタ達もカツヤ達も雑談などで暇を潰している。何事も無く、何の変化も無く過ぎていく時間がその場から緊張感を奪っていた。

　それでも情報収集機器などで最低限の警戒は保っているので奇襲を受ける確率は十分に低い。子供でも出来る楽な仕事。今のところ、その説明に偽りは無かった。

　アキラはアルファと雑談を交まじえながら勉強をしていた。

　スラム街育ちの所為で読み書きも怪しく、一般教養も不十分。ハンターとして大成する為に必要な知識を得ようにも、その下地となる基本知識すら身に付いていない。足りない知識は山ほど残っている。それを補おうと、このような空いた時間を勉強に充てていた。

　不意にアルファが横を向く。アキラが釣られてそちらを見ると、自分の方へ歩き出そうとしているカツヤとレイナの姿があった。

　レイナはそのままカツヤとシオリを連れてアキラの下まで来た。そして座ったままのアキラを見下ろしながら強い口調で尋ねる。

「あなた、名前は？」

「アキラだ」

「何で一人で分かれているのよ。こっちに来なさい」

「いや、俺はここで大丈夫だ」

　レイナの眉間に皺しわが寄る。

「何でよ。一人でここでサボっているつもり？」

「サボるつもりは無いし、サボってもいない」

「噓を吐くのはやめなさい。さっきからずっと黙って座っていただけじゃない」

　カツヤ達もミマタ達も交代で最低限の見張り役は立てていた。アキラはそれすらしていない。少なくとも他者からはそう見えた。レイナの糾弾はその視点では正しい。

　だがアキラがしれっと答える。

「情報収集機器を使用して周囲広範囲の索敵を続けていた。その証拠に、こっちに来ようとしたそっちの動きにもすぐに気付いただろう？」

　厳密には索敵を続けていたのはアルファでありアキラではない。アルファが笑っているが、アキラは気にしないことにした。

　レイナの表情に更なるいらだちが追加される。しかし相手の言い分に納得してしまい言い返せないでいた。代わりにアキラを従わせる別の理由を探し出して口に出す。

「アキラのハンターランクは？」

「20だ」

　レイナが少し得意げな笑顔と口調で宣言する。

「私は23よ！」

　わずかな沈黙が流れた。アキラは欠片も態度を変えず、何の反応も返さなかった。自身の予想とは大分異なる相手の態度に、レイナの表情が再びいらだったものに戻っていく。

「ちょっと、聞いてるの!?　私のハンターランクは23なの！　アキラより上なのよ！」

「それで？」

「それで、じゃないわ！　私の方が上なんだから、私の言うことを聞きなさい！　さっさと立ち上がって、向こうに行くのよ！」

「自分より高ランクのハンターの指示には黙って従え、とは言われていない。依頼内容にも含まれていない。従う義務は無いな」

「……義務は無いって、そういうものでしょうが！」

　レイナは強い口調で叫ぶようにそう言い放った。その熱くなったレイナの様子に、カツヤがこれ以上は不味いと判断して割って入る。

「あー、なんだ、こんな態度だが、要は心配してるだけなんだ。何かあった時に一人でいるより大勢でいた方が安全だろう？」

　カツヤの発言は一応アキラを気遣ってのことだったがレイナを宥める為でもあった。しかしどちらも無為に終わった。

　レイナがいらだちの矛先にカツヤを加えて言い返す。

「こいつの心配なんかしてないわ！」

　アキラも平然と答える。

「俺のことは気にしないでくれ。何かあれば自分で対処する。万一の時は適当に見殺しにしてくれ」

　カツヤはアキラの返事に少し驚いたものの、何とか話を続けようとする。

「いや、そうは言っても、やっぱり皆でいた方が安全だろう？」

「放っておきなさい！　そんなやつ一人で死ねば良いのよ！」

　レイナはそれだけ言って戻っていった。かなりの早足で、その後ろ姿からも怒りの程が窺えた。シオリもその後に続く。

　レイナを目で追っていたカツヤが視線をアキラに向ける。アキラはもう話は終わったとばかりに既にカツヤ達から視線を外していた。

　カツヤは出来ればアキラからエレナ達との関係などを聞きたかった。だがこれ以上この場に留まってレイナの怒りの矛先が自分に向かうと面倒であり、アキラの態度も話を続けるものではなかったので仕方無く戻っていった。

　アルファが去っていくカツヤ達を見て微笑んでいる。

『何というか、元気いっぱいだったわね』

『そうだな。俺がここに来る前にも、元気いっぱいで揉めたんだろうな』

　自分が広場に来た時点で別グループに分かれていたのだ。恐らくもう揉めた後だろう。アキラはそう判断しており、それは正しかった。

　そこから、現状でヤラタサソリの群れに襲撃された場合、どこまでお互いを援護するかと考える。そして悲観的な答えを出した。お互いに見捨て合うのならまだまし。意図的な誤射が発生しかねない。そう考えた。

　アキラは最悪の場合、一人で逃げるつもりだ。契約上その権利もある。撤退の判断を含めて好きな時に独自の行動を取っても良いことになっている。万一に備えて、無駄な揉め事とは距離を取っておきたかった。

　アキラがわずかに顔をしかめて軽く溜め息を吐く。

『……楽な場所に配置されたと思ったんだけどな』

　アルファが意味深に微笑む。

『運良く楽な場所に配置されて助かった。アキラも、その結果で終わる努力をお願いね？』

『分かってるよ』

　アキラは自身を無自覚に棚に上げて嘆いていた。カツヤ達がまた揉め事を起こすと思っているのだ。

　だがアルファの判断は大分異なっていた。場の状況を最悪の事態に導く確率が最も高い者はアキラだ。そう考えていた。

　アキラは以前に自分を脅した男を躊躇無く殺し、死体を相手の拠点まで引き摺って乗り込んだ。誤射どころの話ではない。問題発生時の質の悪さは、恐らくこの場の誰よりも飛び抜けている。

　その行動原理を正確に把握する為に更なる観察が必要だ。アルファはそう判断していた。

　そしてその観察をずっと続けている。微笑みながら、今までも、これからも。





◆






　14番防衛地点の時間が平穏に過ぎていく。アキラはそれに不満など覚えなかったが、より多くの報酬を求める者達は現状に不満を感じ始めていた。

　無難に過ぎていく時間が、その者達の雑談の内容を不満への愚痴とその解決方法に偏らせていく。ミマタ達の雑談も大分具体性を帯びていた。

「暇だな。何にも起こらねえ。探索チームならついでに遺物収集でもして稼げるんだが、防衛チームじゃな」

「遺物収集って言っても、外周部辺りにはもう大した遺物は残ってねえだろう？」

「地上部はそうだ。だがこういう地下にはまだまだ残っているらしいぞ？」

「……まあ、こんな真っ暗な地下街まで遺物収集に行くやつは少ないだろうから、有り得るか」

「それにあの都市の襲撃騒ぎの時に防衛隊が派手に戦った余波で、地下街の一部が未調査部分と繫がったなんて話もある。ヤラタサソリだってその未調査部分と繫がった通路からこっち側に来たんじゃないか？」

「ということは、探索チームの連中は未調査部分の遺物を探し放題か？」

「そういうことだ」

「未調査部分なら大量の遺物が残っていても不思議は無いな。相当な儲けになるだろう。クソッ。俺も探索チームが良かった」

　雑談相手の男が悔しがる。ミマタがその様子を見て口の端をわずかに吊つり上あげる。

「それでな、そういう連中も流石に依頼の最中に遺物を持ち帰るのは無理だ。契約違反だからな。見付かったら都市の職員に取り上げられるし、罰則も厳しい。かといって折角見付けた遺物をその場に放置したくもない。そういうやつはどうすると思う？」

「……俺なら遺物を自分だけが分かる場所に隠すな」

「だろう？　俺だってそうする。つまりだ。その手の遺物をこの辺りに隠したやつがいても不思議は無いってことだ。ちょっと探してみないか？」

　ミマタ達は欲深い笑顔を互いに見せ合った。





◆






　レイナがミマタ達の様子に気付き、広場からゆっくり離れようとしている彼らを強い口調で呼び止める。

「ちょっと！　どこに行くつもりよ！」

「……どこって、ちょっと周囲の哨しょう戒かいに行くだけだ」

　そうしれっと答えたミマタには、取り繕う様子がほとんど無かった。その適当なごまかし振りに、レイナが自分達への軽視の度合いを感じ取っていらだちを高める。

「この場にいれば哨戒なんて不要でしょう！　第一それは探索チームの仕事だわ！　私達の仕事はここの防衛よ！　勝手に持ち場を離れないで！　迷惑だわ！」

　ミマタ達への敵てき愾がい心しんで張り上げた声が地下街に反響して響いた。だがミマタは全く意に介さずに軽い調子を崩さない。

「大丈夫だって。すぐに戻ってくるよ。モンスターも全然出てこないだろう？　何か動きがあれば連絡ぐらい来るさ」

「そういう話をしているんじゃないわ！」

　レイナを下に見るミマタ。ミマタに反発するレイナ。その言い争いに歩み寄りや摺すり合あわせというものは無かった。

　その不毛な遣り取りに皆の視線が集まる中、ミマタが自分達でもレイナ達でもない第三者の存在を思い出し、この件に巻き込むように軽く笑って意見を求める。

「お前はどう思う？」

　その第三者であるアキラに皆の視線が集まる。ミマタは相変わらず相手を軽んじた視線で、レイナは明らかに睨み付けるようなきつい目で、共に自分の意見への同意を求めていた。

　急に話を振られたアキラが少し考えてから自分の意見を告げる。

「……トイレならさっさと行って早めに戻ってきてくれ。ここでされても困る。しばらくしても帰ってこなかったら、モンスターと交戦しているかもしれないから本部に連絡して無事を確認する」

　アキラの発言はミマタの行動を容認するものだった。レイナが不機嫌そうな驚きの表情を浮かべ、ミマタが機嫌良く笑う。

「物分かりが良いじゃないか。そう。トイレだよ。実は漏れそうなんだ。じゃあな」

　ミマタはそれだけ言い残して連れと一緒に広間から出ていった。

　レイナはミマタ達を憎々しげに睨み付けていた。だがその姿が見えなくなると、アキラの方へ勢い良く顔を向けて、怒りに満ちた視線を投げ付けた。そして不満をぶつける次の対象に近寄りながら怒鳴り付ける。

「どういうつもり!?　あいつらの肩を持つわけ!?」

　アキラはそれでも平然としていたが、少し面倒そうな様子も見せていた。

「俺が何を言ったって聞きはしないだろう。好きにやらせて早めに戻ってきてもらった方が良い。それだけだ」

　そのどこか他人事のようなアキラの態度が癇かんに障り、レイナが激げき昂こうする。

「そういう話じゃないでしょ!?　あいつらに好き勝手にさせて良いわけ!?」

「俺にあいつらの行動を止める権利は無い。不満があるなら本部と掛け合ってくれ。それとも、あいつらに銃を突き付けて、行くなと脅せ、とでも言いたいのか？　止めないから自分でやってくれ」

　そもそもアキラも状況次第で独自に好き勝手に行動するつもりだ。ミマタ達の行動を非難できる立場ではない。

　また、仮に彼らが別行動を取っている間に本部から重要な指示が、例えば撤退命令などが出ても帰還を待つつもりも全く無い。

　勝手に離れた所為で取り残された者達がモンスターの群れに襲われて死んだとしても知ったことではない。その程度の危険は承知の上での行動だろう。そう思っていた。

　アキラの立ち位置はレイナ達よりも比較的ミマタ達の方に近い。それが彼らを止めなかった理由だった。

　その後もいろいろ言ってきたレイナをアキラは完全に無視していた。これ以上はその方が下手に答えるより揉めないと判断したのだ。

　何を言っても無駄だと察したレイナは、最後にアキラを強く睨み付けてからカツヤ達のところへ戻っていった。

　アキラが溜め息を吐く。

『あいつらは揉め事を起こさないと死んでしまう体質か何かなのか？』

　無自覚に自分を棚に上げたアキラに、アルファが苦笑を零す。

『人間には相性があるわ。単純にアキラとは相性が悪いだけかもしれないわね』

『多分そっちだな』

　誰彼構わず揉めていたら集団行動など出来るはずがない。しかしカツヤ達はチームを組んで行動している。単に自分やミマタ達のような人物とは相性が悪いだけだろう。アキラはそう判断して、それ以上気にするのをやめた。








第41話　戦歴と実力






　アキラやカツヤ達が広間に留まって警備を続けている中、ミマタ達は何度か周囲の探索に出ては戻ってくるのを繰り返していた。

　レイナはミマタ達を止める為に中継器を介して本部に掛け合っていた。だが本部は現場の裁量として真面に取り合わなかった。14番防衛地点は重要度も低く、本部がいちいち指示を出して監督するような場所ではなかった所為だ。

　しばらくするとカツヤ達もミマタ達の目的が単なる息抜きではないことに気付いた。

　不真面目に好き勝手に遺物収集に出かけている者がいる横で、自分達は黙って警備を続けている。レイナはその状況に不満を募らせ続けていた。そして軽い考えで口に出す。

「カツヤ。私達も周囲を探索しない？」

「……、駄目だ」

　検討の余地も見せない返事に、レイナが表情を不満げに歪ませる。

　自分達のチームリーダーであるカツヤの指示なので、チームの一員としてその指示に従う義務がある。それは分かっているのだが、本人の気性と溜まった不満がレイナを食い下がらせる。

「何でよ。何で私達だけ我慢しないといけないのよ」

「気持ちは分かるけど我慢してくれ。俺達は安全の為に出来るだけ５人全員で行動するように決めただろう。それに８人の中の５人、あいつらも加えれば７人が防衛地点から勝手にいなくなったら、本部も流石に黙認しない。ドランカムに苦情が行って、俺達も一緒に処罰を受ける。だから駄目だ」

　レイナはカツヤの正論に言い返せなくなったが、その正論では溜まった不満を解消できず、黙って不服そうな顔を浮かべていた。

　そのレイナに、カツヤが真剣さの中に親愛を浮かべた表情を向けて、更に相手の目をじっと見詰めながら告げる。

「それに、俺はあんな好いい加減な連中と同じ真似をレイナにはさせたくない」

　レイナはそれでわずかにたじろいで勢いを落とすと、不服そうな表情を崩し、代わりに照れ隠しのような顔を浮かべた。

　レイナは以前カツヤの実力を認めずに食って掛かっていた。しかしカツヤ達が暴食ワニの撃破に自力で成功したと聞くと、その実力を確かめる為に模擬戦を挑んだ。

　カツヤ達三人対レイナ達二人の少々変則的な模擬戦は、シオリが自身の働きをレイナ二人分程度に抑えたこともあり、十数回戦ってカツヤ達の勝ち越しとなった。

　結果に納得の出来なかったレイナは、今度はカツヤに差しでの勝負を挑んだ。結果は全敗かつ惨敗。何度挑んでも勝機を見み出いだせないほどの完敗が続いた。

　レイナはそれでカツヤの実力を認めると、目の前の少年に対する評価を大幅に引き上げた。そしてその少年が美形だったこともあって、異性に向ける好感も一緒に上がっていった。

　そのカツヤに見詰められて、レイナが照れをごまかすように答える。

「ま、まあ、負けたらちゃんと指示に従うってことだったからね。ここは我慢してあげるわ」

「ありがとう。助かるよ」

　自身がその実力を認めており、しかも美形で同世代の異性の笑顔に、レイナは照れを強くした。

　カツヤはレイナに向けて笑いながら、自身の視界の片隅で先程から笑顔で拳を握って見せ付けていたユミナが手を開いて腕を下げたのを見て、内心で安堵していた。

　レイナの誘いに乗って、俺達も遺物を探しに行こう、などと言っていればどうなっていたかは、考えるまでもなかった。

　そこでシオリが口を挟む。

「お嬢様。余りカツヤ様を困らせぬようにお願い致します。不用意に出歩く件は私も賛成致しかねます。私もカツヤ様もお嬢様の身を案じているのです。御理解をお願い致します」

「わ、分かったわ……」

　シオリに言われるとレイナも弱い。シオリはレイナの付き人だ。付き合いも長く、信頼も高い。諸事情で家を出てハンターとなってからも、護衛も兼ねてずっと付き添ってくれている。レイナは更に勢いを落とし、それ以上食い下がるのを諦めた。

　シオリが話を続ける。

「先程も進言致しましたが、不用意に他者と接触する機会を増やさぬようお願い致します。モンスター以外にも、警戒すべき対象は多々存在します。お嬢様の御お付つきの者が私のみである以上、遺憾ながら絶対の安全は保証できかねます。ドランカムに所属していないハンターとの会話もお控えください。お嬢様の気性では無用な諍いさかいの元になりかねません。また……」

　レイナは説教が長引く気配を感じると、口を挟んで何とか食い止めようとする。

「分かった。分かったわ。でもね、ちょっと過保護すぎない？」

「お嬢様。以前から繰り返し申し上げておりますが、ここは荒野です。防壁の内側とは根本的に異なる非常に危険な場所なのです。私の言動を過保護とお思いになられている時点で、認識が致命的に甘いことを、どうか御理解ください」

　東部に住む人間が荒野と呼ぶ場所には個人差がある。だが基本的に都市の外は全て荒野だ。荒れ地も野原も砂漠も海上も山脈も上空も遺跡も、全て一括りに荒野と呼ばれて、同様の危険地帯として同一視されている。

　生涯を壁の内側で過ごす者達の中には、壁の外側全てを荒野と呼ぶ者もいる。たとえ都市の下位区画であっても、防壁外の地域として一括りにしていた。

　程度の差はあれど、日々の生活で無意識に積み上げた当たり前の安全基準から掛け離れた場所。相手が人であれモンスターであれ、殺し合いの力量が物を言う危険地帯。そこが荒野だ。

　レイナも自身がその危険地帯にいると知ってはいる。しかし認識が甘く、感覚が荒野に追い付いていなかった。

　シオリが護衛に付いていること。カツヤ達のような比較的良識的で常識的な者達との集団行動が基本になっていること。それらはレイナの安全を高めるのと同時に、危険を正しく認識する機会を遠ざけていた。

　シオリもそれは分かっている。だがその為にレイナを危険に晒す訳にもいかず、仕方無く説教を長くして理解を促していた。

　レイナはシオリの説教に少しうんざりしながらも、癇癪を起こして反論するような真似はしない。自分の身を真剣に案じているのだと嬉しく思ってすらいた。

　しかし同時にこのままでは何事も無く終わってしまうとも思って焦りを募らせていた。

　レイナはハンター稼業を必ずシオリと一緒にいる状態で続けていた。ただでさえ若手ハンターは侮られている上に、実力者かつ専属の子守り付きだ。ドランカムでのレイナの評価は低い。

　それでもハンターランクは順調に上昇していた。自身の実力を誰よりもレイナ自身が認められないままに。

　カツヤ達は暴食ワニを討伐してその実力をある程度認めさせた。ドランカムではカツヤ達を子供だという理由で侮る者も減ってきている。ミズハという幹部からも十分な評価を得ていた。

　特にカツヤは高く評価されていた。ドランカム経由で仮設基地構築関連の依頼を受けて、人数調整の都合でカツヤだけビル制圧班ではなく救援班に回された時も、たった一人で何十人というハンター達を助けていた。

　レイナもカツヤの実力を改めて認めた。そして自分も同じように認められたいと思い始めた。

　暴食ワニほどではないがヤラタサソリもそれなりに強力なモンスターだ。その群れの討伐に加わって十分な成果を上げさえすれば、自分も自他共に認められるのではないか。レイナはそう考えていた。

　ドランカムはカツヤ達を暴食ワニ討伐の成果やカツヤの救援班での実績を強く押し出して派遣した。

　本部はそれを受けて当初カツヤ達を討伐チームに配置する予定だった。だが現場の人間はカツヤ達の大半が子供だと知ると、配置を急きゅう遽きょ防衛チームに変更した。

　レイナはそれを残念に思い、自分達を軽んじる状況に怒りを覚えていた。

　防衛チームでも戦闘が発生する可能性は存在する。だからこそハンターを配備するのだ。きっと機会はある。レイナはそう考えて不満と焦りを抑えていた。

　しかし配属された14番防衛地点はとても安全だった。ミマタ達がこの場から勝手に離れるのも、それを本部が強く止めないのも、ここにいても何も起こらないだろうと考えているから。レイナがそう考え、それを正しいと思ってしまうほど、平穏な時が流れていた。

（……このまま、何の結果も出せないまま終わってしまうの？）

　既にレイナは何かが起こることを期待し始めていた。荒野では安全が何よりも大切だ。その基本すら忘れ、おろそかにするほどに焦っていた。

　その時、広間に設置している中継器から通信が入った。

「こちら本部。14番防衛地点、応答せよ」

　全員が中継器の側に集まり、一番近くにいたミマタが答える。

「こちら14番防衛地点だ」

「何か異常は無いか？」

「問題無し。平和なもんだ」

「……お前は、１４７番だな？　さっきからちょくちょく持ち場を離れていたようだが、本当に何も無かったのか？」

「連れとトイレに行っただけだよ。一人で行くのは危ないし、尿意のタイミングに差があるのは仕方無いだろう。堅いこと言うなよ」

　ミマタ達が持ち場から頻繁に離れすぎたので、本部も流石に苦情を出してきたのだろう。皆そう思っていた。

　ミマタも適当にごまかしながら切り上げ時だと考えていた。だがその予想が覆される。

「そんなことはどうでも良い。移動中にヤラタサソリとの遭遇は無かったのか？　或いはそれらしい気配を感じたりはしなかったか？」

「いや、そんなことは無かった。何かあったのか？」

「15番防衛地点がヤラタサソリの群れに襲われた。撃退自体は負傷者も無く無事に済んだが、襲撃してきた方向が問題だ。既に制圧済みと判断した場所から襲ってきたようだ」

　状況の変化の知らせに、14番防衛地点の雰囲気がわずかに変わる。

「単に探索チームの調査不足で経路の封鎖に漏れがあっただけかもしれないが、ヤラタサソリが別の新しい通路を開通させたとも考えられる。脆もろい壁を壊して穴を開けたり、瓦礫の隙間を広げたりしてな」

「ここも襲われる恐れがあるから警戒しろってことか？」

「違う。周辺を再調査してもらう。そちらから数名出して、地下街マップ構築時の状態から何か変化が無いか確認してくれ。もし新たな通路が発見された場合は探索チームか討伐チームを送り込む」

　新たな通路が未調査の場所に繫がっていれば、その先には大量の遺物がまだ手付かずの状態で残っている可能性がある。そう考えたミマタが仲間と顔を見合わせて笑った。

「了解した。俺達で調査する。すぐに出発する」

　だがその威勢の良い返事は、あっさりと却下される。

「駄目だ。お前達は行くな。そこで黙って防衛地点を守ってろ。どうせ調査はそこそこに、遺物収集を始めるつもりだろう」

「……そんなことないって」

「いいから、お前らは、そこから動くな」

　ミマタは本部の念押しに不満そうに舌打ちした。レイナがその様子を見て楽しそうに笑う。

「いい気味よ」

　ミマタがレイナ達を見ながら小馬鹿にするように本部に言い返す。

「ふん。それなら誰を調査に行かせるんだ？　残ってるのはガキと子守りだけだぜ？」

　カツヤとレイナがミマタを睨み付ける。ユミナとアイリも少し不服そうな表情を浮かべている。シオリは黙ってレイナの側に立っている。アキラはどうでも良さそうにしていた。

　誰が調査に向かうのかという、場の者で決めれば果てしなく揉めそうな選定を、本部の職員は既に済ませていた。

「27番が行け。27番を含めて多くても３名だ。残りはそっちで適当に選べ。27番だけでも構わん」

　ミマタ達もカツヤ達も自分達以外の番号を把握している訳ではない。27番が誰か分からずお互いに顔を見合わせる。

　そこに該当者の声が響く。

「27番。了解した」

　声の主に皆の注目が集まる。27番は、アキラだった。

　アキラがリュックサックを摑んでその場から離れていく。アルファが一応確認を取る。

『アキラ。あと２人連れていけるけれど、誰か連れていかなくても良いの？』

『一人で行く。余計な揉め事は御免だ』

『それもそうね。それにしても、一人だと危ないから単独行動を減らす条件を折角盛り込んだのに、無駄になってばっかりね』

『全くだ。次があったらもうちょっと条件を考えないとな』

　さっさと調査に向かおうとするアキラを、他の者達は半ば啞然としながら目で追っていた。驚きや困惑など様々な視線が向けられていたが、アキラはそれらを無視して広場の外に消えていった。




　アキラが14番防衛地点から姿を消した後、我に返ったミマタが本部に怪訝そうに聞き返す。

「何であのガキなんだ？　何かの間違いじゃないのか？　他のやつと勘違いしてないか？」

「27番で間違いはない」

　本部はミマタの疑問を明確に否定した。それを聞いて今度はカツヤが尋ねる。

「27番を選んだ理由は？　適当に選んだだけなら人員はこちらで選定したい」

　本部が適当に選んだ人員で作業を進める前例を作ると、今後の作業で揉め事が発生しかねない。カツヤはそう考えて、チームのリーダーとして本部に強く再考を促した。

　だが本部はそれも否定する。

「問題無い。27番の戦歴を考慮しての選択だ。残りの２名はそちらで好きに選べ」

　カツヤに衝撃が走った。まただ。その思いが顔に出ていた。

　本部側の職員は恐らく１階で自分達を軽んじて急遽配置を変更したあの男だ。その男が、同じ若手ハンターであるはずのアキラの実力を認めたような発言をしている。アキラと初めて出会ったあの時と同じように。その思いが、カツヤをわずかに震わせた。

　今度はシオリが問い掛ける。

「戦歴とは？　52番のチームは３名で暴食ワニの討伐に成功しております。戦歴を考慮した上での選定ならば、人数的にも52番のチームの方が宜しいのでは？」

「暴食ワニの討伐とヤラタサソリの討伐は別だ。戦闘状況も異なる。現在の状況に類似した戦歴を持っていることから、27番が適していると判断した上での選別だ。問題無い」

　ドランカムは大規模徒党の伝を活かして、今回の作戦にカツヤ達を含めた多数の若手ハンターを送り込んでいた。

　これにより実際の実力はどうであれ、実力に不安を覚えてしまう者達を多数捻じ込まれたことで、この職員はドランカムに余り良い印象を持っていなかった。

　更にそのドランカム所属の者から本部側の判断を疑う質問が続いたこともあって、職員は少し機嫌を悪くしており、どこか刺とげ々とげしい口調で返事をしていた。

　そしてその職員の態度が、それを聞いた者達にアキラの実力を想像させた。だがミマタはそれに納得できずに訝しむ。

「あのガキ……27番にどんな戦歴があるって言うんだ？」

「ヤラタサソリの群れに襲撃、占拠されたビルから救援要請を出したハンター達の救出に成功している。更にビル内部及び脱出後に追撃してきたヤラタサソリを最低でも80体以上撃破している。これらは27番単独で行われている」

「……じょ、冗談だろ？」

　職員の説明を聞いた場の全員の感想を、ミマタは分かりやすく端的に零した。だがそれも否定される。

「ハンターオフィスの掲載情報だ。お前をからかう為の情報ではないことだけは確かだ。お前が納得する必要は無い。お前はそこをしっかり守ってろ」

　アイリが少し考えて口を挟む。

「カツヤ……52番も救援班での活動で多くのハンターの救出に成功している。その成果から考えれば、27番の一択にはならないはず。暴食ワニも倒している」

「……52番の救援班での活動は、こちらも評価に値する戦歴だと思っている。だが、その時にヤラタサソリはいなかった。地下街の環境は狭いビル内と類似点が多い。27番はその環境で既にヤラタサソリの群れとの交戦経験がある。比べるまでも無い」

　今度はレイナが口を挟む。

「でもカツヤ達は暴食ワニを倒してるんでしょう？　ヤラタサソリがいなかったとしても、実力的には27番の一択にしてしまうほど、大きな判断材料にはならないはずよ？」

　自分の判断の妥当性をしつこく問われ、少しずついらだちを高めていた職員が遂に声を荒らげる。

「……暴食ワニ暴食ワニうるせえな！　暴食ワニを倒したのがそんなに自慢か!?　暴食ワニなんてのはな、ちょっと実力のあるハンターなら普通に狩れる程度のモンスターだ！　27番も暴食ワニぐらい単独で倒してるんだよ！」

　レイナはかなり驚いた。暴食ワニは、自分と差しで戦いあれほどの実力を見せ付けたカツヤが、ユミナとアイリを加えた三人でようやく倒したモンスターだ。それを自分と同じ年頃の者が単独で倒したなど、レイナには素直に信じられなかった。

　すぐに詳しい話を聞こうと思ったが、本部からの続く言葉に遮られる。

「いちいち突っかかるな！　上の判断にいちいち文句を付けるのがドランカムの方針か!?　質問は打ち切る！　以上だ！」

　本部はそれだけ言って通信を切った。

　場の者達が受けた衝撃は強く、ミマタ達もカツヤ達も驚きでしばらく顔を見合わせていた。

　その衝撃がレイナを刺激する。レイナは何となくだが、カツヤはアキラに対抗心のようなものを抱いていると感じていた。アキラの戦歴を聞いてからは、それを根拠に自分の予想は正しいと強く思い始めていた。

　自分がその実力を認めるカツヤ。そのカツヤが対抗心を燃やすアキラ。そのアキラに付いていけば何かが得られるのではないか。自身の実力を自分で誇れるようになる切っ掛けが、契機が、機会が、何かが手に入るのではないか。

　レイナはそう考えてしまった。荒野で一番大切な安全を軽んじるほどに、自分から危険を願うほどに強く望んでしまった。

「……調査要員の枠はまだ２名分残っているわよね？」

　シオリがレイナの質問の意味を察して思わず声を上げる。

「お嬢様!?」

「シオリ、あいつを追いかけるわ」

　レイナは選択した。安易な選択でも、覚悟を決めた決断でも、選んだ結果は背負わなければならない。その自覚も薄いままに。
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　ただでさえ迷路のような地下街は、通路の一部が崩落等で塞がれた所為もあり、更に迷いやすい構造になっていた。

　だがアキラは探索チームが作成したマップを貸出端末で閲覧できる上に、中継器等との連携で現在地も確認できる。そのおかげで地下街を比較的安全に進むことが出来る。

　しかし探索チームにはそのような便利なものは無い。それを作るのが探索チームの仕事なのだから当然だ。

　地下街のマップは探索チームの苦労の結晶だ。本部がマップからモンスターの侵攻経路を想定して防衛地点の配置等を検討するのにも非常に役立っていた。

　だがヤラタサソリが壁に穴を開けて新たな侵攻経路を作り出せば、折角一度制圧した領域の安全性も台無しになる。今はまだその恐れがあるという段階だが、それだけでも危険度は上昇する。アキラはその場所に足を踏み入れていた。

　調査といっても、当ても無く地下街を歩き回る訳にもいかない。アキラは14番防衛地点からある程度離れた場所で一度立ち止まると、アルファと当面の行動指針の相談を始めた。

『どうしようか。取り敢えず15番防衛地点を目指すか？』

『その理由は？』

『15番防衛地点を襲ったヤラタサソリに生き残りがいれば、来た道を戻ったやつがいるかもしれない。そいつが負傷していれば、血とかが床に付いて目印になっているかもしれない』

『悪くない判断ね。他には？』

『あとは、そうだな……、ヤラタサソリの群れに遭遇して対処し切れない時に、15番防衛地点の方が近かったらそっちに逃げ込めるから、かな？　負傷者無しでヤラタサソリを撃退済みなんだ。14番防衛地点に撤退するより安全かもしれない』

『良い判断ね。特に最後の理由が高評価よ』

　笑顔でそう答えたアルファを見て、アキラが不安を覚える。

『14番防衛地点は、アルファも危ないと思うのか？』

『空気は弛緩しているし、配置人員は既に内部分裂しているわ。実際に襲撃を受けた時にどこまで真面に対応できるかは未知数よ。撃退済みの実績がある方が良いに決まっているわ』

『だよなぁ……』

　内部分裂に関しては進んで第三勢力になった人間にどうこう言う資格は無い。だがアキラはそれを分かった上で棚に上げていた。

　仲良く助け合おうとまでは言わないが、アキラにも足の引っ張り合いをしない程度には、後ろから撃たれないぐらいには協力する気はある。モンスターとの交戦中に意図的な流れ弾の心配までしたいとは思わなかった。

『そろそろ行きましょうか。訓練を兼ねて私のサポート無しで進みましょう』

『こんな時にも訓練か』

『こんな時だからこそよ。勿論、私の索敵は裏でちゃんと実施するわ。私の訓練も兼ねてね』

『アルファの？』

　何となくだが、アキラはアルファのことを、自分のように訓練が必要な存在とは思っていなかった。それを意外に思っていると、アルファに笑顔で聞き捨てならないことを告げられる。

『そうよ。現在のアキラの装備で私がどこまでアキラをサポートできるか。その確認とサポートの効率上昇の試行錯誤。それが私の訓練よ。実は今、私の索敵能力は結構落ちているの』

　アキラが凍り付いた。そして硬直から解凍されると分かりやすく慌て始める。狼ろう狽ばいを抑えようと必死だったが、完全には抑え切れなかった。

『ど、どういうことだ？』

『詳細を話すと長くなるから、簡単に原因だけ説明するわね。まず私はクズスハラ街遺跡の地下では、地上ほどの索敵能力を発揮できないのよ。更に遺跡の建築資材や機能には索敵を妨害する性質の物もあるの。この場所はその両方を満たしているのよ』

『……それで、具体的には、どの程度低下しているんだ？』

『それは内緒。アキラやそこらのハンター達と比べれば、私の索敵能力の方が遥はるかに上よ。桁違いに高いわ。もっともアキラを比較対象にしている時点で、索敵の精度も範囲も著しく低下していると思ってね』

　アキラは内緒の意味を、知らない方が良いという意味だと解釈した。久しく感じていなかった恐怖が湧き上がってくる。未知の遺跡で、曲がり角の先にいるかもしれないモンスターに怯えながら、歯を食い縛って進む感覚だ。

『大丈夫だ。覚悟は俺の担当だ。行こう』

　これで足が竦すくんで進めないようではハンター稼業など続けられない。アキラは覚悟を決めて歩き出そうとした。

『アキラ。その覚悟に水を差して悪いけれど、来客よ？』

　アルファがアキラの後ろを指差す。アキラは少し怪訝そうにしながらも、アルファの態度から敵ではないと判断して、銃を構えたりせずにゆっくり振り向いた。そして別の意味で怪訝そうな顔を浮かべる。

『あいつらは……』

　そこにはアキラの方に向かってきているレイナとシオリの姿があった。
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　レイナ達がアキラの姿を確認したのと、アキラがレイナ達の方へ振り向いたのはほぼ同時だった。

　だが厳密にはアキラの方がわずかに早かった。シオリがそれに気付いてアキラへの警戒を強める。

　背後で確実に視界の外。足音などが聞こえる距離でもない。自分達の存在を情報収集機器の反応で察知したのだとしても、そこまで高性能な機器を保持しているようには見えない。

　それにもかかわらず、振り向いたアキラは自分達の位置を正確に把握しているように視線を向けてきた。シオリにはそれが偶然だとは思えなかった。

　東部の東端、最前線と呼ばれる地域で活動する一流のハンターには、説明の付かない何かによって、明らかに知覚外の位置にいる人の視線や気配を正確に感じ取る者もいる。

　アキラがその手の者達の同種、或いは同様の才の持ち主ならば、敵に回せば非常に危険だ。そう判断したシオリがレイナに再考を促す。

「……お嬢様。やはり今からでも戻る訳にはいきませんか？」

「嫌よ。それにアキラに見付かった瞬間に戻るなんて思いっきり不審者じゃない。奇襲するつもりだったなんて勘違いされたらどうするのよ」

「私達には彼を奇襲する理由が御座いません。誤解は十分解けると思います」

「アキラも待っているみたいだし、急ぐわよ」

　レイナは先を急ぎ、説得を諦めたシオリも後に続いた。
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　急いでこの場から離れてレイナ達を捲まけば揉め事の種が減るのではないか。アキラはそう考えて、すぐに取り消した。

　瓦礫などに擬態もするヤラタサソリの巣がある遺跡の中を、アルファの索敵能力が落ちている状態でレイナ達を振り切るほど素早く移動する。アキラもそれは流石に躊躇った。

　そして一度待ってしまったので、何となく仕方無くそのままレイナ達の到着を待った。その後、到着したレイナに敢えて愛想の悪い態度を取る。

「何かあったのか？」

「私達も調査に来たの」

「そうか。俺はあっちを調べるから、他の場所を頼む」

「私達も一緒に行くのよ」

　暗に同行を断ったのだが、伝わらなかったのか、伝わった上で無視されたのかまでは、アキラの拙い対人経験では分からなかった。そこで今度はシオリに非難気味の視線を送った。

「……お嬢様。先方は私達の同行に気乗りではない御様子です。やはり引き返した方が宜しいかと」

　レイナが表情を一気に険しくする。だが何かを嚙かみ殺ころすようにした後、軽く息を吐いて何とか落ち着きを保った。少なくともその努力はした。

　ここでアキラを相手に怒鳴り合うのは流石に不味い。その判断で激情の起点を辛うじて抑えたのは明らかだった。

　レイナが落ち着こうと心掛けながら、同行の交渉の続きを試みる。

「……私達も一緒に行くわ。私は役に立つわ。……私はともかく、シオリは役に立つわ」

「じゃあ彼女だけで良いんじゃないか？」

「私がいないとシオリも帰るわ」

「じゃあ二人で一緒に帰れば良いんじゃないか？」

「私達も一緒に行くわ」

「嫌だ。帰れ」

　アキラはそう一度強く宣言すると、レイナ達に背を向けた。そしてレイナ達をいない者として扱って歩いていく。

　そのまま地下街を警戒しながらしばらく進んだ後、やはり気になって背後を確認すると、予想通りレイナ達はついてきていた。しかも同行者並みに近い位置にいた。

　アキラは再度レイナ達と向き合うと、一度溜め息を吐いた。そして軽く呆れたような口調で声を掛ける。

「……あれか？　俺はそっちに銃を突き付けて、帰れと脅さないといけないのか？」

　すると、シオリの雰囲気が少し鋭いものに変わった。

「その場合は、全力で抵抗致します。お互いにとって不必要な被害が生じますので、お勧め致しません。再考願います」

　シオリの目は真剣そのものだ。自分の命と引き換えにしてでもレイナを守るという強固な意志が感じられた。

　アキラもその意志そのものには称賛を覚えた。だがこの状況で発揮するものでもないだろうとも思い、少し呆れを強めた視線をシオリに向けていた。

「そこまで言うなら力尽くで彼女を連れて帰れよ。それで済む話だろう？」

「私は立場上、許容しうる範疇でお嬢様の意志を尊重致します。お嬢様の意志を無視する行動は、相応の事態の場合に限られます」

　アキラが再び溜め息を吐き、面倒そうに軽く頭を抱える。

『アルファ。何とかならないか？』

『仕方無いわ。ここは諦めて気にしないようにしましょう』

『何で揉め事製造機を連れて探索しないといけないんだ？』

　アキラは自分を棚に上げて少し嫌そうな顔を浮かべていた。アルファがそのアキラを窘めるように微笑む。

『下手に力尽くでどうこうしようとすると事態が悪化するからよ』

『……そうだけどさ』

『盾や囮おとりぐらいにはなるし、負傷したら勝手に帰る。そう思って気を切り替えなさい。本当に銃を突き付けて脅す訳にもいかないでしょう？』

『……、そうだな』

　アキラは諦めて地下街の調査を再開した。背後のレイナ達を無視して、周囲を注意深く警戒しながら15番防衛地点の方へ調査範囲を広げていく。

　情報収集機器で辺りの様子を探り、モンスターの存在を逐一確認する。敵の気配や反応が無かったとしても、以前にヤラタサソリの群れに囲まれた時の状況を思い出して、気を抜かずに歩を進めていく。

　一応見落としがあればアルファが教えることになっている。だが側の瓦礫が実はヤラタサソリの擬態かもしれないと思うと、どうしても慎重に、少々念入りに警戒してしまう。その所為でアキラの移動速度はかなり遅くなっていた。

　そこでアキラがふと思う。

『アルファ。そういえば俺の情報収集機器の設定だけどさ、今の設定で問題無いのか？』

『あるわ』

『あるんだ……』

　問題有りとあっさり告げられて少し微妙な顔を浮かべているアキラに、アルファが笑って設定の問題点を指摘する。

　周囲の環境によって設定の最適値は異なる。銃の照準器との連携内容でも変化する。

　擬態で周囲の景色に溶け込むようなモンスターが多数棲息している場所では、擬態した相手を発見しやすい設定にする必要もある。

　対象範囲の設定も重要で、範囲を狭めれば範囲外の敵に先に察知される確率が上がる。範囲を広げれば索敵精度が落ちて擬態したモンスターから奇襲を受ける恐れが増える。

　そのような様々な要素を考慮した上で、設定内容を慎重に調整する必要がある。

　それらの説明を聞いたアキラは、自力での調整を諦めた。

『つまり、今の俺には無理だってことだな。アルファ。代わりに設定してくれ』

『了解よ。はい。変更したわ。でもいずれは自分で設定できるようになってもらうからね』

　情報収集機器の設定変更により情報収集の精度が飛躍的に上昇する。するとアキラが装備している透過ディスプレイの表示内容が劇的に変わった。

　まずアキラの後ろにいるレイナ達の反応が鮮明になり、ぼやけていた周辺の立体図も更新された。

　更に探索チームが地下街マップを作成した時の地形情報と現在の地形情報の差異が、崩れた瓦礫の破片の位置まで識別できる精度で追加表示された。

　反響定位などで通路の曲がり角など遮蔽物の先を認識できる距離も伸びていた。

　アキラが余りの違いに驚く。

『随分違うんだな。俺が聞かなかったら、ずっとさっきの設定のままだったのか？』

『現在の設定は正しいのか、変更する必要はあるのか、自分でそういったことに気付くのも訓練の内よ？』

　アキラがわずかに項垂れる。

『……精進します』

『頑張ってね』

　アルファはいつものように微笑んでいた。








第42話　揉め事の対応






　15番防衛地点をヤラタサソリ達が襲撃した件でアキラが本部から指示を受けて調査に出た後、レイナ達はアキラを追って14番防衛地点を飛び出した。

　だがアキラと合流して自分達も調査に加わることを要望すると、つれなく断られた。取り付く島も無かった。しかし諦め切れずに半ば強引に同行すると、アキラに無視されながらも一緒に地下街を進んでいた。

　その後しばらく経った辺りで、前を歩くアキラを見ていたレイナの顔が少し怪訝なものになる。幾ら地下街とはいえ、アキラの歩みが随分と遅いように感じられたのだ。

「シオリ。何であいつあんなに進むのが遅いの？」

　レイナの側で周囲の警戒を続けていたシオリは、その疑問の回答の本質を分かった上で、まずは当たり障りの無い答えを返すことにした。

「遺跡内部をどの程度の速度で移動するべきか。その基準や判断には個人差があります。彼は多少時間を掛けてでも索敵を念入りに実施する主義なのでしょう」

　しかしレイナはその答えでは納得できなかった。深く考えずに、より踏み込んだ問いを続ける。

「だからって幾ら何でも遅すぎない？　三人で警戒しているのよ？」

　索敵の重要性はレイナも理解している。脇道や瓦礫の陰、店舗の廃墟の中など、地下街はモンスターが潜んでいそうな場所だらけだ。しかもヤラタサソリは瓦礫などに擬態までするのだ。しっかりと確認したくなる気持ちはよく分かる。

　だがそれを考慮しても、防衛地点で聞いたアキラの実力が正しければもっと速く進んでも良いはずだ。少なくとも索敵を三人で分担した移動速度としては遅すぎる。レイナはそう考えていた。

　シオリはその疑問に答えるのを少し躊躇った。確実にレイナの気分を害する内容だからだ。しかし踏み込んで尋ねられてしまった以上、分からないとごまかすのも自身の忠義に叛はんすると思い直し、正直に自分なりの解釈を伝える。

「三人ではありません。一人です」

「えっ？　三人でしょう？」

「彼は私達を戦力に数えておりません。索敵も同様です。私とお嬢様が確認済みの場所や方向を再確認していますので間違いないと思います。ヤラタサソリの群れと遭遇した場合に、彼の火力のみで対処可能な位置取りの確認もしています。つまり、実質一人で進んでいるのと変わりありません」

　シオリの考察は正しい。それはアキラ自身の訓練の為であり、モンスターの襲撃を受けた時にレイナ達がアキラを囮にして離脱した場合への備えでもあった。

　レイナはそのアキラの行動を、自分達を完全な足手纏いだと考えてのことだと思い、表情を怒気で大きく歪める。

　そして思わず声を荒らげようとしてしまったが、歯を食い縛って何とか耐えた。相手の意志を無視して無理矢理付いてきた挙げ句、怒鳴り声でモンスターを誘おびき寄よせてしまえば、そう扱われる無能だと自身で証明しているようなものだからだ。

　辛うじて表向きの平静を保ちながら、静かな声で、しかし確かな怒りを込めて、憤ふん怒ぬで体をわずかに震わせながら内心を口に出す。

「……私達の実力がそんなに信用できないってこと？」

　レイナの怒気を鎮める為に、シオリが意図的に落ち着いた態度で答える。

「彼はお嬢様の実力を存じておりません。ハンターランクと交戦能力を結び付けないハンターならば致し方ない面もあります。知らない相手の実力に自身の命を預けるという不確定要素を出来るだけ排除している。そうお考えください」

「それはそうだけど……」

「一目で相手の実力を見抜くのは困難です。あれほどの実力を持つカツヤ様ですら、若手という理由だけで軽んじられているのです。残念ですが、我々ならば尚なお更さらでしょう」

　ハンターランクはハンターの実力を示すものだが、それは各種能力の総合評価であり、モンスターとの戦闘能力を保証するものではない。

　索敵や遺物収集の能力は壊滅的だが、それを高い戦闘能力で補う者もいる。勿論その逆も存在する。そのどちらも最終的な成果が同程度であればハンターランクも同じぐらいになる。

　シオリに諭されたレイナが少し落ち着いた頭で推察する。広間で聞いた戦歴から判断すると、アキラは戦闘能力特化のハンターなのかもしれない。そして自分よりハンターランクが高く、戦闘能力が低い者を多数見てきたのかもしれない。

　それならば、この扱いも多少は納得できるし、仕方が無い。レイナはそう考えて落ち着きを取り戻した。だが不満の完全な解消には至らなかった。

　シオリが真面目な顔で提案する。

「お嬢様。やはりお戻りになりませんか？　このまま彼に同行していても、お嬢様の為にはならないと思います」

「……。嫌よ」

　ここで戻ってしまえば、レイナの成果は呼ばれもしないのにやって来て、邪魔だけして帰っていったという、ろくでもないものになる。それは嫌だった。

　そしてそれ以上に、レイナは何かを摑みたかった。自分の実力を自身で認め、誇り、納得する。それを可能にする機会や切っ掛けを。その何かを。

　シオリの顔がわずかに険しくなる。レイナは半ば意地になって戻ろうとせず、アキラは恐らく自分達を味方とは認識していない。その状況をかなり危険視していた。

　この状況で三人の手に余るほど大規模なヤラタサソリの群れと遭遇した場合、下手をするとアキラまで敵に回る。一人で逃げる為に銃撃等で自分達の足を止めて、囮役を押し付けてくる危険は否定できない。必要ならば、自分でもそうするからだ。

　レイナが意志を変えないのならば、アキラの意志を変えるしかない。最低でも非常時に協力して撤退する程度まで関係を改善する必要がある。シオリはそう判断すると、その方法を考え始めた。





◆






　アキラが地下街で足を止めて唸っている。15番防衛地点を襲撃したヤラタサソリの痕跡を探しながら結構進んできたのだが、今のところそれらしい跡は見付けられなかった。

　自分の探索能力不足による見落としではないか。そう疑ってアルファに確認を取る。

『アルファ。痕跡探しも俺の訓練だってのは分かってる。だから俺も一応注意して自力で探している。でも俺が見落としていたら、黙っていないで教えてくれ。仕事なんだからな』

『大丈夫よ。ちゃんと教えるわ。訓練だからと教えなかった所為で、アキラにヤラタサソリの群れに飛び込まれても困るからね』

　少し楽しげな笑顔を向けてきたアルファに、アキラは軽い苦笑を返した。

『それはどうも。そうすると、本当に痕跡が無いのか。このまま何も見付からなかったら本部から文句を言われそうだな。何も無かったのに時間が掛かりすぎだって』

　アキラがわずかに顔をしかめた。アルファはそれが本部への文句ではなくアキラ自身の仕事ぶりへの疑念に起因するものだと見抜くと、アキラへ優しく微笑んだ。

『その時は好きに言わせておきなさい。本部も本格的に調査するのなら探索チームを派遣するはずよ。防衛チームの人員が念入りに調査したので時間が掛かった。それだけの話よ。アキラが気にする必要は無いわ。このまま焦らずに安全第一で行きましょう』

　アルファもアキラに仕事を頼んでいる立場だ。アキラの仕事への誠実さは大いに歓迎する。

　しかしその誠実さの所為で、こちらの依頼を成し遂げる前に死なれては困るのだ。アキラの不必要な誠実さを和らげる為に、そして自身の目的の為に、アルファはアキラの身を深く気遣った。

『……。それもそうだな。分かった』

　アキラもそれで気を取り直し、今まで通りに先に進もうとした。

　そのアキラをシオリが呼び止める。

「お話が御座います。お聞きください」

　アキラはシオリを無視しようとした。だが次の発言に思わず振り返って反応してしまう。

「お嬢様の護衛を依頼致します。依頼内容の詳細及び報酬についての交渉を希望します」

　余りに唐突な内容に、アキラは何を言われたのかすぐには理解できなかった。少し時間を掛けてようやく理解が追い付いたが、今度はその意図が分からずに困惑した。そして若干の混乱を見せながら、その心情を端的に示した声を漏らす。

「……えっ？」

　少なくとも自分の話を無視せずに聞いている。シオリはそう判断すると、相手の混乱に乗じる意図も含めて話を続ける。

「依頼内容の説明を進めさせて頂きます。護衛期間は今回のヤラタサソリ討伐依頼の期間内、かつお嬢様を護衛可能な距離にいる間とします」

　アキラが混乱している間に、その混乱を更に深める説明が続く。

「報酬は５００万オーラム。成功報酬とします。本部等の指示で同行等が不可能となった状況でも報酬の減額は致しませんが、その状況を積極的に求めた場合や、お嬢様を危険に晒した場合などは、その過失分の減額を……」

　レイナはシオリの唐突な要望にアキラと同じく固まっていた。だがようやく我に返ると、慌てて口を挟む。

「ちょ、ちょっと！　いきなり何言い出すのよ!?」

「お嬢様の護衛を依頼しております。お嬢様にお戻りになる意志が無い以上、お嬢様の身の安全の為に他の手段を取る必要が御座います。大人しくお戻り頂けるのであれば、この依頼は取り下げます」

「い、いやでも、外部の者を雇うにしても、５００万オーラムなんて報酬をドランカムが認める訳ないでしょう？」

「御心配には及びません。私の私財から支払います。大金ですが、お嬢様の身の安全には代えられません」

　シオリは本当に５００万オーラムを自費で支払おうとしている。レイナはシオリの真剣な様子から、その本気を感じ取ってたじろいだ。

　考え直せと言っても無駄なのはレイナもよく分かっている。それは自分の安全を考え直せと言っているのと同義だからだ。シオリがそれを許容するのは有り得ない。

　流石にレイナも自分の我わが儘ままの所為でシオリにそこまでさせるのは悪いとは思う。自分が大人しく戻ればそれで済む話だと理解もしている。

　だが、何らかの成果を残すまでこの場に残りたいという気持ちもかなり強く、元々意地になりやすい性格がそれを助長していた。その結果、レイナは軽い混乱状態で迷い続けていた。

　揺らぐ心と揺らがぬ忠義。レイナとシオリはそれを表情と視線に色濃く滲ませながら互いを見ている。選択を、意志を衝突させていた。

　アキラが無意識に半ば啞然としながら場の推移を眺めていると、アルファから忠告される。

『アキラ。放っておくと依頼を引き受けるかどうかの決定から閉め出されるわよ？』

　我に返ったアキラが慌てて口を挟む。

「待ってくれ。そっちの戻る戻らないは別にして、その依頼は断る」

「……報酬の不足を含めて、内容に御不満がお有りでしたら交渉に応じますが」

　シオリが報酬の増額を匂わせた。だがアキラはそれでも首を横に振る。

「違う。足りないのは報酬じゃなくて俺の実力の方だ。俺は自分の身を守るので精一杯だ。誰かの護衛までやる余裕は無い。だから報酬を増やされてもその依頼は受けられない」

　レイナが意外そうな表情を浮かべる。

「でもヤラタサソリの群れからハンター達を一人で救出したりしたんでしょう？　本部の職員がそう言っていたけど、それでも実力が足りないの？」

「鼻歌交じり、余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで助けたとも言わなかっただろう。俺は手持ちの弾薬を使い切る勢いで辛うじて生き残ったんだ。もう一度やれと指示されても絶対に断る」

「じゃあどうしてそんな指示に従ったのよ」

「助けたハンターが本部に状況をちゃんと連絡しなかったんだよ。適当に虫っぽいモンスターに襲われたとでも説明したらしい。救援場所にヤラタサソリの群れがいるなんて俺が知ったのは、彼らを助けに行った後だ。あとは成り行きだ」

「そんなに大変なら、どうしてこのヤラタサソリの巣の討伐依頼を引き受けたのよ」

　アキラも好き好んで依頼を引き受けた訳ではない。思わず言い返す。

「依頼元がクガマヤマ都市の長期戦略部なのにそう簡単に断れるか！　俺だって断れるなら断ってるんだよ！」

「そ、そう」

　レイナはアキラの勢いに気圧されてごまかすように少し硬い笑顔を浮かべた。そしてその後に、まだ残っていた疑念を吐き出すように、念押しするように尋ねる。

「……つまり、アキラはあんまり強い訳じゃないのね？」

「当たり前だ」

　ヤラタサソリの群れの中に単身で突入し、その群れを蹴散らして救出対象を救い出し、全員無事に帰還させた凄すご腕うでのハンター。シオリとレイナが本部の話から無意識に思い浮かべていたその人物像は、アキラが余りにもはっきりと否定したことで崩れ去った。

　シオリが一応追加の確認を取る。

「本部から、貴方あなたは暴食ワニを一人で倒したと伺いました。心当たりは御座いますか？」

「ん？　ああ。こいつの専用弾を使ったら一発で倒せた。凄い威力だった。高いだけはあった」

　アキラは背負っているＣＷＨ対物突撃銃を指差しながら軽くそう答えた。そこに暴食ワニとの激戦を潜り抜けたような印象は全く感じられなかった。

　暴食ワニは個体差の大きいモンスターだ。さほど強くない個体を偶然先に発見し、強力な弾丸で先制して仕留めたのであれば、力量に欠けた者でも撃破は可能だろう。シオリはそう判断して辻つじ褄つまを合わせた。

　レイナ達が改めてアキラを見る。本部からの説明で得た先入観を取り払い、その思い込みが消えた後で見たアキラは、どこにでもいそうなただの若手ハンターだった。むしろ、この場にいるのが不思議なほどに弱そうに見えた。

　妙な沈黙が場に流れる。前提条件が覆された後の状況を全員が持て余していた。

　特にレイナは少し気不味そうな様子を見せていた。シオリがそのレイナを見て思案し、アキラに再度提案する。

「では、依頼内容を変更致します。お嬢様のサポートをお願いします。依頼期間は防衛地点に帰還するまで。報酬は10万オーラムで先払いになります。如何いかがでしょう？」

「シオリ？」

　レイナはシオリの意図が分からず、少し困惑気味な視線を向けた。シオリはレイナを窘めるような視線を返した。その視線は手間の掛かる妹を見る姉のものに近い。

「お嬢様が大人しくお戻りくださるのであれば取り下げますが、そのつもりは無いのでしょう？」

「……うっ」

　自身の心情を見抜かれたレイナがわずかにたじろいだ。

　アキラを実力者だと勘違いして強引に付いてきて、実は大したことはないと知った途端に帰っていく。それは流石に情けない。帰れと言われれば大人しく帰るが、自分から帰って良いかと尋ねるのも何となく気が進まない。

　シオリはそのレイナの考えを見透かしていた。そこでアキラに再度依頼を持ちかけた。

　断るのなら、それを口実にして帰る。引き受けるのなら、妙なことに巻き込んだ迷惑料代わりの依頼料を先渡しして関係の改善を促す。どちらでも良し。そう判断しての提案だった。

　シオリが視線をアキラに戻して返事を待つ。アキラがどうするべきか考えていると、アルファが口を挟む。

『また断って揉めても面倒だし、引き受けたら？　この依頼も、同行中に揉めない為の口実みたいなもので、別にアキラに彼女を真面目に守ってもらう意図は無いと思うわ。引き受けて、この面倒事はお終い。それで良いと思うわ。無理にとは言わないけれどね』

『……そうだな。そうするか』

　シオリ達も別に自分の実力に何か期待している訳ではない。その程度の援護を調査のついでにするだけだ。なら良いか。アキラはいろいろと面倒臭くなったこともあり、その程度の判断でそう決めた。

「分かった。その依頼を引き受ける。俺はアキラだ」

「シオリと申します。ではこちらを」

　シオリが１万オーラム紙幣10枚を取り出してアキラに差し出し、それをアキラが受け取った。これで依頼は成立した。

　アキラが紙幣を仕舞いながらレイナに尋ねる。

「それで、どうする？」

「どうするって？」

「これからどうするかだ。依頼としてそっちのサポートを引き受けたんだ。だから大まかな行動方針はそっちの意志に沿うつもりだ。これからどうするのか決めてくれ。どうするんだ？」

「えっと……」

　レイナが戸惑う。元々何かあれば自分も活躍しようという程度の考えで付いてきただけで、具体的な作戦方針など考えていなかった。

　加えてここに来る前はカツヤの指揮下で動いていたので、全体の行動指針を考えるのに慣れていなかった。その所為で行動の指針を急に決めろと言われても思い付かず、答えられずにいた。

　代わりにシオリが答える。

「当面はアキラ様の調査方針で調査を続ける、で構わないかと思います。無理に変更する必要もありません。必要性を感じた時点で適宜修正する。それで十分かと」

「そ、そうね！　そうしましょう！」

「了解だ」

　これにより、アキラはレイナ達を連れて地下街を調査することになった。




　調査を再開してしばらく経った後、レイナはアキラの後方で周囲の調査と索敵を続けながら、アキラの様子を窺っていた。

　今度は索敵方向などを全員で分担しているので、全体の移動速度は前より速くなっている。それでもレイナの感覚では比較的遅めだ。

　移動距離を稼げない一番の理由は、先頭にいるアキラの索敵の手際が悪いからだ。間違いなく全体の足を引っ張っていた。未熟な若手ハンターを先頭にしている以上、当然の結果でもある。

　だがレイナは再び疑問を覚えていた。アキラの実力が本当にその程度ならば、あの戦歴は有り得ない。本部の指示だからといって、文句も言わずに一人で調査に出るのも不自然だ。

　そもそもクガマヤマ都市の長期戦略部がその程度のハンターに依頼を出す訳がない。

　ドランカムの伝で依頼を受けたレイナ達とは異なり、恐らくアキラは個人で依頼を受けている。つまり、若手ハンターの未熟さを、チーム単位の運用で補うような真似は出来ない。確実にアキラ個人の戦力を評価して依頼を出している。

　実は大した実力は持っていない。そう自己申告した時のアキラの態度から、一度はそうなのかと納得した。

　だが冷静になって落ち着いて考え直すと、やはり辻褄が合わない。その辻褄を合わせる為に、戦闘能力に極めて偏った実力の持ち主だと仮定しても、目の前の未熟な若手ハンターの姿がそれを否定する。そちらの面でも辻褄が合わない。

　結局のところ、アキラの実力は未知数のままだ。レイナはそれがどうしても気になっていた。

　シオリがそのレイナの様子に気付き、考え事で意識が散漫になっているのを窘めるように声を掛ける。

「お嬢様。何か気になることでも？」

「あ、ごめん。何でもないわ」

　レイナが気を引き締める。だがしばらくすると、また少しずつ注意がおろそかになっていった。

　シオリはレイナの内心をある意味で本人よりも察していた。

　レイナがアキラの実力を気にしている理由は、それを評価の基準にしてレイナ自身の実力を把握する為だ。アキラの実力自体は、実はさほど重要ではない。しかしレイナにその自覚は少なく、少々思考の方向が逸れてしまっている。

　その元の疑問を解消しないと何度注意しても効果は薄いだろう。シオリはそう考えて一計を案じた。

「アキラ様。アキラ様から見て、お嬢様の実力はどの程度だとお思いですか？」

　アキラが不思議そうに聞き返す。

「いや、そんなこと聞かれても、よく分からないとしか答えられない。一目で相手の力量を見抜く実力なんか無いしな。何でそんなことを聞くんだ？」

「私の評価では身み贔びい屓きが混ざります。ドランカムの評価では組織の事情が混ざります。折角の機会ですから、第三者の意見を参考にしたい。それだけです。お嬢様のサポートの範疇として、御意見をお聞かせください」

「そう言われてもな……」

　アキラが悩み始める。依頼の範疇だと言われた以上、アキラも真面目に対応したいとは思う。だが何を言えば良いのか分からない。取り敢えずアルファに助けを求める。

『アルファ』

『自分で考えなさい。初見の相手の力量を見抜く技量もハンターの大切な能力よ。これも訓練だと思って、アキラなりに悩んでみなさい』

　笑ってそう答えたアルファの返事には、今後アキラに無む闇やみ矢や鱈たらに喧けん嘩かを売らせない為の誘導も含まれていた。

　相手の力量を探り、喧嘩を売るのは不味い相手だと判断したら、冷静になって揉め事を回避する。その癖を付けさせる為のものだった。

　以前にスラム街の徒党の者を殺した時も、遺跡でエレナ達を助けた時も、アキラはまず相手と敵対すると強く決めてから、その後処理としてアルファにサポートを求めていた。

　アルファとしては、無駄な揉め事を避ける為にも順序を逆にしてほしかった。まずは相手の実力などを推察してから、本当に敵対するかどうか決めるように改めてほしい。それを促す為だった。

　そして、これはアルファがアキラの行動原理を把握できていない証拠でもあった。

　アルファの助けを得られなかったアキラが、悩んだ顔で今度はシオリに尋ねる。

「うーん。実力って言われてもな。何か、評価の基準とかは無いのか？　討伐系のハンターと探索系のハンターでも、評価の基準は違ってくるだろうし、評価の方法にもいろいろあるだろうし……」

「そうですね。では、アキラ様がハンター稼業の相方としてお嬢様を雇うとします。幾らまでならお支払い頂けますか？　戦歴など追加の情報が必要でしたらお聞きください。質問の内容にも依よりますが、出来るだけお答え致します」

　誰かがハンターを雇うとして、その為に幾ら支払えるか。ある意味で最も分かりやすい評価であり、非常に切実な評価基準だ。

　レイナも自分の実力に対する正しい評価が気になった。下手にごまかした所為で評価が歪むのは嫌なので、聞かれたことには見み栄えを張ったりせずに正直に答えるつもりだった。

　しかしアキラはいきなり結論を出した。

「ああ、そういうことなら、雇わない」

　予想外の答えに、レイナは憤慨する前に愕がく然ぜんとした。報酬額の交渉以前の問題で、只ただでも嫌だと答えているのも同然だ。評価としては最悪に近い。

　アキラの口調はごく普通で、冗談や嫌がらせ、嘲りのようなものは全く感じられない。それが逆にレイナに強い衝撃を与えていた。軽い目め眩まいさえ覚えていた。

　シオリも流石に不快感を隠し切れず、不機嫌を露わにしている。

「……アキラ様。流石にその評価は如何なものかと思います。訂正、又は納得できる理由の説明をお願い致します」

　静かな口調だが、そこにはシオリの心情を代弁する凄みが込められていた。それを聞いたレイナが我に返るほどだった。

　アキラはその威圧にも動揺を見せず、やはり普通の口調で答える。

「単純に死ぬほど面倒だからだ。もしヤラタサソリの群れ、そうだな、50体ぐらいと、14番防衛地点にいた全員を余裕で殺せるぐらいに強いのなら、さっきの評価は取り消す」

　レイナが狼狽しながら答える。

「さ、流石にそこまで強いとは言えないわ。でもだからって……」

「あいつ、１４７番だっけ？　そいつと揉めてたけど、あの時、どこまで結果を想定して揉めていたんだ？　銃を突き付け合うまで揉め続けて、殺し合いになっても余裕で勝てるからあんなに喧けん嘩か腰ごしだったのか？　それともあいつには、絶対に自分に銃口を向けられない理由でもあったのか？」

　アキラはそのままレイナの返答を待つ。レイナは答えられなかった。質問には見栄を張らずに正直に答えようと決めていたが、それは既に揺らいでいた。

　自分達を軽く見る相手が気に入らなかった。だから喧嘩腰で揉めた。あの時のレイナの思考はそこで終わりだ。

　だがそれを口には出来なかった。その代わりに、最悪の評価を出された衝撃を憤りでごまかすように、質問の返答ではなく、更なる質問を返す。

「じゃあ、じゃあどうすれば良かったのよ！　あのまま馬鹿にされて、好きに言わせておけば良かったとでも言うの!?」

「いや、好きにすれば良いと思う。私を馬鹿にするなんて許せない。殺してやる。それでも良いと思う。その結果を正しく想定した上で、結果を許容できるならな。舐なめられると命に関わることもある。銃を突き付けて、調子に乗るなと脅した方が良い場合もある。そう決めて、覚悟の上でやったことなら良いと思う。それで、どんな結果になると考えてたんだ？」

　アキラがまた普通に答え、尋ねた。そしてレイナをじっと見て再び返答を待つ。

　レイナは答えられない。そもそも何も想定していなかった。それを口には出せなかった。

　黙って聞いていたシオリが口を挟む。シオリはアキラに質問したことを既に後悔していた。

「アキラ様。状況がそこまで悪化した場合は、私が場を治める為に尽力致します。故にその仮定には多少無理があるかと」

「どんな状況になっても最終的にはシオリさんが何とかするので、何も考えず思うがままに行動した。それでも良いと思う。彼女個人ではなく、二人一組での評価を聞いていたのなら俺の勘違いだ。さっきの評価は取り消す」

「ヤラタサソリ50体と他のハンター全員の話はどのような関係が？」

「それぐらい強ければ、最後まで揉めて完全に敵対した上にヤラタサソリの群れに襲撃されても、その時にどさくさに紛れて後ろから撃たれても、十分対処できると思っただけだ。ただの目安だ」

「……極論が過ぎるのでは？」

「そうだよ」

　アキラはあっさりそう答えた。シオリの怒気が強まるが、それでも怯まずにシオリを見詰め返しながら続ける。

「今言ったのは極論だ。そうなる確率は低いだろうし、普通はそこまで想定する必要は無いと思う。要は程度の問題だ。どの程度の状況で、どの程度の対応をするか。その個人差の話だ」

　アキラも普通はそうはならないのだろうと思っている。そして自分はその普通に含まれないとも思っていた。

「14番防衛地点の様子とか、俺や１４７番と話していた時の態度とかから考えて、俺は無用な揉め事を無意味に増やしそうな人物を、身銭を切ってまで雇いたいとは思わなかった。それだけだ」

　そして自分が評価するのであれば、普通では無い方が基準となった。だからこそ、普通なら極論だと分かった上で答えていた。

「別に俺の意見が正しいなんて言うつもりは無い。気に入らないのなら、馬鹿なガキが馬鹿なことを言っていると思って聞き流してくれ」

　シオリもレイナもアキラの話を黙って聞いていた。だがその反応は似通いながらも異なっていた。

　レイナは意気消沈して項垂れていた。逆にシオリはその表情に映し出されている怒気を、静かだが強いものに変えていた。

「……一応、納得は別にして、評価の説明は聞きました。では、最後に一つ聞かせてください」

　シオリはそう言った後、区切りを置いてから、内心を滲ませた視線をアキラに向けた。

「その答え、私を怒らせるとは思いませんでしたか？」

　自分がレイナに仕えていることぐらい分かっているはずだ。結果を想定して話せと言うのであれば、そちらもこの結果を想定しているはずだ。そう告げるように、意趣返しのようにシオリはアキラを脅しに掛かった。

　ある意味で、この時点ではまだ脅しだった。そして、次で互いに脅しではなくなった。

　アキラが覚悟を決めて答える。

「サポートの範疇として質問に答えろと指示を受けた。依頼として引き受けた以上、出来る限りの努力をしたいと思った。適当にごまかさずに、相手を怒らせるとしても、正直に答えることが努力の内だと考えた」

　シオリは尋ねた。私と殺し合う想定と覚悟はあるのか、と。

　アキラは答えた。ある、と。

　既にどちらも臨戦態勢だ。どちらかがわずかでも動きを見せれば、辛うじて残っている引き際も消える。今は両者が反撃を前提に隙を窺っている為に、どちらも動きを止めていた。
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　どちらも相手が銃口を突き付けて武装解除を求めてくるとは考えていなかった。即座に撃ち、最低でも戦闘不能にする。殺し切るかどうかはその時の余裕次第で、その余地が生まれる可能性は恐らく低い。どちらもそう理解していた。

　シオリが脅し、アキラが受けたのか。アキラが挑発し、シオリが受けたのか。どちらにしろ、どちらも引かない以上、原因が現状に差異を生むことはない。

　アキラにその自覚は無いが、実際にはアキラの実力は異常な速度で向上している。それはアルファによる極めて高度で効果的で効率的な訓練のおかげだ。

　だからこそ、日に２度もモンスターの群れに襲撃されても、多少の幸運はあったにしろ生き延びたのだ。

　しかしアキラが自分の実力を高く評価することは無い。自分の実力などアルファのサポートに比べれば比較対象にすらならないほどに微々たるものだと認識しているからだ。それがアキラの自己評価を大きく歪めていた。

　自分の実力に確固たる自信を持っている者は、それが強者つわものの風格として表に出る。その逆も同じだ。アキラの自己評価の低さはアキラの実力を無意識に低く偽装させていた。

　その結果、一見での実力と交戦時の戦闘能力が酷く乖かい離りした質の悪い子供が出来上がっていた。小石だと思って踏み付け蹴飛ばした者の命を奪う地雷のような子供が。

　シオリは今、その地雷の前にいた。

　緊迫した空気の密度が上がっていく。両者が次の段階に移行するのは時間の問題だ。アキラの敵意がシオリを刺激して、シオリが力強く踏み出せば、地雷は爆発する。

　だがそれをレイナが止めた。

「シオリ……、やめて……」

　シオリの浮かべていた非常に険しい表情が崩れていく。

「お、お嬢様……」

「……もう良いの。……やめて。……お願い」

　レイナは項垂れたまま、か細い声を出していた。それでシオリが先に臨戦態勢を解いた。アキラも合わせて臨戦態勢を解く。

　取り敢えず戦闘は回避された。緊張から解放されたアキラが息を吐く。

　その側でアルファがアキラを見ながら此これ見よがしに溜め息を吐いた。そして力強く微笑む。

『いろいろ棚に上げて、いろいろ言っていたけれど、揉め事製造機の性能はアキラも負けていないようね？』

『お、俺から喧嘩を売った訳じゃない』

　アキラが自分でも苦しい言い訳だと思って表情を固くする。アルファがそのアキラをじっと見詰めながら更に微笑む。

『確かに依頼を受けろと言ったのは私で、自分で考えろと言ったのも私よ？　でもね、私の高度な演算能力から算出された予想を覆せるって、そんなに頑張って誇示しなくても良いのよ？　大丈夫、ちゃんと分かっているわ』

『す、すみませんでした』

　アキラはごまかすように謝った。アルファは和やかに微笑んでいた。

　取り敢えず適当にお世辞でも言っておけ。アルファがたったそれだけ助言していれば回避できた揉め事は、死者も出ずに一応無事に収拾した。








第43話　虫の群れ






　シオリがアキラにレイナの実力について尋ねるという、たったそれだけのことを発端に始まった揉め事は、あっという間に殺し合う寸前にまで悪化した。

　争いの元はレイナがアキラに自身の実力を非常に低く判断されたことだった。その程度のことなのだが、レイナを大切に思うが故に少々過剰な対応をしてしまったシオリと、融通の利かないアキラの人格の所為で、取り返しのつかない事態に発展するところだった。

　アキラもシオリも相手の死が目的ではなかった。だが我を通す為ならば殺し合いを辞さないという考えの所為で一触即発となり、そのまま殺し合うところだった。

　しかしレイナがアキラの判断を受け入れる形で二人を止めたことで、殺し合ってまで揉める理由が無くなったアキラ達もあっさりと退いた。

　それでもそこまで揉めたという事実まで消える訳ではない。流石にレイナ達もこれで14番防衛地点に戻るだろう。そう考えていたアキラだったが、その予想に反してレイナ達は戻らなかった。三人での調査がそのまま続いた。

　レイナは酷く落ち込んでいるが、索敵などは手落ちなく行っている。むしろ雑念が無い為か揉める前より手際が良い。シオリはそのレイナの様子を見て痛ましそうにしていた。

　アキラはその背後の空気を感じ取り、わずかな居心地の悪さを覚えていた。

『今更だけどさ、御機嫌取りも依頼の内って考えて、適当なことを言っておけば良かったかな？』

　あの揉め事は依頼に対してアキラなりに誠実に対応しようとした結果でもあった。

　だがその結果がこれだ。依頼の本質がレイナのサポートである以上、あの対応はむしろ非誠実だったのではないか。アキラもその程度の感想は覚えていた。

　アルファが苦笑気味に微笑む。

『揉め事の回避を第一に考えるのならそうなるわ。少なくとも、もう少し穏便な伝え方を模索した方が良かったのは確かで、そこはアキラの不手際ね』

『まあ、そうなんだけどさ……』

『でも、依頼に対して誠実であろうとする精神はそれ以上に大切よ。私もアキラに依頼を出している者として、アキラの言動からそれを強く確認できたのは嬉しかったわ』

『そ、そうか』

『彼女もあれで今後は下手に絡むのを自重するかもしれない。そういう意味では正しい対応だったのかもしれないわ。だから、無駄に気に病む必要は無いと思うわよ？』

　死にたくなければ媚こび諂へつらい身包ぐるみ置いて命乞いをしろ。アキラはそれが罷まかり通るスラム街で、程度の差はあれど諂へつらう側として過ごしてきた。ハンターを目指したのは、力を得てその境遇から抜け出す為でもあった。

　そしてアキラはハンターとなった。少しは力を得て、かつての境遇に抗うこともある程度は可能になった。

　だからこそ、かつてと同じ対応をするのを無意識に強く拒絶した。また同じことをしてしまえば、かつての境遇に戻ってしまう。その恐れを心のどこかで抱いていた。それこそ、命を懸けるほどに。

　もっともアキラにその自覚は無い。その所為で自分でも自分の対応に少し悩んでいた。

　そしてアルファはそこに付け込む為に、優しく力強く微笑んでいた。




　調査を続けたアキラは地下街の通路に転がるヤラタサソリの死体を発見した。胴体に銃撃を受けており、足も数本千切れている。傷口から流れ出た体液が床に線状の痕を残していた。

　アキラがその死体と地下街マップを見比べる。

『体液の痕の方向から考えて、15番防衛地点を襲った群れの一匹か？　負傷した状態で巣に戻ろうとしてここで死んだのだとしたら、他にも戻ろうとしたやつがいたかもしれない。その跡でもあれば移動先を追えるんだけど……。アルファ。近くで他のヤラタサソリは見付かりそうか？』

『私の索敵範囲には死体も生きている個体も見当たらないわ』

『そうか。……ヤラタサソリの死体を見付けましたってだけで調査終了って訳にはいかないし、もうちょっと探すしかないか』

『普通なら見付けにくい痕跡でも、私が探せば見付かるわ。ただ、その痕跡が非常にわずかなものだったら、どうやって見付けたのか不思議に思われるかもしれないけれどね。その辺を聞かれたら適当に辻褄を合わせる必要が出るかもしれないわ。どうする？　私が探してみる？』

『そうだな……』

　アキラが少し迷ってから答える。

『頼む。いろいろあったんだ。早く何か見付けて、さっさと調査を切り上げたい。何か聞かれたら勘や偶然とでも言ってごまかそう』

『適当にって言ったのは私だけれど、本当に随分適当ね』

　アキラが軽く笑う。

『良いんだよ。そもそも俺はアルファのサポートに頼った状態の成果を評価されてここにいるんだ。その辺の説明できない根拠を聞かれたら、初めから勘や偶然としか答えられないんだ。今更だ』

　アキラはもうその辺は開き直ることにした。その様子を見てアルファが少し楽しげに笑う。

『分かったわ。見付けたわよ』

『早いな！』

『まあ、それぐらいはね』

　驚きの表情を向けてきたアキラに、アルファは得意げに微笑み返すと、15番防衛地とは別方向の通路を指差した。同時にアキラの視界が拡張され、普通は認識できないわずかな痕跡が強調されて浮かび上がる。更にそれを基にした移動ルートも追加表示された。

　アキラが新たな移動ルートに沿って歩き始める。レイナ達は今まで15番防衛地点の方へ進んでいたアキラが急に移動方向を変えたことに少し怪訝そうにしていた。

　だがレイナは落ち込んでいる所為で、シオリは先程あそこまで揉めた相手に下手に声を掛けるのを躊躇った所為で、どちらもアキラにその理由を尋ねるようなことはせずに黙って後に続いた。

　進行方向を変えた後の通路の様子も今までと一見差異は無い。しかしアルファの解析を通すと様々な痕跡が浮かび上がる。

　硬い床を引ひっ搔かいたわずかな傷。店舗の廃墟内の散乱物を強引に押おし退のけた隙間。周辺に飛び散った微量の体液。それらを総合すると、ここを大量のヤラタサソリが通過した痕跡がはっきりと現れていた。

　アルファのサポートのおかげでそれらの跡が見えているアキラは、無意識にそれを見た上での動きをしてしまっていた。

　シオリがそのことに気付き、明確な目的地を目指して、或いは具体的な指針に沿って移動しているアキラの行動を怪訝に思う。そしてその理由を尋ねるべきかと悩み始めた頃、先行していたアキラが足を止めて横を見た。

　アキラの視線は、通路の壁にある大穴に向けられていた。

　穴はかなりの大きさで、幅だけでも４メートル以上はあった。照明などは設置されておらず、奥は暗くてよく見えない。そして一番の問題は、その大穴が地下街マップに記載されていないことだった。

　アキラが穴の先を照らすと、30メートルほど土の地面が続いた先に人工の床が見えた。明らかに地下街の別の場所に通じている。しかしその先も地下街マップに記載は無かった。

　アキラが本部と連絡を取る。

「こちら27番。本部。応答を求む」

「こちら本部。何があった？」

「地下街マップに記載されていないデカい穴を見付けた。多分地下街の他の場所に繫がっている。15番防衛地点を襲ったヤラタサソリの発生元かもしれない」

「ちょっと待ってろ。……貸出端末のカメラを穴に向けてくれ」

　アキラが指示通りに端末のカメラを穴に向けると、映像情報を含めた多数の情報が本部に送信された。

「……こちらでも確認した。穴の先はこちらでも把握していない別のエリアだ。その先にもヤラタサソリの巣が多数存在するのだろう」

「ヤラタサソリの巣って、そんなにたくさんあるのか？」

「ある。この地下街にはヤラタサソリの繁殖場所が無数に存在している。今のところ17か所の巣を駆除済みだ。まだまだ残っているだろう。この地下街全体がヤラタサソリの巣と言っても良い」

　アキラが前にヤラタサソリの群れに襲われた時のビル内の光景を思い出し、それを地下街の光景と重ね合わせて顔をしかめる。

「……そうか。まあ、何にしろ、調査はこれで完了だな。これより14番防衛地点に帰還する」

　アキラはもう戻るつもりでいた。14番防衛地点に戻ればシオリから受けた依頼も完了だ。途中で少々問題はあったものの、結果的には何事も無く済んで良かったと内心安堵していた。

　だが本部から出た次の指示で続行となる。

「駄目だ。その先に新たな防衛地点を設置しなければならない。その場で待機して追加要員の到着を待て。それまではそこで穴の奥から来るモンスターの侵入を阻止しろ」

「ちょっと待ってくれ。俺達だけでか？　流石にそれは……」

「待たない。27番だけで調査に出たんだ。それだけ腕に自信があるのだろう。更に既に２名追加されている。しかも追加の１名は14番防衛地点に配備されたハンターの中でも上位の実力者だ。戦力的には十分だと判断した。一時的な場の確保も防衛チームの仕事だ。やれ」

「……27番、了解」

　先程その追加人員と殺し合い手前まで揉めたばかりだ、とはアキラも流石に報告できず、仕方無く本部の要求を受け入れた。




　大穴周辺の通路は一定の間隔で設置されている簡易照明のおかげで結構明るい。十分な光量ではないが、地下街本来の闇と比べれば明るすぎるほどだ。

　だが壁の大穴の奥は、光を拒絶するような闇が続いていた。

　周囲を照らす光はその場所の危険性をそのまま示している。一応は制圧済みの場所と、全くの未調査の場所では、モンスターの遭遇率に雲泥の差がある。

　その境に残って警備をすることになったアキラは、光と闇の境目、壁に空いた大穴の前に座って視線を穴の奥に向けていた。

　本当なら穴の中は真っ暗だ。ただしアルファのサポートで拡張されているアキラの視界には、白黒ではあるが一定の距離まで穴の中の形状が映し出されていた。

『便利だな。これ、ヒガラカ住宅街遺跡の地下室でもやったやつだよな？』

『そうよ。何にも見えないよりはましでしょう？』

『随分違う。これならヤラタサソリ達が奥から来ても早めに気付けるか？』

『その時は、アキラが目視で確認する前に私がちゃんと知らせるから大丈夫よ。安心して』

『頼んだ』

　そのままアキラはアルファと雑談したり勉強を教えてもらったりしながら、この場を本格的に制圧する為の追加要員の到着を待っていた。
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　レイナ達はアキラの後方、通路を挟んで反対側の位置に立ち、向かって左右をそれぞれ見張っている。ヤラタサソリ達が壁の穴から襲撃してくるとは限らない。アキラは穴を、レイナ達はそれ以外の方向を、それぞれ受け持って警戒していた。

　シオリが周囲の警戒を続けながら視線をアキラに向ける。そして先程殺し合う手前までいった相手の実力を、落ち着いてもう一度推察する。

　レイナを敵から守る為に磨いてきた他者の力量を見抜く能力。自身の忠義を以て培ったその能力は、アキラをありふれた若手ハンターだと改めて判断した。少なくともあの戦歴に見合う実力者ではない。そう結論付けた。

　だがシオリはその自身の判断に疑念を抱き、推察を深めていく。あのアキラの覚悟は本物だった。それはシオリも認めていた。

　しかし殺し合えば死ぬと理解した上での、一矢報いて信念を貫き通す為の抵抗には思えなかった。また、相手の力量も読めない未熟さによる無謀とも思えなかった。

　ではアキラはやはり戦歴相応の実力者なのか。今見せている姿は本来の実力を隠す高度な擬態なのか。あれは自分に勝てると判断した上での行動だったのか。シオリはそう疑い、再びアキラを見て、流石にそれはないと考え直し、疑問を取り消した。

　シオリはその堂々巡りの思考に気付くと、一度推察を切り上げた。

　強いのか弱いのかも分からない、いろいろと辻褄の合わない人物だが、脅せば引き下がるような者ではないことだけは確かだ。レイナの側で戦えば、万が一が起こりえるかもしれない。軽率な行動は慎むべきだ。そう結論付けた。

（無意識に彼の実力を軽んじて、安易に私が威圧すれば退くだろうと判断してしまったのは失態でした。お嬢様が止めなければどうなっていたか。猛省しないといけませんね）

　シオリは今一度自身の忠義に誓い直した。そしてアキラという得体の知れない存在への警戒を強めた。

　酷く落ち込んでいたレイナだったが、ある程度時間が経ったことやシオリの気遣いもあり、少しずつ落ち着きを取り戻していた。

　立地的に奇襲を受ける恐れも低く、頼りになる者も側にいる。場は静かで適度な明かりもあり気を静めやすい環境だ。それで落ち着きを取り戻した心が生んだ余裕は、レイナに今までの流れを思い出させていた。

（……揉めた結果をちゃんと想定していたのか。殺し合いまで考えて喧嘩を売っていたのか。……答えられなかったな）

　その想定の一例は先程見たばかりだ。シオリとアキラが臨戦態勢を取り、どちらかが後わずかでも踏み込めば殺し合っていた。

　ミマタ達に食って掛かった時に相手が嘲笑で済ませていなければ、似たような結末を、或いは更に酷い結果を招いていても不思議は無かった。

（無用な揉め事を無意味に増やしそうな人なんて只でも雇いたくない……か。当然と言えば当然よね）

　レイナが冷静に今までの自分の行動を振り返る。自分が誰かと揉めたのは今回に限った話ではない。危ない事態は幾らでもあったはずだ。今までそうとは知らずに地雷原を駆け抜けていたのかもしれない。

　今までは穏便に済んでいた。だが穏便には済まない場合もある。相手を退ひかせて自身の意見を押し通そうと、どちらも血気盛んに踏み込み合い、互いにその限界を見誤ることはある。その結末を誰も望んでいなかったとしてもだ。

　恐らくシオリは今まで自分が地雷を踏まずに済むように手を尽くしてくれていた。だが今日は、そのシオリが地雷を踏みかけた。

　辛うじて起爆は防げたが、もしアキラという地雷を完全に踏んでいたらどうなっていたか。レイナはその先を思い描き、自嘲した。

　シオリがレイナの様子に気付いて優しく声を掛ける。

「……お嬢様。もう余り気になさらぬ方が良いと思います。気を切り替えることも大切です。それにあれはアキラ様を無駄に挑発してしまった私の失態でもあります。お互いに、この経験を次に活かしましょう」

　あの挑発は自分の代わりに怒ってくれたようなものでもある。レイナはそう考えて、それを嬉しく感じながらも申し訳無く思った。

「……そういえば、最近ちゃんとお礼も言っていない気がするわ」

　レイナはそう自嘲した後、姿勢を正してシオリに頭を下げた。

「シオリ。今まで何度も迷惑を掛けてごめんなさい。助けてくれてありがとう。これからも何度も迷惑を掛けると思うわ。それでも、これからも頼っても良い？」

「……も、勿論です！　お任せください！」

　シオリは感動で一瞬意識を飛ばしそうになったが、気合いで耐えた。緩む涙腺を何とか持もち堪こたえさせる。ここは戦場だ。視界が歪んでは真面に戦えない。

「ありがとう。シオリ。これからもよろしくね」

　レイナは幾分元気を取り戻すと、シオリを安心させる為に少し無理をして微笑んだ。
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　アキラは情報収集機器で周囲を警戒しながら、背後のレイナ達の様子も一緒に窺っていた。派手に揉めた自覚はある。後ろから撃たれるのは御免だった。

『……あいつらは何をやってるんだ？』

　怪訝そうな顔を浮かべているアキラに向けてアルファが微笑む。

『友好を深めているのだと思うわ』

『いや、そういうことじゃなくて、……まあ、良いか』

　自分に危害を加えないのなら何をしていても別に構わない。アキラはそう考えて背後の出来事への興味を失うと、それ以上レイナ達を気にするのをやめた。

　そのアキラの様子を、アルファがいつもの微笑みを浮かべながら見ていた。いつも通りにアキラを観察し、推察し、その行動原理への理解を深めていた。

　高度な演算能力で生成された、理想を詰め込んだ計算された美貌。そこに浮かぶ制御済みの微笑みが、その裏にある真意を映し出すことはない。




　傍はた目めには静寂を保っている大穴。その奥に視線を向けていたアキラの表情が険しくなる。そのまま立ち上がり、開いたリュックサックを蹴飛ばして中身の弾倉を床に散乱させる。そしてＣＷＨ対物突撃銃を穴の奥に向けて構えた。

　そのアキラの行動を見て、レイナ達が警戒を強めながらアキラの側まで来る。そこで敵襲を予想して穴の奥の様子を確認したが、特に異常があるようには見えなかった。

　レイナは情報収集機器にもそれらしい反応が無いことを確認すると、怪訝そうな顔をアキラに向けた。

「……そっちの索敵に何か引っかかったの？」

「こっちは俺が引き受ける。そっちは通路側を警戒してくれ」

　アキラは既に迎撃の準備を終えている。あとは引き金を引くだけの状態だ。

『アルファ。敵は何体だ？』

『索敵範囲内に１２４匹。増加中よ』

『……何か、俺はこういうのばっかりだな』

　アキラがうんざりした様子を見せると、アルファが楽しげに笑った。

『まあ、アキラの運ならこんなものでしょう。いつも通りってことで、落ち着いて対処しましょう』

　アキラが苦笑する。

『そうだな。それじゃあ、今日もその不運に負けないサポートを頼む。俺に残っていた幸運を使い切った分、ちゃんとサポートしてくれるんだろう？』

『任せなさい』

　アルファはアキラの横に立ち、得意げに笑った。

　シオリは単なる警戒ではなく明確な迎撃態勢を取っているアキラの態度から、一応念を入れることにした。

　アキラの横で銃を構えると、情報収集機器の精度向上効果もある小型の照明弾を穴の奥へ向けて複数発射する。一定間隔で着弾した照明弾が着弾地点を強く照らして闇を払い、手前の土や奥の人工物の床を露わにした。

　しかしそこに敵の姿は無い。情報収集機器を再度確認しても、やはりそれらしい反応は無い。

「……気の所為では？」

　アキラはシオリの問い掛けを無視した。レイナ達がアキラへの疑いを更に強めていく。

　その時、穴の奥が再び闇に覆われて目視可能な範囲が縮まった。一番奥に着弾した照明弾の光が消えたのだ。

　照明弾は最短でも15分は保つ物で自然に消えるには早すぎる。レイナ達がその異変に気付いた後も、照明弾の光は奥の方から次々と消えていき、闇が地下街を再び塗り潰していく。

　その様子にレイナ達もようやく意識を戦闘に切り替える。穴の奥からは大量の何かが近付いてくる音が響き始め、段々と大きくなっていく。

　何らかの群れが光を遮り、光源を踏み潰しながら、こちらに殺到してきている。それはもう情報収集機器の反応を確認するまでもなく明らかだった。

　アルファがいつも通りの微笑みで合図を出す。

『来るわよ。５、４、３、２、１』

　同時に、照明弾の光が全て搔かき消きえた。

『ゼロ』

　アキラがＣＷＨ対物突撃銃の引き金を引く。銃口から発火炎が飛び散り、その閃せん光こうが穴の闇を一瞬だけ剝ぎ取った。闇から現れたものは、大穴の奥からすぐ側までを埋め尽くすヤラタサソリの群れだった。

　ＣＷＨ対物突撃銃に汎用徹甲弾は装填されていない。リュックサックにも詰まっていない。普段徹甲弾を詰めている空間には、全てＣＷＨ対物突撃銃の専用弾を詰め込んだ。床に散らばった弾倉も全て専用弾だ。

　撃ち出された専用弾が群れの先頭の個体に着弾し、その凶悪な破壊力で目標の体を一撃で四散させた。更に後続のヤラタサソリ達まで貫きながら吹き飛ばし、たった一発で十数匹分の個体の肉片を射線上に撒まき散ちらした。

　本来はヤラタサソリ程度の相手に使用する弾丸ではない。価格も威力も高すぎる。だがアキラはその使用を躊躇わなかった。弾薬費が依頼元持ちだからという理由もあるが、たとえ自腹であっても使用を躊躇える状況ではなかった。

『やっぱり凄い威力だ！　高い弾なだけはあるな！』

『有効射程も長くて助かるわ。遠慮無く使用して、可能な限り殺しておくわよ』

『了解だ！』

　発砲のたびにアキラの体がわずかに後方へ滑っていく。専用弾の反動は綿密な設計と高度な技術によって制御されており、弾丸の威力から考えれば十分に小さい。それでも生身ならそのまま通路の逆側の壁まで吹き飛ばされてしまいそうなほどに大きい。

　その反動を強化服の身体能力とアルファのサポートによる姿勢制御で押さえ込み、銃撃の体勢を維持して銃口を前に向け続け連射する。

　大量のヤラタサソリが次々に撃ち出される専用弾を喰らって紙かみ屑くずのように粉砕されていく。アキラはその威力に驚きながらも、自分が優勢とは思えずに険しい表情を浮かべていた。

　ヤラタサソリ達は千切れて飛び散った同種の肉片を浴びながらも、欠片も怯まずに進軍を続ける。後続の群れが仲間も死骸を踏み潰していく。負傷して動けないだけの個体も同様に踏み潰されていく。撤退する様子など微塵も感じられない。

『……しかしこいつらには怯むとかたじろぐとか、そういう概念は無いのか!?』

『多分無いわね』

『15番防衛地点を襲った群れは、反撃されて帰ったんだろう!?』

『それは恐らく敵の戦力や位置情報を伝える為に戻ろうとしただけよ。別に怯んで逃げた訳ではないと思うわ。斥候役だったのかもしれないわね』

『……これが本隊？』

『そうかもしれないわ』

『そうだとしたら、ついてないにも程があるぞ！』

『ぼやいていないで撃ちなさい。どんどん来るわよ』

『クソッ！』

　アキラは必死に銃撃し続ける。専用弾の過剰な威力や地の利に恵まれたこともあり、穴の奥から続々と湧くヤラタサソリを一方的に倒し続けていた。

　それでも空になった弾倉を交換している間に、群れに大きく距離を詰められる。交換後に慌てて銃撃を再開し、敵の戦線を大きく後退させて、再度弾倉を空にする。それを繰り返し、場を一人で押さえていた。

　レイナ達はアキラの指示通り通路側の警戒を受け持ち、別方向からの敵増援や奇襲に備えていた。勿論アキラに助けを求められたらすぐに加勢するつもりだった。

　だがアキラからその要請は無い。少々必死な様子を見せてはいるが一人で敵を押し切っている。

　あの戦歴は、実力は、真実だった。そう示すようなアキラの奮闘を見て、レイナ達は半ば呆あっ気けに取られていた。








第44話　報酬の算出方法






　大穴の奥から向かってくるヤラタサソリ達が、たった一発の銃弾によって十数匹纏めて倒されていく。続々と湧く新手が更なる弾丸を喰らって次々に木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされ、周囲に散らばる血肉に混ざっていく。

　レイナはその威力から、アキラが使用している銃弾がＣＷＨ対物突撃銃の専用弾だと見抜いた。

　そして床に散らばっている予備の弾倉も全て同じ専用弾だと気付くと、思わず叫ぶような声でアキラに尋ねる。

「どうしてＣＷＨ対物突撃銃の専用弾なんか持ち込んでいるのよ！　ヤラタサソリ程度に使う弾じゃないわよね!?　アキラだけ戦車でも狩りに来たの!?」

　銃声が反響して響く中、アキラも叫ぶような声で答える。

「俺の実力不足を補う為に出来るだけ良い弾を用意しただけだ！　戦車なんかと戦う訳がないだろう！」

「こんなに大量の専用弾をどうやって用意したのよ！　この量だと相当な額になるはずよ！　そんなに稼いでるの!?」

「弾薬費は依頼元持ちだ！　ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾を山ほど使うって了承も取った！　嫌なら依頼を受けないってごねたんだ！　そういう条件を出せば向こうから断ってくるって思ってな！」

「そんな条件通ったの!?」

「通ったからここにいるんだよ！　今思えば、依頼元の連中、こういう状況が十分有り得るって知ってやがったな！」

　全ては後の祭りだ。アキラはこの経験を今後に活かそうと強く誓った。

　レイナがシオリに視線を向けた。シオリがレイナの意図を読んで答える。

「……状況としては有り得ますが、その確率はかなり低いと考えておりました。その状況が発生した場合の危険度も、防衛地点に配備された全員で応戦すれば十分に低いと判断しておりました」

　痛いところを衝かれたレイナが目を泳がせる。自分がここにいるのは自分の我が儘の所為だ。カツヤ達と14番防衛地点に残っていれば、こんな状況で戦う羽目にはなっていない。レイナもそれぐらいは分かっていた。

　シオリが急に機敏な動きで通路の中央に飛び出して発砲した。レイナが思わずその方向を見ると、ヤラタサソリが無数の銃弾を浴びて死んでいた。

　アキラの横を抜けたヤラタサソリは一匹もいない。レイナが驚きながら疑問を口に出す。

「こいつらどこから来たの!?　穴はここだけじゃないの!?」

「お嬢様！　来ます！」

　数は少ないものの、新手のヤラタサソリ達が通路の左右からアキラ達に迫ってきている。レイナとシオリが左右それぞれの相手の迎撃を開始する。

　アキラが非常に険しい表情で叫ぶ。

「近くに別の穴があるなら数が少なすぎる！　多分15番防衛地点以外の場所に向かったヤラタサソリ達が戻ってきてるんだ！　こっちは手一杯だからそっちで何とかしてくれ！」

「分かったわ！」

　気落ちなどしている場合ではない。レイナは自身にそう言い聞かせるようにはっきりと答えた。

　それに対し、アキラが焦りを含んだ声で必死になって叫ぶ。

「頼んだぞ！　本当に頼むぞ！　本当に本当に頼んだからな！」

　アキラには穴の奥から来る群れを相手にしながら背後から襲ってくる敵まで相手にするのは荷が重い。今のアキラにはレイナ達の援護が必要だ。

　レイナは一瞬だけ驚きの表情を浮かべたが、すぐに力強く笑った。

「……任せなさい！」

　いち早く群れの襲撃に気付き、その後も一人で大量のヤラタサソリを押おし止とどめるアキラの活躍は、レイナがアキラの実力を認めるのに十分なものだった。

　ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾は強力だが反動も大きく扱いが難しい。発砲の反動をしっかりと抑えなければ、銃口は途端に明後日の方向を向き、体は吹き飛ばされたように後方へ飛んでいく。レイナもそれぐらい知っている。

　だがアキラはその専用弾を撃ち続けてもまるで体勢を崩していない。発砲のたびに体が後方へずれるほどの反動を制御し、敵をしっかりと狙い続けている。

　それはレイナがアキラの自分に対する評価も含めて、軽い劣等感すら覚えるほどだった。

　そのアキラが自分を頼りにしている。必死になって頼んでいる。その実感がレイナの士気を大幅に上昇させた。同時に、レイナの頭から自身の実力不足を嘆く悩みを、焦りといらだちで自らの足を引っ張っていた要素を消した。

　不要な枷かせから解き放たれたレイナが、通路の別方向から出現したヤラタサソリを素早く的確に銃撃する。ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾のような威力は無いが、レイナの武装も対ヤラタサソリ戦の為に用意したものだ。撃ち出された銃弾は敵の強固な外骨格を容易く貫通した。

　次第に数を増していくヤラタサソリ達を、レイナが迅速に撃破し続けていく。類い稀な才能の片へん鱗りんを輝かせ、自身の精神が研ぎ澄まされていることを自覚しながら会心の笑みを浮かべて戦い、無数の敵を嬉き々きとして蹂じゅう躙りんし続ける。その結果、甲殻虫の死体が通路に大量に転がった。

　レイナの様子を確かめながら戦っていたシオリは、そのレイナの動きに驚いていた。俊敏に、的確に、優雅さすら感じさせて戦うレイナの姿に驚きょう愕がくしていた。

（……ここまでとは。お嬢様の才能を見誤っておりましたか。しかしなぜ急に……？）

　シオリはレイナの成長を嬉しく思いながらも、急に腕を上げたことを不思議にも思った。だが好ましい変化ではあるので余計な詮索はやめた。今はそんなことを気にしている場合ではないと、戦闘に集中する。

　レイナとシオリはアキラの背後でこの場にいるのに相応しい実力を披露し続けていた。




　アキラはヤラタサソリの群れを必死に迎撃し続けていた。ＣＷＨ対物突撃銃の弾倉を何度も交換し、高価な専用弾を惜しげも無く消費し続ける。依頼元が弾薬費を負担していなければ、アキラの財政状況は遥か昔に破綻していた。

　大量の専用弾というクガマヤマ都市の財力で底上げした火力にアルファによる照準補正を乗せて威力を増やし、殺到する群れに浴びせて敵の侵攻を食い止め続ける。アルファのサポートと都市の援助。自身のものではない力でアキラは今日も生き延びている。

　その格段に底上げされた実力を以てしても、状況はぎりぎりだった。

『アルファ！　幾ら何でも多すぎないか!?』

『群れの侵攻を抑えてはいるのだから焦らずに戦いなさい。泣き言を言っても敵は減ったりしないわよ？』

『分かってる！　でもこの調子だと予備の弾薬もすぐに使い切るぞ!?』

『その時は死ぬ気で走りましょう。アキラの両脚を犠牲にすれば、多分逃げ切れるわ』

　アルファがアキラの強化服を操作して、着用者の負荷を無視して全力で走らせ続ければ、ヤラタサソリの群れから逃げ切るのは可能だ。

　もっともその場合にアキラに掛かる負荷は相当なものになる。アキラもそれは十分理解しているので、その手段は出来るだけ使いたくなかった。

『そ、それはぎりぎりまで粘ってからにしてくれ！』

『勿論よ。予備の弾薬を使い切るまでに敵の増援がやむか、本部が手配しているはずの追加要員が到着することを期待しましょう』

『そうだ！　追加要員だ！　来るんだよな!?　もうその辺まで来ていたりしていないのか!?』

『私の索敵範囲にそれらしい反応は無いわね』

『クソッ！』

　両脚が千切れ飛ぶような無茶な挙動を経験するのはアキラも御免だ。精神を磨り減らしながら必死の抵抗を続けた。

　ＣＷＨ対物突撃銃から空になった弾倉を排出し、床の弾倉を素早く拾って再装填する。再び空になるまで撃ち続け、また再装填する。

　それを繰り返し、まだ残っている弾倉の数に不安を覚え始めた頃、戦況に変化が現れた。

　まずは通路側に出現するヤラタサソリが明確に減り始める。そしてレイナ達により通路に残っていた虫達が全て倒されると、通路側の敵増援は完全に停止した。

　続けて穴側にも変化が出る。今までアキラの視界にはヤラタサソリ達の姿が赤く強調表示されており、その赤が穴の奥までぎっしり詰まっていた。だが今は穴の奥側からその赤が消え始めていた。

『アキラ。群れの増援が止まったわ』

『よしっ！　もう少しだ！』

　アキラが気合いを入れ直し、最後の力を振り絞る。ＣＷＨ対物突撃銃で前方の群れを狙い、強力な専用弾で虫達を穿ち、貫き、粉砕し、視界から残りの赤を消していく。

　そして最後の一匹が専用弾の直撃を喰らい、木っ端微塵に吹き飛んだ。同時に、アキラの視界から赤が消えた。銃撃を止めると、反響し続けていた銃声が通路から消え、辺りが静寂を取り戻した。

　アルファが笑ってアキラの労を労う。

『終わったわ。お疲れ様』

「お、終わった……」

　アキラがその場にへたり込む。そして溜まった疲労を吐き出すように深く息を吐いた。

『結局戦闘中に追加要員は来なかったわね。何かあったのかしら？』

　アキラは増援のことなど途中で忘れていたが、それで思い出すと端末を操作して本部と連絡を取る。

「こちら27番！　本部！　応答を求む！」

「こちら本部。荒れてるな。何があった？」

「追加要員はどうなってるんだ!?　全然来ないぞ！」

「既にそちらに向かうよう連絡済みだ。まだ到着していないのか？」

「誰も来てない！　その所為で大量のヤラタサソリを三人だけで相手にする羽目になった！　急ぐように催促してくれ！」

「了解した。その前に貸出端末から交戦記録を取得する。少し待て」

　アキラの貸出端末の画面が変化し、何らかの情報を送信中である表示が現れる。だがそれが消えても、本部から返事はなかなか返ってこなかった。アキラが再び本部に何か言おうとした時、本部職員の慌てた声が聞こえてきた。

「何だこりゃ!?　も、もうちょっと待ってろ！」

　その後すぐにレイナとシオリの端末に本部から通信が入った。レイナが本部に応答する。

「こちら17番よ。増援はどうなってるのよ」

「こちら本部。そちらの状況を説明してくれ」

「ついさっきまでヤラタサソリの群れと交戦していたところよ。ちょうど撃退し終わったところ」

　シオリが口を挟む。

「こちら18番です。17番の説明に補足致します。大量のヤラタサソリの群れに襲撃されました。襲撃元の穴の先に複数、或いは大規模な巣が存在していると考えられます。調査チーム及び討伐チームを至急派遣してください」

「……あのログは27番の端末の故障じゃないのか!?　交戦記録を取得するから少し待ってくれ。追加要員の連絡は済んでいる。まずは彼らとの合流を待ってくれ」

「お待ちください。故障とは？」

「27番の交戦記録だ。ヤラタサソリの討伐数が多すぎるんだ。他の端末の交戦記録と合わせて検証する必要がある」

「それは故障ではないかと。穴の先を埋め尽くすヤラタサソリの群れの姿は私達も目視しております」

「……マジかよ。安全が確保できているなら、ちょっと穴の奥まで行って映像を送ってくれ。ついでに照明の類いを持っているなら、その設置等も済ませておいてくれると助かる」

「……気は進みませんが、承知しました」

「頼んだ。以上だ」

　本部はそれだけ伝えて通信を切った。




　アキラは床に散らばっている予備の弾倉をリュックサックに戻していた。

　ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾は高額だ。その専用弾が装填されている弾倉は更に高額だ。その弾倉の山は更に更に高額だ。それが今は中身を撃ち尽くした空の弾倉の山に変わっている。

　アキラは先程の戦闘で費やした弾薬費を想像して、自分で支払った訳でもないのに少し憂鬱になっていた。まだ中身が詰まっている弾倉をリュックサックに戻しながら、どことなく不安そうな顔を浮かべる。

『……アルファ、これさ、後でやっぱり弾薬費を支払えなんて言われないよな？　大丈夫だよな？』

　アルファが楽しげに笑う。

『大丈夫よ。多分』

『た、多分って何だよ!?』

『私はクガマヤマ都市の長期戦略部の職員ではないから、多分としか言えないわ。大丈夫よ。多分、きっと、恐らく、或いは、ひょっとしたら……』

『そこは大丈夫だって言い切ってくれ……』

　アキラもアルファが自分をからかっているだけなのは分かっていた。だが、それでも、万一の場合を想像して嫌そうに顔を歪めた。





◆






　シオリは本部からの指示通りに大穴の向こう側の調査を始めていた。

　まずは穴の入り口の近くに手持ちの簡易照明を設置した。その光で真っ暗な穴の先の姿が露わになる。付き添っていたレイナがその光景を見て端的な感想を呟く。

「うわっ……」

　そこにはアキラに倒されたヤラタサソリの血肉で沼が出来ていた。

　大量のヤラタサソリがＣＷＨ対物突撃銃の専用弾という過剰な威力の弾丸で粉砕された。それらの死体は続々と現れた後続によって踏み潰され、更に追加で倒された個体の体液などと混ざり合い、一帯に肉片の沼を生み出し広げていた。

　この光景からアキラが撃破した虫の数を数えるのは不可能だ。アキラの交戦時間と発砲数、沼の深さと範囲面積から概算数を算出するのが限界だ。

　シオリもレイナも交戦中にアキラの戦況を確認する余裕は無く、ここまで酷いとは考えていなかった。シオリは本部の指示を受けたことを少し後悔していた。

「お嬢様は通路でお待ちください。お嬢様が立ち入るような場所では……」

　レイナが引きつった表情で答える。

「だ、大丈夫よ。大したことはないわ」

「無理をなさらぬ方が宜しいかと。本部から指示を受けたのは私です。お嬢様は通路でお待ちください」

「大丈夫よ。私も手伝うわ。この依頼を引き受けている以上、こういう光景をまた何度も見るかもしれないわ。今の内に慣れておかないと」

　土が大量のヤラタサソリの体液を吸って酷くぬかるみ、更に虫の手足や肉片、外骨格の破片などと混ざり合って生まれた泥沼に、レイナは引きつった笑顔で一歩踏み出す。伝わってくるずぶっとした感触に思わず顔を更に歪めたが、それでも怯まずに先に進んだ。

　簡易照明を設置しながら大穴の中へ移動する。壁にも虫の肉片は飛び散っている。歩くたびに足下から感触が伝わってくる。レイナ達はその不快感に耐えながら照明の設置作業を続けた。





◆






　床の弾倉を片付け終えたアキラは、レイナ達に防衛を任せていた通路側の様子を確認していた。

　通路はヤラタサソリの死骸で溢れていた。ただしアキラから一定の距離の範囲には一つも転がっていない。そこら中に散らばっているのだが、まるでその範囲だけ綺麗に掃除したようにも見えた。アキラをしっかりと守っていた証拠だ。

　レイナ達はアキラのように過剰な威力の装備で戦っていた訳ではない。虫の死骸の大半は原形を残しており、死体の弾痕などから敵の弱点に的確に着弾させて効率良く倒し続けていたことが分かった。

　その通路の光景は、レイナ達の確かな実力を示すものだ。アキラはそれを見て少し驚いていた。

　その光景からレイナ達の実力を正確に読み取るなど、まだまだ拙い実力しかないアキラには無理だ。それでも、凄い、ということだけは分かった。

　アルファが通路の光景を補足する。

『壁や床の弾痕が倒したヤラタサソリの数に比べてかなり少ないわ。単純な掃射ではなく、しっかり狙って撃った証拠ね。それでいてこれだけの数のヤラタサソリを倒している。あの二人、なかなかの実力者のようね』

『同じ真似は俺には無理か？』

『私がしっかりサポートすれば十分可能よ？　両手に強装弾を装填したＡＡＨ突撃銃を装備して、縦横無尽に駆け巡れば再現できるわ』

『つまり無理ってことだな。それはアルファが俺の両腕を無理矢理動かして何とかするってことだ。それをやったら、俺の腕が酷いことになるんじゃないか？』

『概おおむねその通りよ。理解が早くて助かるわ。自分の力量を正しく把握できるのは良いことよ。アキラの両腕が犠牲になるけれど、命を失うよりはましだと考えなさい。大丈夫。多分千切れたりはしないし、ちょっとぐらい千切れても回復薬で何とかなるわ』

　アキラが溜め息を吐く。

『……やっぱり、俺が今回の依頼を引き受けるのは早かった、いや、早まったってことだな』

　アキラはレイナかシオリのどちらか一方の代わりをする意味でアルファに尋ねた。アルファはアキラ一人で対処する前提で説明した。その為アキラの認識は現状とかなりの差異が生じていた。

　勿論、アルファはそれを分かった上で答えていた。





◆






　レイナ達が大穴の先から戻ってきた頃、待ち望んでいた増援部隊がようやく到着した。

　追加要員は14番防衛地点の残りの人員と15番防衛地点から派遣されたハンター達だった。

　シオリがそこにカツヤ達の姿を見付けると、同じくカツヤ達に気付いたアキラが確認を取ってくる。

「少々変則的だが、依頼は完了したと判断しても構わないか？」

　アキラがシオリから受けた依頼の期間は、レイナ達が防衛地点に帰還するまでだ。厳密には達成していないが、状況的には同じと言って良い。

「構いません。お疲れ様でした」

　シオリがアキラに軽く頭を下げてそう告げると、アキラも軽く頭を下げてから、用は済んだとばかりに離れていった。

　状況を理解していないカツヤ達が去っていくアキラを見て怪訝な顔をする。レイナは少し残念そうな表情を浮かべていた。

　シオリはレイナの表情に気が付いたが、それを追求すると藪やぶ蛇へびになる気がしたので、下手なことを言うのはやめておいた。代わりに安堵の息を吐く。

（一時はどうなることかと思いましたが、これで大丈夫でしょう。あとは不用意に別行動を取らないようカツヤ様からお嬢様に厳命して頂きましょう。それで少しは……）

　そしてふと思い、首を軽く横に振る。

（……そもそもカツヤ様がチームリーダーとしてお嬢様をしっかり止めてさえいれば……、いえ、これはただの愚痴ですね。まずは私がお嬢様を強固に止めるべきでした。他者の所為にするなど、反省が足りていませんね）

　シオリはそう考えて、再度自身に猛省を促した。





◆






　アキラ達が警備を続けていると、一時的な増援ではない正式な追加要員、探索チームと討伐チームを含めた部隊がようやく到着した。この場は新たな防衛地点となり、ここの指揮は両チームの指揮者と本部の職員が受け持つことになった。

　探索チームと討伐チームが穴の向こう側を調査、制圧する為に様々な準備をしている。新たな防衛地点は少し騒がしくなっていた。

　アキラは防衛地点周囲の掃除を指示されていた。半分休憩を兼ねており、近くに散らばっているヤラタサソリの死体を指定の場所まで運んで捨てるだけの仕事だ。

　大きな虫の死骸を通路に放置していると移動や物資の運搬に邪魔であり、更に新たなヤラタサソリが擬死状態でこっそり紛れる危険もある。

　だが死体を地上まで運び出す訳にもいかない。そこで地下街の邪魔にならない安全な場所に纏めておくことになった。

　尚アキラが倒した分はどうしようもないので今は沼の状態のままだ。一応、後で沼を固めるぐらいはする予定になっていた。

　虫の死骸を一体ずつ引き摺って運んでいたアキラが死体の重さに疑問を覚える。

『思ったより軽い気がするけど、強化服の身体能力で俺がそう勘違いしているだけか？』

『いいえ。実際に軽いのよ。しばらく放置しておけば多分もっと軽くなるわ』

　アルファの説明通り、ヤラタサソリの死体は大分軽くなっていた。

　甲殻虫の強固な外骨格は見た目かなり重そうなのだが、引き摺って運んでも重みで床を削って派手な音を立てるようなことはなかった。それだけ軽い証拠だ。

　アキラが不思議そうな顔を浮かべる。

『何で放置すると軽くなるんだ？』

『旧世界時代に散布されたナノマシンが死体の分解速度を急速に速めているからとか、いろいろ言われているわ。色無しの霧もその一部で、霧が濃いほど分解が早く進むなんて説もあるわ。その辺りは諸説あるってところね』

　アルファが得意げに語る話を、アキラも興味深く聞いていた。

『多くのハンターが荒野でモンスターを殺し続けているけれど、アキラが荒野を通っている時に、その死体とか余り見掛けないでしょう？　あれだけ殺しているんだから、中途半端に腐りかけている生物系モンスターがあちこちに転がっていても不思議は無いのに』

『そう言われればそうだな。白骨死体とかは結構見るけど、腐敗死体とかは見た記憶が無いな。そうか。凄い速さで分解していたのか』

『まあ、ここに限って言えば、ここは旧世界の地下街だから、当時大量に撒まかれていた清掃用ナノマシンのおかげかもしれないわね』

　アルファが少し意味深に微笑む。

『モンスターの住み処となっている遺跡が意外に清潔なのも同じ理由かもしれないわ。そういう理由が無いと、こんなモンスターだらけの地下街は多分酷く臭っているはずよ？』

　アキラは腐乱死体だらけで激臭の漂う遺跡を想像してしまい、嫌そうに顔を歪めた。

『確かにそうだな。まあ清潔なのは良いことだ。いちいち気にしても仕方無いか』

　東部には不思議なことが山ほどある。そして東部の住人の大半は、それらのことを旧世界の何かが原因だと考えている。

　加えて事実その通りなので、アキラも含め東部の多くの人々は、良くも悪くもそれに慣れてしまっていた。その何かの本質が途方も無く恐ろしいものだったとしても、よくあることだと流してしまうほどに。

　不可逆の混こん沌とんを容易く作り出す技術が、悪用すれば世界を滅ぼしかねない英知が、東部には旧世界の遺物として山ほど現存している。

　今を生きる人々がそれらの災厄に抗えなくなった時、アキラ達が生きている文明はあっけなく滅び、その歴史は旧世界の一部となる。

　アキラはアルファとの雑談の中に東部のありふれた不思議を感じながら作業を続けていた。




　ヤラタサソリの死骸の運搬作業を終えたアキラは防衛地点で休憩を取っていた。今は床に予備の弾倉を並べて残量を確認している。

　残り少ない弾薬を見るアキラの表情は少し険しい。この残量ではもう一度あの量のヤラタサソリの群れと戦うのはほぼ無理だ。今度は逃走一択。アルファに強化服を操作してもらい、両脚がもげる覚悟で走る必要がある。

　しかしアキラの顔を険しくさせている理由の大半は、そのことではなかった。

　アキラの端末に本部から連絡が入る。アキラが恐る恐る応対する。

「……こちら27番だ」

「こちら本部。交戦記録の査定がある程度終了した。そのことで幾つか質問がある」

「弾薬費は払わない。弾薬費は払わないからな」

　アキラはまずそう言い切った。アキラの口調には少し追い詰められているような必死さが込められていた。

　アキラはヤラタサソリとの戦闘でＣＷＨ対物突撃銃の専用弾を贅沢に使用した。浪費したと言い換えてもいい。アキラにもその自覚があった。

　流石に使いすぎだ。だから浪費した分だけ弾薬費を負担しろ。本部からそう言われても不思議は無いと思っていた。

　本部の職員がアキラの心配を見抜き、苦笑気味の口調で答える。

「その点は問題無い。弾薬費は依頼元が持つ。そのことに変更は無い。その費用が戦果に見合わないと判断された場合は、契約を打ち切られた上に報酬額が下がるだけだ」

　アキラは安堵の息を吐いた。

「そうか。それなら聞きたいことは？」

「27番達が大量のヤラタサソリを討伐したことはこちらも分かっている。だがあの状態では正確な討伐数の把握は無理だ。よって支払われる報酬は推測した討伐数を基にしたものになる。算出方法などに何か希望はあるか？」

「死体がぐちゃぐちゃで数を確認できないからゼロだ。そんなふざけた方法じゃないなら好きに数えて３で割ってくれ」

　少し間を開けて、本部の職員がどこか戸惑い気味の口調で聞き返す。

「……それで良いのか？」

「……何か不味いのか？」

　変なことを言ったつもりは無かったアキラは、相手の念を押すかのような返答に、逆に聞き返して確認を取ろうとした。

　それで本部の職員はまた戸惑うと、わずかな沈黙を置いてから答える。

「……いや、問題無い。討伐数を計算して各自の報酬が決まった途端、自分の取り分はもっと多いはずだとごねるやつが結構いるんでな。確認を取っただけだ。こちらで数え、３で割る。念押しするが、今この通話で確認を取った。後でごねるなよ？　以上だ」

　本部の職員はそれだけ言って通信を切った。








第45話　カツヤの不満






　弾薬費の支払という不安から逃れたアキラが上機嫌で弾倉を仕舞っていると、レイナがどこかおずおずとした様子でやってきた。シオリやカツヤ達も一緒だ。

　アキラはレイナをチラッと見て、何も言わずに弾倉を仕舞う作業に戻った。シオリは傍目では冷静そのものだが、内心は大分はらはらしていた。

　レイナはアキラに何かを話しかけようとして、それを一度止めて少し黙って発言内容を整理した。そしてどことなく緊張した様子で話しかける。

「えっと、さっき本部からあの戦闘の報酬に関する説明を聞いたわ。推定討伐数を３分割でって話だけど、あってる？」

「ああ。聞かれたからそう答えた」

　レイナの表情に困惑の色が加わる。それを見たアキラの表情にも困惑の色が加わる。アキラもレイナもお互いの発言の意図を考えていた。しかし思考の方向性が完全に逆であることにどちらも気付いていなかった。

　互いの誤解が解ける前に、先に結論を出したアキラがやや不機嫌そうな態度を見せる。

「あの戦闘はサポート依頼の最中の出来事だった。俺はあくまで対象をサポートしただけであり、あの戦闘の報酬を受け取る権利は全て自分にある、とでも言う気か？　流石にそれは断るぞ？」

　明確に機嫌を損ねた様子を見せるアキラを見てシオリが警戒を高める。カツヤ達も軽く警戒する。

　レイナはアキラの発言内容をすぐには理解できずにいた。だが話の意味を理解すると、慌てて首を横に振った。

「違う！　そうじゃない！　そうじゃないわ！　逆よ！」

「逆？」

「大半のヤラタサソリを倒したのはそっちでしょ？　３等分だとこっちの取り分が大幅に増えるのよ？　それで良いの？」

「３人で倒したんだから３等分だろ？　まあ、弾薬費が自払ならその分を引いてから３等分にしてほしいところだけど、俺の弾薬費は依頼元が持つことになっているからな。俺からその辺をごちゃごちゃ言う気は無い。そっちはその辺で何か揉めることでもあるのか？」

「な、無いけど……」

「なら３等分で良いだろう。討伐依頼とかで報酬を単純に討伐数で割ると、索敵専門のハンターなんか圧倒的に不利になる。敵を探すだけで全然倒していないからお前の報酬は無しだ、なんて言ったら相当揉めると思うぞ？」

　あの時レイナ達がいなければ、自分はヤラタサソリの群れに前後から挟まれていた。それを防いだレイナ達は十分に活躍していた。アキラは噓偽り無くそう判断していた。

　それに事前に報酬分配の相談など何もしていなかったのだ。急造のチームで等分割より揉めない分割方法などアキラには思い付かなかった。

　レイナはアキラの説明に理解を示したが完全に納得してはいなかった。レイナも足手纏いになったつもりは無いが、アキラと同等の成果を出せたとは思っていない。

　レイナが反論内容を考えていると、シオリが一歩前に出て口を挟む。

「お嬢様。既に相手が納得しており、こちらも報酬額の減額等が無い以上、大人しく引き下がるべきかと。余計な口論は不要な揉め事の火種になります」

　アキラと再び揉め事になる。シオリにその恐れを示唆されて、レイナは反論するのを慌ててやめた。

「わ、分かったわ。そうね。揉める必要は無いわね」

「話はそれだけか？」

　アキラにそう問われて、レイナが何かを言う前にシオリが口を挟む。

「以上になります。お手数をお掛け致しました。お嬢様。戻りましょう」

　シオリはレイナに迅速に戻ることを強く求めた。急かされたレイナは戸惑いながらその場を立ち去った。

　アキラから離れた後でレイナがシオリに尋ねる。

「えっと、注意したつもりだったけど、私の態度はまだいろいろ不味かったりしてた？」

　レイナとしては喧嘩腰にならないよう十分注意したつもりだった。しかしシオリの態度から少し不安になっていた。

　シオリが少々厳しい表情で答える。

「少なくとも、たとえ相手の誤解であったとしても、不要に機嫌を損ねたのは確かです。勿論お嬢様の不手際ではないと断言できます。しかしそれは理由になりません。常に相手が聡そう明めいであることを期待するのは良くありません。予期せぬ誤解が生じる恐れは常に存在します。その誤解が解けない恐れも同様です」

「もう少し話をしてみたかっただけなんだけど……」

「お嬢様が数度怒鳴り付け、そんなやつ一人で死ねば良いのよ、とまで言った相手です。話をするにしても、しばらく冷却期間を置いて謝罪した後の方が宜しいかと。お嬢様の暴言を笑って許すカツヤ様と同じように考えてはいけません」

「そ、そうよね。分かったわ」

　あの戦闘で自分はどの程度活躍できたのか。アキラは自分の働きをどう判断したのか。それを聞いてみたかったのだが、その機会は当分後になりそうだ。レイナはそう考えて、その機会を失わせた自分の言動を改めて後悔した。

　レイナ達はアキラから離れていったが、カツヤ達はまだ場に残っていた。そしてカツヤが少し言いにくそうにアキラに尋ねる。

「あー、ちょっと聞きたいんだけど、サポート依頼って何の話なんだ？」

　アキラが素っ気無く答える。

「本人に聞いてくれ」

　カツヤはアキラの態度に少しムッとしたが、それを堪えて、尋ねる理由を添えてもう一度聞く。

「俺達はドランカム所属のハンターで、彼女達とはチームを組んでいるんだ。一応俺がリーダーをしているから、チームを離れていた時の行動とかを知っておきたいんだ。ドランカムに報告の義務があったりもする。報酬がどうこうとかいう話があるといろいろあるんだ。教えてくれないか？」

「本人に聞け」

　アキラはやはり素っ気無く答えた。取り付く島も無い。

　カツヤが口調を強めて問い質ただす。

「お前には何か話せない事情でも、隠しておかなければならない理由でもあるって言うのか？」

「本人に聞けば済む話だろ？　本人に聞け」
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　アキラは依頼に対して一応誠実であろうと考えている。だからこそ、シオリ達とかなり危険な領域まで揉めた出来事を、勝手に話すのはどうかと思っていた。一応アキラもあれは醜態側の出来事だと思っているからだ。

　レイナ達がそれを隠すならそれで良い。話すのならそれはそれで構わないし、話した結果、別の厄介事が自分に振りかかったとしても、その時に対処するだけだと思っていた。アキラとしてはどちらでも良かった。

　だが少なくとも、話すかどうかを選ぶのはレイナ達であり、自分ではない。アキラはそう判断して、カツヤに本人に聞けと答えていた。

　しかしそれらの背景など知らないカツヤには、単にアキラの態度が悪いとしか思えない。アキラに対する複雑な心情もここでは悪い方へ働いていた。悪びれた様子も無く黙っているアキラを厳しい目で見てしまう。

　カツヤと同じく事情を知らないユミナは、徐々に険悪になっていくアキラとカツヤの様子を見て、内心で軽く頭を抱えていた。

　ユミナはカツヤがアキラを問い詰める訳をよく分かっていた。カツヤは単純にレイナ達の心配をしているだけだ。

　レイナ達は勝手に自分達から離れた上に、ヤラタサソリの群れと戦ってかなりの戦果を上げてきた。そしてレイナの性格から考えれば、勝手に持ち場を離れたことを棚に上げて、その戦果を嬉々として話すだろうと思っていた。

　しかしレイナは話さなかった。しかも戦果を自慢するどころか、その成果に対しどこか懐疑的な様子まで見せていた。３等分の報酬を、足りないどころか貰いすぎではないかと自分から確認するほどに。

　何か良くないことがあったのではないか、という心配と、チームリーダーとしてそれを把握しておきたい、という責任感。カツヤの言動の発端はただそれだけで、それが悪い方向に出た。ユミナはそう考えた上で、対処に迷う。

　何事も無かったのであれば答えられるはずだ。その考えで尋ねて、相手が何も話さないので拗こじれてしまっている。それは分かるが、カツヤを殴り飛ばして止める気にもなれなかった。

　カツヤはチームリーダーとして頑張っているだけであり、殴り飛ばして止めるほど間違っている訳でもないからだ。

　だがアキラの様子を見る限り、話す方向での説得は無駄のように思える。無言でそれ以上の話を拒絶しているような頑かたくなな態度だ。その態度を緩められそうな言葉はユミナには思い付けなかった。

　しかしカツヤも軽く意地になっており、そう簡単に引き下がるとは思えない。このままではアキラを怒鳴り付けて力尽くで聞き出そうとしかねない。

　ユミナはわずかに迷ったが、もっと厄介な騒動になるよりは良いかと思うと、普段とは異なる方向でカツヤを宥めることにする。

「カツヤ。戻りましょう。彼にそれ以上話しても無駄よ」

「……ユミナ？」

　カツヤは少し意外そうな様子を見せていた。ユミナの口調はどこか刺々しく、アキラを少し冷淡に見ているような雰囲気まで感じられた。ユミナがそのような態度を取るなど非常に珍しいことだった。

「そんなどこの誰かも分からない人の話を聞いても、その内容を信用なんか出来ないでしょう？」

「ま、まあ、そうだけど……」

　戸惑いがカツヤの意気を落とす。それに合わせるようにユミナが優しく笑う。

「チームの仲間から聞いた方が早いし、信用できるわ。ね？」

　ユミナはカツヤを落ち着かせて宥める為に、意図的にアキラへの態度を悪くしていた。それは万一の場合の被害を自分が引き受ける為でもあった。

　そこにアイリが口を挟む。

「同意する。曖昧で不確かな内容ではカツヤが困る」

　アイリの発言は素だった。

　ユミナとアイリに宥められ、カツヤも落ち着きを取り戻した。そしてユミナがあれほどの態度を取る者ならば話しても無駄だろうと考え直し、アキラから聞くのを諦めた。

「……そうだな。戻ろう」

　カツヤが踵きびすを返し、アイリが黙って後に続く。

　残ったユミナが戻る前にアキラを見る。アキラにカツヤ達の言動を気にしているような素振りは無い。カツヤ達を見てすらいない。

　それでもユミナはアキラに謝罪の意を込めて頭を下げた。そしてカツヤ達の後を追った。

　アルファが不敵に微笑む。

『揉め事発生器がぞろぞろしてたのに何事も無く終わったわ。彼女のファインプレーね』

『……随分大袈裟だな』

『そうかしら？』

　意味深に微笑むアルファを見て、アキラが先程の自分の言動を振り返る。

　アキラはカツヤ達の方を見てはいなかったが、ユミナが自分に頭を下げていたことには気付いていた。周囲の様子をアルファのサポートで索敵結果として受け取っていたからだ。

　特に何も、ぐらいは言っておけば良かったか。丁寧に頭を下げていたユミナの態度を思い出して、アキラは何となくそう思った。




　短い休憩時間を終えたアキラはアルファと雑談しながら警備を続けていた。

　傍目からは黙って真面目に周囲の警戒を続けているように見えるが、実際には強化服に身を預けて楽な姿勢で立っており、かなり気を抜いていた。

　勘の良い職員が、気を抜いて周囲の警戒をおろそかにしているアキラの様子に気付いた。そして注意する為にしっかり警備をしていなければ答えられない質問をしてきた。

　アキラはその問いに正確に答えた。勿論、答えを教えたのはアルファだ。

　すると職員が少々意外そうな様子を見せる。

「なんだ、ちゃんとやってたのか。疑って悪かったな」

「いえ、確かにサボっているように見えたかもしれません。疲れているのは事実ですから。少しふらついていたかもしれません」

　アキラはしれっとそう答えた。職員には見えないが、アキラの横でアルファが笑っていた。

「ああ、お前が未調査部分に繫がった穴を見付けたんだっけな。戦闘もあったと聞いている。悪いが時間までもう少し頑張ってくれ」

「分かりました」

　戻っていく職員を見ているアキラに、アルファが楽しげな微笑みを向ける。

『上手くごまかしたわね』

　アキラも少し不敵に笑って返す。

『まあ、良いじゃないか。これもアルファのサポートのおかげだ。誠に助かっております。それにアルファのおかげとはいえ、仕事自体はちゃんとやってるんだ。それが駄目だって言うのなら、そもそも俺がここにいる時点で駄目なんだ。俺は思いっきりアルファに頼っているからな』

『それもそうね』

　そもそもアキラはアルファのサポートを切った時点でただの足手纏いと化すのだ。それを分かっているので、この場の者達に迷惑を掛けない為にも、アルファのサポートに遠慮無く頼るつもりだった。

　その弊害として、周囲の警戒をおろそかにしていた者を見抜いた職員が自身の勘を少し疑うことになったが、アキラもアルファもそれを気にした様子は無かった。

　仮に職員の勘を無駄に狂わせてしまったことを誰かに咎とがめられたとしても、全体としてみれば許容範囲の被害で、ヤラタサソリの群れに奇襲されるよりはましだろうと考えるだけだ。アキラにもそこまで相手を気遣う余裕は無い。

　アキラはそのまま警備を続ける。何事も無く時間が過ぎていった。

　ヤラタサソリの巣の駆除依頼は、クズスハラ街遺跡の地下街の調査と制圧を兼ねて24時間続けられている。地下街に棲息しているモンスターに昼夜など無い。そのような場所で攻略用の拠点を確保する為にも警備は常に行われている。

　アキラの勤務時間はその内の８時間だ。これは勤務時間の下限であり、より稼ぎたいのなら24時間地下街にいても良い。当然だがアキラは８時間ちょうどで帰るつもりだった。

　アルファからそろそろ時間だと教えられ、アキラが本部に連絡に入れる。

「こちら27番。本部、応答を求む」

「こちら本部。どうした？」

「そろそろ時間のはずだ。交代要員を送ってくれ」

「えー、ちょっと待ってくれ。確認する。27番か。……最低経過時間は満たしているな。了解した。そこの配置人数に問題は無いから、そのまま帰って大丈夫だ。お疲れさん」

「端末の返却はどうすれば良いんだ？」

「契約期間中はそのまま持っていて構わない。紛失等が心配なら仮設基地の職員に一度返却してくれ。面倒ならそのまま持って帰って、明日は直接ここの１階に来てくれ。無くしても端末代が報酬から引かれるだけだ。所詮量産品で予備もたっぷりある。戦闘中に壊すやつも多いからな」

「了解した。本日はこれで帰還する。以上」

「気を付けて帰りな。帰り道で襲われて戦っても、その分の報酬は出ないぞ。以上。お疲れ」

　本部との通信が切れる。これで本日のアキラの仕事は終わりだ。

　なおアキラの依頼の最低期間は１週間であり、あと６日残っている。アキラの不運にも依るが、アキラはあと６日も今日のような日を過ごさなければならない。

　アルファが微笑んでアキラの無事を祝う。

『お疲れ様。今日も無事に生き延びたわね。これで残り６日間。頑張りましょう』

『まだ今日は終わってない。都市に着くまで、いや、仮設基地まで、いや、最低でも地上に出るまでは安心できない。地下から出ればアルファの探索能力は普段の精度に戻るんだよな？』

『そうよ。一段落ついても気を緩めないのは良い傾向よ。成長の証あかしね』

　アルファはアキラの成長を素直に称賛した。アキラも誉められて悪い気はしなかった。

　さっさと帰ろうとしたアキラの視界にカツヤ達の姿が入った。

　自分がここに来た時、既にカツヤ達は地下街にいた。とっくに帰っていても不思議は無い。そう思って少し意外そうな顔を浮かべる。

『あいつら、まだ帰らないのか』

『仕事熱心ね。或いはアキラと彼らでは契約内容が違うだけかもしれないけれど。まあ何か事情があるにしろ、好き好んで残っているにしろ、私達には関係無いわ』

『そうだな。早く帰ろう。帰って風呂だ』

　そう言って機嫌良く帰ろうとするアキラにアルファが釘を刺す。

『お風呂は銃の整備を終えてからよ？　アキラの疲労状態から考えると、先にお風呂に入ると銃の整備をする前に眠ってしまう恐れがあるわ』

　アキラが無駄な抵抗を試みる。

『明日に回すってのは……』

　アルファが笑って切り捨てる。

『駄目』

『……はい』

　しっかり釘を刺されたアキラがわずかに項垂れた。軽く溜め息を吐いて帰っていくアキラを見て、アルファが楽しげに笑っていた。





◆






　レイナは立ち去るアキラの姿を何となく目で追っていた。そのことに特に理由は無い。少なくともレイナに自覚できるような理由ではない。

　カツヤがそのレイナの様子に気付く。

「レイナ。どうかしたのか？」

「ん？　何でもないわ」

　そう答えているが、レイナはどことなく機嫌の良さそうな様子だった。14番防衛地点で見せていた不機嫌さなど欠片も残っていなかった。

　その変わりように、カツヤの中でわずかな疑念が生まれ、それが口調に表れる。

「……本当か？」

　レイナはそのカツヤにしては珍しい態度を少し訝しんだが、余り気にせずに取り敢えず思い付いたことを口に出す。

「まあ、強いて言えば、私達より後に来た人が私達より先に帰っているなぁって思ったわ。……私達の交代要員はどうなってるのよ」

　レイナはそう話しながら自分も帰りたいのに帰れない状況であることを思い出し、口調を強めてカツヤに聞き返していた。

「さ、催促はしてるって。もうちょっと待ってくれ」

　藪蛇だった、とカツヤは後悔しながらレイナを宥めた。

　ドランカムと都市との契約で、ドランカム所属のハンターの交代要員は、同じくドランカム所属のハンターであることになっている。その所為で、アキラのように人員が足りているからと、さっさと帰る訳にはいかない状態だった。

「そう言ってもう２時間経ったわ。状況の確認ぐらいしてるんでしょうね？」

　レイナの機嫌が次第に悪くなっていく。レイナは話しながら自分の状況を再確認して、その状況に対し更に腹を立てていた。

　アキラと一緒に戦った時は疲れを忘れて全力を出していた。その疲労は今も残っている。交代で休んでいるとはいえ、硬い地下街の床に座っているだけでは、大して疲れは取れていなかった。その疲労がレイナのいらだちの度合いを上げていた。

　余計なことを言うんじゃなかった。カツヤが更に後悔しながらレイナを宥める。

「派遣するハンターの調整に手間取ってたけど、もう向かってるって言ってた。もうちょっとだって」

　ユミナも何とかレイナを宥めようとする。

「落ち着いて。カツヤを責めても仕方無いでしょ？　もう少しの辛抱よ」

「カツヤの責任ではない」

　アイリは端的に告げていた。

　レイナの表情がわずかに引きつる。今までの流れであればここで癇癪を起こし、不用意に宥めた者に反発して怒鳴り散らしていた。

　カツヤ達がその展開を予想して表情をわずかに歪める。そしてその予想通り、レイナは自身の不満を大声でぶちまけようとした。

　しかし、レイナはそこで皆の予想を裏切り不満を嚙み殺した。何かを耐えるように口を閉じて沈黙し、その後に大きく息を吐く。

「……そうよね。悪かったわ」

　カツヤ達が予想外の出来事に驚く。その様子を見て、レイナが不満げな態度を見せる。

「何、その顔。文句でもあるの？」

「いや、無い。無いぞ。なあ？」

「え？　そうね」

「いちいち騒がなくなったのは良いこと」

　最後のアイリの発言を聞いて、レイナが若干眉を吊り上げる。だがそれだけだった。自身を落ち着かせるように軽く息を吐くと、レイナの機嫌は先程の少し良い状態に戻った。

　アキラはレイナのことを只でも雇いたくないと最悪に近い評価を出していた。更にシオリと一触即発の状態になることを理解した上で、その評価を取り消さなかった。

　そのアキラがあれだけの戦闘の報酬を、当然のように自分達と等分割した。

　俺と同等の報酬を受け取る資格がある。あれほどの実力を見せ付けたアキラにそう評価された気がして、レイナは上機嫌だった。

　そのレイナの様子を見て、カツヤがユミナに小声で話しかける。

「……なあ、本当に何があったんだと思う？」

「さあね。何かは分からないけど、何かはあって、それは良いことだったんでしょうね」

「ヤラタサソリの群れと戦って活躍したとは教えてもらったけどさ、それなら隠すのは変だろう。あいつだって話したはずだ」

　カツヤはあの後、離れていた時のことをレイナに改めて聞いていた。すると今度はまるで自画自賛に足る活躍だったと語るように戦況を教えてくれた。シオリもそれを認めた。しかしカツヤには何かを隠しているような気がしてならなかった。

　ユミナも似たような印象を覚えたが、無理に触れる必要は無いと思っていた。

「カツヤ。まだ気にしてるの？　その話はもう良いでしょう。勝手に持ち場を離れたとはいえ、活躍して帰ってきた。それで良いじゃない」

「いや、でもさぁ……」

「どうしても気にしたいのなら、レイナ達を止められなかった自分の不手際を気にしなさい。そこだけは間違いなくチームリーダーの落ち度よ」

　カツヤが再び藪蛇だったという顔を浮かべる。しかしそれでもカツヤは蟠わだかまりを残していた。

　まだ気にしているカツヤの様子を見たユミナは、それが変なしこりとなって後々悪影響を及ぼすかもしれないと、わずかな不安を覚えた。

　そしてそれを防ごうと、レイナに悪いとは思いながらも、自分でも恐らく違うと考えていることを可能性としてカツヤに耳打ちする。

　するとそれを聞いたカツヤはようやく納得を示した。

「……ああ、そういうことも考えられるのか。なるほど。そりゃあいつも話せないよな」

　少人数でヤラタサソリの群れに襲われるなど、普通は非常に恐ろしいことなのだ。耳打ちされた内容は十分に有り得ると思いながら、カツヤの視線が無意識にレイナの股間辺りに向かう。

　漏らしたのかもしれない。ユミナはそれだけカツヤに伝えていた。

　勘の良い者なら気付いても不思議は無い。そして、確かに勝手に話すようなことではなかった。

　そこにシオリのどこか冷たい声が響く。

「カツヤ様？」

「はいっ!?」

　カツヤは反射的に姿勢を正した。

「交代人員の件ですが、急いで頂けると非常に助かります」

「分かりました！」

　カツヤが慌てて交代人員の催促を始めた。微妙に残っていたしこりなど、それで完全に消えてしまった。耳打ちされた話は元の疑問から多少ずれた内容だったが、そちらの印象が強すぎて上書きされていた。

　ユミナとシオリの目が合う。

　この件を問題にはしない。どちらもその意志は読み取れた。








第46話　第９探索チーム






　翌日、アキラは再びクズスハラ街遺跡の地下街へ向かい、昨日も訪れたビルの広間に来ていた。

　昨日あれだけ贅沢に消費した弾薬は既にシズカの店で補給済みだ。ＣＷＨ対物突撃銃の専用弾をあれだけ大量に買い込んだはずのアキラが、またすぐに大量の専用弾を補充に来た所為で、シズカをかなり心配させてしまっていた。

　大量に消費した専用弾は、敵を遠距離から一方的に攻撃し続けた為であり、むしろ安全に戦った結果だ。一人で戦った訳でもない。アキラは何とかそう説明してシズカを納得させた。

　噓は言っていない。強いて言えば、そこまでしないと安全に戦えないほどに危険だっただけだ。

　シズカは何かに勘付いた様子を見せたが、深くは尋ねなかった。代わりに、無理はしないで無事に帰ってくるように、と言って微笑むと、アキラを軽く抱き締めてから送り出した。行くな、とは言えないシズカに出来るのはそれだけだった。

　ビル１階の広間、地下街にいるハンター達を纏めている本部では、昨日と同じ職員がアキラを待っていた。

「27番、来たか。探索か討伐のどちらかを選べ」

　アキラが職員の言葉に疑問を抱く。昨日は防衛か探索のどちらかだった。選択肢から防衛が消えていた。

「防衛は選べないんですか？　出来れば昨日と同じ防衛を希望したいんですけど」

「駄目だ。お前は探索か討伐のどちらかだ。防衛は選べない。昨日の活躍が評価された結果だ。防衛地点で案山子かかしにするのは勿もっ体たい無ないと判断された訳だ。良かったな。評価されたぞ？」

「……いや、あれを評価するならむしろ防衛人員として評価するべきだと思うんですけど」

「知らんな。決定したのはもっと上の人間だ。私に言っても無駄だ。諦めてどちらか選べ。……ああ、危険度はどちらも似たり寄ったりだ。大して違いは無い」

　アキラが険しい顔で悩む。未知の場所を警戒しながら進んだ挙げ句に昨日のような目に遭うか、ヤラタサソリが確実に大量にいると予あらかじめ分かっている巣に突入するか、そのどちらがましか、アキラには判断がつかなかった。

　放っておくといつまでも悩み続けそうなアキラに、アルファが判断材料を付け加える。

『探索チームなら索敵次第では戦闘を回避できるわ。でも予期できない戦闘を強いられるかもしれないわね。討伐チームなら十分な戦力を揃えて交戦するはずよ。代わりに戦闘は確実にあるでしょうね。昨日のような戦闘に、多人数で安定して対応したいのなら、討伐をお勧めするわ』

「探索でお願いします」

「分かった。……よし。設定した。端末のナビゲート通りに19番防衛地点へ行き、その場の指示に従え」

「分かりました」

　指示された場所へ向かうアキラの背を、職員は微妙な表情で見ていた。手元の端末に表示されているアキラの情報を見ながら呟く。

「……推薦人、キバヤシ。弾薬費保証条件許可者、キバヤシ。配置監督員、キバヤシ。……これは絶対あのキバヤシだろう。つまりあの子供をここに送り込んだのはあのキバヤシということだ。あの無謀好きに好かれるとは、あの子供も運が良いのか悪いのか……」

　巡回依頼が都市防衛戦に切り替わった時の出来事で、アキラはそのキバヤシと縁を持った。

　キバヤシはハンターオフィスの職員とクガマヤマ都市の職員を兼任しており、今回の地下街関連の依頼にも口を挟める権限の持ち主だ。そしてそのキバヤシには、そこそこ知られている悪評が存在していた。

　駆け抜けて生き、駆け抜けて死ね。キバヤシは他者のその生き様を好み、ハンター稼業はその生き様を輝かせるものだと考えている。

　そしてキバヤシは、その生き様の手助けを過度に嬉々としてすることで悪評を買っていた。

　確かな実力を持つ自分が燻くすぶっているのは、不運にも機会に恵まれないからだ。だからその現状から抜け出す一発逆転の機会が欲しい。そう考えていそうなハンターを見付け出しては、ハイリスクハイリターンの機会を嬉々として提供するのだ。

　そしてその機会を与えられた者は大抵破滅する。大勝か大敗。そのどちらかしか得られない魅力的で無謀なチャンスに目が眩くらみ、賭けに負けて荒野に吞まれていた。

　勝てば更なる機会を与えられる。命賭けだが期待値は高く、受けない方が損だと思わされる飛び切りの機会を次から次へと与えられる。

　その結果、類い稀な才能を秘めており焦らずに積み重ねていれば大成していた者も、栄華を摑んで駆け抜けて生き、更なる栄華を求めて駆け抜けて死ぬ。

　それを分かっていても、キバヤシの話を受けて成り上がり栄華を摑んだ勝者が放つ栄光の輝きに魅せられて、話に乗る者は多かった。

「賭ける機会があることを喜ぶべきなのか。その機会さえ無ければ死なずに済んだと嘆くべきなのか。あの子供はそのどちらなのか。分からんな」

　職員がわずかに哀れむような表情で呟く。

「賭け事などというものは、続けていればいつかは負けるものなのだがね」

　アキラはハンターを目指した日からずっと賭け続けている。今のところは、アルファという存在の協力もあり、一応勝ち続けていた。




　地下街を進むアキラにアルファが話しかける。

『アキラ。どうして探索チームを選んだのか聞いても良い？　昨日のような状況を避けるのなら討伐チームの方が良いと思うわよ？』

『その代わり、昨日みたいにＣＷＨ対物突撃銃で専用弾を連射しないと倒せないような相手と戦う羽目になるんだろう？　幾ら弾薬費が依頼元持ちだからって、専用弾を大量に消費しないと真面に戦えないような戦闘は御免だ』

　アルファがアキラをじっと見詰める。するとアキラが言い訳するように付け足す。

『何だよ。確かに討伐チームに参加した方が戦闘経験をたくさん積めるかもしれないけど、それで死んだら元も子も無いだろう。持ち運べる弾薬にだって限度があるんだぞ？』

『高価な専用弾をシズカの店で大量に購入すれば売上に貢献できる。でも大量に購入した分だけシズカを心配させる。後者を優先させたわね？』

　アキラが黙る。雄弁な沈黙だった。

『別にその選択を責める気は無いわ。でも私としては、シズカを心配させたくないのなら、ヤラタサソリの群れぐらい軽く蹴散らせる実力を早く身に付けることをお勧めするわ』

『……。そうだな』

　アキラは少し無愛想に短く答えた。




　19番防衛地点は地下街の大広間に設置されている。周辺の未調査部分の制圧用に新設した簡易拠点で、この場を含めた重要な拠点を防衛する為に多数のハンターが配備されている。また探索チームや討伐チームの休憩場所にもなっており、その分だけ人も多くかなり賑やかだ。

　広間の中央にはこの場を指揮している都市の武装職員達がいた。アキラが端末の指示に従ってそこに行くと、管理者らしき職員がすぐに気付いて声を掛けてくる。

「27番だな。お前が合流する探索チームは、今は地下街を探索中だ。戻ってくるまで適当に待っていてくれ。この広場から出なければ好きにして良い。暇なら警備でもしていてくれ。ついでにヤラタサソリがいたら駆除してくれ」

「了解」

　アキラは取り敢えず空いている場所を探して立ち去った。

　職員が探索チームに連絡を入れる。

「こちら19番防衛地点。第９探索チーム。応答しろ」

　職員の端末から女性の声がする。

「こちら第９探索チームよ。定期連絡には早すぎるわね。何かあったの？」

「そちらが希望していた追加要員が到着した。必要なら一度戻って合流してくれ」

　端末から男性の声が返ってくる。

「使えるやつなんだろうな？　索敵要員は足りてるんだ。必要なのは火力だぞ？」

「選えり好ごのみするな。まあ、昨日相当数のヤラタサソリを倒したやつだ。大丈夫だろう。嫌なら前のやつらを連れていけ。お前が嫌がったから別の人員を手配したんだろうが」

「連中を連れていくぐらいなら、いない方がましだね」

　嫌みっぽくそう答えた声の後、端末からの声が先程の女性のものに戻る。

「取り敢えず一度戻るわ。収集データ受け渡しの用意をしておいて。以上よ」

　それで通信が切れた。職員が部下に指示を出す。

「第９探索チームが戻ってくる。本部へ取得データを送信する準備をしておけ。以前のデータ変換が終わっていなくても、データの受信だけはするように言っとけ」

「了解しました」

　職員が視線を部下から手元の端末に移す。そこにはアキラの情報が表示されていた。それを読み直し、わずかな懸念を顔に出したが、気を取り直したように呟く。

「……まあ、大丈夫だろう。こいつの昨日の戦歴は確かなんだ」

　職員が表情をわずかに歪めたのは、アキラを推薦した人物がキバヤシであると知ったからだ。

　職員にはアキラは大して強そうに見えず、キバヤシが提供する賭けに負けそうに思えた。その場合、その無謀のツケは現場の人間が支払うことになる。

　しかしキバヤシの方が立場が上なのでアキラの配置を拒否は出来ない。だからこそ職員はアキラの昨日の戦歴を信じることにした。

　その方が気が楽であり、仮にデータが改竄されていたとしても自分の責任ではないからだ。




　19番防衛地点の周囲は14番防衛地点とは異なり大半が闇に覆われている。アキラがここまで通ってきた通路の方は強い照明で照らされているが、それ以外の方向は真っ暗だ。光源の無い地下街の闇がどこまでも続いている。

　単純に設置用の照明が足りていない。或いはまだ通路の調査とヤラタサソリの駆除が済んでいないので敢えて照明を設置していない。そのどちらなのかはアキラには分からなかった。

　アキラが近くのハンター達を見ていると、警備や休憩をしている者達の中に知った顔が交じっていた。カツヤ達だ。

『あいつらもここに配備されたのか』

『そうみたいね。分かった以上、彼らからもっと離れましょう』

『その理由は？』

『アキラに近付けると揉め事になるから』

『……了解』

　アルファの言葉を否定できないアキラは、忠告に従ってカツヤ達とは反対側に移動した。そしてそのまましばらく周囲の警備を続けていた。

　このまま何事も無く依頼の最低経過時間が過ぎないものか。アキラのその都合の良い考えは、背後から掛けられた声によって終わりを告げた。

「アキラ」

　聞き覚えのある声の方に振り向くと、サラが笑って手を振っていた。

　アキラがサラと合流して軽く会釈する。

「お久しぶりです。サラさん達もこの依頼を受けていたんですか？」

「そうよ。厳密には仮設基地周辺の警備を請け負っていたのだけど、急遽地下街の方に回されたの。それにしても追加要員がアキラだったとはね。ちょっと驚いたわ」

「俺ですか？　ということは、俺が参加する探索チームって……」

「そういうこと。私とエレナがいるチームよ。リーダーはエレナ。こっちよ」

　サラに連れられて大広間の中央に行くと、都市の職員達に交じって何かを話しているエレナの姿があった。エレナもすぐにアキラに気付くと軽く手を振って招き寄せた。

「第９探索チームにようこそ。私がチームリーダーのエレナです」

「アキラと申します。本日はよろしくお願いします」

　エレナが少し冗談っぽく大袈裟に丁寧に挨拶すると、アキラもわざと恭しく答えた。そして二人で軽く吹き出した。

「でも追加要員がアキラだとは思わなかったわ。出来る限りフォローはするつもりだけど、結構危険だから注意してね。未調査部分の調査だから、当たり前だけどモンスターの分布とかも正確には分かっていないのよ。何がいても不思議じゃない。そういう心構えを持って十分に気を付けてね」

「分かりました。エレナさん達の足を引っ張らないように十分気を付けます」

「よろしい。良い心掛けね。……危ない時は無理をしないで頼ってちょうだい。アキラに何かあったらシズカも悲しむわ」

「はい。その時はお願いします」

　エレナがアキラの返事に満足して微笑む。アキラには下手な気負いも緊張も見られない。これなら大丈夫だろう。そう判断した。

　エレナは探索中に収集したデータの受け渡し作業を進めていた。今は情報端末を介して都市の職員達にデータを転送している最中だ。

　データは都市から貸し出された端末で収集したものもあるが、ほとんどはエレナが自前の情報収集機器で集めたものだ。そのデータの精度は貸出端末のものに比べて段違いに精密だ。

　ただしエレナのデータは貸出端末のものとデータ形式が異なる所為で、都市側がエレナのデータを使用する為にはデータ変換が必要になる。本来ならその手間を省く為に規格の違うデータを使用することはない。

　しかしエレナのデータは、その有用性から特別にデータ変換の手間を掛けてまで別枠で使用されていた。

　その分だけデータの転送と変換に時間が掛かるのでしばらくは待機となる。エレナから状況説明を兼ねてそれらの説明を聞いたアキラが素直な感想を言葉にする。

「そんな特別扱いをされるデータなんですか。やっぱりエレナさんは凄いんですね」

　そう素直に称賛されて、エレナは少々照れた様子を見せた。エレナも誉められて悪い気はしない。少し自慢げにアキラに語る。

「分かってもらえて嬉しいわ。情報収集の重要性を分かっていないハンターも多いのよ？　索敵をおろそかにしてモンスターと遭遇しても倒せば良いだけだ。遺跡の内部がちょっとぐらい複雑でも俺は迷ったりしないし、迷ってもすぐに脱出できる。そんな浅い考えで遺跡に入る人は結構多いのよ」

　それを聞いて、アキラはかなり意外そうな顔を浮かべた。

「そうなんですか？　俺ならモンスターとの戦闘は出来る限り避けたいですし、遺跡の中で迷うのも御免です。エレナさんの仕事を軽視するなんて、俺にはちょっと信じられませんが……」

　優秀なハンターの評価基準は人それぞれだが、強力なモンスターを容易く撃破する戦闘能力を過度に優先する者は結構多い。戦闘能力は確かにハンター稼業を続ける上で重要であり、他者に自分の活躍を吹聴する時にも分かりやすいからだ。

　それは時に、直接的な火力要員ではない情報収集役の軽視を招く場合がある。エレナも過去にその辺りを軽んじられた経験が何度もあり、嫌な思いもしていた。

　クズスハラ街遺跡で遺物を探していた頃のアキラは、アルファによる索敵と地理の把握だけで生き残ったようなものだ。その為、アキラは情報収集役の重要性をよく理解していた。

　エレナは自分の役割の重要性をアキラが本心で認めていることを感じ取り、内心かなり喜んでいた。更に機嫌を良くして話を続ける。

「それが意外にいるのよ。しかもそういうやつに限って文句が多いのよ？　やってられないわ」

　そのまましばらくエレナの愚痴に近い話が続いた。顔を少々しかめて鬱憤を晴らすようにいろいろと語っていた。

　だが途中でこのまま愚痴を延々と続けてしまいそうな自分に気付くと、経験談ではなくただの愚痴と化した話を続けても聞いているアキラは楽しくないだろうと考えて、気を取り直して話の方向を少し変える。

「一応言っておくけど、確かに私達の火力要員はサラだけど、私だってそれなりに戦えるのよ？　情報収集機器は照準精度の向上とかにも役に立つわ。それに今は私も強化服を着てるから、重量のある装備も余裕を持って扱えるようになったの。情報収集要員だからって、火力不足だとは思ってほしくないわ」

「ああ、そういえば、エレナさんはこの前から強化服を着て……」

「情報収集機器の重量があるからサラの装備品よりは軽い銃になるけど、それでも十分威力が……」

　話にエレナの強化服が出てきた時、アキラは以前シズカの店で見たエレナの姿を思い出してしまった。

　肌に密着して魅力的な体の線を強く浮かび上がらせる強化服を着用していたエレナは、見方によっては蠱こ惑わく的な装いをしており、頬を染めながら慌てていた。

　更にアキラはそれに付随することも思い出してしまった。アルファの高度な演算能力が生み出した非常に再現率の高いエレナの全裸の姿だ。

　そして一緒に表示されていたサラの全裸も思い出してしまった。どちらも非常に魅力的な姿だったこともあって、アキラの脳裏にはその時の記憶が強く残っていた。

　不味い、と思った時には既にアキラの脳裏にその光景が浮かんでいた。アキラは慌ててその光景を頭から振り払ったが、それを思い出してしまった動揺までは完全に振り払えなかった。

　エレナは話題とアキラの態度から、以前にシズカの店で見せた自分の姿をアキラが思い出してしまったことにすぐに気付いた。

　平静を保とうとしているアキラの態度を見て、エレナも同じように平静を保とうとする。しかしアキラの気恥ずかしさが移ってしまい、エレナも完全に落ち着くことは出来なかった。

　その結果、アキラとエレナは会話を止めて、お互いにごまかし合うように軽く笑った。

　サラはその様子を見て楽しげに笑っていた。その時の出来事をシズカから聞いて知っていたので、アキラ達の態度の理由は推察できた。珍しい様子を見せる親友の姿を、悪いとは思いながらも楽しげに見ていた。

　アキラの脳裏に自分の全裸まで浮かんでいたとは、流石にサラも分からなかった。

　アキラが場の空気を変えようと、少し強引に話題を切り替える。

「そういえば、エレナさん達の探索チームは何人ぐらいになるんですか？」

　エレナがアキラの誘いに乗って、気を切り替えて答える。

「アキラを含めて４人よ」

「４人？　えっと、俺の感覚では少ないような気がしますけど、それぐらいの人数が普通なんでしょうか。もう少し多くても良い気がしますけど」

　昨日のアキラはレイナ達と一緒に、たった３人でヤラタサソリの群れと交戦する羽目になった。アキラとしては、ぎりぎりの状況を何とか生き残った感覚だ。

　地下街の未調査部分にはそのヤラタサソリの巣が無数に存在しているのだ。調査が主任務の探索チームとはいえ、アキラには４名では足りない気がした。

　勿論エレナ達の実力ならば全く問題無い可能性もある。しかし説明無しに納得できる人数ではなかった。

　エレナとサラがわずかに眉をひそめて顔を見合わせる。何か事情があるにしろ、余り宜しくない内容であることはアキラにも分かった。

　サラが少し難しい顔で答える。

「本当はもう少し多めの人数で探索する予定だったのよ。ただ、ちょっとあってね」

「何かあったんですか？」

　エレナも少し顔をしかめて続ける。

「人員の相性で、ちょっと問題があったのよ。よくある話とも言えるけど、事前の調整ぐらいは済ませておいてほしかったわ」

　そこに、探索チームの最後の一人が話に加わった。

「悪かったな。人員調整の問題は俺からも強く言っておくよ」

　話に加わったのはシカラベだった。カツヤと同じドランカム所属のハンターで、以前はカツヤ達の監督役をしていたが、今は既にその役目を降りて別行動を取っていた。

「俺はシカラベだ。第９探索チームの一人だ。お前が追加要員のハンターだな？」

　アキラが軽く頭を下げる。

「アキラと言います。今日はよろしくお願いします」

　シカラベがアキラを値踏みするように見る。

「追加要員は歓迎するが、足手纏いが増えても困る。大丈夫なのか？」

　どことなく挑発気味に話すシカラベに、アキラが平然と答える。

「使い物にならないと判断した場合の文句は、俺ではなく本部に言ってくれ。俺をここに派遣したのは本部だからな。本部にたっぷり文句を言って、新しい替えの要員の実力に期待してくれ」

　あからさまに実力不足を懸念するシカラベの問いに、アキラは自分を送った人間が悪いと答えた。

　シカラベが意外そうな顔を浮かべる。アキラの返事はシカラベの予想とは正反対のものだった。

　カツヤと同じぐらいの年頃で、一人でここに派遣された以上、相応の実力は持っていると考えられる。そしてその手の者は、大抵自身の実力を過信している。

　それならば、自身の実力を自信満々に誇示するか、又は実力を疑われたことに対して不満を述べるはずだ。シカラベはそう予想していた。

　しかしアキラの態度には、自身の実力を低く見積もられた不満は一切見られない。シカラベはそのことに少し驚くと、その驚きを隠しながらアキラをどこか見下した感じを敢えて出した。

「随分弱気な発言じゃねえか。そんなに自分の実力に自信が無いのか？」

　それでもアキラは平然と答える。

「そっちがどの程度の実力を期待してるのかは知らないけど、俺が必ず何とかするとか、俺がいれば大丈夫だとか、そんなことを口に出来るほど強いとは思ってない。そういう意味だと、自信は無いな」

　シカラベはアキラの返事を聞いて軽く吹き出した。そして少し機嫌を良くする。

「いや、悪かった。何の根拠も無い自信に溢れた馬鹿どもの相手をすることが多くてな。少なくともそんな馬鹿じゃないのは確かなようで安心だ。それなら大丈夫だろう。本部も実力が不確かなやつをここに送るほど間抜けじゃないだろうしな」

　実のところ、シカラベにはアキラが大して強そうに見えなかった。しかしエレナ達の反応や、本部から斡旋された人物である以上、最低限の実力は持っているのだろうと判断して、軽い愚痴と一緒にアキラに謝罪した。

「俺の方の準備はもう済んでる。出発するならいつでも言ってくれ」

　エレナが自分の情報端末でデータ転送の残り時間を確認する。

「データの受け渡しが済み次第出発するわ。あと５分ぐらいよ。アキラもそれで良い？」

「大丈夫です。今すぐでも構いません。……ん？」

　アキラはアルファが指を差していることに気付いてそちらを見た。そこにはアキラ達の方に向かってくるカツヤ達の姿があった。

　カツヤ達は今日もメイド服を着ているシオリが交じっている所為で注目を集めていた。先頭のカツヤはかなり不満げな表情を浮かべている。だがそれは、周囲の視線の所為ではなかった。








第47話　エレナの判断






　地下街の探索から一度戻ってきたエレナ達は、自身が率いる第９探索チームへの追加要員であるアキラと合流した。そしてアキラに現在の状況などを教えながら次の探索までの待ち時間までチームメンバーで雑談をしていた。

　そこにカツヤ達が現れる。それをアルファに教えられたアキラが視線をそちらに向ける。釣られてそちらを見たエレナ達もカツヤ達に気付く。そしてそれぞれの反応を示した。

　シカラベが不機嫌になり、エレナが軽く溜め息を吐き、サラがわずかに苦笑する。アキラはアルファに釘を刺されていた。

『分かっているとは思うけれど、揉め事を起こしては駄目よ？』

『分かってる。エレナさん達もいるんだ。向こうだって別に騒ぎを起こすつもりは無いだろう』

　アキラは楽観的に考えていたが、アルファに少し険しい表情を向けられて気を引き締める。

　向こうではなく、自分がまた何か仕出かすかもしれないと考えているのだろう。そう判断して自重するように自身に言い聞かせた。

　エレナがシカラベに確認を取る。

「ドランカム内の揉め事はそっちで調整してもらえるのよね？」

「当然だ。相手が何を言おうと俺に丸投げしてくれれば良い」

　シカラベはそう言い切った。

　事情を知らないアキラが少し怪訝そうにしていると、それを察したサラが軽い苦笑いを浮かべて説明する。

「エレナが言ってたでしょう？　元々はもっと多い人数で探索する予定だったけど、人員の相性で問題があったって。シカラベがカツヤ達の合流を嫌がったのよ」

　前線基地構築補助作業の依頼を受けて、エレナとサラは二人一組のチームとしてモンスターの哨戒及び迎撃任務に就いていた。シカラベはドランカムから派遣されたハンターとして同僚と共に類似の任務に就いていた。

　クズスハラ街遺跡の奥部へ続く通路を確保する為に、仮設基地の建設現場では多くの作業員が瓦礫の撤去や道路の舗装を行っている。

　瓦礫が散乱する遺跡内部では、戦車などの運用が難しい。高層ビルの内部に棲息するモンスターもおり、大きさの問題で人型兵器では対処が困難な状況も多い。現場には多数のハンターがその対応策として運用されていた。

　整備済みの通路が仮設基地から遺跡の奥に延びていくほど、襲撃してくるモンスターも遺跡奥部に棲すむ一層強力な個体になる。そのような強力な相手と交戦するので、前線には必然的に実力のあるハンターが配置されていた。

　しかし遺跡の外周部で比較的弱いモンスターしかいないはずの場所にヤラタサソリの群れが出現した。更にそれらの住み処である地下街に数多くの巣が存在していることが判明した。地下街は広く、遺跡の奥部に通じている可能性も考えられた。

　そこで前線基地の司令部は、地上部の後方連絡線構築用に揃えていたハンターの一部を仕方無く地下街の制圧に回すことにした。それがエレナ、サラ、シカラベの三人が地下街に来た経緯だ。

　三人とも元々前線に配置されていた実力のあるハンターだ。その三人に現場のハンターを数人加えれば探索チームとして十分機能する。シカラベがドランカムに所属していることもあり、ドランカムから追加人員を派遣して探索チームとする予定だった。

　しかしそこで問題が起こる。ドランカムから派遣された追加要員がカツヤ達だったのだ。

　シカラベはカツヤ達の加入に強硬に反対した。エレナとドランカムに対して様々な条件を出して自身の要求を通そうとした。

　カツヤ達を加えるならば自分は抜ける。カツヤ達がいない分の負担は自分が責任を持つ。万一の事態には自身が囮になり、エレナ達は自分を見捨てて逃げても構わない。そこまで言い切った。

　シカラベもカツヤ達もドランカム所属のハンターということもあり、本部はこれをドランカム内の揉め事として扱った。

　そしてドランカム内の問題となった時点で最終的にシカラベの我が儘が通った。ハンターとしての実力も、ドランカム内での立ち位置でも、カツヤよりシカラベの方が上だからだ。

　アキラがエレナ達からそれらの事情を簡単に説明されている間も、シカラベとカツヤは口論を続けていた。

　カツヤがシカラベを睨み付ける。

「好い加減にしろよ！　俺はもうあんたの部下じゃないんだ！　あんたの指示に従う義務は無い！　あんたの我が儘でエレナさん達にどれだけの迷惑が掛かっているのかも分からないのか!?」

　シカラベはカツヤを明らかに見下していた。

「お前らを加えること自体が、それ以上の迷惑だと理解してからほざけ。失うせろ」

　事態の解決に繫がる気配が欠片も無い、まるで歩み寄る気の無い口論が続いていた。

　カツヤはエレナ達と一緒に仕事が出来ると聞いて非常に喜んでいた。シカラベも一緒という点が不満ではあったが、そこは我慢するつもりだった。

　しかしその機会をシカラベに潰された。それだけに怒りは大きかった。それでも、怒鳴るだけでは意味が無いと、険しい表情でシカラベを説得しようとする。

「危険な地下街の探索を、このままたった３人で続ける気か？　俺が嫌だからって、ドランカムから別のハンターは派遣されないぞ。いつまで意地を張るつもりなんだ？」

　一応カツヤもドランカムの管理側に連絡を取り、シカラベが極めて個人的な理由で自分達の邪魔をしていると伝えて、徒党の指示としてシカラベに上から説得してもらおうとした。

　だが管理側の決定は、現場で話をつけろ、だった。管理側としてはドランカムの古参で実力もあるシカラベと、若手の代表的な立場になりつつあるカツヤのどちらかに、管理側の権限で行動を強制するのは避けたかったのだ。

　それでもカツヤにとっては管理側が一度シカラベの肩を持ったことになる。管理側もそれは分かっており、ドランカム側から他のハンターを派遣しないことで相殺とした。カツヤもそれで引き下がった。

　探索チームの活動場所は地下街の未知のエリアだ。どれだけ戦力があっても安全ということはない。一度探索を終えて、その危険を再認識した後ならば、シカラベも妥協して自分達を加えるだろう。カツヤはそう考えて、探索から返ってきたシカラベ達に接触した。

　だがシカラベは欠片も動じずに笑うと、手でアキラを紹介するように示す。

「ああ。それなら大丈夫だ。追加要員なら本部が用意してくれた。アキラだ。昨日、大量のヤラタサソリを撃退したハンターで、本部のお墨付きだぞ？」

　カツヤが驚きの表情で視線をアキラに向ける。アキラは既に目を逸らしていた。

　またお前か。カツヤの表情はその内心を分かりやすく表していた。ユミナ達やレイナ達も、カツヤとは驚きの方向性は異なるものの結構驚いていた。

　カツヤが内心を抑えて視線をシカラベに戻す。

「……そいつはドランカム所属のハンターじゃないぞ？」

「だから何だ？　本部がわざわざ用意してくれた人員だ。何の問題も無いな。第一、エレナ達だってドランカム所属のハンターじゃないだろう」

「十分な戦果が見込める依頼で人員の追加が必要な場合は、ドランカム所属のハンターを優先する決まりのはずだ！」

「それは役立たずを連れていって苦労した挙げ句に、報酬まで分け与えろって意味じゃないんだよ。今までの経験で勘違いでもしてたのか？」

　そして、そこまでは格下を馬鹿にするような態度を取っていたシカラベが、急に態度を真面目なものに変えた。歴戦ハンターの威圧がカツヤ達に向けられる。

「引率役付きの扱いから抜け出して一端のハンターになったことは認めてやるがな、それでも俺達と同等になった訳じゃねえんだ。身の程を弁えて引っ込んでろ。これ以上騒いで邪魔するなら、俺と明確に敵対したとみなして、相応に対処するぞ」

　シカラベはカツヤへの対応を、聞き分けの無い子供から準敵性の相手へと切り替えていた。カツヤがその威圧を受けてわずかにたじろぐ。

　ユミナがカツヤの手を軽く引っ張り、自分の方にカツヤの顔を向けさせる。そして真面目な顔で首を横に振った。

　今までシカラベはカツヤを格下としてあしらってくれていた。だがここから先は潰しに入る。ユミナはそれに気付いてカツヤを止めた。

　これで止まらないのなら殴ってでも止めるつもりだった。自分がカツヤを殴れば怪我で済むが、シカラベの対処では命に関わる恐れがある。そう判断していた。

　足手纏いという自身の命を脅かす者へ、シカラベが甘い対処で済ませるとは思えなかった。

　カツヤが黙る。シカラベも黙っている。口論の元が両方とも口を閉じたことで、騒ぎも一緒に収まった。そして、そのまま時間切れとなる。

「時間よ。出発するわ」

　エレナはそれだけ言って歩き出した。サラとアキラがその後に続く。

　シカラベはカツヤに冷ややかな侮蔑の視線を向けてから後に続いた。データ転送が終わる前に騒ぎを抑えなければ、出発が遅れてしまいエレナ達の迷惑になる。それを防ぐ為に余計な手間を掛けさせられた。そう思っている分だけ、カツヤへの心証はいつにも増して悪かった。

　去っていくエレナ達の姿を、カツヤは少し悔しそうな表情で黙って見ていた。




　カツヤ達の後ろから一部始終を見ていたレイナが小声でシオリに尋ねる。

「ねえシオリ、昨日の私もあんな感じだったの？」

「……非礼を承知でお答えすれば、お嬢様の方が酷かったかと」

「そ、そう」

　レイナは苦笑いを浮かべて、自身の過去を今後の糧にすると改めて決めた。





◆






　エレナが率いる第９探索チームに加わったアキラは険しい表情で地下街を進んでいた。

　光も差さず、迷路のように入り組んでおり、棲息しているモンスターの種類も規模も不明。そのような場所に討伐部隊を闇雲に派遣しても被害が増えるだけだ。

　そこで事前情報無しの危険な領域を探索し、地下街の構造や徘徊しているモンスターの情報を持ち帰り、後続の討伐チームなどの為に最低限の安全を確保する斥候役がどうしても必要になる。

　それが探索チームの仕事であり、エレナ達の仕事であり、アキラの仕事だ。

　アキラ達が地下街を進んでいく。全員で一応照明を点けているが広大な地下街を照らすのに十分な光量ではなく、少し離れた場所は闇に吞まれたままだ。その闇の先を各自の情報収集機器などで把握しながら慎重に歩を進める。

　エレナを中心にして、シカラベが前、サラが左、アキラが右の陣形を取っていた。その陣形を保ちながら移動していたが、しばらくするとアキラが少しずつ遅れ始めた。

　アルファは訓練を兼ねてアキラにある程度自分で索敵を行わせていた。全て自力での索敵に比べればかなり楽なのだが、アキラの実力では全体に辛うじて遅れないので精一杯だった。

　アキラは気付いていなかったが、エレナはアキラの実力を確認する為に全体の移動速度を落としていた。それでもその有あり様さまだった。

　アキラの精神と体力の消耗は自身の予想以上だった。それは単純な実力不足に加えて、それを痛感してエレナ達の足を引っ張らないように余計に気負ってしまった所為でもあった。

　そのアキラの様子から、アルファが方針を切り替える。

『アキラ。索敵の訓練は中止よ。警戒は私がするから、アキラは少し気を緩めなさい』

『分かった。……正直限界だった。頼む』

　軽い安堵を覚えたアキラが大きく息を吐く。すると部隊の前部にいるシカラベに、唐突に声を掛けられる。

「おい、右の状況は？」

「……50メートル先にヤラタサソリが３体いる。動かないから多分死んでる。擬死だとしても進行方向でもないし、近寄ってくる気配も無いから無視して良いと思う」

　シカラベはエレナに確認を求めて視線を送った。

「あってるわ」

　その簡潔な返事を聞いて、シカラベが少し意外そうな顔をする。

「了解だ。……何だ、急に索敵をサボり始めたかと思ったが、ちゃんとやってるのか。アキラ、疑って悪かったな。……俺の勘の方が鈍ったか？」

　シカラベは首を傾げながら視線を前に戻した。

　アキラは平静を装いながら動どう悸きを抑えていた。

（……ばっちり冴さえ渡わたってるよ）

　シカラベはアキラの方に顔も向けずに相手の気が緩んだことを正確に把握した。そのシカラベの技量にアキラは熟練ハンターの実力の一端を垣かい間ま見みた。

『アルファ。どうやって気付いたんだと思う？』

『本人も言っているように、勘でしょうね』

『勘……って言われても』

『本人の五感、及び情報収集機器で取得した情報からアキラの動きがわずかに変わったことを感じて、その変化から気を抜いたと判断した。その判断の過程を本人も理解していないから、勘よ』

『ああ、そういう意味か。……凄えな』

『アキラにもいずれは同じことを出来るようになってもらうわ。頑張ってね』

　不敵に微笑むアルファを見て、アキラは苦笑を抑えようとして歯を食い縛った。その所為でアキラの表情はわずかに硬いものになっていた。

　シカラベは別にアキラを注意するつもりで尋ねた訳ではなかった。元々火力要員として加えたのだ。索敵能力に多少不備があっても自分達で補えば済む。必要なら自分が右側の警戒を少々高めて対応すれば良い。そう考えていた。

　その上で、自分がどの程度補えば良いのか判断する為に聞いたのだが、援護など不要と言わんばかりのほぼ完璧な答えが返ってきたことにかなり驚いていた。

　エレナ達もアキラの返事に少し驚いていた。アキラの返答内容は、その索敵能力が情報収集要員であるエレナに迫る精度であることを示しており、普通は有り得ない。それでも、少し驚いた、だけで済んだのは、その辺りの事情に心当たりがあるからだった。

　シカラベはアキラの実力に上機嫌だ。

「火力担当として加えたのに索敵も優秀。大当たりだな。カツヤを外した甲斐があったってもんだ」

　エレナが不満げに釘を刺す。

「アキラや私達をドランカム内の揉め事に巻き込むのはやめてもらいたいわ」

「そう言うなよ。我が儘を言った借りは俺が先頭に立つことでしっかり返しているだろ？　それに最終的にはリーダーの同意も取ったじゃないか」

　アキラが少し意外そうな顔でエレナを見る。確かにシカラベは強いと思うが、エレナが５人と１人を天てん秤びんに掛けてカツヤ達ではなくシカラベを選ぶほど、そしてその人数差を引っ繰り返すほどに強いとは思えなかった。

　しかしエレナはシカラベを選んだ。その理由が分からず、アキラは軽く困惑していた。

　エレナがどことなく釈明するように説明する。

「……別にシカラベの肩を持った訳じゃないわ。シカラベを外してカツヤ達を加えた場合の問題点を考慮しただけよ」

　戦力を人数で補っても、探索場所の地形の所為で数の利を活かせない場合もある。人数が多いほど全体の移動速度も下がる。気配が増えればモンスターを刺激する恐れも高くなる。

　エレナはそのようなありふれた問題点を上げた後で、少々言いにくそうに判断の決定打となった問題点を口に出す。

「あとは、……何かあった時に、カツヤ達が私の指示に大人しく従ってくれるかどうかが、ちょっと微妙だったのよね」

　また意外そうな顔を浮かべたアキラを見て、サラが苦笑しながら捕捉する。

「エレナはちょっと心配性なところがあるけど、皆の安全を考えての判断なの。ただでさえ即席の部隊なのにその人数が多いと指揮系統で揉めやすいからね。だから、余り悪く捉えないであげて」

　アキラは真面目な顔で首を軽く横に振った。

「いえ、単に人数が多い方が安全だろうと素人考えで判断してちょっと不思議に思っただけです。エレナさんの判断を疑ったとか、そういうことではありません。エレナさんの判断なら俺も正しいと思います」

　シカラベが上機嫌で付け加える。

「同感だな。俺もエレナの判断は的確だと断言しよう。連中は昨日もやらかしてる。それはお前も知ってるだろう？」

　シカラベはそう言ってアキラに同意を求めた。だがそのアキラが、分からない、という顔を返してきたので、理解を求めて丁寧に説明する。

　昨日の14番防衛地点での言い争いは、中継器を介して本部にも伝わっており、ドランカム側にも流れていた。

　レイナは他のハンターと無駄に揉めていた。加えてチームリーダーの許可も取らずに勝手に持ち場を離れた。チームリーダーであるカツヤにもそれらを止める統率力は無かった。

　総合的に考えて、あのチームはリーダーもメンバーも、他の指揮系統に急に加えるような運用は出来ない。無理に加えれば地下街の奥で部隊行動が崩壊する恐れさえある。

　だから、あいつらを連れていくという判断は、無い。シカラベはそう断言して説明を締めくくった。

　エレナが小さな溜め息を吐いて付け加える。

「……その話の精度は別にして、その手の懸念事項は減らしておきたい。それがカツヤ達を連れていかなかった一番の理由よ」

　アキラはエレナとシカラベから話を聞いて納得した。

　もっともその判断基準であれば、アキラを連れていくのも本来はかなりの問題だ。いざとなったら好き勝手に独自に行動しても良いと契約に入れるような者であり、実際にそのつもりだからだ。

　ただし今回はチームリーダーがエレナということもあり、そこは問題にならなかった。

「アキラ。私も誤った指示を出さないように精進するから、アキラも私の指示に出来るだけ従ってちょうだい。指示の内容に疑問を覚えたら、聞いてもらえればちゃんと答えるわ」

「分かりました。大丈夫です。仮にエレナさんの指示が多少間違っていても、俺の判断よりは良い結果になると思います。俺が指示の理由を聞いた時は、指示の内容に不満があるんじゃなくて、指示の理由を理解して勉強しようとしていると思ってください」

　アキラは本心でそう答えた。自分に優れた判断力があるとは欠片も思っておらず、エレナの実力はアルファも認めている。アキラにエレナの判断を疑う理由は無かった。

　アキラに真まっ直すぐな信頼を向けられたエレナが少し照れる。

「その信頼に応えられるように頑張るわ」

　サラはそんなエレナを見て楽しげに笑っていたが、エレナから軽い威圧込みの笑顔を向けられると、顔を素早く地下街の奥へ向けた。




　アキラ達は地下街を順調に探索していた。

　地下街は元々入り組んだ構造の上に、一部は落盤などで塞がれ、シャッターなどで封鎖されている通路もある所為で、今では迷路に近い有様となっている。しかも基本的に光源など無いので真っ暗だ。

　その地下街を迷わずに進めるのは、エレナの高い情報収集能力のおかげだ。

　エレナは地形情報を取得して地下街の見取図を作成しつつ、移動距離や周辺の情報から正確な現在位置を割り出している。

　そしてモンスターが棲息していそうな場所や、襲撃された場合に不利になる位置を割り出し、安全なルートを選択して地下街を進んでいた。

　アキラ達は途中数度モンスター達と交戦した。大半は先頭にいるシカラベが一人で撃退し、敵の数が多い時は四人がかりで殲滅した。

　遭遇したモンスターはそのほとんどがヤラタサソリで数も少ない。苦戦を強いられる要素など無く、探索を順調に続けていた。

　アキラ達の中で一番負担が多いのは先頭のシカラベだ。シカラベは宣言通りカツヤ達の代わりになるだけの戦果を上げていた。

　当然だが、それだけシカラベに負担が掛かる。体力も精神も弾薬も他の者より消費していく。

　そろそろ交代した方が良いだろう。エレナはそう判断した。

「サラ。そろそろシカラベと先頭を交代して」

「分かったわ」

　シカラベが口を挟む。

「まだ交代するほどの疲労は無い。もう少し後でも大丈夫だ」

「体力は十分でも弾薬は消費したでしょう？　余裕がある内に交代した方が良いわ。弾薬の消費量を均ならす為にもね」

　一理あると納得したシカラベが、ちょっとしたことを思い付く。

「了解だ。……それなら、一度アキラを先頭にしてみないか？」

「アキラを？」

　怪訝な顔を浮かべたエレナに向けて、シカラベが軽く頷く。

「万一に備えて、今の内にアキラがどの程度戦えるのか見ておきたい。本部からの推薦を疑う訳じゃないが、伝聞と実際に見るのとでは雲泥の差があるからな。仮にアキラが不覚を取っても、俺達に余裕がある時なら十分カバーできるだろう。どうだ？　まあ、アキラが嫌なら無理強いはしない」

「俺は構いませんが、エレナさん、どうします？」

　アキラはエレナに判断を投げた。

　それを受けて、エレナがアキラの様子を確認する。気は進まないが、上位者の指示なので仕方が無い。そのような様子を欠片でも感じられれば、アキラを前に出すつもりは無かった。

　エレナには、アキラは平然としているように見えた。前に出るのを嫌がる様子も無く、逆に前に出て活躍したいという意志も見られなかった。

　つまりアキラは本当にどちらでも良いと考えているのだろう。加えて、当初は全体の移動速度から一時的に遅れていたが、今は問題無く追い付いている。余計な気負いも取れたのだろう。それならばシカラベの意見も一理あるか。エレナはそう判断した。

「分かったわ。アキラ、シカラベと交代して。アキラは絶対に無理をしないこと。サラとシカラベは危険だと判断したらすぐに援護に入ること。私の指示を待つ必要は無いわ。良いわね？」

「分かりました」

「分かったわ」

「了解だ」

　アキラは普通に、サラはアキラとエレナを安心させるように、シカラベはどこか楽しそうに答えた。

　そしてアルファがアキラに確認を取る。

『アキラ。今の内に聞いておくけれど、私はどの程度サポートした方が良い？』

　アキラは質問の意味が分からず、少し怪訝な顔を浮かべた。

『どの程度って……、出来る限りしっかり頼む』

『一応提案しておくわね。ここで多少手を抜いて、次は防衛チームに配属されるのを期待するという方法もあるわ。ここで活躍しすぎると、明日はもっと危険な場所に配属されるかもしれない。それを踏まえて、どうする？』

　アキラも質問の意味をようやく理解した。しかし返答は変わらない。

『確かにそういう考えもあるけど、そんなことをするとエレナさん達に迷惑が掛かる。構わずに全力でサポートしてくれ』

　アルファが微笑む。

『まあ、アキラならそう言うと思っていたわ。了解よ。任せなさい』

　アルファは少しずつアキラの思考を把握し始めていた。








第48話　地下街の探索






　地下街の探索はチームの先頭をシカラベからアキラに切り替えた後も順調に進んでいた。

　移動速度を落とすこともなく、接敵時の対処も問題無い。シカラベが先頭だった時と同程度の水準を維持している。当然ながらアルファのサポートのおかげだ。

『アキラ。通路の先にヤラタサソリが４体いるわ。気付かれる前に倒して』

　アキラの視界はアルファのサポートで拡張されている。本来真っ暗な通路は白黒表示されており、色彩を除けば昼間と変わらない。通路に転がる瓦礫にもしっかりと陰影が付けられている。

　その視界に赤で強調表示されたヤラタサソリの姿が加わった。

『了解』

　アキラがＡＡＨ突撃銃を構える。拡張表示されている弾道予測の青線を標的の頭部に合わせて、落ち着いて引き金を引く。

　銃口から漏れた発火炎が辺りを照らし、闇に吞まれていた通路が本来の色彩を一瞬だけ露わにした。わずかに遅れて発砲音が地下街に木霊していく。

　撃ち出された弾丸はアルファの命中補正の恩恵を十分に受けて着弾予測位置に狂い無く命中した。通常弾より強力な強装弾がヤラタサソリの強固な装甲を貫き、対象の頭部を中身まで破壊する。脳という指揮系統を失った体がわずかに痙けい攣れんし、二度と動かなくなった。

　残りのヤラタサソリ達はすぐに反応したが、既に手遅れだった。間を置かず、一体目と同様に強装弾を喰らい、抵抗らしい抵抗も出来ずに倒された。

『よし。片付いた』

　アキラが銃を下ろして息を吐く。

『それにしても改造したとはいえ同じＡＡＨ突撃銃で撃ったのに、ここまで威力が違うんだな』

　大型であからさまに強力そうなＣＷＨ対物突撃銃とは異なり、ＡＡＨ突撃銃は改造しても外観に大きな変化は無く、格段に威力が上がったような印象は受けなかった。強装弾も弾倉としては通常弾と見た目に大した違いは無い。だが威力は別物だ。

　アルファがアキラの前で得意げに微笑む。

『銃と弾丸の性能向上の相乗効果もあるのだけれど、その効果を最大限に発揮できる能力も重要だってことを忘れないでよ？』

　どれだけ強力な銃弾であっても、そもそも当たらなければ意味が無い。そして着弾位置が相手の弱点かどうかでも効果は大きく変わる。付け加えれば接敵時の状態も大切だ。敵を先に発見できれば落ち着いて目標を狙える。

『分かってる』

　全てはアルファのサポートあっての成果だ。ちゃんと理解しているし感謝している。アキラはそう伝えるように笑って返した。

　サラはアキラが倒したヤラタサソリ達を発見できていなかった。敵を探すのはエレナの仕事、それを倒すのはサラの仕事。その役割分担もあって、サラの索敵能力では闇の先を捉えるのは少々難しい。

「エレナ。そっちの情報を送ってくれない？」

「分かったわ」

　サラの視界にエレナの情報収集機器によって収集された情報が加わった。サラの物とは段違いに高性能な情報収集機器は、前方のヤラタサソリ達をしっかりと捉えていた。

「ありがと。……見えた。あれか。ヤラタサソリが４体いて、撃破済みね。なかなかやるわね」

　シカラベも自前の情報収集機器で前方の状況を把握する。

「あの距離の敵を倒しておく必要があったか？　俺ならもう少し距離を詰めてから判断するが……」

　エレナが自分の意見を述べる。

「対象まで一本道。通路に遮蔽物となる瓦礫が多少ある。対象は私達の進行方向にいる。遮蔽物に身を隠しながら近付かれる前に、倒せる時に倒しておくって判断も間違いではないわ。もっと引き付けてから倒してもいいけど、その辺の判断は個人差ね」

「まあ確かに敵との間合いの管理には個人差があるからな。外した訳でもないし、問題無いか」

　交戦する確率が高い敵を少々早めに倒した。交戦を避けられそうな相手をわざわざ攻撃して不要な戦闘を増やした訳ではない。シカラベはそう判断してそれ以上気にするのをやめた。

　エレナはそのシカラベの反応を見て、内心安堵していた。

　シカラベはアキラが非常に高性能な情報収集機器を装備していると判断して、アキラが前方のヤラタサソリ達を発見したこと自体には疑問を抱かなかった。

　だがエレナはアキラの情報収集機器の性能を知っている。自分が売ったものだからだ。加えてその性能では、地上の開けた場所ならともかく、地下街という情報収集を阻害する要因だらけの場所で、闇に紛れたヤラタサソリを察知するのは非常に困難だと知っていた。

　あの機器で自分に同じことが出来るか。そう自身に問えば、出来ないと即答できる。それほどに難しい。

　つまりエレナの感覚では、アキラがヤラタサソリ達を発見できたのは、凄い、ではなく、異常や不可解と呼ぶべきことだった。

　そしてその異常の原因にもエレナは一応心当たりがあった。

（旧領域接続者だから……、なのかしらね）

　以前自分達を助けた時、アキラは情報収集機器など持っていなかった。そこから判断すると、あの驚異的な索敵能力と旧領域接続者の関連性は高い。

（もしそれとは無関係なら、私も情報収集役として、アキラにあれをどうやって見付けたのか詳しく聞いてみたいところだけど……、無理か）

　余計なことを聞かない。エレナはそうアキラと約束している。高度な索敵技術に強い興味を抱いたが、それは命の恩人との約束を反故ほごにするほどではない。

　そしてそれ以上に、その異常なまでの索敵能力は旧領域接続者の能力によるものなのか、などと尋ねた瞬間、アキラと殺し合いになる恐れは否定できないのだ。

　薄々気付いていることも、それを気付かれていることも、口に出した時点で確定事項に変わる。それで殺し合いには至らなかったとしても、アキラとの関係が致命的に悪化するのは確実だ。それは避けたかった。

　シカラベがアキラの索敵能力を高性能な情報収集機器のおかげだと思っているのであれば、あとは自分が黙っていれば大丈夫だろう。エレナはそう判断して、湧き出た興味に蓋をした。




　アキラ達は地下街の探索を順調に進めていた。

　そこそこの頻度でモンスターと遭遇したが、基本的にアキラ一人で問題無く対処できた。アルファのサポートのおかげもあって、エレナ達の足手纏いになるのは免れた。

　地下街の構造や通路の瓦礫の所為でかなり近距離での交戦を強いられた時もあったが、アルファの索敵による先制攻撃と精密射撃による速攻での撃破で的確に処理していく。

　その間も地下街は相変わらず真っ暗だ。廃墟に眠る高度な文明の名残、かつての栄華の残骸は全て闇に吞まれている。アキラ達がその場を照らしているほんのわずかな時間だけ、長い年月に食われ蝕むしばまれても面影として残った過去の姿を現していた。

　商店の廃墟らしい場所を索敵の為に軽く調べていると、アキラがそこに現存する大量の商品、旧世界の遺物を発見して驚く。

「おっ！　遺物がこんなに残ってる。凄いな」

　この遺物を持って帰れば幾らになるか。思わずそう考えているアキラに、サラが苦笑しながら釘を刺す。

「気持ちは分かるけど、持って帰っちゃ駄目よ。依頼中に見付けた遺物はクガマヤマ都市が所有権を得る契約だからね。気持ちはよく分かるわ。本当によく分かるけど、手を付けちゃ駄目よ」

　今が依頼の最中でなければどんなに良かったか。サラはその内心がにじみ出た表情で、悪魔の囁ささやきに耐えていた。アキラと自身を止める為に、誘惑の声を否定する。

「少しぐらいならバレないだろうとか、予備の弾薬の中に紛れ込ませれば見付からないだろうとか、そんなことを考えちゃ駄目よ。駄目なのよ。そう、駄目なの」

　アキラよりも自身により強く言い聞かせているサラの様子を見て、エレナが苦笑しながら補足する。

「その通りよ。アキラ。別に全員の身体検査とかはしていないけど、勝手に持ち帰ろうとするとどうしても挙動に出る部分があって、大抵見付かるのよ。見付かったら遺物を没収された上に、人生を３回ぐらい台無しに出来る違約金を支払うことになるわ。だから我慢してね」

　エレナは少しだけ子供を窘めるような口調でそう忠告した。アキラも聞き分けの無い子供になるつもりは無かった。素直に頷く。

「分かりました」

　それを見て、エレナ達は満足そうに微笑んだ。

　シカラベが別視点の意見を述べる。

「まあ、都市に遺物を持っていかれるのが嫌なら、初めから自力でここまで来いってだけの話だ。それが無理ならやめておけ。その辺の自重が出来ない身の程知らずは早死にするぞ」

　シカラベはそう軽く忠告しながら遺物を見ていたが、そこであることを思い出す。

「……ああそうだ。そうかもな。そういう考えもありか……」

　シカラベはそう言って一人で勝手に納得し始めた。アキラ達が思わず少し怪訝な視線を向ける。

　するとシカラベは持ち帰れない遺物を見ながら意味有りげなことを言っている自身の言動に気付き、遺物を持ち帰る算段をしていると誤解されないように説明し始める。

「……いや、違うぞ？　ちょっと思い出しただけだ。素人っぽい子供が高値の遺物を買取所に持ち込んだって噂が少し前にあってな？」

　アキラの表情が微妙なものに変わる。その話の所為で、アキラは遺跡の中で跡をつけられて殺されるところだったのだ。

「恐らく都市近場の遺跡に未発掘領域があるって話になって、結構な数のハンターが探したらしい。まあ、結局空振りに終わったけどな。知らないか？」

　エレナ達の表情も微妙なものに変わる。その噂を聞いてクズスハラ街遺跡に行った所為で、盗賊に襲われて死ぬところだったのだ。

「どうかしたのか？」

　アキラ達の様子に気付いて不思議そうな顔を浮かべたシカラベに、エレナが平静を装って話の続きを促す。

「何でもないわ。それで？」

「ああ、だからその子供が見付けた遺物って、この地下街のやつかもしれないと思ってな」

「まあ、可能性はあるわね」

　地下街は位置的に遺跡外周部の地下にある。多数のハンターが地上部をあれだけ探しても見付からなかったのは、目当ての物は地下にあったから。ある程度の辻褄は合う。

「だろう？　地上でモンスターに襲われて、子供ぐらいしか通れない穴とか隙間とかに逃げ込んだら、偶然そこが地下街への別の出入口だった。十分考えられる」

　その話は間違っていると知っているアキラが素知らぬ顔をしている横で、シカラベが少し得意げに仮説を述べていく。

「他にも、そこは実はヤラタサソリが開けた穴で、普段は瓦礫に擬態したヤラタサソリが塞いでるとか、連中が穴を広げようとしたら崩落して埋まった所為でもう塞がってるとか、いろいろ考えられるよな。あとは……」

　エレナが釘を刺す。

「他の出入口を探し出せばバレずに遺物を持ち出せる、なんて考えていないでしょうね？　先に言っておくけど協力する気は無いわ」

　エレナは収集した地形データから地下街の見取図を作成している。地上でその見取図と照らし合わせれば、エレナなら他の出入口を探し出せる可能性は高い。

　シカラベが軽く笑う。

「分かってるって。俺も都市に喧嘩を売るような馬鹿な真似をする気は無い。ちょっとした疑問が解決したかもしれないってだけだ。落ち着けよ。そんな不機嫌になる話でもないだろ？」

「気にしないで。私達もその噂に振り回されたハンターってだけよ」

「そりゃ悪かった。アキラもか？」

「似たようなものです」

　むしろアキラは振り回した側なのだが、ろくに装備も揃えていない状況でハンターに襲われたり、都市に戻ったら遺物目当てのハンター崩れに襲われたりした。噂で迷惑を被ったのは同じだ。

　ただし、アキラは既に少し嫌なことがあった程度に思っているが、エレナはサラを殺されかけたこともあり、それを思い出して大分機嫌を損ねていた。

　そのエレナの様子を見て、今度はシカラベが不思議そうな顔を浮かべた。

「そこまで不機嫌になるとはな。そんなに嫌なことでもあったのか？」

　サラがエレナの機嫌を戻そうとする意味も兼ねて明るく笑う。

「うーん。確かに嫌なこともあったけど、最終的な損益はプラスになったし、とても良い出会いもあったし、良い経験も積めたし、自分の未熟とかを見直す良い切っ掛けになったわ。結果論だけど、行って良かった、私はそう思うわ。今だから言えることも含めてね。エレナは？」

　親友の笑顔を見て、エレナもいつまでも気にしていては良くないと思い直し、本心で微笑んだ。

「……そうね。結果的には良かったのかしら。そうしましょう。その方が精神的にも良いわ。行って良かった。私もそう思うわ」

「そうでしょ？　それにあの後から私達の運気が良くなったというか、いろいろ調子が良い気がするのよね」

「確かに、いろいろ上手くいくようになったのはあの後からね」

　あの日のあの時が自分達の運勢の底であり、そこでの最悪の状況をアキラに助けてもらって乗り越えてからは、ずっと上り調子で順調な日々を送っている。エレナ達はそれを再確認して笑い合った。

　急に機嫌を良くしたエレナ達を見て、シカラベが怪訝な顔を浮かべる。だが詳細を聞けるような雰囲気でもなかったので、何となく視線をアキラに向けた。

「……アキラは、どうなんだ？」

　何がどうなのか微妙に不明だったが、アキラはエレナ達の流れから勝手に推察した。

「……そうですね。まあ、結果論ですが、最終的には良い出来事でした」

　噂の遺物絡みではアキラもいろいろあった。遺物の入手元を狙った二人組のハンターに襲われもした。エレナ達を助けた時は、本来戦う必要の無い者達と交戦したことで、アルファの機嫌を損ねたりもした。

　しかし結果的には、撃退した二人組の所持品を売って自身の装備を調えたり、後でモンスターの群れに襲われて死にかけたところをエレナ達に助けてもらったりと、良い出来事に繫がった。

　全ては結果論だ。だがそのおかげで生き残っている。そう思える程度には、アキラも良い出来事だと思うことが出来た。

　噂の遺物の話を出したのはシカラベ自身だったが、その話を聞いて一度は不機嫌になった者達が全員機嫌良くなったのを見て、それを怪訝に思いつつ少し機嫌を悪くする。

「なんだ、つまり結局骨折り損のくたびれ儲けは俺だけか。あの時ドランカムも遺物探しに参加したんだ。若手ハンターの訓練を兼ねてな。俺も引率に借り出されて、あの馬鹿どもが勝手に動き回って、それをフォローするのにどれだけ苦労したか……」

　その時の苦労が頭に浮かび、シカラベが更に機嫌を悪くする。

「思い出したら腹が立ってきた。この話は終わりだ。アキラ。交代だ。また俺が前に出る。このいらだちは全部モンスターにぶつけてやる」

　シカラベを再び先頭にして地下街を進んでいく。ヤラタサソリ達との遭遇はそれなりに起こり、シカラベは存分に鬱憤を晴らしていた。




　地下街の探索を続けるアキラ達は幾度となくヤラタサソリと遭遇していた。

　アキラが５メートルほど先にいるヤラタサソリを銃撃する。至近距離で強装弾を頭部に喰らった個体が絶命する。次に撃ち出された弾丸が別の個体の強固な殻を突き破り、致命傷を与えて行動不能に陥らせる。

　エレナ達もそれぞれ攻撃したことで、ヤラタサソリの群れは逃げ帰る暇も無く殲滅された。大小様々な30体ほどの群れだったが余裕で倒し切った。全員掠り傷一つ負っていない。しかし表情まで余裕とはいかなかった。

　シカラベが辺りに転がっていた死骸を蹴飛ばす。

「段々群れの規模が大きくなっているな。これだけ倒しても一向に減る気配が無い。デカい巣でも近くにあるのか？」

　エレナが思案する。本当に大規模な巣があるのなら巣の殲滅は討伐チームに任せるべきだ。自分達は既に簡易拠点からかなり離れており、ここからでは連絡も取れない。大規模な巣の存在を摑めたのならば、それを簡易拠点に伝える為にもそろそろ一度戻った方が良いだろう。そう考えて、撤退を決断する。

「一度戻りましょう。収集した地下街のデータも結構溜まってきたわ。最低経過時間も近いし、頃合いよ」

　アキラ達はそのまま19番防衛地点に戻ることになった。真っ暗な地下街をエレナが作成した地下街マップを頼りに戻っていく。

　帰り道はモンスターとの遭遇も無く一見順調だった。少なくともアキラはそう思っていた。しかし急にエレナが立ち止まり首を傾げる。

「……変ね」

　エレナの言葉にはどことなく不穏な雰囲気があった。それに気付いたアキラもわずかに顔を険しくする。

「何かあったんですか？」

「天井が崩れたのか、通路が大量の瓦礫で塞がれているのよ」

　エレナは情報収集機器で周囲の地形情報を取得しながら地下街を進んでいた。そして帰り道は一度調査済みの場所ということもあり、地形の詳細な把握は捨てて広範囲を大まかに調べていた。

　新たに収集した精度の低い地形データは、19番防衛地点へ続く通路が大量の何かで塞がれていることを示していた。エレナはそれを瓦礫や土砂だと判断した。

　シカラベが自分の推測を話す。

「他の探索チームが崩れやすい場所で交戦して爆発物でも使ったのかもな。そんなに脆弱な遺跡じゃないはずだが、ヤラタサソリが壁に穴を開けた場所もある。一部は脆くなっているかもしれない」

　それを聞いたサラが、少し慌てながらエレナに確認を取る。

「エレナ。迂回路はあるのよね？」

「それは大丈夫よ。迂回路は幾つもあるわ」

　帰り道が塞がってしまい、出口を探して地下街をうろつく羽目になるのは御免だ。そう思っていたアキラ達が安心して表情を緩ませる。

　だがエレナだけは怪訝な顔を浮かべていた。そしてその表情の理由を伝える。

「ただね、もう３回も迂回しているのよ」

　その発言にアキラ達の表情も険しさを取り戻した。３回。既に偶然では片付けられない回数だ。

　シカラベが軽く息を吐いて落ち着きを保つ。

「地上か地下街の上層階で大規模な戦闘でもあって、脆い部分が一気に崩れたか？　生き埋めは御免だぞ？　早めに帰ろうとしたのは正解だったな。新たな迂回路を探すにしても、体力も弾薬も残ってる間に見付けた方が良い」

　無意味に慌てると非常に危険なことぐらい、この場にいる者は全員理解している。エレナも落ち着きを保って指示を出す。

「そうね。少し急ぎましょうか。別の迂回路はちょっと遠回りになるけれど、落ち着いて戻りましょう」

　エレナが皆を迂回路に案内しようと道を引き返す。アキラもその後に続こうとした。

　だがそこで、アルファが真面目な声でアキラを止める。

『アキラ。エレナ達を止めて最短ルートでの移動を促して』

　アルファの態度から、アキラも自分達が少々不味い状況になっていると理解した。しかしアルファの指示の意味が分からず、怪訝な顔を浮かべる。

『……そうしてるだろ？』

　自分達はエレナの案内で、通行不能な通路を迂回した最短ルートを進んでいるはず。そう思っているアキラには、エレナ達を止めることも、今から最短ルートに切り替えろという言葉の意味も分からなかった。

『そういう話ではないのよ』

　アルファがアキラの疑問を察して詳しい説明を続ける。その内容には仮定が多く含まれていたが、それが事実であった場合、早めに対処しないと状況がかなり悪化するのは確実だった。

　アキラの表情が一気に険しくなる。アルファの説明を理解して信じたが、それをどう伝えれば良いのか分からなかった。それでも、まずはエレナを呼び止める。

「エレナさん！　ちょっと良いですか？」

　エレナがアキラの真剣な表情を見て周囲の警戒を高める。自身の情報収集機器に敵の反応は無い。だがアキラが原理不明の異常なまでの索敵能力で何かを摑んだ可能性があるとして、警戒は緩めない。

「アキラ。どうかしたの？」

「ここから19番防衛地点への最短ルートを塞いでいる瓦礫を調べたいんです。以前は無かった瓦礫の所為で通れない場所です。なるべく急いでです。駄目でしょうか？」

　アルファの存在を隠しながら上手く説明する方法は思い付かない。時間経過で状況も悪化する。アキラはわずかな時間だけ悩み、そうしなければならない理由を全て省いた。代わりに、非常に真剣な目でエレナを見た。

　エレナもアキラをじっと見る。アキラの発言の真意を探すように深く見詰める。

　アキラの目には揺らぎがあった。だがその揺らぎは、詳しく説明できないが自身は信じていることを、相手に信じてもらえないことへの不安だった。それを見抜いたエレナが決断する。

「いいわ。行きましょう。かなり急ぐのよね？　多分その理由を聞いている暇も無いぐらいに」

「はい」

「こっちよ」

　エレナはそれだけ言って走り出した。アキラとサラがすぐに続き、少し遅れてシカラベが続く。

　エレナの先導でアキラ達はかなりの速度で地下街を走っている。急いだ分だけ索敵はおろそかになり、モンスターに奇襲される危険が増す。場合によっては致命的な状況を招くこともある。それを理解した上でエレナは先を急いだ。

　シカラベはアキラの提案を怪訝に思い、そしてその提案を理由も聞かずに受け入れたエレナの判断に驚いていた。最後尾として後方を警戒しながら声を荒らげる。

「おい！　何だか分からんが理由ぐらい話せ！」

　シカラベの当然の疑問と要求をエレナが握り潰す。

「後にして。リーダーの指示に従う約束よ？　嫌なら残っても良いわ」

「……後で聞かせてもらうからな！」

　シカラベは舌打ちしてそう言った後、黙って走り続けた。

　索敵を軽んじたほど急いだ甲斐もあって、アキラ達はすぐに目的の通路に到着した。

　エレナが情報収集機器による調査で、瓦礫などで通行不能となったと判断した場所は、目視で確認できる距離まで近付いても確かに塞がれていた。

　途中から先頭を走っていたアキラがその壁の近くで止まる。それを見てエレナ達も立ち止まった。

　アルファが険しい表情で指示を出す。

『アキラ。ＣＷＨ対物突撃銃に持ち替えて。今日も依頼元が弾薬費を持ってくれる恩恵にたっぷり感謝することになるわ』

　アキラも険しい表情を浮かべる。

『予感的中か？』

『そういうこと』

　アキラがＣＷＨ対物突撃銃を構える。そして通路を塞ぐ障害物へ銃口を向けた。それを見たエレナが思わず怪訝な顔を浮かべる。

「アキラ。何をする気？」

「あれは、瓦礫じゃない！」

　アキラはそう答えると同時に引き金を引いた。

　撃ち出されたＣＷＨ対物突撃銃の専用弾は、通路を塞いでいるものに直撃し、それらを砕かれた外骨格の破片と血肉の断片に変えながら勢い良く吹き飛ばした。

　通路を塞いでいたものは、瓦礫に擬態した大量のヤラタサソリだった。
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　大量の瓦礫が通路を塞いでいる。エレナが自身の情報収集機器でそう判断していたものは、瓦礫に擬態したヤラタサソリの群れだった。

　地下街の調査中であればエレナも見抜いていた。帰路ということで調査を中止し、索敵を重視して情報収集機器の収集範囲を大きく広げ、その分だけ精度を下げていたのが裏目に出た。

　擬態を見破られたヤラタサソリ達が一斉にアキラ達に襲いかかる。広めの通路を通行不能と判断させるだけの量の群れが波となって押し寄せる。

　だがその波はすぐに弾幕で逆に押し返された。即座に反撃に移ったサラ達が各自の武装で掃射したのだ。

　群れの先頭から順に全身を粉々にされ、破片となって後方に吹き飛ばされていく。前列という盾を失った虫達が銃弾を浴びて同様に粉砕されていく。その連鎖はあっという間に群れの最後尾まで届いた。

　群れという数の暴力は、濃密な弾幕という更なる数の暴力の前に完全に屈した。擬態を見破られてしまえばヤラタサソリ達にサラ達の火力に対抗する術は無い。通路を埋め尽くしていたヤラタサソリの群れはあっさりと全滅した。

　アキラはエレナ達の桁違いの火力に半ば啞然としていた。逆にエレナ達は擬態したヤラタサソリ達に通路を塞がれていたという驚きから立ち直っており、平然と軽く一息吐いていた。

　我に返ったアキラがエレナに迅速な移動を促す。

「エレナさん。急いで19番防衛地点へ戻りましょう。最低でも防衛地点と連絡が取れるぐらいには近付いておきたいです。最悪既に囲まれているかもしれません。包囲網が厚くなる前に突破しておきたいです」

「分かったわ。サラとシカラベは先頭をお願い。以前の地形情報と大きな差分がある場所には、ヤラタサソリの群れがいる想定で突き進むから、二人で蹴散らして。移動速度の調整はそっちに合わせるけど、基本急ぐ感じでお願い。アキラは後方の警戒をお願いね。始めて」

　サラが笑って前に出る。

「アキラ。後ろはよろしくね」

　シカラベが面倒そうに走り出す。

「まあ、出口を探して地下をうろつくよりはましか」

　エレナが情報収集機器の調整を済ませて、アキラに微笑む。

「それじゃあ、行きましょうか」

「はい」

　アキラは気合いを入れて頷いた。エレナが満足そうに笑って走り出す。アキラもすぐに後に続いた。




　撤退を再開したアキラ達は、どこに潜んでいたのか不思議に思うほど大量のヤラタサソリと交戦した。

　しかし劣勢になどならない。エレナが先頭の二人の戦闘力を把握して移動ルートを調整したこともあって、蹴散らすように進んでいく。

　サラが重火器の圧倒的な火力を以てヤラタサソリを粉砕する。個人用小型ミニガンを楽々と構え、敵の群れへ強力な弾丸を浴びせ続けて標的を次々に撃破していく。
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　重火器の重量と火力に応じた反動は、ナノマシンによる身体強化拡張者の身体能力で難無く抑え切る。これにより、無数の甲殻虫がサラに近付くことすら出来ずに木っ端微塵に粉砕されていた。

　それでも通路の天井などを伝ってサラに何とか近付いた個体もいた。サラの真上まで来ると、頭上から襲いかかる。

　だがサラはエレナの情報収集機器と連携していたおかげで敵の接近を知っており、落下してきた虫を避けるどころか、足を大きく上げて蹴り飛ばした。

　蹴られた虫は強固な外骨格を陥没させられて即死し、更に天井で跳ね返って銃弾の嵐の中に飛び込み千切れ飛んだ。

　シカラベはサラが取りこぼした標的を精密射撃で始末し続けている。一見無傷に見える無数の骸が射撃の精密さを物語っていた。

　それと同時に、脇道から敵が湧くのを抑えていた。近くに転がっていた瓦礫を脇道に向けて蹴飛ばす。道幅より少し小さい程度の巨大な瓦礫が、横道から進軍してくる群れを押し潰しながら通路の奥で止まって道を塞ぐ。

　手頃な瓦礫がなければ比較的大型のヤラタサソリを蹴飛ばして代用する。そうやって脇道を封鎖し、新たな敵の出現箇所を潰していた。

　エレナは情報収集機器で戦況を把握して細かな指示を出している。その的確な指示で全体の移動速度の向上に貢献していた。

　アキラはそのエレナ達の戦い振りにかなり驚いていた。

　昨日の自分はヤラタサソリの群れを相手に、大穴の前という有利な地形にいても、銃撃して敵の侵攻を抑えるのが限界だった。

　しかしエレナ達は広い通路の中で、敵を蹴散らして前に進んでいる。人数の違いもあるだろうが、自分が３人いても同じことが出来るとは思えなかった。

『凄いな。道理でたった３人で探索に出る訳だ』

『感心していないで、アキラも自分の仕事をしなさい』

　アルファがそう言って背後を指差す。アキラが走りながら振り返り、嫌な顔を浮かべた。

『もうあんなに増えてるのか！』

　アキラの背後からは追加で現れたヤラタサソリの群れが迫っていた。

　シカラベによって一時的に封鎖された脇道を物量で抉こじ開けた群れや、地下街の奥から新たに出現した群れなどが合わさっていた。

　アキラが素早く身を翻して立ち止まる。そのままＣＷＨ対物突撃銃をしっかりと構え、増え続ける虫達へ専用弾を撃ち込んだ。

　強力な弾丸がヤラタサソリの群れを貫き長く引き裂いていく。だがその亀裂も後続のヤラタサソリ達の合流によって短時間で修復されていく。そのわずかな時間の間に全力で走ってエレナ達に追い付き、また振り返って銃撃する。

　アキラは同じことを何度も繰り返していた。

『昨日も似たようなことをやった気がする！』

『それなら同じことをすれば良いだけね。昨日と違って今日は後退も出来るわ。昨日に比べてちょっと道幅が広いけれど』

『難易度は上がっているのか!?　下がっているのか!?　どっちなんだ!?』

『アキラはどっちだと思う？』

『そんなの分かるか！』

『それなら大して違いは無いのよ。違いが無いなら大丈夫。昨日と同じように勝てるわ』

『それは良かった！』

　アキラは少し自棄になって笑いながら戦っていた。
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　後方の戦況が気になったシカラベは戦いながらアキラの様子を軽く確認して少し驚いていた。

（笑ってやがる。余裕そうだな。これなら背後を心配する必要は無いか。大したもんだ）

　別にアキラは余裕だから笑っている訳ではない。しかしアルファのサポートを得て戦うアキラの動きと、そのアキラが生み出したヤラタサソリの死体の量は、その笑みを余裕と誤解させるだけの説得力を与えていた。

　そこでシカラベの表情が少し怪訝なものに変わる。

（……しかし、本当に強いな。確かに本部から推薦されるだけの実力はある。だが……）

　シカラベの勘は今もアキラがあそこまで強いとは言っていなかった。だがアキラに倒された大量の死骸がそれを明確に否定している。その戦果にはそれだけの説得力があった。

　シカラベは自身の勘を長年頼りにしてきた。だがその勘と目の前の光景の不一致に、勘の衰えのようなものを感じてしまい、表情をわずかに険しくする。

（俺は私情で評価を曲げたりしないと思っていたが、ガキ連中の所為で同じ年頃のアキラを無意識に軽く見たか？　だとしたら、気を付けねえとな）

　シカラベはそう結論を出すと、それ以上の思考を打ち切った。
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　地下街を火力で突き進んでいたアキラ達は、全員の奮闘もあってヤラタサソリの包囲網から抜け出した。

　増援の止まった群れの残りを蹴散らすと周辺からヤラタサソリが死に絶えた。エレナがそれを確認して教えると、アキラ達もようやく息を吐いた。

　既に防衛地点と通信が繫がる距離まで近付いていた。エレナがそのまま連絡を取る。

「こちら第９探索チーム。19番防衛地点、応答して」

「こちら19番防衛地点。帰還連絡か？」

「そうよ。それと、ついさっきまで大量のヤラタサソリの群れと交戦中だったわ。群れの規模から相当大規模な巣が存在しているはずよ。これから戻るけど、私達が群れをここまで案内してしまった恐れもあるから注意して。細かい話は戻ってからするわ。以上よ」

「了解した。以上だ」

　通信を切ったエレナが軽く息を吐いた。ちゃんと通信が届いたことも確認できたので、ここからは何かあっても防衛地点からの援護も受けられる。十分な安全圏だ。そう判断して、アキラ達へ笑って告げる。

「もう大丈夫よ。あとはゆっくり歩いて戻りましょうか」

　そのままアキラ達は19番防衛地点まで歩いて帰還した。そして防衛地点に到着した後は、そのまま待機扱いで休憩に入った。

　エレナは収集したデータを本部側に送信しながら今回の探索の詳細を職員に説明している。既にエレナ達の勤務時間は最低経過時間を超えているので、報告とデータ送信が済み次第、エレナが率いていた第９探索チームは解散となる。それまでは一応揃って待機することになった。
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　シカラベは待機時間の間に、アキラから移動ルートの変更を提案した時の言動の理由を聞き出していた。

　アキラはそれを、クズスハラ街遺跡の地上部でヤラタサソリの群れと戦った時のことを例に挙げて説明した。

　いつの間にかヤラタサソリの群れに包囲されていたこと。瓦礫だと思ったら擬態したヤラタサソリだったこと。

　それらのことから通路を塞いだ瓦礫をヤラタサソリの擬態ではないかと疑い、擬態であるのならば自分達は既に囲まれている恐れがあると判断した。そう説明した。

　アキラとしてはアルファの存在を話さずにそれらしい説明をしたつもりだった。しかしシカラベはある程度は納得したものの、完全に納得はしていなかった。

「……まあ、少し後付けの説明にも聞こえたが、一応筋は通っているし、結果的にアキラの判断が正しかったことは事実だ。だが間違っていたらどうするつもりだったんだ？　絶対にあっているという確信でもあったのか？」

　確信はあった。しかしそれはアルファのサポートなので話せない。アキラは仕方無く適当にごまかそうとする。

「間違っていた場合は懸念事項が無くなって俺も安心できる。それだけだ」

「だが俺達のアキラへの評価は間違いなく下がるぞ？」

「だろうな。その時は悪いけど本部に文句を言って、次は俺を入れないようにしてくれ」

　それを聞いたシカラベが少し意外そうな表情を浮かべる。

　アキラは自分の評価が下がることを全く気にしていない。少なくともシカラベにはそう見えた。

　自身の能力が他者に認められないことを我慢できない者も多い。実力を軽く見られると報酬の分配等に影響することもある。下手に舐められると命に関わることもある。それはシカラベも分かっているので、ある程度は許容できた。

　ただし、ドランカムに所属している若手ハンター達はドランカムの方針により徒党内で優遇されている部分があり、その反動や副作用で自分の実力を過信し、古参のハンターから不当に低く評価されていると考えて、低い評価を受けるのを過度に嫌がる者も多い。

　その為、シカラベは同じ若手ハンターであるはずのアキラの反応を少し新鮮に感じていた。

　シカラベの疑問はまだ解消していない。自分の判断が間違っていても構わない。アキラがそう判断した上で行動したことはシカラベも理解した。

　だがシカラベにはアキラが半信半疑で行動したようには見えなかった。そこを問い詰める。

「……理由は本当にそれだけか？　あっているにしろ、間違っているにしろ、それを確認したかっただけなのか？　俺にはそうは見えなかったんだがな」

「そう言われても、あとはもう自分の勘に従ったとしか……」

　全部アルファに教えてもらったとは言えない以上、もうアキラにはそうとでも言うしかなかった。

　しかし意外にも、それはシカラベの疑問を一応解消させる効果を生み出した。

「……勘か。そう言われたらもうどうしようもないな」

　シカラベもどちらかといえば自身の勘に従うハンターだ。その為、勘を理由にされると、それ以上問い詰めるのは難しかった。

　優れたハンターが優れた勘を持つことは多い。あれだけの強さを見せたのだ。アキラがその類いの者であっても不思議は無い。シカラベはそう考えて、一応の納得を得たとした。

「まあ良いか。結果的にはあってたんだ。エレナ。悪いが俺だけ先に抜けても構わないか？　ドランカム用の報告書も書かないといけないんだ」

「良いわよ。お疲れ様」

「悪いな。お先に」

　シカラベはアキラ達にそう言い残して去っていった。




　シカラベが防衛地点から離れようとすると、そこにシオリが現れた。

「シカラベ様。少々伺いたいことが御座います。宜しいでしょうか？」

　シカラベが周囲を確認する。カツヤ達が少し離れた場所から様子を見ていた。

　カツヤをこの場に連れてこない程度の配慮は出来ている。そう判断してどこか面倒そうに答える。

「手短に済ませてくれ。拠点に戻って報告書を書いたりと、俺はこれでも結構忙しいんだ」

「では手短に。シカラベ様はアキラ様をどのように評価されましたか？」

「それを聞いてどうする？　カツヤ達を連れていかずにアキラを連れていったのは失敗だったとでも言わせたいのか？　悪いが、仮にアキラがどれだけ無能だったとしても、代わりにカツヤ達を連れていけば良かったとは欠片も思わんぞ？」

「……少なくとも私にその意志は御座いません。純粋にアキラ様の実力を把握しておきたいだけです」

「なぜそれを知りたがる？　そっちに関係があるとは思えねえが？」

「念の為です」

「その程度の理由なら、答える義理はねえな」

　それだけ答えてさっさと帰ろうとするシカラベを、続くシオリの言葉が止める。

「恥ずかしながら、私は昨日アキラ様と揉めるという失態を演じました」

　思わず足を止めたシカラベに、シオリが真剣な顔を向ける。

「幸いにも交戦こそ避けられましたが、非常に危険な状態でした。同じ失態を二度と繰り返さない為に、アキラ様の実力を正しく把握しておきたいのです」

「お前達が馬鹿な真似をしなければ良いだけじゃないか？」

「私は、アキラ様の力量を見誤りましたので」

　シカラベが少し意外そうな顔を浮かべる。シオリはアキラの力量を見誤った結果、何らかの失態を演じてしまった。それぐらいは分かったが、それをわざわざ自分に話してまでアキラの力量を確認したいというシオリの考えは分からなかった。

　それでもシオリの真剣な態度に免じて一応自分の考えを伝える。

「アキラの実力か。そうだな、俺やエレナ達と同格とは言わないが、俺達の足手纏いにはならない実力は持っていた。アキラを連れていって、その戦い振りを直に見た感想だ。これで良いか？」

「今回、シカラベ様達は様々な事情の下にカツヤ様ではなくアキラ様を同行させました。仮にそれらの事情を考慮せず、純粋に両者の実力のみで御判断なさった場合、選択は変わりましたでしょうか？」

　シカラベの表情がわずかに硬くなる。

「……俺の勘は、カツヤの方が強いと言っている。俺もあいつの実力だけは認めている。変な言質を取られないように、それだけ答えておこう」

「ありがとう御座いました」

　シオリはシカラベに深々と頭を下げた。するとシカラベはわずかな安堵を出した。

「何だか知らんが、あんたも大変だな」

　シオリが普段の微笑みを返す。

「それが私の職務ですので」

「職務か。その報酬が幾らかは知らんが、他のガキの子守り代まで含まれてはいないんじゃないか？」

「お気遣い無く。お嬢様にお仕えする。そこに付随する些事に過ぎません」

「……。そうか」

　シカラベはそれだけ言って帰ろうとする。そこで一瞬、カツヤの姿が視界に入った。するとシカラベの表情がわずかに険しくなった。

　自身の勘は、今もアキラよりカツヤの方が強いと告げている。

　だがその勘に、仮にアキラではなくカツヤ一人を連れていったとして、カツヤにアキラの代わりが出来るかと問い直すと、出来ないと答えていた。

　長年信頼して命を預けてきた自身の勘が出した矛盾した答えに、シカラベは内心で少し頭を抱えていた。
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　シオリがカツヤ達の下に戻ると、レイナがわずかに言いい淀よどみながら尋ねてくる。

「……シオリ、えっと、何を聞いてたの？」

「レイナ様達を差し置いて探索チームに加わったアキラ様について伺っておりました。アキラ様はシカラベ様達の足手纏いになるようなこともなく、無難に探索を終えられたようです」

「そうなんだ。……まあ、その前は３人で探索していたんだから不思議は無いか」

　そのレイナの認識はかなり甘い。シカラベ達に問題無く同行できる時点で、アキラの実力はそこらのハンターを明確に超えている。

　シオリはそれを理解していたが、その説明をここでするのは敢えて控えた。

　カツヤは複雑な感情を顔に出していた。

「……そうか。シオリさん。シカラベは他に何か言っていましたか？」

　あの時のように、アキラはまた自分を軽んじる者にその実力を見せ付けて、態度を変えさせたのだろうか。シカラベもその一人になったのだろうか。カツヤはそう考えていた。

　シオリはカツヤを見ながらシカラベの反応を思い出していた。

「俺の勘はカツヤの方が強いと言っている。俺もあいつの実力だけは認めている。とは言っておりました。私も同意見です」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　カツヤは少し意外そうな顔を浮かべた後、やや照れながら嬉しそうに笑った。

　レイナが感心したようにわずかに頷く。

「アキラより上か。やっぱりカツヤは強いのね」

　アイリも満足そうに頷いた。ユミナは楽しげに笑っていた。

　シオリはそのカツヤ達を一歩離れた視点から見ていた。そしてアキラとカツヤの実力を、自分の中でもう一度比較する。積み重ねた経験と勘は、カツヤの方が強いと告げていた。

　だがシオリは、アキラとカツヤのどちらを連れていくかという質問に、シカラベが答えなかった理由を察していた。

　自分がアキラの実力を見誤ったように、シカラベもアキラの実力を見誤った。だから、答えられなかった。

　答えてしまえば己の勘の否定に繫がる。ぎりぎりの状況で自身の勘を信じられなくなる。シカラベはそれを恐れて答えを濁していた。

　シオリがアキラを見る。視線の先にいる少年は、改めて見ても、どうしても強そうに見えなかった。
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　シカラベが先に帰った後も、アキラはエレナ達と雑談を続けていた。

　アキラから今回の探索の感想を聞いたサラが少し意外そうな表情を浮かべる。

「そんなに大変だったの？　アキラはちゃんと動けていたっていうか、私には結構余裕そうに見えたぐらいだったけど。少なくともアキラの働きは十分及第点を超えていたと思うわ。別に謙遜しなくても、生意気だなんて思ったりはしないわよ？」

　アキラがかなり真面目に首を横に振る。

「いえ、とんでもない。限界ぎりぎりでした。俺にはまだ探索チームでの活動は厳しいです」

「そう？　エレナはどう思う？」

「そうねえ。シカラベも文句を言ったりしていなかったし、私もアキラは十分役に立っていたと思うけど、本人がどう思うかは別の話ってところね。今日の探索を無難に熟こなした以上、アキラは明日以降も探索チームか討伐チームに回されると思うわ」

「そ、そうですか？」

　エレナがアキラの様子を見る。謙遜が過ぎているだけのようにも、実力を認められて少しだけ嬉しそうにも、本当に大変だったと思っているようにも見えた。

　それらの感情は重なっていても不思議は無い。では本心はどれが強いのか。そう思い、アキラに敢えて悪戯っぽく微笑む。

「何なら第９探索チームのリーダーとして、アキラは使い物にならなかったとでも報告してあげましょうか？　そうすればアキラは多分防衛チームに割り当てられると思うわよ？」

　単に謙遜しているだけなら、これでアキラの態度は困ったようなものに変わるだろう。エレナはそう考えながらアキラの反応を楽しげに待った。

　度の過ぎる謙遜は交渉事で不利益をもたらす言質を与えかねない。だからアキラももう少し自信を持った方が良い。そう思ってのことだった。

　しかしアキラはエレナの予想の逆を行った。真面目な表情でエレナに頼み込む。

「是非お願いします！」

　エレナは結構驚いてサラと顔を見合わせた。そして軽い困惑を顔に出す。

「……えっと、アキラ、そんなに防衛チームが良かったのなら、どうして探索チームに加わったの？　確かどこに所属されるかは、多少は選べるはずよね？」

「１階の職員に探索か討伐かのどちらかを選べと言われて、防衛が良いって言ったら駄目だと断られました。どうも昨日の戦闘を変に評価されたようで。あんなの弾薬費が依頼元持ちだからって撃ちまくっただけなのに。弾薬費が自費なら絶対大赤字ですよ」

「ああ、そういえばアキラはそういう契約だったって言ってたわね。確かに、ヤラタサソリを相手にＣＷＨ対物突撃銃の専用弾を使ったら、普通は絶対採算が合わないわ」

　アキラはそうだと言わんばかりに頷いた。そしてどこかおずおずとエレナに頼む。

「それで、報告の方、お願いしても良いでしょうか？」

　エレナ達が再び顔を見合わせた。今度はサラが尋ねる。

「アキラは本当にそれで良いの？　防衛より探索や討伐に参加した方が絶対稼げるわよ？　まあ確かにお金の方は弾薬費との兼ね合いで結構引かれるかもしれないけど、ハンターランクは上がると思うし戦歴にも箔はくが付くわ」

「構いません。凄い報酬も命あっての物種です。俺にはまだ荷が重いです」

　アキラは本気で言っている。エレナ達はアキラの態度からそれを察した。

　その戦い振りから考えると慎重を通り越して臆病と言っても良いアキラの態度に、エレナ達は軽く困惑していた。

　しかし本人がそこまで望むならと、エレナは気を切り替えた。アキラを安心させるように微笑む。

「分かったわ。報告内容に虚偽を混ぜる訳にはいかないから、アキラが限界を感じていたとか、地下街の探索には実力不足でとても付いていけないと訴えていたとか、探索チームや討伐チームに加わるのを非常に嫌がっていたとか、そういう内容になるけど良いかしら？」

「はい。構いません。お願いします」

　迷い無く答えるアキラを見てサラが苦笑する。

「普通は逆と言うか、評価を上げてほしい人が多いんだけど、アキラは変わってるわね」

「そうなんですか？　死にたがりが多いんですね」

　アキラはそう言って不思議そうな顔をしていたが、そこで苦笑を零した。

「……まあ、ハンターをしている以上、大して違いは無いのかもしれませんけど」

　エレナとサラも似たような笑みを返した。
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　勤務時間を終えて帰っていったエレナ達と別れた後、アキラは防衛地点の警備に回された。今は防衛地点の外れで地下街の闇を見ながら敵襲に備えている。

　厳密には敵襲に備えているのはアルファであり、アキラは黙って突っ立っているだけだ。それでも傍目には無言で真面目に警備をしているように見えている。何かあればアルファがすぐに異常を伝えるので、役割自体は問題無く果たしていた。

『それにしても、サラさん達はやっぱり強かったな。あれが一流のハンターってやつか？』

　アキラはヤラタサソリの包囲網を蹴散らしながら進んでいくエレナ達の姿を見て、一流と呼ばれるハンターの実力を垣間見た気がしていた。

　しかしアルファがそれを否定する。

『残念ながら一流のハンターを名乗るには装備も実力も全く足りていないわね。クガマヤマ都市を活動拠点にしているハンターにしては強いってぐらいよ』

『あの強さでか!?』

　アキラの驚きは大きかった。あの程度では一流のハンターなど到底名乗れない。それはアキラの想像を遥かに超えていた。

『一流と呼ばれるハンターの大部分は東部の最東部、最前線近辺で活動しているわ。装備も実力も、敵対するモンスターの脅威度も異常なほどに高い激戦区よ。そこでハンター稼業を営めるようにならないと、一流とは呼べないわね』

　最前線のハンター達は自分達が銃を持つ感覚で戦車を所有している。そこまでしないと真面に戦うのも難しい危険地帯だ。アキラはカツラギからそのような話を聞いたことを思い出し、世界の広さを実感していた。

　そこでふと疑問に思う。

『世界は広いな。……ん？　じゃあカツラギ達はそんな場所から帰ってきたのか？』

『最前線と言っても結構広い地域なのよ。場所によって危険度は異なるわ。一番安全な場所にたっぷり護衛を付けていったのでしょうね』

『ああ、そういうことか』

『それでも死ぬ確率は高いし、十分に博打ばくちだったはずよ。賭けに勝ったかどうかは本人に聞かないと分からないけれどね。生きて帰ってくることが出来たとはいえ、命を賭けた分に見合うだけの大金を手に入れられなければ勝ちとは呼べないわ』

『そういうのはハンターも同じだな。そう考えると、一流のハンターって、とんでもないな』

　一流と呼ばれる者達は、最前線でその勝利を得ている。その為にはどれほどの力が要るのか。アキラには想像も出来なかった。

『アキラにも、その一流を目指してもらうわ。その手始めに、さっきのヤラタサソリの群れぐらい、一人で蹴散らせるようになってもらわないとね』

　アキラが思わず怪訝な顔を浮かべる。

『……あれを、一人で、か？』

『勿論よ。念の為に言っておくと、私のサポートが無い状態でやってもらうわ』

　アキラが驚き、そして訝しむ。

『それ、俺があんなことを出来るようになるって、本当に思っているのか？』

　アルファが自信満々に笑う。

『当然よ。誰がアキラを鍛えていると思っているの？　まあ流石に、来月ぐらいにはもう出来るようになっている、とまでは言えないけれどね』

　アキラは虚を衝かれたように一瞬惚ほうけた。そして訝しむ表情を消して軽く笑った。

『……そうか。分かった。じゃあ、しっかり鍛えてくれ』

『任せなさい』

　アルファはいつものように自信たっぷりの笑顔をアキラに向けた。
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　ヤラタサソリの群れをアキラ一人で蹴散らせるぐらいに強くなってもらう。アルファからそう言われた時、アキラは、本音を言えば、自分には出来ないと思っていた。

　しかしアルファは出来ると断言した。アキラにとって、その意味は大きい。

　既にアキラの中では、自身の判断以上にアルファの判断がより強い説得力を持つようになっていた。アルファがそう言うのならそうなのだろう。その程度の考えだが、アキラの中でその説得力は強烈だった。

　出来ないと認識していると出来ないことは多い。本人がそう認識しているからだ。

　そしてその認識を出来るに切り替えることも難しい。何しろ出来ないと認識していて、その上で出来ないのだ。予想通りの結果が認識をより強固なものにして、その認識が更に結果を固定する。その繰り返しだ。

　だがここでアキラの認識は、出来ない、から、出来る、に上書きされた。認識上の障害は取り払われた。

　アキラも、そしてアルファも、それがどれだけの意味を持つか正しく理解していなかった。

　途方も無いことを実現する者は、それを出来ると思う者だ。信じる必要すら無いほどに、そうで在ると認識する者だ。

　アキラの認識は書き換えられた。そうで在る、と。
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閑話　ハンター志望の少年少女






　東部と呼ばれる統企連の支配地域には孤児院と呼ばれるものが存在する。しかしその意味や在り方には格差があった。

　都市の防壁の内側など十分に裕福な地域では、各都市や関連企業などが協力して運営する児童養護施設としての意味合いが大きい。

　そのおかげで壁の内側では、たとえ保護者を亡くした所為で防壁内に済む経済力を失ったとしても、その子供を壁の外に追い出すような真似はしない。勿体無いからだ。

　防壁内という恵まれた環境で育ち、多額の費用を掛けて壁の内側で通じる一般教養や常識、価値観を教え込んだ子供を親が死んだからといって壁の外に廃棄するなど、都市経済にとって多大な損失となる。その思想の下に養護施設で生活を保障され、継続して教育を受けることが出来る。

　そこで育った子供達は統企連の在り方を肯定する優秀な人材となり、東部の企業活動を支える人財となる。東部の裕福な区域では、孤児院は社会保障制度としての意味合いが強い。

　そして東部の余り裕福ではない者達にとって、孤児院とは保険の意味合いが強い。生命保険のオプションとして、死後の我が子の生活を保障するのだ。

　この手の保険は流通業者や民間警備会社など、荒野絡みの事業に関わる者に需要が多い。それだけ死んでいるということでもある。掛け金の補助などを行う会社も多いので比較的加入しやすい。

　ハンターでも高ランクの者ならば審査が下りやすい。これは高ランクハンターへの優遇処置でもある。

　だがそれと同時に、非常に稼ぐハンターが自身の死に備えて子供に金を残しておこうと貯蓄に走り、巨額の金を長期に亘わたって死蔵されるのを防ぐ為でもある。東部の経済を回す為にも、稼ぐ者には金を使ってもらわないと困るのだ。

　そのような仕組みもあり、生前の親がその手の保険に加入できるほど裕福であれば、親を失った子も施設での生活を保障され、いきなりスラム街行きという事態は免れる。

　もっともどこまで保障されるかは掛け金次第だ。保険料が安ければそれだけ早めに追い出される。

　ある保険会社がナノガミヤ都市で運営している施設にも、そろそろ追い出されそうな時期になっている少年と、似たような境遇の少女がいた。

　その施設の広間で少女が少年に厳しい表情を向けている。

「ねえ、ハンターになるって本気なの？」

「ああ。そろそろ出ていく時期だしな」

　少年は少女の雰囲気に少々たじろぎながらも、決意は変わらないと示すようにしっかりと言い返す。

「やんわりと、これからどうするんだって言われてるし、良い機会だと思ったんだ」

　環境が環境なだけに、施設では荒野関連の仕事の話はよく耳に入る。生前の親にその関係者が多いからだ。

　更にここには両親が健在な者もいる。輸送の仕事などで家を長期間離れる者が、ここを保育所や寮の代わりにして子供を預けるのだ。

　施設を出てハンターとなった者がたまに顔を出すこともある。その時にも荒野の話題を提供してくれる。

　その手の話を聞いて育った所為で、施設の子供にはハンターを目指す者もそれなりに多い。このカツヤという少年もその一人だ。

　少女はカツヤに厳しい視線を向け続けていた。カツヤが話題の転換を図る。

「ユミナはどうするんだ？　就職とかもう決まったのか？　それとも、もうしばらくここに残るのか？」

　ユミナは答えず、代わりに苦言を返す。

「憧れでハンターなんて目指すと、カツヤも死ぬわよ？」

　施設を出てハンターになってからも定期的に顔を出し、自身の輝かしい活躍を威勢良く話してくれた者が、何の前触れも無く顔を出さなくなるのは珍しくない。

　単に孤児院との縁を切り捨てただけなのか、或いは死んだのか。せめて前者であってほしいと思い、その者の話題を控えることもある。

　長期輸送に出てから親が帰ってこないので、捨てられたのだと泣く子供もいる。親が死んだとは思いたくない為に、泣いてごまかし続ける者もいる。

　死は、そこまで珍しいものではない。カツヤにはそれが分かっていない。ユミナはそう思いたかった。それを分かった上で決めたのなら、止められないからだ。

「俺なら一人でも大丈夫だ、なんて思ってるんじゃないでしょうね。孤児院から出たばかりで何の実績も無いハンターと組んでくれる人なんかいないわよ？」

　カツヤがユミナにチラシを渡す。そこにはクガマヤマ都市のドランカムというハンター徒党が若手を募集している旨が記載されていた。

「俺だってそこまで自惚うぬぼれてないよ。加入後はちゃんと鍛えてくれるし、チーム行動が基本って書いてある。加入時にちょっとした試験があるらしいけど、ここにチラシが置いてあるぐらいなんだ。大丈夫だろう」

　ユミナは受け取ったチラシの内容を凝視していた。そして表情を真面目なものに変える。

「……そう。分かった」

　それだけ言うと、ユミナはチラシを持ったまま去っていった。

　チラシを持っていかれたカツヤは不思議そうな顔を浮かべたが、予備は棚に残っているのでそれ以上は特に気にしなかった。





◆






　ドランカムの迎えが来る日、カツヤは都市の荒野近くにある広場で、自分と同じようにドランカムへの加入を望む者達と一緒に迎えを待っていた。

　加入者の中にはカツヤのような子供もいれば、若い大人もいる。他の施設の者もいれば、どこかに勤めていそうな者も交じっていた。

　試験場所まではこちらで護衛するし、装備はこちらで貸し出すので、基本的に私服と手ぶらで構わない。装備を持ち込んでも構わないが、公平な試験の為に試験中はこちらで貸し出した銃を使用してもらう。そう事前に連絡されていたカツヤは、小さなリュックサックに試験で必要になりそうな物を詰め込むぐらいの準備で済ませていた。

　予定の時刻になる。荒野仕様車両である大型の装甲兵員輸送車が現れてカツヤ達の前に停まった。車両にはドランカムのマークが記されていた。

　車から降りてきたドランカムの男が加入希望者達に告げる。

「これから君達を試験場まで送る。加入希望者は車に乗ってくれ。だが一応言っておく。行き先は荒野だ。命の保証は無い。試験に合格したら、これからずっとそういう場所で仕事をすることになる。ハンター稼業ってのはそういうものだ。５分待つ。よく考えて乗ってくれ」

　車両の後部扉が開いた。しかし加入希望者達は軽く慌てながら落ち着かない様子を見せただけで、車に入ろうとしない。そしてその一人が口を開く。

「ちょっと待ってくれ。そっちで護衛してくれるんじゃないのか？」

「勿論だ。だがそれは君達の安全を保証なんかしない。自力で行くよりは安全。それだけだ。死ぬ時は死ぬよ。あと、車に乗った時点でドランカムに仮加入したことになる。だから、護衛料を支払ったお客様と同等の扱いをしてくれるとは思わないでほしい」

　男が笑って加入希望者達を見渡す。

「他に質問は？　どしどし聞いてくれ。それで時間切れになったら置いていくけどな」

　先程とは別の者が険しい表情で尋ねる。

「これだけは教えてくれ。試験に落ちたら、死ぬのか？」

「いや、そんなことはないぞ？　まあ、死んだら失格だけどな」

　そう軽い調子で返された回答を聞き、加入希望者達の顔が強張った。試験で死ぬ恐れがあると明示されたからだ。しかし男は平然と笑っていた。

「他には？　遠慮せずに聞いてくれ。ハンター稼業で死ぬなんて聞いてなかった！　なんてことを言うやつはいないと思っているが、万が一ってことはあるからな。……大丈夫かな？　じゃあ、残り時間までよく考えてくれ」

　男はそれだけ言い残して車に戻っていった。

　残された者達は顔を見合わせるばかりで二の足を踏んでいた。普通の生活を送っている者より死を身近に感じる環境で過ごしてきた者にとっても、その死は荒野など、自分の日常とは遠い場所での死だ。

　今からその荒野という人が死ぬ場所へ向かう。その認識が足を止めていた。

　だがカツヤは一度深呼吸して気を静めると、自分の中から弱気を追い出し、覚悟を決めて足を踏み出した。

　カツヤに続いて数名が決意や怯えを顔に出して車に向かう。そして半数ほどを場に残し、車の後部扉が閉まった。




　カツヤが車内に入ると、車両の左右に取り付けられている長椅子には既に先客が座っていた。他の場所からの参加者達だ。

　取り敢えず空いている席に座ると、長椅子には空きが多いにもかかわらず誰かが隣に座ってきた。それで何となく隣を見た途端、カツヤは驚きでわずかに固まった。

「ユミナ？　何でユミナがここにいるんだ？」

「何でって、私も参加するからに決まってるでしょ？」

　ユミナは広場にこっそりついてきていた。そしてカツヤが車に乗り込むのを確認すると、真剣な表情で後に続いていた。もっとも今は普段の表情に戻していた。

「何やってるんだ！　早く降りろ！」

「他の人の迷惑になるでしょう？　静かにしなさい」

　慌てているカツヤとは正反対に、ユミナはカツヤを窘めるほど落ち着きを保っている。そしてカツヤが狼狽えている間に車両の扉が閉まった。

　ドランカムの男からも、他の乗員からも、静かにしろという無言の視線を浴びたカツヤは、仕方無く大人しくなった。代わりに小声でユミナに話しかける。

「……ユミナ、分かってるのか？　外で言ってただろ？　死ぬかもしれないんだぞ？」

「その言葉、そっくりそのまま返すわ」

　ユミナからこれ以上無いほどの厳しい視線を向けられたカツヤは、既に車が動き出したこともあって仕方無く説得を諦めた。
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　ヤハラタ工場遺跡はクガマヤマ都市から大分西にある盆地に存在する旧世界の工場跡だ。

　旧世界としてはかなり新しい時代の遺跡で、発見された遺物にも技術的な価値はさほど無い。しかも大したモンスターもいないので、残っていた物は既に粗方持ち去られている。

　その所為でヤハラタ工場遺跡はハンター達から遺跡とみなされるかどうかも怪しいただの廃墟となっていた。

　カツヤ達を乗せて荒野を走り続けた装甲兵員輸送車はその工場の敷しき地ち内で停車した。

　ドランカムの男が乗員に説明する。

「試験場に到着した。今から試験で使用する装備を貸し出すので、なくさないように注意してくれ」

　カツヤ達に渡されたのは、試験用に改造された廉価版ＡＡＨ突撃銃と簡易な情報端末だった。予備の弾倉も固定用のベルトと一緒に渡される。

「その情報端末には今回の試験場である遺跡のマップが入っている。それを見て遺跡内の指定の場所まで移動してくれ。モンスターと遭遇した場合は渡した銃で各自対処すること」

　銃の扱いに慣れている者もそうではない者も、モンスターのいる遺跡に来た経験は無い。渡された銃を見て、今からモンスターと戦うのだと緊張を高めていく。

「一人ずつ順番に出発してもらう。端末に通知が来た者から順に出発してくれ。以上だ。何か質問は？」

　握っている銃を見て、身に着けた弾倉を見て、実戦を強く意識した者達が緊張や戸惑いで口を閉ざす中、ユミナが真っ先に手を上げた。

「ドランカムはチーム行動が基本と聞いていましたが、一人ずつなのですか？　出来れば複数名で行動したいのですが」

「悪いが一人ずつだ。試験は各自の能力を確認するものだからな」

「そうですか……、分かりました」

　カツヤとユミナの表情が険しくなる。どちらも一緒に行って相手を守ろうと考えていた。

「付け加えておくが、中で合流しようとしても無駄だぞ。その為に時間を空けて出発させるんだからな。チェックポイントも全員別だ。先に出たやつが中で待っていても合流は出来ない」

　考えていたことを潰されたユミナの顔が更に険しくなった。

「他には？」

　別の少年が不安そうな顔で聞く。

「渡された装備があれば、モンスターと遭遇しても大丈夫なんだよな？　俺達でも勝てるようなやつなんだよな？」

「多分な」

「た、多分!?」

　確実性に欠けた返事に、少年は思わず声を大きくした。他の者達もざわめき始める。

「多分って何だよ、多分って！　幾ら試験だからって、そんな装備で行けってのか!?」

　ドランカムの男に向けられる非難の視線が強くなり、視線の元も増えた。

　だが男は平然としていた。そして少年を軽く睨んで黙らせた後、言い聞かせるように口調を強める。

「モンスターと出会った時にそうやって焦って、銃口を見当違いの場所に向けたまま、狙いもせずに撃ちまくって全部外せば、その後に襲われて死ぬよ。弾は十分に渡したが、パニックになってモンスターの死体を撃ち続けて残弾を使い切れば、次の遭遇時に死ぬだろうな」

　男が何でもないことのように少年に告げる。

「そうだな、そんな慌てようなら、お前は死ぬんじゃないか？　死ぬよ。お前は死ぬ」

　少年は言葉を返せずにいた。男が続ける。

「こっちもそっちが素人だってのは分かってる。でもこれから一緒に荒野でハンター稼業をやる以上、多少ヤバい事態に陥っても、ちゃんと平静さを保てるやつじゃないと困るんだ。俺達の後ろでパニックになって、銃を乱射とかされると凄く困るんだ。だから、試験をする。そんなやつを弾く為にな」

　男が念を押すように語る。

「この車両の外は荒野としては比較的安全な場所だが、それでも平静さを欠く者には十分に死地だ。ハンターになったら、そういう場所でずっと戦うんだ。だから、素人だからって、その程度の覚悟も無いやつだと困るんだ」

　静まりかえった車内に、男の締めの言葉が響く。

「無理だと思ったら辞退してくれ。端末に通知が来てもそのまま座っていれば良い。何度も言うが、よく考えて決めてくれ」

　男はそう言い残すと、車両の後部扉を開けて出ていった。

　車内には重苦しい空気が漂っていた。誰も口を開かずに、自分は本当にハンターになるのか、やっていけるのか、そう自身に問い質していた。

　その車内の静寂を端末の通知音が破る。皆の視線が集まる。通知の届いた者だけが、視線を自分の端末に向けていた。

　視線が集まったのはユミナだった。ユミナが顔を上げて席から立つ。

　カツヤは慌てていた。覚悟を決めているユミナとは対照的だった。

「ユ、ユミナ、本当に行く気か？」

　私が残ったらカツヤも一緒に残ってくれる？　そう試しに言ってみるかと、ユミナはわずかに悩んだ。

　だがやめた。そのある種の脅迫でカツヤが思い留まったとしても、それでカツヤの意志を捻ねじ曲まげてしまうのは何かが違うと考え直した。代わりにカツヤを見詰めて軽く笑う。

「先に行ってるわ」

　ユミナがそう言い残して車外に出ていく。

　カツヤはユミナに向けてわずかに手を伸ばした。だがその手を引っ込めて真剣な表情を浮かべると、覚悟を決めて自分の番を待ち始めた。

　しばらく待つとカツヤの番となる。その間、通知が来ても半数ほどは席から立ち上がらなかった。カツヤは立ち上がった。

　車外に出ると、廃工場の壁の前にいるドランカムの男がカツヤを手招きした。そして背後の大きく分厚そうな扉を強化服の身体能力で開けていく。横に大きく開けられた扉の先には薄暗い工場の中が見えた。

　カツヤが気を引き締めて中に入ると、男が扉を再び力尽くで閉じていく。金属が軋きしむ大きな音が響き、カツヤの身体能力では絶対に開けられない扉が完全に閉まった。

「……落ち着け。大丈夫だ。行こう」

　カツヤは貸出端末を操作して工場内の地図を出すと、現在位置とチェックポイントの場所を確認する。そして銃を構えながら工場の奥へゆっくりと進み始めた。




　工場内は不気味なほど静まりかえっている。崩れた天井やただの穴と化している窓から光が差し込んでいるので、薄暗いとはいっても視界は十分だ。

　だが空き部屋や通路にはわずかだが血臭と死臭が漂っていた。薬やっ莢きょうも転がっている。壁や床は銃弾の痕だらけだ。その全てが戦闘の痕跡であり、血痕の乾き具合がさほど時間は経過していないと示していた。

　自分より先に工場に入った者が戦ったのだろう。そう考えたカツヤは一番先に工場に入ったユミナの身を案じながら奥へ進んでいく。

　自分で蹴飛ばした小石の音にも過敏に反応して思わず銃を向け、何も無かったと安堵する。情報端末のマップを何度も見直して、迷っていないと自身に言い聞かせる。

　順路通りに進むと、差し込む光が少なく薄暗いでは済まないほどに暗い通路を通ることになった。その暗闇を抜けて天井が大きく崩れた場所に出る。すると入り込む光が暗がりに慣れた目を強く刺激した。

　眩まぶしいほどに感じられたが実際にはそこまで強い光でもない。手で目を軽く覆っている間にその明るさにもすぐに慣れた。

　だがその所為で闇に慣れた目が元に戻ってしまった。カツヤの視界の中で、光の届かない通路の先が再び闇に溶けていく。

　再び暗闇に吞まれた通路を見て思わず顔をしかめ、その闇に銃口を向けて強く警戒しながら、ゆっくりと奥へ向かう。そして通路の角からわずかに顔を出し、その先を注意深く確認した。

　その通路の先にはモンスターの死体が転がっていた。反射的に銃を向けるが、すぐに死体だと気付いて息を吐く。

　モンスターはカツヤの膝の高さほどもある大型のネズミで、ドラッドラットと呼ばれている。借りた銃で簡単に殺せるぐらいに弱いが、それでも弾切れになった途端にカツヤの勝ち目が激減するぐらいには危険なモンスターだ。

　弾は十分に渡されている。だが慌てて乱射してしまえばすぐに尽きる。死体などに弾を消費してしまえばもっと早く空になる。

「……慌てたら、死ぬ訳か」

　カツヤはドランカムの男の話を思い出して、絶対に慌てないように心に決めた。

　移動を再開する。目的地へのルートを確認しながら工場の中に設定されたチェックポイントを通っていく。

　端末のマップに現在位置は表示されていないが、指定されたチェックポイントを通ると通過済みの表示が出ていた。どうやって判定したのか少し気になったが、余計なことを考える余裕は無いと思い直して気にせずに進んでいく。

　その過程で何度もドラッドラットの死体を発見した。もしかしたらユミナが倒したのかもしれない、そう思って心配する気持ちを、仮にそうだとしてもちゃんと倒せているのだから大丈夫だ、という考えで和らげながら進んでいく。

　そしてカツヤは更に数回ネズミの死体の横を通った後、遂に目的地である最上階の広間に到着した。

　広間の中では先行した者達が全員怪我も無く無事に揃っていた。ユミナがカツヤに気付いて駆け寄り、想い人の無事を喜んで明るく笑う。

「お疲れ様。どうだった？」

　カツヤも無事なユミナの姿を見て表情を緩めた。だがそれで緊張が解けると、溜まった疲労を強く顔に出した。

「疲れた……」

　モンスターとの戦闘など一度も無かったが、敵襲を恐れながらの廃墟探索はカツヤを想像以上に疲労させていた。

　ユミナが軽く苦笑する。

「でしょうね。全員の試験が終わるまで、私達はここで休憩だって。ゆっくり休みましょう」

　カツヤはユミナに手を引かれて広間の中に入ると、壁に寄りかかって大きく息を吐いた。




　広間で休憩しながらユミナと雑談していたカツヤは、自分の探索時のことなどを話しながらユミナの時の話も聞いていた。そして少し不思議そうな顔を浮かべる。

「ユミナが入った時には、あのモンスター達は既に死んでたのか」

「ええそうよ。私もモンスターとの戦闘は無し。おっかなびっくりここまで来たってわけ。でも拍子抜けだとは思わなかったわ。カツヤもそうでしょ？」

　意味深に笑ったユミナに、カツヤも苦笑を返す。

「まあな。……でもそうすると、あのモンスターを倒したのは誰なんだ？」

「それは、まあ……」

　ユミナは視線を、疑問を顔に出しているカツヤから、広間の中央にいるドランカムの男に移した。
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　ドランカムの男が広間の中央で暇そうな様子を見せている。万一の事態に備えてここにいるのだが、大分気が緩んでいた。

　それは自分達がいるＡ棟のモンスターは駆除済みだと知っているからだった。加えてこの場の護衛としての役割は、ここが護衛が必要な危険な場所という雰囲気作りでしかないということも知っていた。

　広間にいる者達が変な騒ぎを起こしたりしなければ男の仕事は特に無い。それを分かっているので余計に気を抜いていた。

　そこで仲間から通信が入る。

「定期連絡だぞー。そっちの状況は？」

「異常無し。暇なもんだ。そっちは？」

「ちょうど今回分が終わった。到達者は４名だ」

「残りは？　全員死んだ？」

「いや、多分半分ぐらいは逃げたよ。今はバスで震えてるんじゃねえの？」

「へー。あんまり死んでないな。でもまあ、そんなもんか？」

「そんなもんだろ？　逃げるのも無理なほど高難度じゃ、そもそも試験にならねえしな」

「だな」

　その通信越しの雑談の最中に、カツヤ達が男に近付いてくる。

「どうした？」

「いや、その、俺達はここに辿り着けましたけど、モンスターとの戦闘とかは無かったので、試験としてはどうかなって思って、その、俺達は合格なんでしょうか。それとも、追加の試験とかがあるんでしょうか」

「悪いが、合否を決めるのはもっと上のやつだから俺には分からん。追加の試験とかは無い。今日はもう帰るだけだ。合否は後日通知が届くはずだ」

　一緒に来たユミナが男に丁寧に頭を下げる。

「そうですか。分かりました。失礼しました。ありがとうございました」

　そのユミナの様子を見て少し意外そうな顔を浮かべた男が、無意識に口を漏らす。

「……まあ、ここまで来れたんだ。こっちのＡ班は大丈夫だろうな」

　カツヤが怪訝そうな声を出す。

「Ａ班？」

「何でもない。こっちの話だ。ほら、戻った戻った」

　男はわずかに、しまった、という顔を浮かべた後、ごまかすようにカツヤ達を追い払った。

　カツヤが戻っていく。ユミナはもう一度丁寧に頭を下げてから戻っていった。

　その様子を見て苦笑していた男に、通信越しの声が届く。

「何かあったのか？」

「いや、何でもない。こっちのやつらはガキでも礼儀正しいなーって思ってさ。事務の連中の言いたいことがちょっと分かっちゃったよ」

「楽しやがって。こっちはクソガキばっかだぞ？」

「まあ、交代まで頑張りな」

　男は仲間の愚痴を軽く流した。
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　カツヤ達を乗せた車がＡ棟と呼ばれる建物に到着した頃、Ｂ棟と呼ばれる建物の近くにも別の車両が到着していた。

　Ｂ棟の近くに停まった車両は雑に装甲を取り付けた大型バスだ。この車両もドランカムへの加入希望者を試験場に連れてきたのだが、カツヤ達が乗っていた装甲兵員輸送車とは安全面に雲泥の差があった。

　そしてその差は、乗員に対するドランカムの扱いの差でもあった。

　バスの中から20名ほどの者達が降りてくる。カツヤと同じ年頃の少年少女に加え、少し年齢の高い者も混ざっている。全員スラム街の住人のような少々薄汚れた服を着ていた。

　こちらはＢ班として集められた加入希望者達だ。降りてきた者達で全員ではなく、車内にまだ多数残っていた。試験用に渡された銃と弾倉はカツヤ達と同じだが、情報端末は渡されておらず、代わりに紙のマップが渡されていた。

　加入希望者達がＢ棟の出入口の前に集められる。大きく頑丈そうな扉が半分開けられていた。

　ドランカムの男が建物の中を指差す。

「５分以内に中に入らなければ失格だ。入った後に建物の外に出ても、逃げ出したとして失格だ。じゃあ、試験開始ってことで、各自勝手にゴールを目指してくれ」

　Ｂ棟の中はＡ棟と同じく薄暗い。しかしＡ棟とは異なり、奥からはネズミの鳴き声のようなものがわずかに漏れていた。

　試験開始を告げられても動き出そうとしない者達を見て、別の男が軽い調子で告げる。

「やめるならバスに戻りな。安心しろ。事前の説明通り、元の場所までちゃんと送ってやる」

　ある少年がその言葉を聞き、表情を非常に険しくした。そして半分自棄になったように気合いを入れると、銃を構えながら廃工場の中に入っていく。

　その少年に続き、他の者達も不安や焦りを顔に出しながらも廃墟の中に入っていった。

　その後、ドランカムの男二人は出入口の前に立って余計なものが外に出ないように見張り始めた。

「しかしさー、元の場所まで送るって言ったけど、クガマヤマ都市のスラム街にでも捨てりゃ良いんじゃねえの？　わざわざ元の場所まで送るの面倒だろ」

「そうすると、クガマヤマ都市までの移動に俺達を護衛代わりに利用したってことになるから駄目なんだってさ。まあ、分からんでもない」

「若手が欲しいからってスラム街のガキを入れるなら、クガマヤマ都市のスラム街で適当に募集すりゃ良いじゃねえか。何でわざわざ他の都市まで行くんだよ。面倒臭え」

「ガキだって銃を持たせればスラム街ではそれなりの戦力になるんだ。そっちで募集を掛けてその戦力予備軍をゴソッと持ってくと、スラム街の徒党の絡みで余計な問題でも出るんじゃねえの？　まあ、事務連中がどんな懸念を抱いたかは知らねえがな」

「面倒臭えなぁ」

　男達はぼやきの混ざった雑談をしながら、そのまま見張りを続けていた。
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　元々ドランカムの事務処理は、荒野での活動に限界を感じて裏方に回った元ハンターが行っていた。

　しかし組織の拡大につれて事務作業が増えると元ハンターだけでは作業量が多すぎて事務が回らなくなり、ハンター未経験の純粋な事務方を雇うことになった。

　そのハンター歴の無い者達を主にした派閥を、ドランカムでは事務派閥と呼んでいた。ドランカムに若手ハンターを増やそうと今回のような加入試験を始めたのは、その事務派閥の者達だった。

　カツヤ達Ａ班はその事務派閥に加入を望まれた者達だ。一定の教育を受けており、読み書きもちゃんと出来る。常識や倫理も比較的真っ当なものを持ち合わせている。それでも何らかの理由でハンターを目指したという者が集められていた。

　盗まず、騙さず、殺さない。そのある意味で当たり前の感性は、防壁の内側の者達にも覚えが良い。加えて読み書きが出来る時点で効率的な訓練を受けさせやすい。その点を考慮して、Ａ班の者達は試験に臨んだ時点で十分に高い評価を受けていた。

　その為、Ａ班の者はＡ棟に入った時点で基本的に合格だった。

　試験の開始前にハンター稼業の危険についてドランカムの男からいろいろ脅されていたが、その脅しに屈さずゴールに到着した時点でハンターをやる意志は十分。あとは訓練でゆっくりと実力を身に付ければ良い。そう判断されていた。

　Ａ棟のモンスターは試験開始前にドランカムの者によって完全に駆除されていた。事前の評価が十分に高いので、モンスターとの戦闘試験を実施する必要は無いからだ。

　一方Ｂ班は事務派閥から人格的に不適切と判断された者達で構成されていた。

　Ａ班に振り分けられるような暮らしを送ってきた者達は、普通はハンターになどならない。よってＡ班の人数は少ない。しかし徒党に若手ハンターという層を作成するには一定数の人数が必要だ。

　Ｂ班はその人数の穴埋め用に集められた者達だった。大半はスラム街の孤児などで、事務派閥の者達からは、人格面に著しく問題があると判断されていた。

　盗み、騙し、殺す。加えて読み書きも出来ない。そのような者達とみなされている以上、合格の基準も厳しくなる。

　合否は総合評価で判定される。Ｂ班の者が総合評価でＡ班と同等になるには、相応の実力を示さなければならない。教育の無い欠点、劣悪な倫理感という短所、それらを十分な戦闘能力を示して覆さなければならない。

　Ｂ棟はＡ棟とは異なり、事前にモンスターの駆除などしていない。むしろ周囲から集めて増やしていた。

　死ねば失格。Ａ班の者にも言われた言葉だが、Ｂ班の者にとって、それは脅しではなかった。
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　Ｂ棟の部屋に銃声と悲鳴が響き渡る。少年が半狂乱になりながら銃を乱射し、大型のネズミ達に銃弾を浴びせた。体に無数の穴を開けたネズミが着弾の衝撃で揺れながら血を流していく。

　戦闘の高揚と恐怖で軽い狂乱状態の少年が、既に死んでいるネズミの痙攣にも過剰に反応し、死体に更に銃弾を浴びせて、周囲に血肉を撒き散らしていく。その乱射は少年の意志ではなく、弾切れという事象でようやく停止した。

「た、弾が出ない。か、勝った、倒した。た、弾が出ない、弾切れ？　弾切れ……!?」

　近くにモンスターがいるのかもしれないのに銃が使えない。その恐怖に、少年が酷く慌てながら弾倉を交換しようとする。

　しかし焦りと緊張の所為で手が震えて上手く交換できない。しかも弾倉を落としてしまい、急いで拾おうとして蹴飛ばしてしまう。弾倉が床を滑っていく。

「ああぁぁぁああぁぁぁ!!」

　少年は半狂乱になって叫びながら、自分で蹴飛ばした弾倉を追った。




　声を掛け合って３人のチームを作った者達が、通路の奥から群がるネズミ達に銃口を向ける。だが誰も撃たない。

「おい！　何で撃たねえんだ!?」

「お前だって撃ってねえじゃねえか！」

　自分の為に弾を残しておきたいと全員が考えた所為で、銃撃が致命的に遅れる。その間にネズミ達は距離を詰めて獲物に飛びかかった。

　少年達も流石に途中で撃ち始め、敵にそれなりに命中させたが、大きな体で勢い良く飛んできた相手の慣性を着弾の衝撃で止めることは出来なかった。

　血ち塗まみれのネズミ達の体当たりを喰らった子供が、既に死んでいるネズミにそのまま押し倒される。そして顔にネズミが貼り付いた所為でパニックを起こした。叫びながら銃を乱射し、近くの子供を巻き添えにする。

　響き渡る銃声が消えた時、ネズミ達も少年達も死に絶えていた。




　ネズミの群れに追われている少女が、拳銃を片手に通路を走っている。廉価版ＡＡＨ突撃銃ではなく拳銃なのは、同じ参加者に奪われたからだ。

　少女は背後から迫ってくるネズミ達から逃げようと、近くのドア付きの部屋に飛び込み、急いでドアを閉めた。

　部屋の外のネズミ達がドアに激突する。ドアは揺れただけで、ネズミ達をしっかりと遮断した。

　少女が安堵の息を吐く。しかしその安堵は、部屋の内側から聞こえたネズミの鳴き声で搔き消えた。

　室内に銃声が何度も響き渡り、やがて消えた。




　Ｂ棟の中を一人で進んでいたトガミという少年が紙のマップを見て唸っている。

「……これ、何て読むんだっけ。危険？　注意？　だったような、違ったかな……」

　マップには危険な場所の説明や弾の補給場所なども文章で書かれている。安全な移動ルートまで記載されている。文字を読める者へのささやかな援護だ。だがトガミには読めなかった。

　悩んでいると物音がする。落ち着いて壁を背にすると、音の方へ銃を構える。ネズミが出てきたので銃撃する。しっかり仕留めて、近くから音が消えたことを確認すると、軽く息を吐いた。そしてもう一度マップを見る。

「ゴールは……、この印の場所だ。それだけは間違いねえ。流石にその説明が噓ってことはねえだろう。よし。落ち着いていこう」

　トガミはそう自分に言い聞かせて先を急いだ。




　Ｂ棟の中に入った者達は、各自実力相応の結果を出していた。
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　カツヤ達は廃工場を出て装甲兵員輸送車に戻っていた。本来の予定ではすぐに出発して乗員を各都市に帰すはずだったのだが、その直前になってしばらく待機の指示が出た。

　その指示を出したドランカムの男は先程からずっと難しい表情で通信機越しに上と話している。そしてようやく話を終えると、面倒事に対する内心をわずかに顔に出しながらカツヤ達に告げる。

「基本的な試験は終わったが、希望者に対して追加の試験を行うことになった。その内容だが、この辺に棲息しているドラッドラットというモンスターと戦ってもらう。どんなモンスターかと言うと、廃工場の中に転がってた死体がそれだ」

　車内が軽くざわめく。男が内心で、だろうな、と思いながら補足していく。

「追加試験は各自の評価に点数を加算するものだ。希望しなかったからといって評価が下がることはない。自分以外の全員が受けた所為で合否の判断基準が上がり、相対的に評価が下がるということもない。そこは安心してくれ」

　前回の試験でも結構限界だった者達が安堵の息を漏らす。

「討伐数のノルマも無い。一匹も倒せずに逃げたとしても評価は上がる。勿論、たくさん倒せばその分だけ評価される。ドランカムに入った後の待遇も良くなるだろう」

　更なる評価を求める者達が笑みを浮かべる。

「今回は一人ずつではなく希望者全員で行く。そして車両に残っていた者も参加して良い。前の試験に参加しなかった者も、追加試験で評価を稼げば合格する可能性は十分にある」

　前回は怖じ気付いていた者達が、今度は一人ではないのならばと希望を見出す。

「以上だ。追加試験参加者にはもう一度装備を渡すから、希望者は手を挙げてくれ。募集は10分で締め切る。何度も言うが、よく考えて決めてくれ」

　多くの者が手を挙げた。そこにはカツヤも含まれていた。

　追加試験は急遽捻じ込まれたもので、ドランカムの幹部達が行った駆け引きの産物だ。Ａ班の試験を温ぬるいと感じた者。折角の人材を不合格にしたくない者。それらの考えが混ざり合い、妥協の末に加えられたものだった。

　Ｂ棟での試験も粗方終わり、モンスターの数も大分減った。試験の難度調整として、一度空き部屋に隔離しておいてから順次解放したモンスターも使い切った。その程度の難易度ならＡ班の者でも苦戦はしないだろうという判断が決め手だった。

　上との連絡でそのことを知っている男が思う。

　これでＡ班に死者が出たら上はまた揉めるのだろう。その機会を作ったのは自分達なのに。

　折角安全に合格できたのに自分から危険を望む必要も無いだろう。ハンターでも利益に目が眩んで不要な危険を冒す者は早死にするのに、ハンターになる前からこれか。

　そのように男はドランカムの幹部達にもＡ班の者達にもいろいろ思うところはあったが、結局は本人達が希望したのだからと、追加試験の希望者達に装備を渡していった。
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　再び装備を調え、他の追加試験参加者達と一緒にＢ棟の扉の前まで来たカツヤは気合いを入れていた。ユミナも当然のように付いてきている。

　ドランカムの男が軽い忠告をしながらＢ棟の扉を開いていく。

「モンスターは大分減ったとはいえ、奥の方にはまだそれなりに残っている。死にたくないなら余り奥には行かない方が良い。じゃあ、頑張りな」

　自信に溢れた者達が意気揚々と中に入っていく。不安と緊張を隠せない者もゆっくりと後に続いていく。

　ユミナが真面目な顔で釘を刺す。

「カツヤ。張り切って奥に行こうなんて思わないでよね」

　カツヤがユミナの態度に苦笑を漏らす。

「分かってる。心配性だな。何がそんなに心配なんだ？」

「全部よ」

「全部って……」

「そもそもハンターになろうとしている時点で心配の塊よ。当然でしょ？」

　そう言い切ったユミナの言葉に、カツヤもある意味で正しいと思い、余計なことを言うのはやめて表情を引き締めた。

「分かった。気を付けていこう」

　カツヤ達も少し遅れてＢ棟の中に入っていった。

　Ｂ棟の中の様子も、出入口付近はＡ棟の中を進んでいた時とさほど変わらない。だが雰囲気は同じでもＡ棟では見掛けなかったものを見付ける。人間の死体だ。ドラッドラットに中途半端に齧られており、顔の判別がつく程度に原形を残しながらも損傷が酷い。

　自分達は荒野にいる。人が死ぬ場所にいる。同じ年頃の死体を見て、カツヤ達はそれを強く感じた。

　更に進んでいくと通路の奥から２匹のドラッドラットが向かってきた。２匹とも血塗れだが勢い良く走ってくる。それはその血が自身のものではない証拠だ。

　カツヤ達は少し緊張しながらも慌てずに銃を構えた。そのまま目標を冷静に銃撃する。

　敵までの十分な距離と十分な弾薬はカツヤ達に十分な安全を与えており、ネズミ達を安全に一方的に撃破させた。

　カツヤ達が今日初めての実戦の勝利に息を吐く。そしてカツヤがこれなら行けると意気を高めた横で、ユミナがその意気を挫くじくように提案する。

「よし。カツヤ。戻りましょう」

「えっ？　もう？　まだ２匹倒しただけだぞ？」

「二人で一匹ずつ倒した。私達のような素人なら十分な成果よ。欲張って死んだら元も子も無いわ。ほら、戻るわよ」

「いや、でもさぁ……」

　渋るカツヤに向けて、ユミナが表情を強気で窘めるものから相手の身を非常に案じるものに変える。

「……たくさんモンスターを倒して認めてもらうのは、しっかり訓練をつけてもらってからでも遅くないでしょう？　……心配させないで。お願い」

「……、分かったよ」

　自分の身を真剣に案じてくれていることを感じ取ったカツヤは、少し残念に思いながらも笑って引き下がった。それでユミナも表情を和らげる。カツヤ達はそのまま元来た道を戻っていった。




　ユミナはカツヤが大人しく戻ろうとしてくれたことに安堵していた。

　だがその安堵もすぐに崩れる。帰り道、カツヤが通路で急に立ち止まった。

「カツヤ、どうかしたの？」

「……ユミナ、悪い、先に行っててくれ！」

　カツヤはそれだけ言い残すと、廃工場の奥側へ突如走り出した。

　顔を驚きに染めていたユミナが、その顔を焦りで険しくする。

「……まさか、またなの!?」

　そしてユミナもカツヤの後を追った。
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　Ｂ棟のある部屋でアイリという少女が死にかけていた。負傷はハンター基準ならば軽傷だが、一般人の基準なら十分に重傷だ。特に出血が酷く、曲がりなりにも止血した部分から漏れた血が床を紅あかく染めていた。

　部屋の中にはアイリが倒したドラッドラットの死体が幾つも転がっている。それはアイリの実力を示していたが、同時に限界も示していた。

　床に座り、壁に寄りかかって意識を保つのがやっとの状態。立ち上がってゴールを目指すなど無理だ。Ｂ班の試験としては失格であり、アイリは目標を合格から生存へ切り替えなければならなかった。

　ドランカムの者が試験終了後に、貸し出した装備を回収しようとＢ棟を捜索してくれれば、そして自分を偶然見付けて助けてくれれば、或いは死なずに済むかもしれない。そう考えて下手に動くのをやめて出血と体力の消耗を抑えて命を保っていた。

　だが頭の中の冷静な部分は、もう助からないと自身に告げていた。

　自分の命はあとわずか。そもそも装備を回収しに来るかどうかも怪しい。そして何よりも、まだ生きている自分を見付けたとしても、わざわざ助けるかどうかが最も怪しい。

　Ｂ班に求められているのは過酷な荒野で生き抜く戦闘能力だ。死ねば失格という試験で、時間切れで失格となった者を、わざわざ助ける可能性は低い。それぐらい、アイリも分かっていた。

　冷静な部分が、お前は死ぬ、と執拗に告げ続けている。それを聞いた感情的な部分が悲鳴を上げ続けている。助けてくれと、無言の叫びを上げている。それは徐々に断末魔に近い絶叫へ近付いていた。

　その時、部屋のドアを開けて誰かが入ってきた。その誰かを見たアイリは、残る力を振り絞り、拳銃の銃口を入ってきた少年に向けた。

「近付くな」

　アイリは少年に明確な敵意を向けていた。自分と同じ試験の参加者は、既にアイリの中で敵となっていた。

　アイリが死にかけているのは、どちらかといえばモンスターの所為ではなく、同じ受験者の所為だった。相手の装備を奪おうとする者に襲われ、殺されかけたのだ。

　死体から装備を手に入れれば予備の銃も弾薬も手に入る。そこから思考を飛躍させ、対象の生死を問わずに予備を手に入れようとした者もいた。返り討ちに遭った者もいたが、成功した者もいた。

　アイリは辛うじて死なずに済んだが、負傷した上に銃を奪われた。今握っている拳銃はこっそり持ち込んだものだ。当然ながら威力は弱い。その後に遭遇したドラッドラットを倒すのにも酷く苦労した。

　そして今、その拳銃には別の致命的な不安要素があった。

　それを見抜かれないように、アイリはありったけの殺意を、部屋に入ってきたカツヤに向けていた。
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　カツヤは昔から、ごく稀に誰かに呼ばれているような感覚を覚えることがあった。その感覚に導かれると、大抵その先には死体が転がっているか瀕ひん死しの者がいた。

　子供にもそれを近くの者に伝えるぐらいは出来る。発見が早く、そのおかげで助かった者から非常に感謝されたことは、カツヤの人格形成に大きな影響を与えていた。

　ただし手遅れで死体を見付ける結果に終わったことも多く、死体を探し回っていると誤解されたりもした。それでカツヤは誰かに呼ばれているような感覚のことを他の者に話すのはやめていった。

　そして今日もその感覚を覚えた。その感覚に導かれるままに廃工場の中を進んだカツヤは、見付けた相手から拳銃を向けられても、今日は間に合ったと、まずは安堵した。

「近付くな」

「大丈夫だ。敵じゃない」

　カツヤはそう言って一度止まると、両手を軽く上げた。そして再びアイリに近付こうとする。

　だがアイリは更に視線を強めて、カツヤを拒絶した。

「近付くなと言っている」

「……落ち着けって。俺は敵じゃない」

　アイリの痛烈な拒否に、カツヤはわずかに顔をしかめた。

「その怪我、急いで治療しないと命に関わるぞ。応急処置ぐらいした方が良いって」

　それはアイリも分かっていた。負傷は酷く、拳銃を持ち上げる程度のことが難しくなっている。手がふらついて銃口のぶれが大きくなっていた。それを補うようにカツヤを強く睨み付けながら、警告しようとして口を漏らす。

「脅しじゃない……」

「そのままだと死ぬぞ？　それぐらい分かるだろ？」

「この距離なら……、当たる」

「銃を下ろせって。な？」

　カツヤは何とかアイリを宥めようとした。しかしアイリの表情は欠片も緩まなかった。

　わずかな対たい峙じの後、カツヤが真剣な表情で更に１歩進む。

「警告はした！」

　アイリが可能な限りの殺意をカツヤに向ける。それでもカツヤが前に進む。

　そしてアイリが引き金を引いた。




　アイリの側まで来たカツヤが軽く息を吐く。

「手当てをするから暴れるなよ？　痛くても我慢してくれ」

　そう言って携帯式治療キットを取り出す。ドランカムからの支給品ではない。今回の試験の為に自分で持ち込んだ物だ。試験の内容は事前に知らされていないが、ハンター徒党の加入試験なのでこの手の物が必要になると思い、前もって用意しておいたのだ。

　カツヤは返事も聞かずにアイリの治療を初めていく。血の痕から負傷箇所に当たりをつけて服を捲めくり、治療用のテープを貼り付ける。

「回復薬だ。水が無くて飲みにくいかもしれないけど、頑張って飲んでくれ」

　アイリは口の中に少し強引に入れられた回復薬を言われた通りに飲み込んだ。服を捲られた時も抵抗などしていなかった。拳銃を握っていた腕もだらりと下げられている。

　アイリは困惑していた。自分の治療をしてくれた理由が知りたかった。だがそれ以上に知りたいことがあった。

「……どうして、弾が無いって分かったの？」

　アイリは既に拳銃の弾も撃ち尽くしていた。空の銃を向けたのはただの脅しだった。

　カツヤがアイリの治療を進めながら軽く答える。

「回復薬もあるし、拳銃だし、一発ぐらいなら喰らっても大丈夫だと思った」

　アイリの顔が驚愕で歪む。弾切れを見抜かれた訳ではなかった。それでも撃たれる覚悟で自分を助けてくれた。それはもう、アイリの理解を超えていた。

「……どうして」

　問い掛けの言葉は酷く短かったが、尋ねられていることはカツヤにも何となく分かった。少し吹っ切れたように笑う。

「助けようとしたやつが死んでたってのは結構きついんだ。でも今回は間に合った。だから、大人しく助けられてくれ。頼むよ」

　カツヤは笑ってそう頼んだ後、アイリの治療を続けながらわずかに照れくさそうにしていた。

　アイリの目には涙が浮かんでいた。撃たれてでも助けたい。そのような者など、アイリの人生には今までどこにもいなかった。




　治療を終えたアイリは一命を取り留めた。しかしこの場に放置すれば死ぬことに違いは無い。そして自力で動ける状態ではないことにも変わりは無い。そこでカツヤはアイリを背負って戻ることにした。

　それなりに鍛えているカツヤだが、一人背負っての移動となると流石に動きも鈍る。しかも背負っている者は重傷人だ。派手に動けば傷に障る。注意しなければならない。

　それだけでもカツヤの表情を険しくするには十分なのだが、表情を更に険しくさせているものがあった。アイリと合流してからモンスターとの遭遇が妙に増えたのだ。

　それはまるでカツヤとアイリがモンスターを誘き寄せているかのようだった。カツヤはそれを奥に行きすぎた所為だと考えていた。この調子で戻れるかと少し不安に思う。

　すると、背中からも不安そうな気配を感じた。カツヤはそれでアイリを安心させようと敢えて明るく笑う。

「大丈夫だ。予備の弾はたっぷりある」

「ん……」

　安心したような気配を感じて、カツヤも落ち着きを保つ。

　だが懸念もあった。予備の弾がたっぷりあるのは本当だが、それも使えば無くなる。そして急いだ上に感覚的にアイリの下に来た所為で、帰り道をしっかり覚えていなかったのだ。

　それでも何とか戻っていく。その間にもドラッドラット達は何度も襲ってくる。状況としては劣勢だ。アイリを背負っている所為でカツヤの動きは全体的に鈍い。下手をするとカツヤまで危ない。

　アイリも自分が足手纏いになっているのは分かっていた。このままでは自分が死ぬだけではなくカツヤを巻き込んで死ぬことになる。それはとても嫌だった。

　死ぬのは嫌だが、撃たれてでも自分を助けようとしてくれた人が自分の所為で死ぬのはもっと嫌だった。アイリは自分がそのような感情を持ったことに非常に驚いていたが、それをどこか嬉しく思っていた。

「……この辺で良い。置いていって」

「何を言ってるんだ？」

「このままだと共倒れになる」

　カツヤがきっぱりと断る。

「嫌だ」

「……手当てをしてもらったからしばらくは保つ。私をどこかドアの残っている部屋に置いて、他の者を呼んでくれば両方助かる」

　ドラッドラットはドアを開けられない。だから部屋の中にいた分を殺した後は敵の増援も無く死なずに済んだ。アイリはそう説明を続けた。

　だがカツヤは、それは自身を見捨てさせる為のただの口実だと気付いた。再びきっぱりと断る。

「嫌だ」

「何で……」

「嫌なもんは嫌だからだ。俺が勝手に助けてるんだ。助け方はこっちで決める。悪いな」

　カツヤはそう言って開き直ったように悪びれずに笑った。

　そう言ってくれたことが嬉しくて、その人を巻き添えにしているのが悲しくて、アイリの目から再び涙が伝った。




　移動を再開したカツヤ達だったが状況は悪化していた。弾は減る。体力も減る。敵との遭遇回数だけが増えていく。状況の厳しさにカツヤの顔も険しくなっていく。

　そして再びドラッドラットと遭遇した時、ここまで無理を続けていたツケがカツヤを襲った。敵を見たカツヤが反射的に銃を向けようとして体勢を崩す。その崩れはアイリを背負っていた所為で大きくなった。

　不味い。大きくよろけたカツヤがそう思った時、モンスターはもうカツヤ達に迫っていた。それでも何とか銃を向け直そうとしたが、その時間など既にどこにも無かった。

　次の瞬間、その大型ネズミが無数の銃弾を浴びて倒される。走っていた勢いのままに床を滑り、床に紅い線を引いて息絶えた。

　カツヤ達が驚き戸惑っていると声が響く。

「いた！　カツヤ！」

　ネズミを倒したのはユミナだった。銃を下ろし、そのままカツヤ達の前まで来ると、カツヤを思いっきり怒鳴り付ける。

「こんな奥まで来るなんて、何やってるのよ！」

「ユ、ユミナ、何でここに？　先に行っててくれってちゃんと言ったはず……」

「黙りなさい！」

　ユミナの一喝で、カツヤは全ての反論を封じられた。

　ユミナはそのまま続けて怒鳴り付けるつもりだったが、アイリに気付いて状況を大雑把に把握すると、大きく息を吐いた。

「話は後にしましょう。まずは安全な場所への移動が先ね。私が先導するわ」

　ユミナはそう言って情報端末のマップを確認すると、先に進みながらカツヤ達を手招きする。だがカツヤは軽く困惑していた。

「ユミナ。そっちは奥側だぞ？　逆だろ？」

「ここからだと、もうゴールの方が近いのよ」

「でも、その分だけモンスターが……」

「安全なルートを通れば大丈夫よ。良いから来なさい」

　ユミナが情報端末のマップで安全なルートを確認しながらカツヤ達を案内していく。

　そのルートは本当に安全だった。モンスターとの遭遇もあったが、位置関係で一方的に倒せる状況が続いていた。

　カツヤがそのことに驚きながら困惑する。

「ユミナ。何でこんなルートを知ってるんだ？」

「渡された情報端末のマップに書いてあるでしょ？」

「えっ？　いや、あのマップって、前の建物のやつじゃ……」

「表示の切り替えが出来るのよ。気付いてなかったの？　何の為に情報端末をまた渡されたと思ってるのよ……」

　ユミナが大きな溜め息を吐く。そのユミナの態度を見て、カツヤはごまかすような苦笑いを浮かべた後、疲れたような溜め息を吐いた。

　その後、カツヤ達はＢ棟のゴールまで問題無く到着した。
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　Ｂ棟のゴールである広間にいたドランカムの男は、カツヤ達を見てＡ班の者だとすぐに気付いた。同時に、Ａ班の者がＢ班用の試験を突破したことにかなり驚いていた。

　そのカツヤ達を見て、トガミという少年が不満そうな表情を浮かべていた。そして少し考えてからドランカムの男に声を掛ける。

「なあ、俺達はＢ班って扱いで、他にもＡ班ってやつがいるって聞いたけど、あいつらがそうなのか？」

「お前、何でそんなこと知ってるんだ？」

「他のやつがそんな雑談をしてた」

　口の軽い同僚に、男が軽く溜め息を吐く。

「それがどうかしたのか？」

「いや、評価の追加だとか上乗せとか言ってたからさ、俺達にもそういう追加試験とやらは無いのかなって思ってさ」

「ああ、そういうことか。……それなら、Ｂ棟の中に残った装備を回収しておいてくれ。たくさん回収できたら、俺からお前の評価を上げるように言っておいてやる」

「分かった」

　トガミは頷いて広間から出ていった。それを見て男が軽く笑う。

「ぬくぬくしてたＡ班のやつらより軽く見られるのが我慢ならないってところか。活きの良いやつで結構なことだ。生きてればな」

　現状に満足せず、自分からより良い成果を求める。大成するハンターの資質であり、同時に早死にするハンターによくある傾向だった。




　Ｂ棟に散らばる装備を順調に回収していたトガミが少し意外そうな表情を浮かべる。重武装の死体が転がっていたのだ。

「……こいつ、一人で５挺も持ってやがる。それで死んでりゃ世話ねえな」

　そう言って軽く笑い、死体の銃を回収してリュックサックに詰めていく。その中にはアイリに貸し出されていた銃も混じっていた。

　銃だけあっても使い手がいなければ意味が無い。一人で生き残る実力も無く、仲間を作る力も無い者は、実力相応の末路を迎えていた。
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　試験を終えたカツヤとユミナは、行きと同じように装甲兵員輸送車に乗せられて待ち合わせの場所まで送られた。

　去っていく装甲兵員輸送車をカツヤ達は何となく見送っていた。やがて車両の姿が消える。それでカツヤ達がつい先程まで荒野にいた証拠は、服の汚れと溜まった疲労だけになった。

　カツヤもユミナも、死なずに、怪我も無く、帰ってくることが出来たのだ。

　カツヤがちょっとした達成感を覚えていると、ユミナが大きく息を吐いてからカツヤに向けて力強く微笑む。

「カツヤ。お互い無事に帰って来れて良かったわ。お疲れ様」

「ああ。ユミナもお疲れ様」

「じゃあ、話があるわ。いろいろあるから。本当にいろいろあるから。本当に本当にいろいろあるから、全部聞いてもらうわ」

　話は安全な場所に移動してから。カツヤはユミナから廃工場の中でそう言われていた。たがＢ棟のゴールの広間に着いてもその話は無かった。ユミナもアイリの側でその話をするのは気が引けたのだ。

　アイリは帰り道の装甲兵員輸送車にも乗っていた。Ｂ班でゴールに到着した者は基本的に合格扱いで、希望すればクガマヤマ都市まで送ってもらえることになっていた。今後はドランカムの施設で暮らすことになる。

　アイリを含め、Ｂ班の合格者の大半はそれを希望した。他の都市のスラム街で生活していた者も多く、地元で揉めて逃げるように試験に参加した者もいて、可能ならば戻りたくない者が大半だった。

　アイリはカツヤに随分と懐いており、装甲兵員輸送車でもカツヤの側に座っていた。そのアイリの横で、アイリを助けに行ったカツヤを糾弾するのは、ユミナも流石に気が咎めた。

　そのアイリと分かれたので、ユミナは気兼ねなくカツヤを糾弾できるようになったのだ。

　カツヤがそのユミナの気迫に引き気味になる。

「は、話は帰ってからにしないか？　お互い疲れたんだ。風呂にでも入って、疲れをゆっくり取ってからとかさ。な？」

　ユミナが楽しげに笑う。

「そうね。まずは帰りましょう。さあ、行きましょう」

　ユミナはカツヤの手をしっかりと握り、絶対に離さないと言うように力を込めた。そして狼狽しているカツヤを引っ張って帰っていった。

　これからも、ずっと一緒にいることを願って、握った手に力を込めていた。

　クズスハラ街遺跡から出現したモンスターの群れがクガマヤマ都市を襲う１年前の出来事だった。
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